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紀 にあげに 歌謠百 二十 六篇、 記に 見える 百 十 一 首に ついては 釋 日本 紀 以下の 註 

釋 書に は 其々 說 明が與 へられて 居り、 ^契冲 の 「厚顔 抄」、 荒木 田 久老の 「日本 紀 

歌 解」、 橘 守 部の 「稜威 言 別」 以下 歌謠 のみの 硏究も 世に 公に せられて 居る が、 尙 

未だ 世人 を滿 足せし むる に 至らす、 私 をして 云 はしめ ると、 正解 せられた 歌謠は 

極めて 少ぃ。 私 は 決して 先學の 努力 を 無視す る もので はなく、 之に よって 敎 へら 

れ たこと も 多い ので あるが、 少く とも 研究の 方法に 於て 同意す る ことの 出 來ぬ重 

大 なる 二 缺點を 認める。 

其 一 は歌謠 に附帶 する 前文 後 文の 所 說を肓 信し、 之に よって 歌 意 を 推定しょう 

とする 傾向で ある。 神代 はいふに 及ばす、 建國 以降の 歌謠に 在っても、 原作と 灌 


序  二 

認し 得られる もの は、 本書に 於て 逐一 論究す る やうに、 比較的 少数で、 其 大部分 

就中 古い 時代の 歌 は、 後人の 擬作 又は 改作 か、 若く は傳說 子が 話の 興 を そへ る爲 

に 古歌 を 取 入れた もの、 やうで あるから、 之 を史實 と速斷 して 解釋を 下す こと は 

頗る 危險 である。 樂 麻の 歌曲が 原 歌で ない とい ふこと は 守 部が =  十く 八 千 矛 祌の跗 

答 歌に 於て 注意し (四 ー 一六 一 頁 以下)、 今日で は 殆ど 定說 であるが、 共 外の 歌謠に 

も 眞僞の 疑 はしい ものが 多い。 國 語が 漸次 整頓 せられて、 紀記萬 葉 時代の 形態 を 

備 へ る やうに なった の はさの み 古い ことで はなく、 助 語の 用法、 打消の 表現、 形容 

詞 活用 等の 如き は 其 時代まで 尙 統一 せられて 居なかった ので あるから、 神武、 崇 

神、 景行 朝に 於て 飛鳥— 近 江 時代の 語彙 語法 を 以て 表現した 歌謠が あり 得た と は 

考 へられぬ。 歌 形が 完備して 五 七 昔 二 句 一 聯を甚 調と し、 之に 七 昔 一 句 を 添加し 

たもの を 定型と する やうに なった の も、 や、 後代の ことで あるから、 スサ ノヲの 

命 は 勿論、 イス ケ依姬 等が 之に 準據 して 吟詠した 箬 はなく、 此等 を盡く 偶然の 一 


致と する こと は 困難で ある。 此ニ事 を 以て 類推しても 記 錄發生 以前の 謌謠 は、 之 

を 原作と 見なし 得ぬ ものが あり、 之から 生まれた 傳說 を史實 と斷定 する こと は 出 

來ぬ。 例へば 弟 橘 比賣の 作と 稱 せられる ことの 故 を 以て、 「サネ サシ相 武の小 野」 

を 野火の 厄 を 詠 じた ものと する の は速斷 で、 辭 世の 歌で ない こと は 虚心 坦懷に 三 

誦すれば 自ら 明で ある。 

第二の 缺陷は 語釋の 根據が 頗る 非學術 的なる ことで ある。 難解 語に 遭遇した 場 

合 先學の 執った 態度 は、 先づ 前後の 文 若く は 語句から、 歌 意 乃至 句意に 假想的 意 

義を與 へ、 其に 合 ふやう に 語義 を牽强 する にあり、 甚 しき は 臆斷を 以て 新 義を創 

造した ものが ある。 一例 を擧げ ると、 守 部は輕 太子の 御 歌に 用 ひられた ォホヲ と 

いふ 語 をば、 「凡 墓」 卽ち 槪定の 墓所の 謂な りと し、 其證 として 「山鳥の ヲ のハ 

ッヲに 鏡 かけ 云々」 と ある 東歌 を 引き、 其 は 丘 等之果 墓の 盘 なる 故に、 此 ォホヲ 

も 亦 凡 墓なら、 ざるべ からすと 論じた 〔言^〕。 右の 束 歌の 解 釋は守 部 一 個人の 幻覺 


に 過ぎぬ こと 勿論で あるが、 此 誤解が 因 をな して ォホヲ にも 及ぼした ので はな 

く、 輕 太子の 歌の 初 數句を 葬儀の 光景 を 叙した ものと 豫斷 し、 其に 迎合す る爲に 

ヲ に 「墓」 とい ふ 新 義を與 へ 、 之 を立證 する 手段と して 右の 束 歌 を も 故意に 說 きひ 

がめ たもので、 其 は 馬 を 鹿な りと し、 馬の 子 をカコ とい ふの は 之が 證據 なりと い 

ふと 同様の 非論现 である。 此は 極端なる 例で あるが、 相似た 證明法 は 他の 學 匠の 

所論 中に も少く はない。 延約說 が 無批判に 肯定 せられた 時代に は 右 やうの 解釋 が 

極めて 便利であった。 ケ長ク の ケを來 經の切 〔記 傳〕、 ァリ 衣の ァリは ァザャ 力 

(鮮) と 同義 〔玉 勝 問〕、 射ュ は射ラ ュ ルに 同じく、 ァ ラチシ (枕詞) はァラ チイ 二 シの 

約で 返 去 去 之の 意な り 〔言^〕 とい ふやう に 自由自在に 伸縮し、 其で も 尙都八 口の 惡 

い 時 は 音便と 稱 して 縱撗に 他 音に 轉 じて 說 くので あった。 さりながら 其が 音韻 變 

化の 根本 則に 違 北：： する 場合に は 如何に 牽强 しても 結局 破 淀 を 免 かれぬ ので ある。 

右の 一 14<缺點の外に語形態を等閑視する傾向も亦釋義上に少からぬB5fをw^ばし 


た。 歌謠の 如き 極めて-微妙な 感情 を 表現した ものに 在って は、 一昔の 相違 も忽 に 

すべから、 ざる こと 勿論で、 殊に 用言の 時 格 及 諸 法、 並に 助 語の 用法に は 周密なる 

注意 を拂 はねば ならぬ。 例へば 記の 酒樂 歌の 一句 カミケ レカモ は、 紀には 釀ミケ 

メカ モと あり、 僅に 一音の 相違で は あるが、 時 格 を 異にする から、 同一視す る こ 

と は出來 す、 守 部が カミケ レカ モを將 レ釀歟 毛な と斷定 したの は 粗漏で ある (第 

一 六 1 1 頁)。 大鹪鹩 皇子の 御 歌に 相 マ クラ マ クと あるの は 相 纏 クラ ム コ ト (ョ) とい 

ふ 意で あるが、 宜長は 相 枕 纏と 解 讀し、 守 部 も 之に 從 うて 居る。 枕 トス〃 こと を 

枕 マ クと 表現した 例 はなく、 原義から いうても マ クラの 三 音が 蛇足で (第一 九 七 

S. 此 一 句と 次の 歌の 寢シ クヲ シゾモ との 誤解に より 全然 歌 意を沒 却した。 此ゃ 

うな 例 は 極めて 多く、 時として は 意に 於て 大差の ない 場合 も あるが、 作者の 心 も 

ちに 副 はぬ のみなら や、 興趣 を 損する ことが 少く はない。 

右の 見地から 紀 記の 歌謠は 再吟味す る 必要が あると 信す るので、 私は舊 釋に拘 

0  五 


泥す る ことなく、 新に 科學的 硏究を 進めた ので ある。 私の 執った 方法 は、 絕對に 

豫斷を 排斥し、 先づ 精密に 語義 を檢 討して、 其から 歌 V お を推究 する ことに 努め、 

前文 後 文の 所說と 合致せ ざる 場合に は 其 由って 來る所 を 確め る ことであった。 語 

句の檢討には年來私の主張する語構成法に^^^^礎を置き、 語形 態の 變 化と 感動詞の 

用法に ついて 特に 注意 を拂 うた 結果、 從 來不叮 解と せられ、 若く は 誤解 せられて 

居た 句意 乃至 歌 意 を 明に する こと を 得た。 私 は 此新釋 を 以て： して 金！ i 無缺 なり 

と 主張す るので はなく、 後日の 研究に より 更に 誤解が 指摘せられ、 修正 せられて 

行く こと を 希望す るので あるが、 少 くと も紀記 歌謠の 研究に 新生 而を 問 き 5^ たと 

自 J^a する。 

歌，— とい ふ もの、 性質 上、 逐 語の 意義 は氷釋 せす とも、 或 程度まで 其 影を捉 

へ、 其 趣 を 味 ふこと が 出来る。 其 故に 語句の 末に 拘々 たる こと を 要せす と考 へて 

るん も 世に は少く はない やうで あるが、 吟誦して 自ら 娘む 場合 はと も かく も、 


國語學 乃至 國文學 的 研究に 於て は 右の 如き 粗笨なる 態度 は 許されぬ。 況して 歌謠 

を 通じて 其 時代の 世相 を 究め、 文化の 程度 を 知らん と 欲する ものに 在って は、 皮 

相の 觀 察に 墮 する ことのない やうに、 先 づ眞義 を 明に する ことに 努力せ ねばなら 

ぬ。 然るに 近時の 學徒 中には 勞を吝 んで之 を 回避し、 宣長守 部 等の 所 說を金 科 玉 

條 として、 勇敢に も 批判 講述を 試みる ものが あるが、 其 は 砂上の 樓閣に 等しき も 

ので、 原作者に 取っても 迷惑 至極の ことで ある。 若し 夫れ 旣 知の 諸 說を參 照す る 

こと を すら 怠り、 語學及 歌學に 立脚せ、 ざる 俗解に 甘んじて、 上代 歌謠を 論す るに 

至って は、 ケン パスの 裏から 繪書 を觀賞 せんとす る やうな もので、 沙汰の 限りで 

ある (昭和 七 年 八月)。 


凡  例 

一 、 歌謠の 原文 は紀に 在って は 寬文刊 本に 據り、 國史 大系 本 及 日本書紀 通 釋を參 酌し、 記は眞 

福 寺 本 を 基底と して 古事記 傳 及國史 大系 本に よつ て 校訂 を 加 へ た。 

二、 變體 略書 等 活字に 之 を 求め 得ざる もの は、 新 鑄の 勞を 憚って 正字に 改めた が、 論議 を耍す 

る もの は 原文の 通り 特製した。 

三、 誤記 誤寫と 認められる 文字 も 敢て改 刪 を 加へ す、 右 旁に △ 印 を附 して 標識す るに 止めた。 

不可 讀の もの も 同様で ある。 

四、 同 一 歌謠が 11 時として は 若干の 相 遠 を 以て 11 紀記兩 書に 收錄 せられて 居る 場合に は、 

之 を聯揭 し、 一 括して 釋述 した。 其 いづれ を先揭 する か は 一 に說 明の 便宜に よる。 

五、 引用 書名に は繁を 避ける ため 次の 略字 を 用 ひた。 . I 括 孤內は 著者 名 

〔記〕 古事記  〔記 傳〕 古事記 傳 C 本居宣 县〕 

〔紀〕 日本書紀  記〕 日本 紀 私記 

凡 例  一 


凡例  11 

〔釋 紀〕 釋 日本 紀 (卜部 兼 方)  〔集 解〕 書 紀集解 C 河村秀 根) 

〔通 證〕 日本書紀 通證 (谷川 士清) 〔抄〕 厚顔 抄 (阿 閻梨契 沖) 

〔解〕 日本 紀歌解 (荒木 田 久老) 〔言^〕 接 成 一一 一一 (橘 守 部) 

〔萬〕 萬 葉 集  〔式〕 延喜式 

〔和〕 和名 類聚 抄 (源 順)  〔耍 錄〕 語法 耍錄 (拙 着古 大 辭典 訓話 篇 W 錄) 

右の 外 は 全書 名と 著者の 名を擧 げた。 著者 名 を 省いた の は 拙著で ある。 

六， 紀記 論究 を 引用す る 場合に は、 卷數及 m 數 のみ を あげ、 1 篇 (神代 篇) と 第二 篇 (建 阈£§) 

とを區 別す るた め， 前者の 卷數は 肉太 字 を 以て 表示し， 後者に は壹、 貳， 參 * 郞， 伍、 睦 の 字 を 

用 ひた。 例 

三— 二 〇 八 頁 祌代篇 第三 卷 第二 〇 八 頁 

肆 I 一  三 五 頁 建 國篇第 四卷第 一 三 五 貝 

七、 引用した 萬 葉 集の 歌に は 必要に 應じ、 〔三 四 八 六〕 の 如く 國歌 大觀の 番號を 注記した。 

八， 卷 末の 索引 は 語と 句との 別な く 一列に 五十音順 位に 排列した が • 句 は 漏 さす 平 假字を 以て 


揭げ、 語 は 必要の ある もの 、み を 片假字 又は 漢字 を 用 ひて 表記した 


凡 例 


1 、 出 雲傳說  

八 雲 立  

神 語  

二、 稚 彥傳說  

夷 . 曲  

三、 高 千 穗傳說 ……， 

皇孫 思慕の 歌 •：. 

海 宮傳說 の 歌 詠. 


四、 欞原宫 (神武 朝). 

來 目 歌  

高佐士 野の 唱酬 •• 

狹 井河の 吟詠 ：…. 

五、 瑞籬宮 (崇神 朝) 

三輪の 祭典  

怪 女の 諷詠  

箸 墓傳說  

出 雲 梟 帥  

丹 波の 小兒の 託宣 

六、 日代宮 (景行 朝)： 


思 邦 歌  ニー 

大木 傳說  二 七 

さね さし 曲  一 1 力 

酒 折宫の 問答  三 二 

美 夜 受比賣  三 四 

一 つ 松の 歌  ー璧 

大御 葬の 歌  一 一一 一六 

七、 攝政 時代 (神 功 朝)  S 一一 一 

あらら 松原  一 四 一一 一 

瀬 田の ^  一四 九 

酒樂歌  W 

目 次  三 


八、 明宮 (應神 朝) ： 

ちば の 葛 野 ：… 

木幡 少女 ：.：： . 

髮長媛  

國 主の 歌  

"ぬ 頌許理  

吉備の 佳人 ：… 

枯 野の 歌  

九、 空位 時代  

10、 高津宮 (仁德 朝) 

桑田 玖賀媛 .：： 


吉備の 佳人 - 

椒庭 紛議 …： 

磐 之 媛の 退 身 

八 田の 一 本 #n 

本岐歌 …： 


紀記 論究 外篇 

古代 歌謠 上卷 

1 、 出 雲 傳說紀 一 首， 記 五 首 

〇 八 雲 立 

スサ ノヲの 命が クシ ナダ姬 を 得て 後、 其宫 を須賀 (淸) に 設け、 其 地から 雲 

の 立 騰るを 見て 詠 じたと める 歌 (四 —m〇 貝 以下) —— 紀には 或 曰と して 分注 

して ある。 

ャグモ タヅ ィ ヅモャ へガキ ツマ ゴ ミュ ャへ： R キック ル ゾ ノヤへ ガキヲ 

〔記〕 夜 久毛多 都 伊豆 毛 夜 幣賀岐 都 麻 暴 微雨 夜 幣賀岐 都久流 曾 能夜幣 賀岐袁 

ャクモ タツ イツ モャへ ガキ ツマ ゴメニ ャへゲ キック ル ソノャ へ カキヱ 

〔紀〕 夜 句 茂多范 伊都 毛 夜 覇锇岐 鬼 磨 語味爾 夜 霸餓枳 宽俱盧 贈 廼夜範 饿岐迥 


1 、 出 雲傳說  -  二 

やく もた つ 彌雲 立の 意。 白雲の i 族々 たる 光景 を 其 ま V 序に S ひたので、 ィヅ (嚴) にか. -る 

ので ある。 

いづも や へ. かき ィヅモ (紀 によれば イツ モ) は國 名に 嚴裳、 卽ち 上等なる 裳 をい ひかけ たの 

キヌ ゾ t> 

である。 イツ 乇 八重垣 は 其 を 幾 軍； にも 懸け 繞 らして 區劃 とした もの をい ひ、 八 m の 衣； S ー乂 

は 小袖 垣と いふに 同じい。 上代の 家屋 は 大小に 拘 はらす  一 { お ( 一 房) であった から， 女性の 

隱れ 場所に は 中世の 几 張の やうに 裳 を かけ 垂れた もの」 やうで、 其 名 殘は今 も フス マ (換) 

11 フ ス モ (臥 裳) の轉呼 11 とい ふ 語に 存 する。 國 名の ィヅ乇 は 勿論 「嚴 裳」 の IE ではない 

が、 出 雲と かくの も亦假 字で、 字の 如き 意味 はない (四 Ig:  一  K)。 

つま. 二み (め) に ッ マは聯 身の 轉 呼で， P ば i のッ レア ヒと じく 配偶 を 意味し * 夫妻相^：：！-の 

稱呼 であるが * 此は 勿論 妻の 意に 用 ひられた ので ある。 コ ミはコ モリ、 コメの 原；？^ i で、 北ハ 

.E 體が rat- におき * 今日で は 自動詞と しての み 用 ひられる が、 本初 は 自他：. であった か 

ら、 ッ マコ ミは 「妻隱 り」 の 意と も 「妻 こめ」 の義 とも 了解 せられる。 こ、 では 後；^ の 意味に 

川 ひられた ので あらう。 されば紀には冤磨；^ji昧雨とぁるのでぁる。 


やへ-かきつくる 八 s 垣造ル とい ふ 意。 

その やへ がき (ゑ) ヲは 目的格 表示で はなく、 ョに 通す る 感動詞で あらう。 されば こそ 紀は 

廻の 字 を あてた ので、 此字は H とい ふ 音 は あるが、 ヲの 音符に 用 ひられた 例 はない。 H は 

ャに 通じ， ョと 同意の 感動詞で ある。 

〔大意〕 妻 を かくす 爲に (屋內 に) 八重の 嚴裳を 以て 垣 を 作る。 其 八重垣！ 

飯 石郡須 佐から 柬遷 して 大原郡 須賀に 根 據地を 定めた 結果、 クシ ナダ姬 の 居住 

地なる 稻 田と 距離が 遠くな つたから、 御室の 中に 垣 (隔 障) をつ くって 迎へ 取られ 

たこと は 有り得べ きで あるが、 序說に 論じた やうに ス サノヲ の 命の 口吟と は考 へ 

られ す、 恐らく は 後人が 口碑に 甚 いて 詠 じたので あらう。 出 雲 風土記の 卷 頭に 所 ョ 

以號 n 出 雲-者、 八 束 水 臣津野 命、 詔 二八 雲 立 語-之、 故 云 二. 八 雲 立 出 雲-と あり、 圃引 

の條 下に も 八 雲 立 出雲國 とい ふ 句の ある 所 を 見る と、 ャクモ タツと いふ 熟語 は臣 

津野 命から 始まった とい ふ傳 說も存 した ものと はれる。 

八 雲 立  三 


1 * 出 傳！  四 

〇 神 語 

八 千 矛 神が 高 志の 沼 河比實 を迎媳 した 時の 贈答 歌 竝に大 健阔に 卜-らん としてお 

束す る 際、 嫡后須 勢 理毘責 命との 應 酬と傳 へ られる 歌 謠四篇 を 神 語と 稱 する (四 

—  ニハ ！K 以下)。 

八 千 矛 神が 沼 河 比實の 家に 到着した 時の 歌 

11 斯 i 比遞 阿き きま 鲈 £ 

麻 陀登加 泥 婆 遠登賣 能 k ぎ i^^;^!-  ^^ff  s か 

1 和 何 多 li  §i  i^^  iii ま i か き 

露 迦 f ぉ那久 宇 鱧 多久母 那^:^か£0.き^  き^ 


多布_|^ 阿 麻 波 勢 豆 加 比 許 登 能 加 多 理其登 母 許 遠^ 

やち ほこの 八 千 矛 は 大國主 祌の數 ある 名號の 一 つで、 ャチ (谷) の 1^ ソ 子の 謂で ある (四 —一 〇 

六 頁)。 

かみの み 二  S は 神 は 前 句に つ くので、 ャチホ コの祌 をい ひ、 ミコト (御 事) は敬稱 であ 

る。 此 歌に は我ガ 立タセ レバと いふ 句が 繰返して 用 ひられて 25 るので * 率爾に IS めば 此祌 

の自 詠の やうに 思 はれる が、 祌ノ ミ コ トを第 一 稱と兌 なすこと は 困難で ある。 詔^ 中には 

天皇 御自身の 御 事をス メラ ミコ ト とした 例が ある けれども、 其は此 語が 帝位 を 表現す る 普 

通 名詞 化した からで、 他に 白： らカ ミノ ミコト と名乘 つた 例 はない から、 第三 人稱 (敬 稱) と 

解す る 外 はない。 ヮガを シガと m51 きかへ ると、 全篇 を 通じ 此祌に 代 はって 第三者が 其 心情 

を 叙した ものと 見る ことが 可能で あり、 縱 ひヮガ をお するとしても、 地の文と. m とが 交錯 

した ものと 見て 差 支 はなく、 物語 類に は 例の ある ことで ある。 

や. しまく に 八 島國の 謂で、 ャは本 來多數 を 意味す る 概念 語で ある。 

つままき かねて マ キはマ (HI) に 行爲を 意味す る 活用語 尾キを 速ね たもので、 ミツ ケ (見附)、 

I (1 jr.b'i  —.！—：. に  ！ .—  ： , 五 ill  r 


一、 出 .ま 0 說  六 

ミ トメ (：：}^5m)、 モ トメ (E- 切の 昔 便) 等と ほ 1- 義を 同う し， 求つ 兌) の 意に 川 ひられた ので あ 

る。 妻 マキ 不得テ は 勿論 誇張で- 大國 主に は 多くの 妃妾 があった (四-二 一 七 KW 下 )o 

VJ ほミ ほ. し 次 句の コシ (越) の 修飾で、 トホ (遠) を 重ねた トホト ホは强 意の 副訶 であるか 

ら- 之 を Jf 〔用して 形容語と する 傷 合に は トホト ホシキ とい はねば ならぬ ので あるが、 此に 

述ぉ 形の トホ トホシ を W ひたの は、 ナクハ シ 吉野ノ 山、 百足 ラズ 八十、 欽ック 手 節ノ崎 

等、 枕詞に も 例の ある ことで、 上 十 ：！ 活用の 尙 未だ 完 整し なかった 時代の 名殘 である。 

二し のく にに コ シノ 國はコ シ 族の 占 住した 地方の 總稱 で、 後 m の 三越 及 加 賀能登 は 之に 羈 

する が、 割然 たる 地理 的 限界 はなく. 古 は 出： 富國 家の 版陶以 is^ に 於て 曰 本 海に 面する 地帶 

を、 おしなべて コ シ の 國と稱 へた もの、 やうで ある。 

さか. しめ を はサカ (祥) で、 シは活 川 語 ：！^ であるから、 サカ シメは 吉祥 女 を 意味す るの 

であるが、 サ カシキ 女と IE はなかった の は * 上記 トホ トホシ 越と M じく 上代の 語法で * 次 

のク ハ シ女も 同 例に 屬 する。 

あ. きか. して キ カス は キク (聞) の ー活川 形態で * キキ マスと 同一！？ te: を 有し. ァリト 


キテ とい ふ 意の 敬語で ある (耍錄 九 二 六 買)。 11 以下 同 例が 多い が、 煩 はしい から 說明を 省 

略す る。 

く はしめ を クハシ は クシ (奇) 及ハ シ (好) の 語幹 クとハ と を 連ね- 之に 活用語 シを 添へ た 

形容詞で、 力 (香) ク ハシ、 ナ (卷) クハシ の 如く も 用 ひられる。 クハシ (崇 美) 女と つ けた 

理由 は 前々 句の 下に 述べた 通りで ある。 

あり き 二、 して キコシ はキカ シの轉 呼で ある。 

さよば ひに サは 接頭語で、 次の ョバヒ と 意に 於て 大差 はない。 

ありた たし ァリ (在) と クチ (立) との 二 語より 成る こと は 勿論で あるが、 排列の 順序に よつ 

て 意義に 多少の 相 遠が ある。 卽ち立 チア リは 立と いふ 動作の 現^ をい ひ、 11 ァ" が 助 動 

詞 として 用 ひられた 場合に は、 タ テリと 連 約せられ て 現在 繼縫格 を 表示す る (耍錄 九 六 六 頁) 

11 ァリ 立ッは 現在 立ッ とい ふ 意で， 次 句の ァリ 通ヒ、 ァ リ待ッ 〔萬〕、 ァ リ來リ 等と 同 一 用 

法で ある。 タツ は轉義 により 出發の 意に も W ひられる から、 此處 では 現に 發足 する こと を 

いふので あるが、 ゥチ、 カキ、 ヒキ、 フリ 等と 同じく- 此ァリ も 牛ば 接頭語 化した 爲、 單に 

神 語  七 


1 、 出 雲傳說  ,  八 

タチ (發) とい ふと 大差 はない やうで ある。  一 

よば ひに ョバヒ の 原形 ョビ (呼) は 呼 格 助 語 ョに活 W 語尾 ビを述 ねた もので、 方 に は無關 

係であった から、 英語の， call と 同様に、 訪問の 意に も 川 ひられた。 ョバヒ は 共 進行 格で あ 

るが、 後世 ョビ とい へば 呼 寄せ 义は呼 出す こと、 了解せられ、 和 手 を ヨブ (話しかける) 爲 

に 出向く 場合に は、 ョバ ヒと稱 へられる やうに たったの である。  一 

ありかよ はせ カヨ フも亦 ヨブから 派 成せられ た 語で (力 は 接頭語)、 アリカ ョヒは 上記の 如 一 

く眾に カヨ ヒ (通) とい ふのと 大差 はない。 カヨ ハセ (敬語) とい ふ 已然格 を 川 ひたの は、 此ー 

形が 本 來至今 格 を 表示した からで (耍錄 九 四 一 頁)、 後代 語に id せば 通ヒ マ シ キ 义はン W ハ レタ： 

となり、 こ、 で 句が 切れる ので ある。  一 

たち. かな も タチ の原蕤 は斷截 で、 腰 問に 横へ るから 横 刀の 二字 を あて • 又 カタ ナ (小刀) よ 一 

りも大 なる が 故に 大刀と も 書く が、 本來ッ ラ キリ (貫 鑽) の述淘 なる ツル ギ (劎) に對 する 名 一 

稱 である。 此 歌詞に よれば 上古から 緒 を 以て 腰に 吊した ものと 思 はれる。  一 

一 

いまだ ビ かずて 未 レ解而 とい ふ 意。  j 


おす ひな も ォスヒ は ォゾヒ (襲) の轉 呼で、 外套 をい ひ (肆 —ニニ 一 頁).. 旅装に は 特に 必要な 

被服 具と せられた ので ある。 

いまだ yj かねば 已然形 は 上述の やうに 至 今 格 を 表示す る 外 * 時シ モアレ (時 ハァレ ドモと 

いふ 意) の 如く 助語ド (ドモ ) なくと も 反 接の 表示と して 川 ひられる から (耍錄 九 六 一 頁)， こ 

この 解 カネ もまた 解 カズ 然レド モ の 謂で、 ハ は 單に强 意の 爲に揷 入せられ たものと 解す ベ 

きで ある。 . I 從來ネ バはヌ 一 1 の 意と 說 かれて 居た が、 其 やうな 音韻 變化は 起り 得ぬ。 

をビ めの ヲ トはヲ (小) の 派 成語で 年少 を 意味し * 少男、 少女 をヲ トコ、 ヲ トメと 稱 へた。 現 

今ヲ トコ は 男性の 一 般的稱 呼と 了解せられ、 紀記萬 葉に はヲ トメに 緩 女、 孃子、 娘 子、 美女、 

幼女、 宜女、 撼.赌 等の 字 を 配し、 俗 問で は處 女、 未通女、 乙女な どと も 書く が、 本義 は 年少： i 

女と いふに 外ならぬの である。 

なす やいた £ を ナス は令レ 鳴の 謂で * 語 # ナはネ (音) に 通じ、 古 は ナク、 ナル (鳴) の 外に、 

活 S 語尾 スを 添へ て 使 動詞と した もの & やうで ある。 ャは 問投詞 で、 板戶 を-, らした と あ 

るの は、 人の 入り 來 るけ は ひに 驚いて、 昔 立て 、閉ぢ たこと を §S ふので あるが、 八 千矛祌 

神 語  九 


1、 出 雪傳說  ，  一〇 

時代 は 勿論、 ェ几： が 不備であった 上代に 於て、 旣に 板戸が 存し たかは 頗る 疑問で、 此 一語 

による も 此歌は 後世の 製作 又は 改訂 と 推定 せられる ので ある。 

お そ ぶら ひ ォソ プリの 進行 格で、 ォソ プリ は オシ (押) ハフ リ (放) の約轉 であらう。 實 際に 

押 放った とい ふので はなく、 押 シャル ぐら ゐの 意に 用 ひられた ので ある。 

わ. かたた せれば 是は八 千 矛祌の 身に なって ヮガ とい ふ 語 を 用 ひたので、 クタ スは 勿論 敬 詰 

であるが、 贵 人が 自分の 上に も 敬語 をつ かふ こと は 普通の 例であった。 

ひ こづら ひ 此語 は^ 紫 集 第 十三 卷 にも 「そぼ 舟に 綱と りかけ ヒ コ ヅラ ヒ；？ なみ すれ ど」 と 川 

ひた 例が あり、 ヒキ ッリの 進行 格で、 引 述卽ち 述引を 意味す る。 II ッレ はさく は i: 投に 

活 川した もの k やうで ある —— 是もッ レには 强ぃ意 はなく * 引；^ルとぃふと大^^^はなぃ。 

わ. かたた せれば 此句及 前 々句 に 何を淸 音符 に ひたの は 異例 である。 

あな やまに 靑 薬の 繁 つた 山 をい ふ。 

ねえよ なき ヌ H は 萬 紫 集に は ヌ H トリ 又は ヌ H コ トリと して ゥ ラナ キ (嘘^し 及ノ ド ョ ビ 

r-Iyw) の 枕詞に m ひられ、 夜 11 凄慘 なる 聲を 立て 、鳴く 鳥 をい ふ もの 、やうで ある o^ae 不 


明 )o 和名 抄に幾 漢語 抄云沼 江 * 惟 鳥 也と あるの は、 嗚 聲を閒 くの みで 其 姿 を 見ぬ こと を怪 

としたの であらう。 然るに 後世 字に 泥んで 災怪の 鳥と 說 いたの は 俗解で ある。 新撰 字 鏡に 

は 鶴 (难の 類) 及鵝 (ミサ ゴ) にも 此訓を あて、 貝 原ハ： ^軒 は 鬼 ッグミ なりと し、 今 も トラッグ 

ミをヌ H 又は ヌ ェ シ ナイ (シ ナイ は ッグミ の 意) と稱へ ると いふ ことで あるが 〔動物 圖 鑑〕、 い 

づれ にしても ヌェ とい ふの は 種名で は あるまい。 

さぬ つ り サは 接頭語で、 野 ッ鳥を 意味し、 野の 鳥と いふと 同義で あるが、 助 語 ノをッ に 

かへ ると、 ー倘の 複合 名詞と なり、 之をぉぃて野^；！とぃ へ ば或る種の禽鳥の名稱と了解せ 

られ るので ある。 

きざし は VJ よむ キギシ はキギ スの轉 呼で、 キジ (雄) の 古言で ある (五— 六 五 頁〕。 ドョム の 語 

轮ドョ は 本 來擬聲 的 形容詞で 響 昔 をい ひ、 爱も其 意に 川 ひて あるので あるが、 轉義 により 

動搖 とい ふ 字の 訓 にも 充てられる。 

に はつ VJ り 野ッ 鳥に 對 して 家禽 を庭ッ 鳥と 稱 へたので、 此 場合-一 ハは 庭圜を 意味す る。 家 

截を 一一 ハ トリと いふの は 之 を 種名 化した ので ある。 

神 語  一一 


1 、 出 雲 傳說  ,  一二 

カグラ 

かけ はなく 鶴 をカケ とい ふの も 亦擬聲 語で、 祌樂 歌に も 「に は ii| はカケ 口と. おきぬな り」 と 

ある。 

ラれ たく も ウレ は ウレ ヒ (薆) の 語幹で、 之に 足の 意の 接尾語 (耍錄 九 二三 ヌ) を そへ たゥ レ 

タ シ は 憂の 多き こと を 意味す る。 

なくなる ビ りか 力 は 感動詞で カモ (カナ) とい ふに 问 じい。 

1 一の W り も 

うち やめ 二せ ね ゥチは 強意の 爲に^ ひられた 準 接頭語で、 ヤメ はャミ (止) の 他動 詞 形で あ 

る。 コ ソ は 颇&, 1 を 意味す る 助動詞 (耍錄 一 〇  一 二 S, ネも亦 希 5:1 を 表示す る 感動 II であるか 

ら (M 九 五 五！ aO 、「^くこと を やめて 欲しい」， V いふ 意になる ので ある。 

い-した ふや 以下 は- 喊詞 であるから、 次の 歌に も W ひられ、 略して「ことの；^=;iりーーー^もこをば」 

とのみ も へる。 イシ タブ は イシ (石) トブ (飛) の轉 呼で、 上古 碟を 物に うち 當て其 音響 を 

以て 通信 又は 信號 する^ 俗が 存 したから、 11 是は南 島民 族の 問に 今 も 行 はれて 居る こと 

である 11 「使」 の 枕詞と して W ひられた ものと 2 わ はれる。 


あま はせ づ かひ 天馳 使の 意。 祌 語なる が 故に、 天 を 離る とい ふ 修飾 を 「使」 に 冠した ので あ 

らう。 

二  VJ のかたり， 二  S も 此モは 感動詞で、 名詞に 後繽 する 傷 合に は 多く は君ハ モ、 梅 ゾモの 如 

く、 ハ、 ゾ等を 介す るが、 之 を 介せ すと も 意に 於て 變り はない。 こ、 では 「言」 の 下に トイ 

フを補 ひ、 次 句と 轉 I 直して 會 得すべき である。 

二 をば 右の 如く 上句の 上に 移して 此ヲバ 天 馳使ノ 物語 トイ フ ョ の 意と 解すべき である。 

〔大意〕 八 千 矛の 神の 命は大 八洲 國に妻 を 求め かねて、 遠い 遠い 古志の 國に 吉祥 崇 

美の 女性が あると 聞き、 迎 婚の爲 に出發 した。 (目的地に 達して) 大刀の 緖も未 

ォス AJ 

だ 解かす、 外套 を も 未だ 脫が ぬが、 少女 (沼 河 日賣) の 昔 立て、 閉めた 板 戶を押 

したり 引いたり して 立って 居る と、 (夜が 更けて) 靑 山に 鶴が 鳴き、 (曉に 近く) 

雉の 鳴 昔が 響き、 鶴の 聲が 聞え る。 情なく 鳴く 鳥 かな。 此鳥も 鳴き 止めて 欲し 

いもので. - のる 

神 語  一 三 


1 、 出 雪 傳說  -  一四 

此歌は 短 長 二 句 十七 聯 より 成り、 其に イシ タブ ャ 以下の 嚇詞を そへ たもので、 標 

準 長歌 格と は 末尾に 一 長 句を缺 くこと を 以て 異り とする が (歌學 一 三 一 n)、 火 體に 

於て 句法が 定まった 後の 作と せねば ならぬ。 繼體紀 にも 此 歌と 後 揭の沼 河 比齊の 

gl 和と を 一 つに 合 はせ たやうな ー篇 を、 勾 大兄 皇子 (後の 安閑 天皇) が 始めて 恭 0 

皇女に 逢 はれた 夜の 叙情と して 揭载 せられて 居る 所 を 見る と、 上古 人口に 臉 炙し 

た 歌で、 之 を 補綴 分 合して 大國 主に 結び 附 けられた ものが、 樂府に 採用 せられた 

ので あ V？ つ。 

之に 對し沼 河 日賣が 未だ 戶を 開かす して 內 から 應酬 した 歌 —— 「 资 m に 日 

が隱 らば」 以下 は 意^から いうても、 又 歌 曰と せられて 居らぬ 所 を て も 

一 首の 歌の 後半と せねば ならぬ が、 中間に ィ シ タブ ャ云々 の離詞 が 介れ し 

スタンザ 

て 居る から、 二 齢に 分 たれた ものと はれる。 


〔記〕 夜 知 富 許 能 迦微能 美 許 等 奴 延久佐 能 賣通志 阿 f き 婆 和 何 許許呂 宇 良須能 

叙 伊 麻 許 首 婆 知 杼现連 阿良 米 能 知 波 那 杼现爾 阿良 牟遠 伊能 知 波 那志勢 

多 麻 比 曾 i 斯多布 夜 阿 麻 波 世 豆迦比 許 登 能 加 多现基 登 母 許 遠 婆 

ァヲ ヤマニ  t ガカ クラ. バ ヌパ タマノ ョ ハイ-テナ ム アサ t  / ヱ ミサ カエキナ 

阿 遠 夜麻邇 比 賀迦久 良 婆 奴 婆 多 麻 能 用 波 伊 傳那牟 阿佐 比 能 恵 美 佐 加延岐 且 

タク ヅヌノ シ ロキタ ダム キ ァヮ ユキ/ ワカ ャル ムネテ  ゾダ タキ タ タキ マナ 

多 久豆怒 能 斯路岐 多 陀牟岐 阿 和 由岐能 和 加 夜 流 牟泥遠 f 陀 多岐 多多 岐麻那 

ザリ マ タマ ーブ タマ. テサシ マキ モモ ナガ 二 ィ ハナ サム ヲ アヤ-一 ナゴヒ キコシ 

賀现 麻 多麻傳 多 麻傳佐 斯麻岐 毛 毛 那賀爾 伊波 那佐牟 遠 阿 夜 爾那古 斐支許 志 

夜 知 許 能 迦微能 美 許 登 許 登 能 迦多现 茶 登 母 許 遠 婆 

やち ほこの 

かみの み 二  VJ 祌ノ命 

ぬえく さの ヌ H は 恐らく はナョ (嫋) の轉 呼で 弱々 しい こと をい ひ、 弱 草の 意 を 以て メ (芽) 

とつぐ けたので あらう。 

めに-しあれば 芽に 女 をい ひかけ たので、 沼 河日賫 自身 は 「女の ことで あるから」 とい ふので 

祌 語  1 五 


1 、出 雪傳說  一六 

ある。 シはゾ と 同 一 職能 を 有する 指定 助 語で ある。 

わ， か- 1 ， ろ 

うらす の VJ りぞ ゥ ラス (浦 渚) の 鳥 は 次 句 以下に 千鳥 及 滑 烏 をい はんが 爲の 序で、 浦^に は 

多くの 鳥が 來集 する からで ある。 

いま 二 そ は コ ソ は今ハ とい ふ 意を强 める 爲に揷 入した ので ある。 

ち^1-りにぁらめ 諸 本に 和 杼理と あるが、 宣長說 の 如く 延佳 本に 知 杼理と ある を 可とする。 

チドリ は濱 千鳥の 謂で、 鳴き 騒ぐ ものなる が 故に、 之に 託して 沼 河 日寶の 心中の 動 搖を表 

, 示した ので ある。 ァ ラメと いふ 已然形 を 以て 結んだ の は 反 接の 爲で、 ドモ (ド) とい ふ 助 語 

を 添へ た 場合と 同一 の 職能 を 有し、 所謂 係り結びの 規則に 拘束せられ たので はない。 され 

ば此 一 一句 は 「 今 は 千鳥の やうに 騷 いで 居ようと も」 とい ふ 意と 解すべき である。 

のち は 三 音 一句で、 次の 八 音の 長 句と 對立 させた の は 異例に 屬 する。 

なさりに あらむ を ナ ドリ は！ 一 せ 鳥卽ち 食用 禽の 謂で あるが、 此はナダラ カ(和平)の^^1轮ナダ 

(ノド ) に 首 ひかけ * 後に は 心が 鎭 まると いふ 意 を 含めた ので あらう。 ナ には^ 汝の義 も あ 


るから、 汝の懷 に 入らん とい ふ 意 を 以て 汝 鳥に ァラ ム というた こと も 宵り 得る。 

いのち は イノ チはィ (息) ノ (之) チ (翳) の 謂で、 命脈 は 呼吸に よって 保 たれる から、 之 を 掌 

る靈 はやが て 生命で あると 考 へ られ たので あらう。 

なしせ たま ひそ シ セはシ (死) の 他動詞 形で、 イノ チヲ死 スは單 に 死ぬ とい ふと 同じく， 後 

に は必， f 御意に 從 ふから 落膽 なさるな とい ふ 意で ある。 

い、 したぶ や 

あま はせ づ かひ 

二  のかたり、 二  W も I 

二 をば 

あ を やまに 靑山 一一 

ひが かくら ば カク レ (隱) は 今では 下 ニ段活 動詞で あるが、 忘レ、 亂レ、 恐レ 等と 同様に • 古 

は 四 段に 活 化せられたがら、 北 ハ假設 條件は カク ラバ の 形 をと つたので ある。 

ぬば たまの 夜、 晴、 夕、 黑、 夢 等の 枕詞で ある。 原義に ついては 異說區 々であるが、 ^の 信す 

神 語  一 七 


喷詞 (旣 出) 


1、 出 雲傳說  ，  一 八 

る 所では、 ヌマ タマの 輕 呼で、 マ タマ はミ タマ (靈 魂) と 同 語、 ヌは オース 幽鬼) の 原 Js^i らし 

く • ミク ロネ シ ァに 於て は 今もァ II  乂 はァヌ の 形に 於て 用 ひられて 居る。 11 ォ 11 を 地 ほ 

の 番卒と 了解す る やうに なった の は、 勿論 佛敎 輸入 後の ことで あらねば ならぬ 11 されば 

ヌバ タマ も 亦 幽魂 を 意味し、 日中に は 出現せ ぬ ものと せられた ので、 夕、 夜、 晤 等の 枕詞と 

なった ので ある。 

よはいで なむ イデ ナム は 出 去ムの 意で、 出で 行かん とい ふに 同じく * 萬 葉 屮叫卷 にも 出 

而將 去と W ひた 例が ある。 「ク ミト (隱處 ) 求めに」 とい ふ 意味 が 含まれて 居る こと は 勿論 で 

ある。 

あさひの 朝 曰の やうに とい ふ 意で、 次 句に か \ る 枕詞で ある。 

ゑみ さかえき て ミ榮ェ の 謂で、 歡喜 にか やく こと を 意味す る。 以下 八 千矛祌 を、 H.;, 訳と 

する。 

たく づ ぬの &,綱とかく(^^とするは誤)。 此語 についても 種々 の說が あるが、 祌代篇 IS 五卷 

(三 五、 三 六 H〕 に 詳論した やうに， 樹皮 を敲き 柔げて 絢うた 綱 をい ひ、. その 色に よって シ 口 


(シラ ) の 枕詞と したので ある。 タク 繩、 タク 衾、 タク 領巾等 も 同様に 用 ひられる。 

しろき ただ；； J き タ ダム キは腕 (上膊) の 謂で、 タ (手) ナ (之) ミキ (^) の轉 呼と 思 はれる。 

あわゆきの 「泡 雪の やうな」 とい ふ 意で、 白 哲輕軟 の 肉體の 比況で ある。 

わか やる むね を ワカ ャルは ワカ ャ カナ ル とい ふ 意の 古言で， 形容詞 語幹 ワカに ャを 添へ て 

名詞 形と し、 — 後記 二 コャガ 下 一一の 一 1 コ ャ も！： 例 (第三 九 頁) 11 更に 助動詞 ァリを 連ね 

て 活用した ので ある。 ムネは 胸部の 謂と 解しても 大差 はない が、 本來ム (身) に 接尾語 ネを 

添へ たもので、 嫗體 全部 を 意味し、 特に 胸 を 表明す る 爲には 高ムネ (ムナ ) と稱 へた もの & 

やうで あるから (五 I 七 一 頁〕、 此も廣 く 肉體と 解す る 方が よい。  - 

♦V. たたき ソト ウダ キ (抱) の 速 約で あらう。 ソトは ソット とも 訛り、 今 も 用 ひる 副詞で ある 

が、 語 f 许はソ で、 出 雲 風土記に も 河 舟の モソ 口 モソ B と 用 ひた 例が あるから 古言と せねば 

ならぬ。 宜長は 之 を 「俗に 曾と 叩く と 云 ことなり」 とし、 遊 仙窟の 拍.； T 搦 llf 房 間 一と ある 句と 

趣 相似たり とい ひ、 上句の タ ダム キは男 神の 腕 をい ふ もので あらねば ならぬ と說 いて 居る 

が、 言 紫の つ きから 見ても 之に 從 ふこと は 困難で あり、 拷 綱の やうな 生白い 疳腕 は、 八 


1 、 出 g 傳說  二  o 

千矛祌 の 男性的 肉 體美を 稱投す る 所以で はない。 

たたき まなが り タ (手) ゥ タキ (抱) マタ ガリ (跨 在) の 約轉で * タは沼 河日資 の 手卽ち 上祸の 

タ ゲムキ をい ひ、 マ タギは 股の 活用形で あるから、 下肢 を 交叉す る こと を 意味す る。 

またまで マ は 接頭 タマ (玉) は美稱 であるから、 單に 手と いふに じい。 

たまで さ， しまき 玉 手と いふ 語 を 重ねた の は、 前の 歌の サ ョバ ヒ、 ョバ ヒと じく  一一 一 C 紫の 文 

である。 此も 亦： S 河 日資の 乎で、 マキ は 纏 卷の義 であるが、 此 場合 は (八 千矛祌 の) 頸 を さ 

し 揮： くこと- 卽ちマ クラ (枕) とする こと を 意味す る。 

ももな， かに モモ はモ 乂！§)等の語^^モ の t! 語で、 モ モ ナガは諸共に-ぉくと ぃふ^！：！-でぁる。 

いはな さむ を イネ (. 10 マサ ムヲ とい ふ 意で ある。 ネ (寢) は 往昔 にお 川した と 兌え て、 

ぶ にも ナセル (寢 マセル) * ナサ ヌゥ おん サセヌ )、 ナセネ (錢 マセョ ). ナス ラム (. お マス 

ラム) 等と 川 ひて おる。 之に 先行す るィは ョ (夜) の轉 呼で * —— ョメ (夜： 1) がィメ (夢) 

となった と M 例 — 不 (ヌ) の 原義 は 身 を 横 へ る ことで あるから、 就 得の 意 を i^.ln にす る爲 

に、 特に ィ (夜) を そへ たので ある。 されば ィ ヲ安ク ヌルの 如く  • 助：^！川を介す る こ ともぁ 


り、 こ&に ハを揷 入した のも强 意の 爲で、 又 安ィ寢 サズ、 ゥ マイ 寢シ トー 一の 如く、 形容語 

と 連結す る こと も ある。 然るに 後世 原義 を 忘れて ィを も寢の 意と 解し、 ゥ マイ スル 又は ャ 

ス イセ ズの 如く 川 ひるの は大 なる 誤で ある。 

あやに ァは 接頭語、 ャ はィャ (彌) の 原語で、 こ、 も 「彌ハ に」 とい ふ 意で ある。 

な 二 ひきこし ナは 勿の 意、 キコシ はキキ (閱) の 敬語 形で あるが、 キク は必 しも 聽 覺に訴 へ 

るば かりで なく、 今 も 香 を キク、 味 を キクな ど、 いひ、 他の 感覺を も 包含した もの & やう 

で、 知口シ メス をキ コ シ メ (ヲ) ス ともい ふから、 ナコ ヒキコ シは 「戀ひ 思 ほすな. J とい ふ 意 

と 解すべき である。 

やち ほこの 

かみの み： W 

ニビ のかたり I  -  VJ も 一 

P 詞 

二 をば  J 

〔大意〕 (自分 は.) 女性の ことで あるから、 今 は 胸の 中が 浦洛の 百千鳥の やうに 騒い 

神 語  ニー 


1、 出 雲 傳 說  ニニ 

で 居る が、 後に は 和やかに ならう と 思 ふから、 落膽 なさるな (第一 齣)。 靑 山に 太 

陽， れ たら、 夜分に は 出て まるり ませう。 朝日の やうに 咬み 榮 えて 訪ねて 來 

られ、 白い 腕、 柔ぃ肌 を徐に 抱き、 手 を か、 へ、 足 を か はし、 美しい 手 を 枕と し 

て、 ゆるゆると 御^す みに なれ ませう から、 くよくよ 遊ばすな (^二 齡」 

嫡后ス セリ姬 の 嫉妬が 餘り 劇しい ので、 男 神 は 閉口して 大和へ 遞げ 上らう 

とし、 裝束を 整へ て 出 幾す るに 花み、 片手 を 馬の 鞍に かけ、 片足 を^に ふ 

み 入れて 吟誦した 歌 (四 I  一  2 ハ頁) 

〔記〕 奴 婆 多 麻き 久 路岐； 祁浙遠 麻 都 夫佐爾 登 1- 與せ比 淤岐都 ホ那 へ.^、 流 

^1岐 ^多多 藝母 許 臃婆布 佐波受 幣都那 美 曾遍奴 岐宇且 蘇. 邇杼现 能 阿 遠岐美 

ケシヲ マツ プチ- トリ ョゾ t ォ キット リ ムナ ミル トキ ハ タタ. ぺ つ， i . フサ. 

麻 都 夫佐邇 登 现與曾 比 淤岐 都登现 牟那美 流登岐 波 多多 藝母 許 母 布 佐 

ハズ へッ ナミ ゾ -I ヌキ ウテ ャ マガ タ-ー に キシ. ァタ ネ； ジ -キ- y  ;\5-,„^--.JL,^ilL  -.^ 

§  is 都那； 曾 通 奴棄宇 mi 夜 麻 賀多爾 麻岐斯 阿多 泥都岐 米紀 数お 流遞 ^ 


舊說の 如く 水鳥が 長い 頸 を 曲げ、 頭 を 垂れて 胸 を 見る やうな 姿態 をす る ことに 況へ たもの 

とも 解せられ ぬ こと はない が、 ムナは 上記の 如く 本 來嫗體 の 謂で、 胸部の みに は 限らす * 

又 衣服 は 全身に 取 装うた ものと せねば ならぬ から、 此解釋 は 聊か 當を 失する やうで ある。 

或は ナミ ル (魚 見ル) にか &る 序で あるか も 知れぬ。 

むな みる £ き 黑 衣裳で 取よ そうた 嫗體を 見る 時と いふ 意。 

はたた ぎ も キモは 臓腑の 總稱、 ハタ タは ハタ (布 片) の疊 語で あるから、 匾々 たる 形 狀を呈 

する もの をい ひ、 之に 對 して 簇叢を なす 腸 を ムラ キモ と稱 し、 共に コ (心) を 取 圍んで 居る 

ものと 上代 人 は 信じた ので、 いづれ もコ コ 口 の 枕詞と して 用 ひ、 或は 肝ム 力 フ 心と もつ に 

けた。 但し こ \ ではコ コ 口 の 原語 コ を 指示代名詞の コ (此) にい ひかけ たので ある。 

二れ はふ さはず 此ハ 適ハズ (適 はしから す) とい ふ 意。 フサ フ、 フサ ヒと W ひた 例 はない が 

本來 四段活 動詞であった とすべき で， 恐らく はフ (經) とソヒ (副) との 複合語で あらう。 さ 

れば 不良 を フサ ハ ズと訓 むの は 寧ろ 轉義 によ K? ものと せねば ならぬ。 

へつな み 邊ッ 波の 謂で、 磯の 緣 語なる が 故に ソ (其) の 枕詞に 川 ひたので ある。 

祌 語  二三 


1 、 出 雲 傳說  二 四 

メ  n  ロモチ マップ サニ トリ ョソヒ ォ キット リ ムナ ミル トキ ハタ タギモ n シ 

米 許呂母 麻 都 夫佐邇 登现與 比 淤岐 都登理 牟那美 流登岐 波 多多 藝母 許 断 

與呂志 伊 ル古夜 能 伊毛 能 美 許 等 牟良 登理能 和 賀牟醴 i 那婆 比；： 讽登 能 和賀 

比氣 伊那 婆 那迦士 登 波 那波伊 布 登 母 夜 麻 登 能 比 登 母 登 缀_ ぬ岐 宇那 加夫斯 那 

ガナ カサマ ク アサ ァメ  / サ ギリ -1 タタ ムゾ ワカ クサ ノ ッ マノ  in ト n ト / 

賀那加 佐麻久 阿佐 阿 米 能 佐 疑现谢 多多 牟叙 和 加 久佐能 都 麻 能 美 許 登 許^ 能 

加 多 郝登母 許 遠 婆 

ぬば たまの 枕詞 (旣 出) 

くろきみ け 、しも ケ シはキ (着) の 古 一一 一一：： ケの 敬語 形で、 更に 敬語、、、 (御) を して 名 II とし、 衣 

服の 意に W ひたので ある。 

まつぶ さに マ は 接頭語、 ッブサ は 具備の 謂で、 恐らく は ツム (尖) の 轉呼ッ ブにサ マ (狀) の 

意の 接尾， 語サ (耍錄 九 一 六 を 連ねた もので あらう。 

りよ そ ひ トリ は 準 接頭 一 薪で、 單に裝 ひとい ふと 大差 はない。 

おきつ VJ.O 沖ッ 鳥の ム ナ (肉 >^?) とい ふ 意 を 以て 次 句の 枕詞と して 川 ひられた ので あらう。 


そ にぬ きうて 其に 脫ぎ棄 てよ とい ふ 意。 ウテ は 抛棄の 意の 古言で * ゥチ (打) から 分岐した 

ものと 思 はれる。 

そ に りの ソ 11 ( 站) 鳥 は 今 もセミ 又は ショ ビと稱 へ、 薪翠 のこと で、 羽色翠 きに よって ソ 

一一 ドリの やうな 靑き 御衣と つ けたので ある。 

あ をき みけ-し を 

まつぶ さに - 

VJ りよ そ ひ 

おきつ VJ り ^ 前 出 

むな みる W き 

はた  ぎ も . 

二 も ふさ はず 此モ 不適の 謂で ある。 

へつな み 一 

そに ぬきうて j 

神 語  二 五 


1 、 出 a 傳說  二 六 

やま. かたに 山 ァガタ の 約で、 ァガタ の 原義 は 吾 之 田 卽ち獨 占地の ことで ある。 上古の 制度 

によれば、 土地 は 自治 集圑の 共有で、 共同 生 產が行 はれた ので あるが、 監督者た るせ！！^ は 

之に 加 はらす， 一 地 區を獨 占し、 配下 をして 耕作せ しめ、 收 穫を自 S に 俳した ので、 共 地 

を 吾 之 田と 稱 へた。 皇窒 の直隸 地を大 御ァガ タと稱 へる の も 之に よる もので、 鞞 じて 小 行 

政區 域の 呼稱 となり、 縣の字 を あてた ので ある。 

まきし あたね つき 播キシ 種 (ァは 接頭語) を 序と し、 ァ タネ (贵 重极) 捣を いひ 起した ので あ 

らう。 契冲 以來ァ タネ はァ カネ (茜) の轉 呼と せられて 居り、 子 昔 t と k との 相 通 は、 ボリ 

ネシァ の 例に よれば 絡 無の ことで はない が、 两は 草本で あるから 染木 とはいへ す、 且 播種 

する もので はない。 共 故に 宣長は マキ を 党の 意と 說 いたので あるが、 此 語に は旣 記の 如く 

探求の 意 は ある が (第五 頁) • 少 し も 採取 の義を 含んで 居らぬ から、 假にァ タネが^ であると 

しても、 兌キシ 1： 西 だけで は 意 をな さぬ やうで ある。 

そめき がしる に ソメキ (染 木) は 右の ァ タネ をい ひ. 之 を 春いて 得た 汁 を 染料に ひたから 

此名を 得た ので あらう。 黄色 染料た るべき 木本 は 吾人の 知る 限りに 於て は 梔子 及 黄 薬 一 名 


黄 木の 外 はなく • 梔子の 根に は 色素 を 含んで 居らぬ が、 黄 木 は 內皮を 以て 染料と する もの 

であるから、 根 を 用 ひた こと も 有り得べき である。 黄色 を キイ &と いふ も染木 色の 意と 思 

はれる。 11 短句に 八 昔 を 用 ひたの は 異例で ある。 

しめ 二ろ も を シメ はソメ (染) の 原形で、 シミ (渗) から 分化した ので あらう。 コロモ は着ル 

裳の 轉 呼で、 仁德紀 に衫を 一呂 呂 母と 訓 して 居る 所 を 見る と、 垂仁 紀の袍 (旁 訓コ モ) と 同 

じく、 上下 一連の 衣服 をい ふ もの & やうで あるが、 古傳說 によれば 我 上代 人 は 上下 別々 の 

ソ (衣) とモ (裳) と を 着用した もの- - やうで、 從 つて コ ^> モとぃふ語も存在しなかったもの 

と 思 はれる。 

まつぶ さに 

W りよ そ ひ 

おきつ ビり ^ 旣出 

むな みる £ き 一 

はたた ぎ も 


語 


二 七 


1 、出 雪傳說  二八 

二， しょろ. し コシ は是ゾ とい ふに 同じく， シは 「其」 の 謂で 指定 助 語で ある。 シ (ソ) を ゾと轉 

呼し、 述. 語に 連 體法を W ひねば ならぬ としたの は、 後世の 人爲的 法則で、 上代に は 北 (やう 

な 拘束 はおし なかった ので ある。 . i 以上 三十 句 は 次の イトコ ャを はんが 爲の 序で、 歌 

意に は關 係がない。  - 

い VJ こやの イトコ は イツ コ oli 子) の轉 呼で、 我 上代に 於て は 同腹の 姉妹 兄お の 相娇は イミ 

(林 rJD とせられ たので、 共 子女 を イツ コ とよび、 從兄 弟姊妹 相互の 呼稱 ともなつ たので あ 

るが、 或る 限られた 範圍に 於て は、 同 世代の もの は 皆 イツ コ であった から、 長老 卽ちゥ マ 

人に 對し、 靑年 男女 を イトコと いひ (伍一二 五六 頁，)、 イトコ 汝 背の 君 〔萬 H ハ〕、 イトコ セの 

マイ トコ 〔神 樂〕 の 如く も 川 ひられた ので ある。 之に そへ たャは 間投詞で あるが *  :.;^u,- ノヤ 

高角 山の 例の 如く イトコ ノヤと いはす、 ャとノ とを轉 置した の は、 イトコ ャ (^濃) にい ひ 

かける 爲で、 濃シの 語^ はコ であるが、 獨立 名詞と して 用 ひる 場合に は 、後記の 一一 コャと 

问^^^にャを添付することを耍したのでぁる。 此形は 早く 失 はれた が * 今もコ シをコ ュ ィ又 

はコ イイと いふの は 其 名残で あらう。  . 


いものみ 二  ィモ のィは 接頭語， モはセ (ゾ) に對 立す る 概念 語で、 相反す る 二 事物 を 表示 

し、 ソ (衣) に對 して モ (裳)、 セ (背) に對 して ォモ (面) とい ふと 同様に、 セとィ モとを 以て 

男女 を 15! 別し • 相互の 呼稱 とした。 其 故に 婦人 は 其 夫、 兄弟、 時として 同 世代の 男性 を も 一 

律に セと 呼び、 之に 對し て 男子 は 妻、 姊妹及 同 世代の 婦人 をお しなべ てィ モと稱 へたので、 

妹の 意に 專 用せられ る やうに なった の は遙に 後代の ことで ある。 イト コ ャのィ モノ ミコト 

とつ ビ けて、 「親しき 妻の 御 事」 の 意と 解 すれば 大# "はない。  ， 

むら W りの 群 鳥の やうに とい ふ 意で、 次 句 ムレイ ナパの 序 的 枕詞で ある。 

わがむ れいな ば 「私が 人々 と共に 出て 行けば」 の 謂で ある。 

ひけ タ」 りの ヒケ トリ は 曳鳥卽 ち 渡り鳥の 謂で、 其 鳥の やうに とい ふ 意 を 以て 次.！？ の 序 (枕 

詞) としたの である。 11 比 氣の氣 は ケの假 字に^ ひられる こと を 例と する が * 漢音 はキ 

であるから、 或は ヒキ トリと 讀 ませる つもりであった かも 知れぬ。 紀及萬 葉 集に は 氣をキ 

と訓 まねば ならぬ 例が 少く はな い。 宣長 はヒ ケはヒ 力 レ の 反な りと して 「多く むれ 居る 鳥 

の 中に， 一 ッが飛 立ば 其に 引れ て， 餘の鳥 も 共に 立.' を 云」 と說 いたが、 次 句の 比氣 伊那 婆 


1 、 出 雪傳說  -  三 〇 

を 八 千 矛祌が 引力 レ 行く 意と する こと は 無理で あるから、 縱ひヒ ケと訓 むとしても^ ヒ キ 

の轉 呼と せねば ならぬ。 

わ. かひけ いなば 我が 引往 ゲバと いふ 意。 この ヒキは 引退く 等の ヒキと 同じく、 中ば 接頭. S;i 

的に W ひられた ので， 八 千 矛祌が 配下の 部 衆に 引かれて 出て 行く 意味で ない こと は 勿論で 

ある。 

なか じ VJ は ジは 打消 助動詞 ズの 未然形で あるが、 ジ、 ズは國 語 同 有の 語で はなく  • イン ドネ 

シ ァに弘 通す る 接頭語 タ (不) から 導かれ、 セ (中央 カロ リン 又は デ (ャ クプ mi) ともい ひ、 

之 に 「^？」 の 意 の ァ ( ィ ァ ) を連 ね て タ ャ (K 爪哇 語及チ ャ モロ ssy チ ァ (lit 來 ms)、 ヂ ァ (パ ラウ 

mij>、 ジャ、 ジ *-、 ジ 3( ポナぺ 及 マ ー シャ^ 語) 等と 用 ひられる 語 分子と 同源なる こと は なく、 

南方 種族が 將來 し、 我！： に 於て ズ、 ジ 二形に 分化した ものと も 思 はれる。 北ハが おの 打消 

のナ (g: 段 活用) と幷 用せられ る やうに なった の は、 大和 文化が 發 達した 後の ことで あらね 

ばなら ぬ。 

な はいふ ども 汝 ハー 百フ トモ 


やま VJ の ャ マトの 原義 は山處 で、 こ、 では 其 意に 用 ひられた ので あるが、 傳誦者 は 之を國 

名の 大和と 誤解して、 上掲の 如く 倭國に 上らん とする 時の 歌と した。 さりながら 大國 主が 

大和に 足跡 を 印した 形跡 は絕 無なる が 故に、 宣長は 大和 行 を 見合 はせ て 出 雲 國に留 住した 

ものと 見なした が、 其 は此 歌の 內容を 史實と 認識した 爲で (四 —一六 七 頁)、 歌詞から い へば 

一 本 薄の 生地が 大和で あらねば ならぬ 理由 は 少しもない。 

ひ W も すすき ススキ は スズ木 若く は スズ禾 の 謂で、 スズ as (鈴) と 語原 を 同う し、 上古 

神 樂に用 ひた 鳴 物の 總稱 であった から、 祌 功紀に は 荻 を もスス キと訓 ませて ある。 之 を 薄 

(芒〕 の 名 稱に專 用す る やうに なった のは遙 かに 後代の ことで、 _i ^料と して は 今もス ス キと 

はい はす、 カャ とのみ 稱 へる。 

うな かぶし ゥナは 項の 意。 カブ シは 恐らく は 力 (頭) フシ (伏) で、 ゥナと 合 はせ て 頸 を 垂れ 

る こと を 意味した ので あらう。 祌代紀 に 頗倾此 云 ，1 歌 矛 志, と あるに よって、 之に 引きつけ 

て說 くもの が あるが、 歌 矛 志 は 力 ムシと 訓み、 カマシ (囂) の轉 呼で ある (五— 一 〇 一 頁)。 

ながな かさまく 語尾の クは事 又は 者の 意で (耍錄 一〇 ニー 頁)， 動詞の 未然形と 連る こと を 原 


1、 出 雲傳說  三 二 

^とし、 朱來 助動詞に 在って は マに 述る。 されば ナ カサマ クは ナカ サム 事の 謂で、 ナカ サ 

ムはナ カム の 敬語 形で ある。 —— マ クをマ シ の 活用な りと する は 非。 此 W 例 は 極めて 多い 

が、 以下 一 々は說 明せ ぬ。 

あさ あめの 朝 雨 之で ある。 サ雨は サメと 約せられ るに も拘 はらす、 特に 阿佐 阿 米と したの 

は、 アサ (朝) のサ、 ァメ (アマ) のァは 語幹に 屬し、 上代の 音便 通則 上、 述約 を不： T とした 

十 ホア マ 

からて、 記に は 大海 を 意富 阿 麻と 假名 書した 例が あり、 今 も キリ ァメ (霧雨) をば キ ラメと 

もキ リメと もい ふこと はない。 —， 久雨 (霖) を ヒサ メ， 長雨 を ナガ メと いふの は i$ 二次 生 

一音 便で ある。 

さ ギ、. 0 にたた む ぞ 佐の 字 印本に は， fV 、句の 和 加の 下に あるが、 K 淵、 種 松の 說の 如く、 籠 

と兑て 佐 疑现ー 1 タタ ムゾ とい ふ 八 昔 一 句と すべきで ある。 サは 接頭語で、 サメ  (サ ァメの 

約)、 V ハ へ (二 —  二 〇 八 頁) 等と 同 一 用例で ある。 . 1- 以上 八 句の 意 は 「泣くまい と 其方 はい 

ふけれ ども、 一 本簿の やうに 悄然とう な 垂れて！ 1.1 く 姿が 朝 雨の 霧の 問に 努 せられる であ 

らう II とい ふので ある。 


わかくさの ッ マ の 枕詞で、 若草 ッ 、、、(摘) とい ふ 意 を 以て 言 ひかけ たと 說 かれて 居る が， 其 

場合に は 助語ノ は不耍 であるから * 或は 若草の 芽が 尖 狀を呈 して 居る ので、 ツム (尖) をッ 

マと 言 ひかけ たの かも 知れぬ。 

つまの み 二 S 前出ィ モノ ミコト と 同意で • 呼 格 を 繰 かへ したに 過ぎぬ。  . 

二  のかた. 0 二  £ も 一 

二 をば  一 

〔大意〕 —— 上 三十 句 は 上述の 如く イト コ の 序に 外なら 卞、 歌 意 は 後の 十六 句に 存 

する。 卽ち I 親愛なる 淑女よ。 私が 部 衆と 打 連れて 出て 行ったら、 泣くまい 

と 其方 はいふ けれども、 山地の 一 本す.^ きの やうに 項垂れて、 其方が. 泣く 様子 

が、 朝 雨の 霧の 中に 面影に 見えよう ぞ。 妻の 御 事よ 

此 歌に は 留守す る 妻に 寄せた 同情の 念 は 十分に 現 はれて 居る けれども、 其 嫉妬 を 

慰め、 若く は 之 を 戒める やうな 口吻 は 微塵 もない 所 を 見る と、 前 二 首と 同様に、 

神 語  三 三 


1 、 出 雲 傳 說  三 四 

+门 歌 を 袖^して 詠史の 形態 を備 へしめ たものと せねば ならぬ。 次の 耿も亦 同様で 

ある。 

乃で スセ リ姬が 立ちより、 大 御酒 坏を 捧げて 吟詠した 歌 

〔力 CH 仪知富 許 能 加 微能美 許 登 夜 阿賀 淤富久 邇奴斯 許 曾 波 £ せ 邇伊麻 世 婆 .^^知，# 

ル シ マノ サ キザキ カキ ミル イソ ノサキ 矛 チズ ワカ クサ ノ ツマ モタセ ラメ ァ 

流 浙麻能 佐 岐邪岐 加 岐微流 伊 蘇 能佐岐 淤知受 和 加久： 能 都 麻 母 多勢 良^ 阿 

ハ - If,  メニッ ァレベ ナチ キテ テ ハナ シ ナチ キテ ツマ ハ. k シ アヤ 力 キノ フ 

波母與 賣通斯 阿 鱧 婆 那$ ^岐且 iiw 波那志 那 5^ 岐 且 都 麻 波那斯 W 夜 加岐能 布 

ハヤな； ^タニ ムシ プスマ 二  n ャガ シタニ タグ ブス マ サャゲ ガシタ 二 ァヮュ 

波夜贺 ^多雨 牟斯 夫須麻 爾 古夜賀 斯多爾 多 久夫缀 麻 佐 夜具 賀斯 多爾 阿 和. S 

キノ ワカ ヤ^ム ネヲ タク- ッヌノ シ a キタ ダム キ ゾダ タキ タ タキ マナ〃 リ マ 

岐能 和 加 夜流牟 泥^ 多久 t": 怒 能 斯路岐 多 陀ホ岐 竹陀 多岐 多多 岐麻那 賀！^ • 麻 

タ マチ タマ. テサシ マキ モモ ナかニ イチ シ十セ トヨミ キタテ マツ ラセ 

多 麻 傅 多 麻傳佐 斯麻岐 毛 毛 那賀通 伊^ 斯那世 登 與美岐 多 ntj 麻 都 良 世 

やち ほこの 

かみの み 二 どや ャはョ と 同じく 呼 格 表示で ある。 


あ. かお ほくに ぬし- 一 そ は 大國主 は 八 千 矛 神の 稱號の 一 つ で (四— 一 〇 一 頁)、 コソハ は 最强意 

の 指定で ある。 11 眞福寺 本に は 奴斯の 下に 那の 字が あり、 國史 大系 本 は 之に よって、 ァ 

ガ大國 主 * ナ コソハ の 二 句と して 居る が、 呼 格と して は 旣に八 千 矛 ノ*祌 ノ命ャ と 二 句が 

あるから、 ァガ大 國主は 蛇足の 嫌が あり、 三 句 ー聯を 劈頭に 置く こと も 亦 長歌 句法の 原則 

に 反する。 宜長 はァガ 大國で 切り、 主コソ ハを次 句と したが， 句 跨ぎ は 決して -r^ しい 格で 

はない のみなら す * やはり 一 句が 過剩 になる から， ァガ大國主を主語(|^^ニ人稱)と見て* 

長い 一 句と すべきで あらう。 此は 短句に あたる から、 十 一 音 を 以て 構成した の は 極めて 特 

異 であるが、 前の 歌に も 短句に ソ メキガ シルヲ とい ふ 七 音 句 を配當 した 例が あるから * 結 

對に 不可と する こと は出來 ぬ。 或は ァガ大 國主は 後日の 攙 入で、 原 歌 は祌ノ ミ コトャ 、ナ 

コ ソ ハ 云々 とあった のか も 知れぬ。 

をに いませば 男に 坐せば とい ふ 意。 

ラ ちみる ゥチは 次の カキ： a ルの カキと 同じく 接頭語で あるが、 多少 强意 的で • 漫然 見ルと 

い ふよりも、 寧ろ 兒ヮ タス、 見通 スに 近い 感じが ある。. 


一、 出 雲 傳 說  三 六 

しまの さきざき 此シ マは大 八洲の シ マと 同一 用例で、 廣く 島國と いふ 意に 解す る を 可と 

し、 サキザ キも亦 原義に よって 先々 卽ち 端々 の 意と 丁べき である。 されば 2- 渡す 限り^ 中 

到る 所と いふ 謂で あらう。 島嶼の 崎々 と說 いて は 印象 を 誤る 虞が ある。 

かきみ る 上記の 如く カキは 接頭語で ある。 

いその さきお ちず イソ は イシ (石) と 同 原から 分化した 語で • 河 海の 濱、 砂 石の 多い 處 とい 

ふ 意から • 轉 じて 一般に 海 (河) 岸 をい ふに 用 ひられ、 イセと 轉 呼して は！： 名 及 部 名と もな 

つた (陸 II 九 0;<>0 さりながら 此 イソ はシ マの 對語 として 用 ひられた ので、 必 しも 礎の み 

に K るので はない。 ォ チズ は脫 落せす とい ふに 同じく、 これ も 見通す 限り 隅な くと いふ 意 

と 解すべき である。 

わかくさの 枕 11( 旣出 )o 

つま もたせら め モタセ は モッの 敬語 モ タスの 轉 呼で、 ラメ は ラム (推量 法) の 已然形で ある 

が、 こ、 で 句が 切れる ので はたく， 反 接 卽ちモ タス ラム 然レ ドモ とい ふ 意 を 以て 川 ひられ 

たので ある。 宜長は 之 をモタ セリの 未來格 表示と し * ムを メと轉 じたの は 上の コ ゾ に呼應 


する 爲 であると 說 いたが >  モク セリは 持チ給 ヘリの 意で、 之に 助動詞 ラム を 連結す ると、 

持チ 給へ ラム 卽ち 口語の 持 ッテ居 ラレ ル ダラウの 意と なり、 此 場合に は當ら ぬ。 此 は持タ 

レル ダラウと いふ 意で あらねば ならぬ から， 、ゼ すモ タス ラムと あるべき である。 コ ソとラ 

メ との 係り結びの 如き は、 此 等の 例に 對 する 誤解から 案出 せられた 人爲的 法則に 過ぎす、 

上代 人の 關知 せぬ ことで. 此 場合に 於て は縱ひ 上に コソ がな くと も、 必す ラメと いはざる 

を 得ぬ ので ある。 

あは もよ モもョ も 感動詞で、 吾ハ とい ふこと である。 

めに しあれば 「女で あるから」 とい ふ 意。 

なをきて 汝ヲ Sil キテの 約。 同一 母 韻が 二つ 重った 場合に は 前繽母 韶に攝 する のが 上代 音便 

の 通則で ある。 これ は 次の 句 (長 句に あたる もの) が 四 音 乃至 五 音で あるから、 其との 釣合 

上 特に 約： ii せられた ものと 思 はれる。 

を はなし ヲ はこ.^ では 夫の 意。 

なをきて 

神 語  三 七 


1 、 出 ゆ n 傳說  .  三 八 

つま はなし ツマ も 亦 夫 を 意味す る (第二 頁) C 

あやかき の アヤに は 多くの 意義が あるが、 カキ (； 50 の 修飾；？^ i として は 絞と 解す るの 外 はな 

く * 此 アヤ は 漢人が ェ藝 と共に 輸入した 緣 布から 出た もので、 ：： 十く とも 應神朝 以前に 週る 

こと は出來 ぬから • 此 歌の 创作 又は 改修 も 其 以後の ことと せねば ならぬ。 恐らく は 當時ァ 

ャカキ と稱す る 昇 障 具が 存 したから 之 を 詠み 入れた ので • 從 つて 此 もィ ツモ 八重！ 5* の 如 

き 衣お 一の 謂で はなく、 後世の 5! と 同じく 家屋敷の 圍 のこと で、 緩に 結うた もの を》 ぉ咏 した 

ので あらう。 

ふ はや， か. したに 以下 數 句に ついては 種々 の說が あるが、 之 を 比較 論難す る こと は 本篇の E 

的で はない から， 之に 拘泥す る ことなく、 卒直に 私 兑を披 握す る。 案す るに フ ハヤ はヒハ 

ャの轉 呼で * 檜 葉で 葺 いた 屋舍を 意味し、 其屋 下に ムシ 衾 * タク 衾 を 被て. 就寢 せよ とい ふ 

ので あらう。 綾埒は 勿論 此 家の 四圍に 繞ら された ものと 解すべき である。 

む、 しぶす ま ムシ はムサ (實 麻) の轉 呼で、 某苧の 謂で ある。 其 繊維 を 以て 織った を ムシ ブ 

ス マと いひ、 肌 ざ はりの よい ものであるから * 一一  コャ とつ 5^ けたので ある。 


にこ やが、 したに 一 1 コャは 一一 コ (和) の 名詞 形で ある (第一 九 頁 )o 

攀 

たくぶ すま 樹皮 を敲き 柔げて 製した 衾 をい ふ (第一 八 頁)。 

さやぐ がした に サャグ は サャサ ャと音 する こと を 意味し、 樹皮 布 は 硬直なる ものなる が 故 

に サャグ というた ので ある。 

あわゆきの V, 

わか やる むね を 

たく づ ぬの 

しろき ただむ き 

そだた き 

たたき まな、 かり 

またまで 

たまで さし まき 

ももな、 かに 


多少の 相違 は あるが、 沼 河 比賫 の 歌詞 と 同 趣意 である 


語 


三 九 


1 、 出 雪傳說  四 C 

い を. しなせ ィヲ ナセは 寢マセ とい ふ 意 (第二 〇頁>。 助 語 シを揷 入した の は 强意的 指定の 爲 

である。 

VJ よみき たてまつらせ 歌詞 は 上句 を 以て 終了と し、 此句は 「豐 御酒 を 奉らし めよ」 とい ふ 意 

で、 一曲 を 奏し 終って 觴を 奉る こと は 上代 饗宴の 儀禮 であった から、 嚷詞 的に 之 を 添加し 

たので あるが、 傳誦者 は 事實を 叙した ものと 誤解して、 前文に 雨 其 后 取-一大 御酒 坏-立 依 指 

舉而歌 曰と 說明を 加へ たものと 思 はれる。 タテ マ ツル は 祭の 義 から 轉 じて 供進 を 意味す る 

マ ツルに タテ (立) を 冠した もので、 ス H  (据) マ ツルと 區刖 する 爲 であった ので あるが、 一 

般に貢 進の 意と 了解せられ、 更に 敬語に も轉 用せられ る やうに なった。 

〔大意〕 八 千 矛の 神の 命よ、 汝 (大國 主) は 男子で おはします が 故に、 到る 所で 麥を 

持 たれる であらう が、 自身 は 女の ことで あるから、 外に は 男も央 もない。 綾垣 

の 栴葉屋 の 下で、 なごやかな ムシ 衾、 サ ャサャ した タク 衾 を 被て、 柔ぃ 肌、 白 

い 腕 をへ 仏に 抱き、 手 を か、 へ、 足 を 交し、 美しい 手 を 枕と して、 ゆるゆると 御 


やすみな され 

此歌 によれば ス セリ姬 は 嫉妬と は 反對に 夫の 自由 行動 を 認め、 自分 は 貞節 を 守る 

と 言明した と あるので あるが、 出 雲 時代に 其が 婦德 とせられた とも 思 はれ や、 終 

の 十 句が 上 揭沼河 比賣の 作と 稱 せられる 歌と 殆ど 同一 である こと も、 偶然の 暗合 

と 見る に は 困難で あるから、 史實と は 全然 無關 係の 叙情詩と すべきで、 其 藝術的 

價値 も餘り 高く 品評す る こと を 許さぬ もの、 やうで ある。 


二、 稚彥 等說 紀ニ 首. 記 一首 

ヒナ  プリ 

〇 夷  曲 

天稚彥 (若 日子) 傳說 に附屬 する 歌 を 夷 曲 (夷 振) と稱 へる。 其 一 首 は紀記 いづれ 

にも 見える が、 歌詞が 一致せ ぬのみ ならす、 紀には 其 外に も尙 一首の 歌が あるか 

ら、 別々 に說 くこと を 便と する。 左に 先づ 記の 傳 から 始める。 

アデ シキ高 日子 根 神 は、 天 若 日子の 喪 を？ tf- ひに 來 たが、 其 容姿が 餘り によ 

く 似て 居る 爲、 若 日子と 見 まちが へられた こと を愤 り、 喪屋を 切 伏せ、 蹶 

離って 飛び去った。 其 時 若 日子の 妻なる 妹 高比責 命が 兄の 名を顯 はさう と 

思うて 高唱 した 歌 (五 ー 八 七 页) 

〔記〕 问米那 流 夜 淤登 多那婆 多能 字 那賀世 流 多 麻 能 美 須麻流 美須 麻流邇 阿 I 

夷 曲  四 111 


二、 稚 彥傳說  四 四 

yt- ハヤ ミタニ フタ ヮ タラス アデ シキ タカ tn ネノカ ミヅャ 

陀麻波 夜 美 多 通 布 多 和 多良須 阿 治 志 貴 多 迦比古 泥 能 迦微せ 也 

あめなる や 天ノ とい ふ 意。 ャは單 純なる 間投詞で * ナル はノに 通す る。 一 I 通說の 如く 一一 

アルの 約と 解しても 差 支 はない が、 ノの 同義語 ナに (ァ) ルを 添へ たナル とい ふ 助 語 のれす 

る こと は 坂 西 文 舉士の 研究に よって 叫に せられた。 

お W たなばたの 弟 棚 機姬の ヒメ を 略した もの、 やうで あるが， タナ ハタ は紛 織工 、が や、 

發 達した 後に 出現した もので (一二-八 三 頁)、 從 つて 天 棚機姬 とい ふ祌 も、 其 以後の 出現と せ 

ねばならぬ (一二 I 一  一 八 頁〕。 

うな， かせる 股に 活 W 語尾 ギが速 結して 跨ギ とい ふ 動詞 を 生じた と 同様に、 ゥナ (項) にかけ 

る こと を ゥナギ と いふ 語 を以 て 表現した こ と はおり 得 べきで、 敬語と し てはゥ ナガ シ とい 

ひ、 其 繼續格 (述體 形) はゥ ナガ セルで ある。 口語に 直す とせば、 「頸に かけて おられる」 と 

いふべ きで あらう。 

たまの みすまる ミス マルの 語原 は 祌代篇 (一一 丁 二 一 頁) に 推考した 通りで. 珠玉 を赏 いた 聯環 


が タマの ミス マルで ある。 

みすまる の 邇の 字が 充て & あるので、 遣の 義 とする もの も あるが、 若し 然り とすれば ミス 

マル ノニ とい はねば ならす、 ミス マル 一一 とい ふ 複合 名詞 形 を S ひた 例 はない から、 邇は恐 

らく は 酒の 誤寫 又 は 誤讀 であらう。 

あな だま はや 孔玉卽 ち 緒 を 通す 孔の ある 玉の 謂で あらう。 此ャも 亦 感動詞で ある。 

みたに ミは マに 通す る 接頭語で、 單に ター 一 (せ) とい ふに I:!; じい。 

ふた わたらす ヮ タラ スは ワタル (渡) の 敬語。 谷 一 ーッ渡 リマ ス とふ 意で ある。 

ぁぢ， しき ァ ヂシキ は冠稱 であるから (四— ニニ 三 頁)、 高 日子 根から 引 放って 獨 立の 一 句と 

せられた ので あらう。 

たか ひこね のかみ そ や 高 日子 根ノ神 ゾャ。 11 異例で は あるが、 此十音 は 一 句と 見ねば な 

らぬ。 

ミス マル 

〔大意〕 天の 弟 棚 機姬の 頸に かけた 聯珠の 孔玉は 谷 一 一 つ 跳び 超える アデ シ キ高 日子 

根の 神で ある ぞょ 


二、 稚 彦傳說  四 六 

七 まミ ス マ 〃の 玉の 光彩陸離たる を 高 日子 根の 風姿 ％ 爽に譬 へ たので あらう が 

卿 か 言葉が 整 はぬ 嫌が ある。 或は 次に 揭げる 紀( 一 書 一 ) の 所 傅 を 原形と し、 吟誦 

の 便， K 上 語句 を 補うた ので あるか も 知れぬ。 

味 鉬高彥 根 神が 稚彥の 喪屋を 折り 倒した 時、 その 光^ C 花艷 なる に 感じ T 

會喪 者が 詠 じた 歌 II 或は 其 姊下照 嫁が、 丘 谷に 映す る もの は アデ スキ高 

彥^ 神で ある こと を 衆人に 知らし めんが 爲に 歌うた とも 傳 へられる 

W ュ フタ ウタ ラス ァ デス 4 タ ^ 

弥多爾 铺拖和 拖邏須 阿 泥 素 企 多 伽 避顧禰 


あめなる や 

お VJ たなばたの 

うな. かせる 


^ 此 K:^ は矩 長短 長長；？ を 以て 構成 せられた 一 聯と兑 るべ きで ある。 


たまの みすまる の 

あな だま はや 

みたに 

ふた わたらす 

ぁぢ すきた かひ 二ね 


意義 前に 同じ。 三 句 (短 長長) 一 聯 


歌詞 及 歌 意 は ほ- 記 所 傅と 同 一 であるが、 五 句 及 三 句が 各 一 聯を なして 對 立して 

ヒナ プリ 

居る こと を異 りと する。 其 は 次の 歌の 後半 も 同様で、 夷 曲の 基調で ある c; 歌學 一四 四 

頁 w。 此 歌に 於て は 末 句に ゾャ とい ふ 指定 語がない から、 第五 句の アナ ダマ ハヤ は 

必 しも 下 三 句の 主語で はなく、 ハヤ. は 口語 何々 ダヮョ の フヨと 同じく、 强ぃ 感動 

を 表示した もので、 孔 玉と 高彥 根と を 對 比した ものと も 了解せられ、 記の 所傳ょ 

りも餘 韻が 深い やうに 思 はれる が、 尙ォ トタナ 、パクと いふ 辭 句の ある 所 を 見る 

と、 後世の 作と せ. ざる を 得ぬ。 


二、 稚 彥傳說  四 八 

又 歌 之 曰 

ァ マサカ t ナツメ  / イワ タラス セト .1 シカ ハカ タフ チ 力 タフ 尹-一 ァ 

〔紀〕 阿^佐 箇鍵 避奈 菟謎迥 以和多 邏素西 渡 以 嗣齒播 筒拖輔 知：： 简多輔 知：： 爾 阿 

ミ バリ ヮタシ メロ ヨシ 二  ヨシ ヨリ コネ .1 シ 力； ： 4? タフ チ 

弥播利 和拖嗣 妹盧 豫嗣爾 豫嗣豫 利據禰 以嗣 筒播筒 拖輔智 

あまさ かる 海人 避ル とい ふ > おで、 ヒ ナ(夷)の枕詞でぁる。 北ハは海人族が俊入して漸次^§.族 

を 駆逐した こと を 意味す る (甙丄 1 1 一 三 頁)。 

ひなつめ の 夷ッ 女卽ち ヒナ (夷) 族 の 婦女の 謂で あ る。 

いわたら すせ ィは 接頭語、 ヮ タラス は渡リ ナスと いふ 意で (敬語で はない)、 セト は瀨處 

を いふので あらう。 

い. しか はかた ふち お 川の 瀨の 傍なる 淵と いふ 意。 或は イシ 力 ハで句 を 切り、 五 五 七 Mi: の 

五 句ー聯 であった かも 知れぬ。 

かた ふちに 格調 を 整へ る爲に カタ フチを 繰り かへ したので、 玉ノ ミス マル、 ミス マル ノと 


同 例で ある。  、 

あみ は. 0 わたし 網張リ S シと いふ 意。 

めろ よしに メは 網の 目に 女 をい ひかけ たので •  口 は 接尾語 ラに 通じ、 子ラ とい ふと 同一 用 

法で あるが、 必 しも 複數を 意味す るので はない。 ヨシ はョセ (寄) に 同じく、 古 は 四 段に 活 

用せられ、 自他 兩用 であった もの \ゃ うで、 其 故に 言 ョサシ (敬語) の 如く も 用 ひられた の 

である。 

よしより 二ね 寄 セ寄リ 來ネの 謂で， ネは 希望 表示の 語 分子で ある。 前 句と 合 はせ て 娘ら 寄 

せに 寄せ 寄り 來れ かしと いふ こと を 意味す る。 

い. しか はかた ふち 前 聯の末 句 を 反復した の は 上代 人の 好んで 用 ひた 句法で ある。 以上 五 句 

は 一 聯を なす もので、 上記の 如く 夷 曲の 特色で あるが、 網 張リヮ クシまで は 序で、 歌 意 は 

後の 三 句に ある。 

〔大意〕 夷 (族) の 女子が 徒涉 する 石 川の 瀨の 傍の 淵に 網 を 張り わたし、 其 網の 目に 

(魚が) よせる やうに、 女の子 等が 寄せ 寄り 來れ 


二、 稚 彦傳說  ？ C 

右の 如く 解す ると、 此歌は 味 耜高彥 根 神の 逸事と は 全然 關係 のない ー篇の 叙情詩 

で 、 紀が 資料と し た 原文に 夷 曲と して 附記 又 は 旁 記 して あつたの を 編者が 無批判 

に採錄 したので はない かと 思 はれる。 


一一、 高 千 穗專說 紀三 首、 記 二 首 

〇 皇孫 思慕の 歌 

豐 吾田 津姬は 疑 を かけられ たこと を怨 とし、 雪菟の 後に 於ても 言葉 を 交 は 

さぬ ので、 瓊々 杵 尊が 憂 ひ 思しめ した 御 歌 (六 —一 三 七 頁)。 

、， 'ノ， ォ f!X モハ へ ニハョ レドモ サネ ドゴモ ァタ ハヌカ モヨ ハマ ツチ ド リヨ 

〔紀〕 憶 企 都茂幡 陛爾幡 譽房耐 母 佐 禰耐據 茂 阿 黨幡怒 介茂譽 播 磨都智 耐理譽 

おきつ も は 特に 沖ッ 藻と 稱 する 海 車 はない が、 機 邊に生 ひる ものと 121； 別す る爲 に. ォキッ 

モ、 へ ツモと 稱 へたので あらう。 

へに は よれ さも 磯邊に は 寄る けれどもと いふ 意。 

さね ^こも サは 接頭語， ネド コは寢 床の 謂で ある。 

あた はぬ かもよ ァタハ ヌは與 へヌの 謂で、 此語は 本来 自他 兩 用の 四段活 であった の を、 後 

皇孫 思慕の 歌  五 一 


三、 高 千 穗傳說  五 二 

世 「可能」 の 意 (自動) に專 W し、 「與」 の義を 表現す る 爲には 下 一 一段に 活 出す る ことにし たの 

である。 寢床ヲ 與フは 之 を 分って 合衾す る 謂で、 カモ ョ は嘆聲 である。 

はまつ ち りよ ハ マッチ ドリ は 濱に來 集す る 百千鳥の 謂で、 種名と なった の は 後世の こと 

である。 ョは呼 格 表示で， 悶々 の 情を濱 千鳥に もらした ので ある。 

歌 意 は 極めて 明白で、 愛人の 同衾 を 拒む こと を 怨む心 もち を 詠 じた ものである 

が、 高 千 線 時代の 格調と は 恐 はれぬ から、 疆々 柠 尊の 御作で ない こと は 勿論、 必 

しも 共 心情 を 詠 じた も でもな く、 或は 古い 失 戀の歌 を こ、 に附會 したので ある 

かも 知れぬ。 11 彥火火 出 見 尊の 御 歌が こ、 に 紛れ込んだ ので あると いふ 說は、 

之を此 時代の 作と する 前提の F に出發 したので あるから、 問題に はならぬ。 

〇 海 宮傳說 の 歌 詠 

正體を 見破られた こと を 愧ぢて 海宮に 還った 豐玉 毘賣と 火遠现 命との 唱酬と 

して、 記に 揭 げられ た 歌 は、 紀 一書 (三) にも 收錄 せられて 居る が、 次第が 相反し 


且辭 句に も 少異が ある。 上記の 「沖つ 藻 葉」 の 歌と 同じく、 附會 とせねば ならぬ 

から、 正 訛 を 論 やべき 限りで ない が、 假に 記の 傳承 にもとづいて 說 明し、 紀の所 

說 との 異同 を 附記す る。 

豊玉 毘賣が 後日 戀 しさに 堪へ かねて、 御子 養育の 爲に差 出した 女 弟 玉依毘 

賣に 託して 獻 つた 歌 11 紀には 次の 彥火火 出 見 尊の 御 歌に 對 する 報 歌と し 

て、 後日 玉 依姬に 委託して 奉った と ある。 

ァカ ダマ ハ ヲ サへヒ カレ ド シラ タマノ キ；、 ガョ ソヒシ タフト クァ リケリ 

〔記 〕 阿加 陀麻波 袁佐 ira 比 迦禮杼 斯 ft^ 多 麻 能 岐美何 余 曾比斯 多 布斗久 阿理 計理 

〔紀〕 阿軻 娜磨迥 比訶利 # 阿利 登 比^き 伊珮耐 企 科 我 比. 多 輔妬句 阿利 計 

禾 

あかだ ま は (の) ァカ ダマ は 赤色の 玉 をい ひ、 雲母、 紅 瑪琐の 如き も 其で あるが、 シラ タマ 

が 主として 眞珠を 意味した と 同様に、 我 上代 人が 珍资 としたの は、 珊瑚 又は 海 菊の やうな 

海產 品であった かも 知れぬ。 

海 宮傳說 の 歌  五三 


三、 高 千 德傳說 

を さへ ひかれさ (ひかり はありと) 緖サへ 光レド (光 ハァ リト) 

しらたまの (ひとはい へど) シラ タマ は 赤 玉に 對 する ものであるが. 此は 一" 珠の やうな 一と 

いふ 意 を 以て、 「^?;」の《:喩的枕詞に川ひられたのでぁらぅ。  — 

きみがよ そ ひし 3 ソヒ I 束の 義で あるが、 filii?, 、さ 

指お 助ャュ W である。  — 

た ふぎ ありけ り タは鐘 語で、 フ トクの 塞 は 太く であるが、 此 形に 於て. SI ま 

いふ 意に 川 ひられる。  』 

〔塞 赤 玉 は 其 緒 さへ 光る けれども— 赤 玉の 光 は (賣 く) ずと 人 はいふが— 

(ft 珠の やうな) 君の 姿 こそ 貴かった 

之に 對 して ヒコデ (靈) の I 曰— 紀には 塑姬が 海 を さて 立 ま 

時、 彥火 火出兑 尊が 歌 はれた と ある。 


t キット リ カモヅ クシ マ 二 ヮ ガ ヰ. 千シ .r モハヮ スラジ ョ /  n トゴト も 

〔紀〕 飫企 都郊利 軻茂豆 句 志磨爾 和 我 謂禰志 伊 茂播和 素邏坪 譽能據 鄧駭鄧 母 

おきつ VJ り 此の 冲ッ鳥 は 鴨の 枕詞で ある (第二 三 頁 参照)。 

かも^1>く(づく)しまに ド (ヅ) は連瀰 で、 古言で はック (着) を トク ともいう たらしく、 應 

祌 天皇の 御製に も ミシマ ニ斗岐 とい ふ 句が ある (第一 七 二 頁)。 シ マは嶋 (洲 間) に栖問 をい 

ひかけ たので、 妹と 率 寢た住 £5 をい ふので あらう。 若し 然り とすれば 鴨ド (ヅ) クま では 序 

である。 

わ， かゐ ねし ヰ ネは率 寢の義 で、 女性 を 率 ゐて寢 る こと、 卽ち 同衾 を 意味す る。 

いも はわ すれ じ (わすら じ) ヮス レ (忘) は 本初 四 段に 活用し、 其 未然形 は ヮスラ であった か 

ら、 紀 にも ヮ. スラジ と あるので、 現代語に 直せば 忘れまい とい ふこと である。 ィ乇 (妹) ハ 

の ハ がヲバ の 謂なる こと は 勿論で ある。 

よの 二  VJ, 二  £ に (も) コ トゴト はコト (事) の疊 語で、 一切の 事 を 意味す る 名詞で あるから、 

之 を 副詞 形に する 爲に 一一 (モ) を 添へ たので、 コ トゴ トクと いふに 同じく 世の 限りと いふ 意 

である。 

海 宫傳說 の 歌  五 五 


三、 高 千 穗：： 傳 說  五六 

〔大意〕 此 世の 限り 率て 寢た妻 を 忘れる こと は あるまい —— 若し 「鴨 ど (づ) く 島」 を 

實叙 とすれば、 同棲の 地が 水禽の 来着す る 島であった ので あらう 

此ニ首 は 紀には 曰ニ擧 歌- とる る。 ァゲ ウタ は 夷 振 之 上 歌な どと も 用 ひ 〔允恭 記〕、 

上調子の 曲 をい ふので あらう。 八 千 矛 神の 贈答 歌と 同様に、 樂府の 歌 であると 

すれば、 後人の 作製した ものなる こと 言 ふまで もない。 


四， 欞 原 {呂 (神武 朝) 紀七首 * 記 十三 首 

〇 來目歌 

紀 によれば 大和 討 平 中の 歌謠 として あげられた 八 首 (正しく は 七 首) は 皆 來目歌 

とい ひ、 歌手に よって 此名を 得た と ある。 記に も 其 六 首 を收錄 して 居る が、 クメ 

歌と いふ 名稱は 見えす、 序次 も 亦 相違して 居る。 此 等の 歌 謠は當 時の 即詠 ではな 

く， 後人が 傳說に 基いて 作製した もので はない かと 考 へられる が、 其に ついては 

旣に建 國篇第 一 卷 (一 三七页 以下) に 詳論した から、 愛に は 歌數も 多く、 排列の 順序 

も 合理的と 思 はれる 紀に 基いて 逐次 說明を 進め、 記の 所傳を 附記す る。 

兄ゥ 力 シ服誅 後、 弟ク 力 シが獻 つた 酒 食 を 軍卒に 頒ち與 へ られた 時の 大御 

歌 (爱， I 一四 九 頁 以下)。 


ウダ/タカキ 二 シ ギヮナ ハル ヮ ガマ ツヤ シギ ハサ ャラズ イス ク 〔シ ク 

〔紀〕 于懷能 多 伽 機 W 辭 藝和奈 破 慮 和 餓末蔸 夜 辭藝破 佐 夜羅孺 殊 區波辭 0 

ヂ ラサ ャ屮 n ナミが ナコ ハサ バ タチ ソパノ ミ /ナナ クテ n キシ t ヱ 牛 ゥハ 

^維 佐 夜 離 固 奈猕饿 那居 波佐麼 多智曾 .1 能 未： f! 那鶴句 場 居： 辭 被惠禰 宇 破 

ナ リザ ナ n  "サベ イチ サカキ ミノ ォホケ クチ n キ i-AJ ヱネ 

奈利餓 那居 波佐麼 伊知 H 佐 介 幾 未 迴於朋 鶴 句 居氣馑 被^ 禰 

ウダ/タカキ 二 シ ギヮナ ハ^ ヮガマ ツヤ シギ ハサ ャラズ .1 スク ハン ク 

〔記〕 宇陀 能 多 加紀爾 志藝和 那波留 和 賀麻都 夜 志藝波佐夜^2^受 伊貌 久波斯 久 

ヂ ラサ ャル コ 七 ミガ ナ n  〔サバ タチゾ バノ ミノ ナケ クチ n キシ ヒ ヱ 牛 ゥハ 

治 良 佐 夜 流 古 那美賀 那許波 佐 婆 多 知 曾 婆 能 微能那 祁久袁 許 紀志斐 ^泥 字 波 

ナ ナコ ハサ- パ .1 チサ カキ E  ノ ォホケ クチ コキダ 匕 ヱネ ェェ シャ no 

那 贺 那許波 婆 伊知； 加紀 微能 意富 祁久袁 許 紀陀斐 泥 HcfLg^ 志 夜 胡 志 

夜 此者伊 共ぶ „ ^布^ 阿 阿 I 

うだのた かきに 字 陀は兄 ゥカシ 等の 占 住 地方の 總 名で、 タカキ は 高處の IS である。 キは通 

例 土工 を 施した 場所 をい ふに W ひられ、 城の 字 を あてる が、 此は 原義に より： 人然の 高地 を 

いふ ものと せねば ならぬ。 

しぎ わな はる 略 S 張ルの 謂。 シギは 恐らく はサケ (細^) の轉 呼で、 サギ (鶯) とシギ (嶋) と 

に 分^した ので あらう。 ヮ ナはヮ (輪) から 出た 語で あるが (ナは 接尾語)、 上古の シ ギヮナ 


が どの やうな 形式の もので あつたか 判明せ ぬ。 原始的な 獵具 なること は 勿論で ある。 

わが まつや ャは 間投詞で、 我 待ッ鷗 とっ^くの である。 

しぎ はさ やらず サャリ はサへ (支) ァリ (有) の約轉 で、 抑 塞の 意の 自動詞で ある。 

いすく はし ィサ (勇) コ ハ シ (强) の轉 呼で、 クヂラ の 修飾語で ある。 鯨をィ *- ナ (勇 魚) と稱 

へ るの も此 意味で あらう。 

くぢら さやる クヂラ は 後世 專ら 海棲獸 なる 鯨の 稱呼 として 川 ひられる が、 如何に 上代 なれ 

ばと て、 大和の 宇陀に 鯨が 棲息した 害 はなく、 大 動物の 譬喩と して は 他の 適當 なる 表現 法 

を 川 ひる 方が 妥當と 思 はれる から、 此 語に 鯨 以外の 意味が あつたと せねば ならぬ。 案す る 

に クヂラ の ヂはジ に 通じ、 常 陸 風土記に 摘げ た久慈 郡の 名號 所由說 明に も、 郡 内の 小 丘の 

形が 鯨鯢に 似た るが 故に 此名を 負う たと ある 所 を 見る と、 ラ は 接尾語 で 單にク ジ とも 稱し 

たこと は 殆ど 疑がない から、 クは大 を 意味す る 古語 コの昔 便、 —— 朝鮮語 ュ と 同 原 111 ジ 

はシシ (獸) の 連濁で、 M 獸を 意味す る ものと 推定 せられる。 我 國產の 野 獸の大 なる もの は 

熊 及 猪で、 後者 を 俗に 山クヂ ラと稱 へる の も山緣 のない ことで はない。 


四、 檁原宫 (神武 朝)  六 0 

以上 は 歌の 本旨で、 コ ナミ 以下 は 後記 語釋の 如く、 意味に 於て は 何等 關聯 がな 

いから、 長い 嗨詞と 見るべき である。 —— 先學 之に 氣づ かす、 歌詞の 一部分と 解 

した 爲に甚 しく 說き誤 まった —— 歌 意 は 極めて 明白で、 宇陀の 高處に 張った 嶋 i::? 

に豫 期した 鳴 は權ら す、 獰猛な 巨獸が 罹った というて、 大敵 兄 クカシ が 安々 と 服 

誅 した ことに 況 へたので ある。 かく 歌 ひ 終って 次の やうに 離し 立てた。 

こなみ、 か. 和名 抄 (流布本) に は 顔 氏 云、 前 妻 和名 毛 止 豆 女、 一 云 古奈美と あり、 新撰 字 鏡に は 

裙に此 訓を與 へて おる。 モト ヅメは 本妻の 意 * 姐 も 亦 女 君の 合 字で あるから、 嫡^^をコナ 

ミと稱 へた 時代 もあった ので あらう が、 此語 はコ (子) ノ (之) アミ (母) 11 ミはメ (女) と 一:! 

語で、 朝鮮で も 母 を アミ (：S-F) とい ふ 11 の 三 語より 成り、 催馬樂 歌の コ モチと 同じく、 

. 子 持 女 を 意味す るから、 本妻 をい ふに も轉 用せられ たので ある。 但し こ、 では 一 般 的に キ 

S 婦人の 義に川 ひられた ので ある。 

な 二 はさば ナは 魚、 菜、 Ei- 等の 食品 (滑) を 意味し、 コ ハス は 請ヒ ナスと いふ ことで、 敬語で 


はない。 —— 歌に クヂ ラサ ャルと あるので、 此ナを も 魚と 解す るの は 誤りで、 耍求 によつ 

て與 へられた 食品が、 後 句に 於て 見る が 如く， 菜實 である こと を 考へ合 はすべき である。 

たち そ ばの タチは タタ (徒) の 意で * 次の イチ サカキ と對應 させる 爲に クチと 轉 呼せられ た 

ものと 思 はれる。 ソバの ソはサ の 音便で、 狹を 意味し、 濶葉 樹に對 して 狹葉 (針 葉) 樹をソ 

バの 木と いひ、 轉 じて ソ マ (杣) 木と も稱 へる。 —— 紀に麼 の 字 (刊 本に 麼と あるの は 誤記) 

を あてた の は 之に 因る もので、 此 字に は マと バ との 兩 音が あるが、 尙記 に準じて バと讀 む 

方が よい 11 和名 抄に抓 梭を曾 波 乃 木と 訓し、 ra: 方 木 也と あるの は 角材の 謂で、 樹名 では 

なく、 枕 草子に 見える ソバ の 木 はソバ カヅラ のこと らしく、 藉麥 をソバ とい ふの はソパ ム 

ギ の略稱 で、 いづれ もソバ (狹 葉) から 出た 語で あるが、 こ i のソバ ではない。 針葉樹 は 食 

用菓 實を產 せぬ ものであるから、 次句實 の ナケク とつ けたので ある。 

みのな けく を クは 「者」 を 意味す る 語 分子で あるから (第三 一貢)、 ナシ (無) の 未然形 ナケ (古 

言) に 連る と， 無キ モノと いふ 意になる。 

二き しひ ゑね コキシ の コキは 上記の コ (大) を 重ねた ココ (許 多) の轉 呼、 シは ハタ チ (二 

來目歌  六 一 


四、 檯原宫 (祌武 朝)  プニ 

十). ミソれ (三十) の 如く^ ひられる 古言 チ (數) の 音便で あらう。 ヒ予不 は 「與 へよ」 とい 

ふ 意で あらねば ならぬ が、 他に 用例が なく、 語原 的に も說 明が 困難で ある。 强 ひていへば 

ヒ はヒキ (引) の 語仏朴 で、 之に H  (坐) を そ へ て引据 ゑる とい ふ 意の 動詞と したので は ある ま 

いか。 ナを 魚と 臆斷 し、 之をヒ H グ (ftw) 11 ハグ (剝) から 分化した 語で、 今 もへ グと いふ 

li の 意な りと する の は 誤りで、 實 のない ソ バ の 木 を へ ギ ても詮 のない ことで ある。 

うはな. 0. か ゥは オフ 又は ァフ (大) の 一 變 形で. 古語に は 其 意に S ひた 例が 多く、 薩 iJ: 方言 

では 今 も ゥァメ (大雨)， ゥ カゼ (大風)， ゥヲ トコ (大男) の 如く 川 ひる。 ハ ナリは 萬紫染 

〔第 七〕 に 一-少女ら が ハナ リの 髮をュ フの 山」 と ある やうに、 散髮を 意味し、 綠髮^.ー.；一の如くな 

る を だ ハナ リと いひ、 之に 對 して" 小 ハナ リと いふ 語 も W ひられた g 九 ：lo こ-では 靑苹婦 

人の 蕤に轉 W せられた ので * コ ナミの 年 增に對 し、 新造と いふ ほどの 意で ある。 和名 抄 

(流布本) に は 後妻 を.： 于波奈 利と 訓し、 顔 氏 云 後妻 必惡- 一前 妻 之 子-と あり、 宇 鏡 は 嫌 (兼 女の 

合 字) に此 訓を與 へて 居る 所 を a ると * 繼 ili- 又は 側室の 意と も 了解せられ， ゥ ハナ リウ チ 

(離^せられた 先妻が 後妻の 住居 を 嬰 ふこと) とい ふ 熟語 を すら 生じた ので あるが、 此は共 


意で はなく. 一般的に 若い 女 をい ふに 用 ひたので ある。 

な 二 はさば 

いち さかき 次 句 實ノ多 ケクヲ と ある 所 を 見る と、 菓樹 であらね ばなら ぬが， サカキ は榮木 

の 謂で、 廣く 優良 木 を 意味し、 種名で はない から、 11 楊 桐 を サカキ とい ふやう になった 

の は 後世の ことで ある i イチ を 以て- R 別稱 呼と せねば ならぬ。 イチ は イチ カシ、 イチ ヒ 

カシ 又は 單に イチ ヒ (櫟、 赤檮) とも 稱 する 殼斗科 植物で， 今 クヌギ (榍) とい ひ、 其 實卽ち 

イチ ヒ (イチ S の轉 呼) は圑 栗と 稱し、 近世. まで 食^に 供した。 假に 種名ではなかった とし 

て も、 之 を イチ サカキ とも 言 ひ 得る こと は 勿論で、 ヒサ カキ (伶) も 亦 實サカ キの轉 呼と い 

はれる。 伍し 共實は 食用と なる もので はない。 

みのお ほけ く を 實 ノ多キ モノ ヲと いふ 意。 

二き だ ひ ゑね コキダ は 上記 コキシ と 同 語で、 シの 原語 チが タと變 化した ことが 異る のみで 

ある。 

〔大意〕 年 增が看 (食物) を くれと いうたら、 杣の 木の 實 のない の を澤山 やれ、 新造 

來目歌  さ 二 


四、 模 宫 (神武 朝)  六 四  • 

力 食物 を くれと いうたら 圑 栗の 實の多 いの を澤. W やれ 

右に よれば 此十句 は 短歌 句法に 從ひ短 長短 長長 五 句を聯 ねた ニ聯 から 成立して 居 

るが 皇軍の 行動と も、 宇陀 乃至 兄猾 とも 少しも 關係 はなく、  ssf に 諧謔 を 弄 v> 

に 過ぎぬ。 其が 本 歌と 同時に 作られた か、 或は 傳誦 中に 添加せられ たもの か 判明 

せぬ が、 私 は 他の 來目 歌に も 同様 又は 類似の 嚇詞を 添へ て謠 うたので はない かと 

想像す るので ある。 古事記に は此 外に 次の 嘟が 附帶 して 居る。 

HH しゃこし や 疊々 を H H と 訓む害 はない から、 宣長說 の 如く 盈々 の 誤お であらう 。音 

引と 註せられ て 居る 所を兑 ると H  HI と發 音せられ たので、 今 も 用 ひる 間投詞で ある。 シ 

ャは 「シャ 物々 しゃ 一の 如く 嘲弄 的に も 用 ひられる ので. 志 夜 胡 志 夜此者 嘲^ 者 也と 註記し 

たので あらう。 

二 はし 二の ふぞ ァァ ィゴ ノフは 恐らく は 息ガ仲 ブの轉 呼で、 今の 言葉で いへば 「 一 息つ 

く J とい ふ ほどの 意で あらう。 されば こそ 吐く 息の 聲ァァ (音 引」 を 添へ て あるので ある。 


〔大意〕 V- l そり やそり や、 一休み だ！ 

此は單 なる, で、 律語で はない が、 戰 終って 手足 を 伸ばした 光景 を髮髴 せしめ 

る ものが ある。 

國見 丘の 八十 梟 帥 を 討伐す る 時、 必勝 を 期して 吟誦 せられた 大御歌 (壹 I 一 

七 〇K) 11 記に は 後日 登美毘 古を擊 たうと した 時の 歌と あるが、 歌詞に よ 

れば國 見 丘の 攻戰を 詠 じた ものと する 方が よい。 

〔紀〕 伽牟伽 筵き i 齊能于 き 能 於费異 之^ 夜異 波臂茂 等倍屋 之 多 懂猕能 之 多 

懷き？ i 阿誤豫 阿誤豫 之 多 太 沸 能 異波比 茂 等 倍 離 于智且 之 夜莽務 于智且 之 夜 

莽務 

〔記〕 加 牟加是 能 i 勢 能 宇 美 能 意 斐志爾 波 比 母 登 富呂布 志 多 陀美能 伊波 比 母 

登富理 宇 知 otl 志 夜麻牟 

來目歌  六 五 


四、 槔原宫 (神武 朝)  . 

ょメ  .K 

力 t カぜの イセの 枕詞で ある。 露 は 皇祖 祌を 奉齋 する 國で、 i 義は イソ (S であるか 

ら、 ？？ 神風と 5 ふ 意 5、 て 冠した ので あらう。 御靈 代なる 神 管此阈 星し まゐら 

せた の は、 垂仁 朝の ことで あるから. 此 枕詞 も 必然 その 以後の 發生 であらね ばなら ぬが. 

此 歌が 神武 天皇の 御製に 擬 した 後人の 作と すれば. 少しも 奇 とする に 足らぬ。 S 阈 風土 

記 (S)  S げた 神風 |國の 所 由 說明は S 丄七 S 、、他 sif 同 f 箫 する 

に 足らぬ ものである。 

いせのうみの 伊勢ノ海 ノの 謂で ある。 

おひい. し (おひし) に 紀 i 意 以ニ大 石- sa 見 丘， 也と あるが 如く、 大石 S なること は 

勿論で あるが、 才ホ イシ 2 はォ ホシ) とせす、 ォむ イシ (ォ ヒシ) と 詠 じたの は. 大 の直叫 

が オフで，。 ヒとフ と は 相 I るが 故で ある。 紀に 大兄 をォ r と訓 し、 カバ ネ の？， オフ 

ト とも オビ ト とも 稱 へる と 同 一 例に 屬 する。 

ャィ g ずして 禅 入した ので、 靈に增 減 はない。 記に は 次の 「した だみ の、 ァゴ ョァゴ 

ョ、 した だみ の」 とい ふ ；ニ 句と 共に 省かれて； *c る。 


はむ もビ へる (もと ほろ ふ) ハヒは 匍匐の 意。 モト ヘル、 モト ホロ フは モト ヒ、 モト ホリ (..E. 

徊) の 活用形 態で、 モト (本) を 語幹と して、 之に 活用語 尾ヒを 接着した モト ヒと いふ 語が、 

或 時代に 後日の モ トリ (房) と 同意に おひられ、 更に 自他 を區 別す る爲に 助動詞 ァリ と、 ンと 

を 結合した モ トホリ (モト ハリ の轉 呼) と モト ホシ (モト ハシ) とい ふ 語 を 派 成した。 モ ト へ 

ルは モト ヒ の 繼緩格 (連體 法) で . 「徘徊して 居る」 と い ふ 意、 モト ホ n フは モト ホリの 進 一 了 

格 (連體 法) なる が 故に 「徘徊し つ \ ある」 とい ふ 意味になる ので ある。 — 茂 等 |5 鷹の 倍 は 

ホ の假 字に も 用 ひられる が、 モト ホルと いふ 不定 時 格と する こと は此 場合 適當 でない。 

した だみ の 和名 抄龜 貝類 小赢 子の 條 下に 細螺 和名 之 太々 美と あり、 小い 螺貝 のこと であ 

る。 ミは 肉の 意から 轉 じて 魚介類の 呼稱 にも 用 ひられる から、 シタダ は 恐らく は. の 翁 

約で、 ッボ (螺) にかくれ て 時々 舌 狀の肉 を 現 はすことの 故 を 以て、 此名を 負 はせ たので あ 

らう。 

、した だみ の 〔紀〕 右の 句 を 反 誦した に 過ぎぬ。 以下 三 句 は 朗吟の 便 {且 上 添加せられ たので- 

本 歌 は 記の 傅の 如く * 前 句の シタ ダミ から 直接 ィ ハ ヒ モト ホリに 精いた ので あらう。 

來目歌  、六 七  - 


四、 植 15- 宮 (祌武 朝)  六 八 

ァゴョ ァゴョ r.s-〕 ァゴ はァギ (阿子) ともい ひ、 ァは 接頭語で あるから、 單にコ (子) とい ふ 

に 同じく、 北ハ 意味に も 或は 男子の 敬稱 としても W ひられる が、 此は子 俳 ヨ子 供ョ とい ふ 意 

を 以て、 問投詞 として 挿入せられ たので、 上揭の ャィと 同じく 短い 嚷 である。 

した だみ の 〔紀〕 格調 上 更に 同 一 句 を 繰 かへ したので ある。 

いは ひも ほり ィは 接頭語で， 匍 匍 徘徊 シと いふ 意で ある。 紀には 茂 等 倍 離と あるので * 

G  0 

乇ト ヘリと 訓む もの も あるが、 此 場合 繼 M 格 を 川 ひる こと は不當 であるから、 倍 は ホの假 

字と せねば ならぬ。  - 

うちて， しゃ まむ 维而 已卽ち ウタ ムノミ とい ふ 意で ある。 上代に はノミ とい ふ 助 語 はな かつ 

たから、 共 意味 は 色々 に 表現せられ たが、 是は 漢語の 而已と 全然 趣 を 同う する。 シは旣 記 

の 如く 古い 指定 助 語で ある。 

うちて， しゃ まむ 〔紀〕 此も呤 調の 爲の 反誦 である。 

〔大^！-ん〕 伊勢の 海の 大 石に 匍匐 徘徊して 居る 細螺の やうに (國見 丘) を^ ひ 上って、 

(敬〕 水 を) 架；」 やに はやめまい 


紀 の所傳 がニケ 所に 嚇 を！； t 入し， 或る 句 を 一回 乃至 二回 反復した の は、 音 樂に合 

はせ て謠ふ 儘を寫 した ものと すべ きで、 他の 歌 も亦此 やうに 吟誦せられ たの かも 

知れぬ。 

ォサカ ォホ ムロャ 

饗宴 を 給 はると いふ ロ實の 下に、 忍 坂の 大 室に 土 豪 を 召集し、 酒酣 なる に 

及び、 配膳の 猛卒 をして 一 時に 起って 之 を 屠殺せ しめた。 其 時の 合圖の 

歌 (覺— 一 七三 頁 以下) —— 紀には 道お 命が 之を謠 うたと ある。 

〔紀〕 於 佐箇迥 於 朋務露 夜^ 比 苦 键破而 異離烏利^1毛 比 苔 矮破而 枳伊離 烏 利 

トモ  ミツ ミツ シ  クメ  ノコ ラガ  クプッ ツイ  イシ フ ツイ モチ  ゥチテ シャマ 

苦 毛 猕都猕 都 志 供 梅 能 固邏餓 勾， 想 都 都 伊 異志都 都 伊毛 智 于智 nxi 之夜莽 

務 

〔記〕 意 佐 加 能 意富 牟盧 夜爾 比 登 佐波爾 岐 伊理 袁理 比 登 佐波爾 伊理 袁理登 母 

美 都 美都斯 久米 能古賀 久夫都 都 伊 伊 斯都都 伊 母 知 宇 知 prj 新 夜麻牟 美 都 美 都 


四、 樗 isi 宫 (神武 朝)  七 〇 

浙 久米能 古良賀 久夫都 都 伊 伊 斯都都 伊 母 知 伊 麻 宇多^ 余良浙 

おさかの ォサカ は 大和 國 磯城 郡の 地名。 今 も 城 島 村 大字 忍 坂に 其 名 を^め て 居る。 

お ほむろ やに ム 口 ャは 地面 を 掘り下げて 窖を 作り、 其 上に 屋蓋を 設けた 家 をい ふ (一一 lw〇 

頁)。 先住民の 居 宅 は 多く は此 式であった。 

^  、， 

ひ さはに 人 多 一一と いふ 意。 

い. 0 をり ども (きいり をり) 入居 リ トモ (來 入居 リ) 

ひ yj さはに 

きいり を. c  £ も (いり をり とも) 

みつみつし ミツ (端) の疊 語に 形容語 尾シを 連ねた もので • クメ (來 E) の 枕詞で ある。 タメ 

に は 食 芽の 意が あり • コメ (米) と 通す るから， 瑞穗の 米と いふ 意 を 以てい ひかけ たので あ 

ら ラ0 

くめの 二ら. か (くめの こが) クメノ コは來 目 部の 兵士 • ラは 接尾語で あるから、 之が 有無 は 

意義 上さした る 差^ を 生ぜぬ。 


くぶつつ い タブ は カブ (頭、 株、 蕪)、 コブ (木 瘤) と 通じ， 圑塊狀 の もの をい ひ、 11 紀 (刊 

本) に は 勾騖を カブと 訓 して あるが、 勾 は 句の 變體で あるから、 前後の 諸 例の やうに クブ 

と讀む 方が よい 11 ッ ツイ は ツエ (衝 枝) の疊頭 語で、 長柄の 謂で あるから、 クブッ ツイ は 

一端に 瘤 節 其 他の 圑 塊の 附着した 棍棒 を 意味す る。 ッ ツイ は 約って ツチと なり， 圑 塊の 代 

りに 匁 物 を 取つ けた もの を カブ ツチ (頭 椎) の 大刀 (劍) とも 稱 へた (六 —五三 買)。 紀の 文に は 

時 我 卒聞レ 歌、 倶拔 -1 其頭椎 1 時 殺， 虞と あるが、 歌に は 大刀 又は^と いふ 語 はなく、 當 

時の 軍卒が 其 やうな 貴重な 兵器 を 佩用した とは考 へられぬ。 されば こそ 後 句に もゥチ (攀) 

とい ふ 語 を 用 ひ、 キリ (斬) とはいはなかった ので ある。 

い. しっつい もち イシ ッ ツイが 長柄の 端に 石塊 を縳 着した もの & 謂なる こと は 勿論で * モチ 

(持) は以の 意で ある。 

うちて しゃ まむ 

〔大意〕 忍 坂の 大室 屋に賊 衆が 如何に 多く 來棠 して 居ようと も、 來 目の 兵士た ちの 

瘤 杖、 石 杖 を 以て 擊 たやに はやめまい 


0H. 


四、 槿原宫 (神武 朝)  七 二 

紀は 以上 を 以て 終りと して 居る が、 記の 所傳 にはミ ッ ミ ッ シ タメ 以下が 少し. 

語 を かへ て 反復 せられて 居る。 卽ち 

みつみつ、 し 

くめの 二ら. か 

くぶつ 、 い 

い、 しっつい もち 

いまうた ば よら、 し ョ ラシ はョ。 シ (宜) の 原形で、 形容語 榦ョ (良) にラを 接尾して 名詞 形と 

し、 更に 活用語 尾 シを述 結した ものである。 

此も 前の 歌と 同じく、 樂 曲の 相の手に 合 はせ る 爲に反 誦せられ たので あらう。 さ 

れば紀 に は 之に 相當 する 左記の 五 句が 添加 せられて 居る ので ある。 其 は 別に 一 首 

の 歌と して 揭载 せられて 居る ので あるが、 其內容 から 見ても 嗷詞 なる こと は 疑 

力な. t 


g〕^i^im  波豫 阿 i 時 夜 場 伊 莽馕而 毛 阿誤豫 伊 莽馕而 毛 阿誤豫 

いま はよ ョは 感動詞で、 今ハ とい ふ 意で ある。 

いま はよ 

ァァ， しゃ を シ ャは旣 記の シ ヤコ シャの シャで (第 六 四 頁)、 ヲはョ に 通す る 感動詞で ある。 

いまだに も ァゴョ ダー 一は タタ (直) 一一の 約燭、 乇は 感動詞で ある。 

いまだに も ァゴョ 

此 から 間投詞 及 感動詞 を 除く と、 「今、 今、 そり や 今す ぐ、 今す ぐ」 とい ふ 意に なり、 

屠殺 を激勵 する 言葉と 了解 せられぬ こと もない が、 一 首の 歌と 見る こと は 出來ぬ 

から、 本初 囉 として 連 唱 せられた の を、 誤って 獨立 させた ものと 思 はれる。 

同じ 時の 歌 (壹 I 一七 八 頁) 

H ミシヲ t タリ モモ ナヒト ヒト ハイへ ドモ タム カヒ モセズ 

〔紀〕 愛 猕詩烏 毗馕利 毛 毛 那比苔 比 苔 破 易 陪迴毛 多 牟伽毗 毛 勢 儒 

えみし を ひた .o  H ミ シ は 弓 人の 意 を 以て 夷 族に 與 へ た 名稱で Q 丁 一  八 八 頁)、 ヒ タリ はヒト 

來目歌  七三 


四、 撂原宫 (神武 朝)  七 四 

( ； ) ァリ (在) の義 であるが、 ヒ トリと も轉 呼せられ、 一人 をヒト 一 在、 一 一人 をヒ トニ 在 等 

と稱 へたので、 人 を 略して ヒ トリ * フ タリ、 ミ タリの 如く 人數稱 呼に も 用 ひられる やうに 

なった ので ある。 されば 此 句は尙 原義に より 蝦夷 男 一 在 (レバ) の 意と 解す る を 可とする。 

—— ヲをョ に 通す る 感動詞と して、 H ミシヲ の 四 音 を 以て 一句と 見る こと も 不可能で はな 

いが、 呼 格 を 用 ひる 場合で はなく、 律から いうても 七 音 (長)、 五 音 (短) —— 六 音 (短)、 七 昔 

(長) の 四 句 歌と する 方が 安當 である (歌 學ニ九 頁 )o 

ももな ひ S 百 之 人の 意。 乇乇 タリと いはぬ の は 上記の 理由に よる もので、 ヒトの 後に  一 I 當 

ルと いふ 意味が 含まれて 居る ので ある。 

ひSはぃへ^Jも 人ハ言 へド乇 

たむ かひ もせず 敵對を 意味す る こと は 勿論で、 タは タタ (直) の 意の 接頭語と も 了解せられ 一 

るが、 萬 葉 集 第 十三 卷に コ トム ケ (言 向) の 意 を 以て タム ケ (手 向) とい ふ 語が 用 ひられて 居 一 

る 所 を 見る と、 或は 征討 を タム ケと いひ (下 二 段 活)、 之に 對 して 抵抗 を タム カヒ (ra 段活) 一 

というた のか も 知れぬ。 今 も テム 力 ヒと稱 へられる。  一 


〔大意〕 ェ ミ シの 男子 は 一 人で 百 人に 敵 するとい ふけれ ども 向って 來 ない 

磯城 彥を 討伐 するとき 皇軍が 疲勞 したので、 士氣 振興の 爲に 作られた 大御 

歌 (費— 一 九 〇ls 

破 椰喂怒 之 摩 途等利 宇介 譬餓 il-  ききき 

C 記 U 多多 那か ^^き， ヒ ど！^^? i  ^^^^^^  新 II 

波 夜惠奴 志 麻 都 £li  £1  sf.^ 

たたな めて タタ はタテ (榍) に 通じ， ナメは ナミ (竝) の 他動詞 形で、 後世の ナ ラベに 當る。 

楣を拉 ベ るの は應急 防禦 陣地 をつ くる 爲で、 ィ (射) の 枕 語と したので ある。 

いなさの やまの ィ ナサと いふ 地名 は 消失した が、 磯城の 一地 方の 稱 呼で あつたと 思 はれる 

こと は 建國篇 (壹 II 九 一 頁) に 述べた 通りで ある。 


四、 撂原宫 (神武 朝)  七 六 

二の まゆ (よ) も モは 感動詞、 ュは ョの轉 呼で、 ヨリの 古 一一 一一！： であるが、 自從の 意で はなく， 

野 ヲ行キ * 川 ヲ渡ル 等の ヲの 原語で ある (耍錄 一 〇 一 .- ハ 頁〕。 されば 此句 も木ノ 間ヲ往 キ守ル 

とい ふ 意と せねば ならぬ。 

い ゆき まもら ひ ィ及マ は 接頭語、 モラ ヒは モリ (守) の 進行 格で、 來往 して 守りつ」 ありと 

いふ 意。 

たたかへば タタ カヒ (戰 闘) はタ タキ (叩) ァヒ (合) の 約で、 タタキはタチ(大刀)と；^ii原を同 

うし、 タ ガル— フ イジ 語に 於て は； 切る」 とい ふ 意で ある。 

われ はや ゑぬ ャは 間投詞、 H ヌの H はヲ H  (瘁) の 語^ ヲ の轉 呼で (查 I  一  OQM)， 疲備. ) を 意 

味す る。 ゥ H  (餓) も 之から 出た 語で あるが * 此は 飢餓 をい ふので はなく， 御 5^12 疲 〔記〕， 

不レ 無二 疲弊 一 〔紀〕 と ある やうに 原義に よって 川 ひられた ので ある。 

しまつ VJ.O 野ッ cll 雉、 庭ッ鳥 鶴、 沖 ッ鳥鴨 等と 同じく、 礎問ッ 烏の 意 を 以て ゥ (^) の 枕詞 

に 川 ひられた ので ある。 

うか ひ. か ども トモ は大 伴の トモと！： じく 部隊の 意で、 阿 陀の船 養の 組なる 鳘持之 子 (瓷 I 一 


ニニ 買) をい ふので あらう が、 此 當時旣 に ゥカヒ とい ふ 部 名が 與 へられて 居 たかは 疑問と 

すべきで- 恐らく は 作歌 當 時の 稱 呼が 漫然 用 ひられた ので あらう。 

いますけ にこね ネは 希望 を 表示す る 助 語で あるから、 今 助 一一 來レ ョカシ とい ふ 意になる の 

である。 

〔大意〕 ィ ナサの 山に 楣を竝 ベて 防戰 中、 我々 は疲勞 した。 阿陀の 部隊よ 卽今 助に 

來て 欲しい 

長髓彥 (登 美毘 古) 討伐の 際の 御製 S 丄ー 〇 五 頁 以下) 11 紀に は曩日 五瀨命 

が 此賊の 矢に 中って 薨去せられ たこと を怨 として、 此 役に 於て 窮誅 せんと 

思し召し たと ある。 

；-ソ ミツ シ クメノ  n ラガ 厶厶. 厶厶  <" ァ ハフ ニハ カミラ U トモ ト ゾ厶ガ 

〔紀〕 猕都猕 都 志 倶梅能 故邏餓 介 耆茂等 科 阿波 赴珥破 介 瀰羅毗 苔 茂 苦 曾迴锇 

モト ゾネメ ツナ ギテ ゥ チテシ ャマム 

毛 苔 曾禰梅 屠那藝 ntj 于笞 ml 之 夜莽務 

來目歌  七 七 


四、 橙原宫 (祌武 朝)  七 八 

〔記〕 美 都 美都斯 久米能 古良賀 阿波 布爾波 賀美良 比 登 母 登 泥賀 母^ せ 泥 米 

ツナ ギテ ゥ チテシ ャマム 

都 那藝且 宇 知 nij 志 夜麻牟 

みつみつし 一 

旣出 

くめの 二ら. か J 

かき も W に 〔5-〕 此 一句 は 蛇足で あるから、 次の 歌から 紛れ込ん だものと して 削除す べきで 

ある。 

あは ふに は フは廣 く 生産地 を 意味し、 草木の みならす、 一一 フ (丹 生)、 ハー ーフ (ig;^) の 如く 

も 用 ひられる。 ァ ハ フは粟 畑の 謂で ある。 

かみら ひ も £ ミラ は 、、、(接頭語) ナ (菜) の轉 呼で あらう。 本来 一 般に茱 類 を 意味した ので 

あらう が、 北ハ i:^ 氣の 高い もの を 特に 力 (香) ミラと 稱へ、 音便に より 一一 ラ とも 轉 呼せられ 

た。 —— 和名 抄に は薤 はォホ ミラ、 韮はコ ミラと ある 11 ヒト モト は 一 本の 意。 

そ ねが も VJ 紀 によれば ソノガ モトと せねば ならぬ が、 意が 通ぜ ぬから、 恐らく は ソネを 訛 

つたので あらう。 其极ノ 本の 謂で ある。 


そね めつな ぎて ネメは 根 芽の 謂で、 球根から 發生 する 細 毛の ことで あらう。 ツナ グは ツナ 

(綱) の 派生語で、 通例 紫 着の 意に 用 ひられる が、 綱 を 繰って 迎る こと を もい ひ、 其から 追 

跡の 義を 生じ、 「射 ュ猪ヲ ツナ グ河 邊」 の 如く 用 ひられ、 萬 葉 集に は 認の字 を あて i 居る。 

此も細 根 を 探求す る やうに 草 を 分けても 追窮 してと いふ 意が 含まれて 居る やうで ある。 

うちて しゃ まむ 

〔大意〕 來 目の 兵士の 粟 畑に 生 ひた 一 本の 韮の 球根の 細 毛 を 探ぐ る やうに 追跡して 

討た すばやめ まい 

同じ 時の 大御歌 

〔紀〕 猕都^ 都 志 俱梅能 故邏餓 介 耆茂等 坪 宇 惠志破 餌 介 勾 致 W 比倶 和 例 破 

ヮス レズ ゥ チテシ ャマム 

輸例儒 于知" nlj 之 夜莽務 

〔記〕 美 都 美 都 新 久米能 古良賀 加岐 母登爾 宇 惠志波 士加美 久知 比比久 和禮波 

來目歌  七 九 


四、 構 1^ 宫 (神武 朝)  -<0 

ヮス レジ ゥ チテシ ャマム 

和： 刃 (^士 宇 知 nrj 浙 夜麻牟  _ 

みつみつ. し 一 

くめの 二ら. か 一 

かき もビに 垣ノ本 一一と いふ 意。 

う ゑし はじかみ 和名 抄 によれば、 蜀椒 はナル ハジ カミ 又は フサ ハジ カミ、 一 5^ 椒は イタ チハ 

ジ 力 ミ , 辛夷 は コブシ ハジ 力 ミ , 吳朱英 は カハ ハジ カミ、 ：^^-薑は ク レノ ハジ カミと あるか 

ら、 香料 類 は總て ハジ 力 ミと稱 へられた ものと 思 はれる。 されば カミ は香實 又は 香 芽の 謂 

で、 ハ ジを 冠した のは彈 くやうな 刺戟 を與 へ るからで あらう。 何し 此は何 極 を意咏 した か 

判明せ ぬ。 

くち ひびく  口 響ク とい ふ 意で、 口中の ヒリ ヒリす る こと を 謂 ふので あらう。 11 紀 によれ 

ばビヒ グと訓 まねば ならぬ が、 恐らく は^ 比 は 上下 顚 倒で、 俱は 淸音假 字に 代 W せられた 

ので あらう。 

われ はわ すれず (わすれ じ) ジはズ の 未来形で あるが、 こ、 は 不定 時 格の ズの 方が よい やう 


である。 

うちて しゃ まむ 

〔大意〕 來 目の 兵士が 垣の 本に 植 ゑた " ジカミ (を 口に いれた 時) の やうに、 辛い 目 

に 逢うた こと を 私 は 忘れない。 (其 故に) 擊 たやに はやめまい。 

以上 七 首 (記 は 六 首) を通觀 する に、 ヱミ シヲヒ タリの 外 は、 いづれ も 短 長 二 句 一 

聯を 基調と し、 クダノ タカキ は三聯 から 成立して 居る が、 爾餘の 五 首 は三聯 乃至 

五 聯に各 一 長 句が 添加せられ て 居る。 卽ち 所謂 長歌と 句法 を 同う する ものである 

から、 之が 作製 若く は 修補 は 歌謠の 形式が 整頓した 後の こ. とで あらう。 ユミ シヲ 

ヒ タリの 一 首が 大御 葬の 歌と 句法 相 類し、 標準に 拘 はらぬ の は、 一 段 時代が 古い 

ことの 證 左と すべきで、 記に 收錄 せられて 居らぬ 所 を 見ても、 別個の 資料から 出 

たものと せねば ならぬ。 

來目歌  八 一 


四、 樗原宫 (神武 朝)  八 二 

〇 高佐士 野の 唱酬 

高 佐 士野を 遊行す る 七 少女 中に、 ィ ス ケ依姬 の 居る こと を 見つけた 火久米 

命が、 天皇に 御注意 申 上げた 歌 (壹— 二 W 一  頁 以下) 

〔記： Ifr き^き 多 加 佐 士怒袁 那 那由久 袁登 賣杼母 多 禮袁志 麼加牟 

やま どの 大和 ノ 

たかさ じぬ を 高 佐士野 (所在 不明) ヲ 

なな ゆく し 人 行く とい ふ 意。 後世なら は ナナ タリ 行ク とい ふ 所で あるが、 古語に 於て はタ 

リ (トリ) を 人 數稱に W ひなかつ たこと は 上述の 通りで ある。 

を £ めさ も 少女 ドモ 

た：e-,^しまかむ マ カム は& ルメム とい ふ 意。 配偶 を 求める こと を 妻 マキと いうた 例 は 八 千 矛 

祌の 歌に も ある。 

〔大意〕 其 處に七 人 連立って 居る 少女の 中で、 誰が 御意に 召します か 


天皇 は 其 先頭に 立つ ものが イス ケ依姬 である こと を 御 推察に なって 之に 答 

へられた 大御歌 

カツ ガ ツモ ィ ャ サキダ テル ェ テン マ カム 

〔記〕 加 都 賀都母 伊 夜 佐岐陀 otl 流 延袁斯 麻加牟 

かつがつ も カツの 語幹 は 力 (加) で， カテ (糅) に 通. f るから 「重ね重ね」 「幾重に も， 一とい ふ 意 

になる ので ある。 

いやさき だてる ィャ は彌の 謂で あるが、 こ. - では 勿論 「最」 の義 に^ ひられた ので、 最モ先 

一 1 立ッ テ居ル とい ふこと である。 

え をし まかむ H はョ (佳) に 通す る 形容語 幹で あるが、 其から 兄の 意に 轉 じた ヱ —— ォ トリ 

(劣) の 語幹 オトに 對し 優の 意 を 以て 呼稱 としたの であらう 11 の 例 も あるから、 名詞と し 

て も W ひられた ので あらう。 こ \ では 佳人 を 意味す る。 

〔大意〕 一番 先き に 行く 少女 を 得たい 

高佐士 野の 唱酬  八 三 


四， 構 ^ 宫 (神武 朝)  八 四 

天皇， の 思 召を傳 へる ため 大久米 命が 近づいた 時、 ィ ス ケ依姬 が 其 眦の人 墨 

を奇 として 詠 じた 歌 (置 丄 一四 五 员以 下) 

〔記〕 阿 か 都 都 知杼 麻 斯登登 那杼 佐. 娜流斗 米 

あめつつ ァメは アマ (海人) の轉 呼、 ッッは i^iM 老翁の ッッと II： じく、 チ (主) の疆 語で、 チ 

チ (： 义) とも^ ひられる から (六— 七三 頁ヽ ァ メッツと いへ ば 海 入の 小父さんと いふ it の 意に 

なる ので ある。 

ち iJ.O まし VJVJ チドリ は 百千鳥 又は 濱 千鳥 をい ひ * マ シトト は シトト (巫 鳥) に 接頭： f^i マ を 

M:^ したので ある。 古語 拾 遣に 片 巫 を 志 止 止 鳥と 註した 所を兑 ると、 吉凶 を 吿げる 鳥と せ 

られた が 故に 巫 鳥の 字 を當 てた ものと 思 はれる が、 何が 故に 之 をシト トと稱 へた か 叫 せ 

ぬ。 强 ひてい へ ば シトト はシト 鳥の 略稱、 シト はサタ (定) の轉 呼で、 士 n 凶 を 判定す るが 故 

にサタ 鳥と 呼へ たので あらう。 小 野 蘭 山に よれば 乃 之 古 (野 践). 賴白、 頭廳、 顯赤、 n 乃呂之 

の 類をシ ト ト と總稱 するとい ふこと であるが、 占 兆と せられた の は どれで あるか 不分 で 

ある。 三 河 國設樂 方言で 四十雀 を ヒトト とい ふの もシト トの轉 呼で あらう。 千鳥 巫 鳥と £t 


名を述 ねたの はナ ドリ (食用 禽) を 引出さん が爲 で. 次 句 ナドの 序で ある。 

な？ け.？ め ナド は： 卜の 鐘で、 何ゾと いふに 同じい。 サケル (疆) の 原形 サキ 

は、 入学る 爲に 皮膚 I ク こま ii し、 きメ  U 又は マ 14 と訓 する の も 之に 因 

るので ある。 トメ は Mf 鋭い 目の 義で、 , 裂いて 入学る と. 脱が， 兌え るか 

ら. トメと 稱 したので ある。 千鳥、 巫 鳥の 緣に よって .Jii なりと する の は 现由 のない こ 

とで * 少く とも サケル (裂けて 居る) は 鳥 の^の 形容に は 不適 當 である。 

〔大意〕 アマ (海人) の 小父さん、 何故 (其 やうに) さけた 銳ぃ眼 (をして 居な さる)？ 

大久米 命の 答へ た 歌 

を yj めに 

ただに あは； S タグ-一 逢フ I 面の 謂で あるが * 此は 「見 S がすまい」 とい ふ 意 を 含んで 居 

るので ある。 

高佐士 野の 唱酬  ，\i 


四，！！ i  ro- 宮 (神武^)  八 六 

わ.. かさけ る S め ヮガに 和 加と いふ 淸昔假 字 を ひたの は、 古事記に 於いて は 珍ら しい！： で 

ある。 

〔大意〕 お 娘さん 達 を 見の がすまい と E 心うて、 銳ぃ目 をして 居. 9 ます 

以上 四 首 は 句 1::^ は 一 定 して 居らぬ が、 第 一 首 は 短歌 形 (五 句) で、 他の 三 首は片 

歌 (三 句 形) であるが、 歌とぃふょりも寧ろ普通の對話を律語を以て^！^現したもの 

と 兌る 方が 當を 得て 居る。 恐らく は 高佐士 野に 於て 此 やうな？？ 答が 行 はれた とい 

ふ is- 承に もとづいて、 後人が 歌謠の 形式 を與 へたので あらう。 

〇 狹 井河の 吟詠 

ィ スケ 依姬が 入内した 時、 天皇が 當初狹 井河の 邊 なる 姬の邶 宅に 一 宿せら 

れ たこと を 追想 あらせられた 大御歌 (壹 I 一 一四 七 頁 以下) 

ァシ ハラ/ シケシ キヲャ -I  スザタ タミ ィ ャサ ヤシ キテ ヮガ フタ リネン 

〔記〕 阿斯 波. U 能 志. 祁志岐 袁夜邇 須賀 多多 美 伊 夜；！^ 夜斯岐 nii 和 賀布多 泥斯 


あしはらの 葦原 之 

しけ. しき もやに シ ケシキ はスガ (淸) シキの 訛で あらう。 祁の 字が 嚴密に 淸音を 表示す る も 

のと すれば、 之 を燭音 ガの轉 呼と 見る こと は 異例に 屬す るが、 上揭の 如く 我に 和 加の 字 を 

あてた 例 も あり、 上下に 淸 音の シが あるから、 此に類 化せられて 無聲 音と なった こと も 有 

り 得る。 刊 本に は 後の 志が 去と なって 居る ので、 之に 從 うて 說を 立てた もの も あるが、 醜 

シキ 〔記 傳〕、 濕濃キ 〔言 別〕 は 語 をな さす、 次 句に スガタ タミ、 ィャサ ヤシ キと ある 所 を 見て 

も、 清楚なる 小屋の 意と せねば 釣合が とれぬ。 

すがたた み タタ ミはタ (手) アミ (編) の ァが順 同化に よって タと變 化した もの、 やうで， ェ 

作 様式 を 表示す る 語で あるが、 此方 法 を 以て 製した コ乇 al^ 裳) を タタ ミコモ とい ひ、 略し 

てタ タミとの みも稱 へ、 スガ (住 處) に 敷く もの を スガタ タミと いふ やうに なった。 —— 其 

材料に 供せられ る禾本 をスガ (菅) と稱 する。 其はコ モが菰 草の 謂と なり * カャ G;^ 料) が 茅 

の 呼 稱に專 S せられる やうに なった のと 同 一 の變遷 である —— されば 此スガ タクミ は 敷物 

の 謂で あるが、 スガ とい ふ 語音に は 「淸」 の 意 も あるので、 上句 シケ シキ (スガ シキ) に呼應 

狹 井河の 吟詠  八 七 


四、 檁 宫 (神武 朝)  八 八 

させた ので あらう。 

いやさ や. しきて 彌爽 かに 敷きて とい ふ 意。 サャは 本 來擬聲 語で あるが、 神樂に m ひた^ 猪 

の 昔からの 速 想で、 ス ガス ガシィ とい ふ 意 を も 生じた ので ある。 此も 上記 シケ シキ * スガ 

タ タミと 同様に 淸爽の 感を與 へる 爲に用 ひられた ものと 思 はれる。 

わ. かふた. 0 ね. し 上古 人稱に 單複の 別がなかった から、 此ヮは 勿論 我々 の 意と 解すべき で、 

フタ リは 旣述の 如く 二 在の 義 であるが、 此は 二人の 意に 用 ひられた もの、 やうで ある。 過 

去 時 格が キ (來) とい ふ 語に よって 表現せられ *页 に 其から シの形 を 分岐した の はや、 後の 

事で あらねば ならぬ が、 此 歌が 後人の 擬作 であると すれば、 フ タリ (二人)、 ぉシ とい ふや 

うな i め 二次 生の iSii を 川 ひたの も 敢て奇 とする に 足らす、 速 體法を 以て 終. i: したの は、 餘^ 

を 含める 爲と思 はれる。 

〔大意〕 葦原の (中の) 淸々 しい 小屋に 菅# -を爽 かに 敷いて 我々 が 二人 寢た (ことが 

あった！) 

5^^篇(壹丄ー£八15に詳論したゃぅに、 此 時代に 皇妃 入內 とい ふやうな ことがあ 


つたと は 信ぜられす、 次の 歌に よる も、 イス ケ依姬 は 依然として 狹 井河 邊に 家居 

せられた ものと せねば ならぬ から、 記の 前文 は 後日 說 明の 爲に 添加した ものと E 心 

はれる。 此文を 除く と、 之 を 神武 天皇の 御製と する 根 據は甚 乏しくなり、 歌 意 歌 

調から は 寧ろ 生別 又は 死別 後の 述懷 であるかの やうな 印象が 得られる。 或は 讀人 

不知の 古歌が こ V に附會 せられた ので は あるまい か。 

天皇の 崩 後タギ シ ミ ミ の 命が ィ ス ケ依 姬を丞 ^ し、 後 となる 虞が ある 三異 

母 弟 を 除かう とした 時、 母后が 之 を 悲しんで 危急 を 皇子 達に 告げ 知らされ 

た 歌 (贰— ニニ 頁 以下) - 

サヰ ザハョ クモタ チヮタ リ ゥネ ビヤ マ n  ノ ハサ ャギヌ カゼ フカ ム トス 

〔記〕 佐 韋賀波 用 久毛多 知 和多理 宇 泥 備夜麻 許 能 波 佐 夜藝奴 加 是布加 牟登須 

さゐが はよ 狹 井河 は 上記の 如く イス ケ ！^. 姬の 家居の 地で (壹 I  二三 六 頁)、 ョは ヨリ (自) の 古 

形で あるが、 狹 井河 カラと いふ 意で はなく * 今の 言葉に 直せば サヰ河 ヲ雲ガ 1 ル とい ふこ 

狹 井河の 吟詠  八 九 


四 * 檁 原 宮 (神武 朝)  九 〇 

とで、 其 はョの 原義が 出自 ではなく * 寧ろ 空 問 遷徙を 意味す る か ら で あ る (耍錄 一 〇 一六 

頁)。 次 句と あはせ て 妖雲 狹 井河 に 連 H す る 意味と せ ね ば 趣 皆 に 副 はぬ。 

くもた ちわたり 雲立チ 1 リの 謂で あるが、 タチは 接頭語 的に 用 ひられた ので、 本意 はヮタ 

リ (連 互) にある。 

うねび やま 畝 火山 は祌武 天皇の 御陵 所在地で あるが、 此句は 一 1 ハと いふ 助 語 を 補うて 解す 

べきで ある。 

二の はさ やぎぬ 木の 獎がサ ャサャ と 一昔 を 立てた とい ふ 意。 特に 先帝の 御^ を あげたの は、 

英 ft が 事態の 非なる こと を 嘆き 思 召す と い ふ 意を晴 示す る爲 であらう。 

かぜ ふかむ VJ す 風 吹 カムと いふ 未來 表現に トス を 速ね たの は强 意の 爲 であるが (要 錄九七 五 

頁)、 極めて 近い 將來に 起る とい ふ 感じ を與 へる。 

〔大意〕 狹 井河 を (怪しい) 雲が 連 亙して 畝 火山に は 木 葉が さわめ いた。 風が (直に) 

吹かう ぞょ 


又 歌 曰 

ゥネ ビヤ マ ヒル ハク モト ヰ ュ フサ レバ カゼ フカ ムトヅ n  ノ ハサ ャ ゲル 

〔記〕 宇 泥 備夜麻 比 流波久 毛登韋 由 布 佐總婆 加是布 加 牟登曾 許 能 波 佐 夜 牙 流 

うねび やま 此も畝 火山 一一の 意と 解すべき である。 

ひる はく も £ ゐ タモト ヰ は 「動かざる 雲と して 現 はれ」 とい ふ 意で、 雲の 停 屯す る こと を 古 

はヰル というた と兒 えて、 ク モ ヰと いふ 熟語 も あるので ある。 

ゆ ふされば ュ フサ リのー 活用形 態で 、「夕方に なれば」 とい ふ 意で ある。 ュ フサ リはュ フサ 

と 動詞 ァリ とが 結合した 一 動詞の 原形で、 更に 分拆 すると * ュフ (夕) とサ (方) とより 成立 

する。 其 故に ュフの 原語 ョ (夜) から も 亦ョサ (夜分) とい ふ 語 を 生じ、 京 坂 地方で は 之をョ 

サリ とも 稱 へる。 其 外 j_ ^サ ラバ、 秋サ レバ、 夂、 \ サリ來 レバの 如き 形態に 於て W ひられた 例 

が少く はない。 

かぜ ふかむ vjtv ソは 指定 助 語ゾに 同じく、 淸音假 字 曾 を あてた の は、 其が シ と共に 本来 

「其」 から 出た 語なる が 故で ある。 トは トシ テ の 意と 解すべき である。 

二の はさ やげ る 木 葉が さやいで 居る とい ふ 意。 

狹 井河の 吟詠，  九 1 


四、 模 宫 (神武 朝〕  九 二 

〔大意〕 畝 火山に 晝間は 停 屯して 居た 雲が、 夕方に なれば 風 を 起さう とすると 見え 

て木の葉がさゃぃで0^5る 

此兩 首に 於て はクギ シ ミ ミ の 命が 企てた 非常手段 を 風に たと へ、 ィ ス ケ依姬 の 居 

住 地 狭 井河と、 先帝の 御陵： g 火山と を 配して 危機 切迫 を諷 示した ものであるが、 

父 天， M の 摘 后を丞 一 したと いふ ことが 旣に 事實に 遠く、 高唱 せられた 替の 歌が 所 生 

の 御子 達の みに 聞え て、 タギ シ ミ ミ の 命 乃至 その 味方の 人々 に c:^ られ なかった と 

いふの も 奇怪な ことで あるから、 イス ケ依 姬の實 詠で はなく、 後ん が 1: 色した 歌 

話と せねば ならぬ。 紀が 高佐士 野の 歌 以ド七 首 を 削った の は 之に 疑 を 挾 だから 

では あるまい か。 


五、 瑞籠宮 (崇神 朝) 紀七 首、 記 一首 外に 日代宮 所載 一首 

〇 三輪の 祭典 

大 神の 祭祀に 際し、 嘗酒 高橋邑 のん 活 日の 神酒 奉 獻の歌 (參— 一 五 九 no 

ゴ ノ ミキ ハ ヮガ ミキ ナラズ J- マト ナス ォホ モノ ヌシ/ カミン ミキ イク 

〔紀〕 許 能 沸积破 和 餓猕枳 那羅孺 椰磨 等那殊 於 朋望能 農 之 能 介 沸 之猕枳 伊 句 

臂佐伊 句臂佐 

二の みき は キはケ (饌) から 分化した 語で、 催 醉飮料 を 意味し、 敬語 ミ (御) を 接頭して ミキ 

とも 稱 へた。 サケ もキの 原語 ケに サチ (幸)， サカ (榮) 等の 語幹 サを 冠した もので、 他の 名 

詞に 連る 場合に はサ 力と も發 音せられ るが、 本來キ (酒) の美稱 である。 

ミ キ 

わがみき ならず 我祌酒 一 1 ァラズ とい ふ 意。 

やま VJ なす ナスの ナはノ (之) の 原語で、 スは 助動詞 シ (爲) の 活用形 態と 思 はれる が、 此は 

三 輪の 祭典  九 三 


五、 瑞 0 宫 (崇神 朝)  九 四 

連 槃の爲 に S ひられた もの、 やうで * 單にノ (之) とい ふと 大差 はない。 「の やうに にと いふ 

意に W ひられる ナス (ノ ス、 ガス) と 同音で あるが、 全く 職能 を 異にする。 

お ほ ものぬ. しの 大物 主 は 三輪の 社の 祭祌 である (四 I 一  九 三 頁 )o 

かみ. しみき カミの 原義 は嶙 で、 太古 菓穀を 嗨み碎 いて 水に 和し、 酸 酔 させて 酒 としたか 

ら、 其 製法が 廢れた 後に 於ても 用語 だけ は殘 り、 醸の 義 にも 轉 用せられ たので ある (六 I 一 

四 二  8。 

いく ひさいく ひさ 幾 久幾久 の 意で、 現代語の 萬歲萬 歳と 同様に 用 ひられた ので あるが、 上 

と は 意味が つ f かぬ から、 離と して 添 へ られ たものと 思 はれる。 

〔大意〕 この 神酒 は 私の もので はなく、 大和の 大物 主神の 造られた 神 *s で ご. ざり ま 

す。 萬歲萬 歲！ 

紀の 文に は 明示 せられて 居らぬ が、 此獻酒 は 三輪の 社殿に 於て 行 はれた 一 種の 依 

^で、 次の 二 首も此 行事 中の 吟詠と 解すべき である。 


マ へ ツキ i タチ 

右の 如く 謠 うて 後 神宮に 宴 を 催し、 竟 つて 諸 大 夫の 朗誦した 歌 

〔紀〕 宇 磨 佐 開 沸 和？ i 等 能 能 阿佐 妬珥毛 伊 弟^ 由介那 猕和能 等 能 渡 場 

うま さけ 甘美 酒の 謂で、 酒の 異名 を ミワと いふに より 三輪の 枕詞と したので ある。 酒をミ 

ナ キサ？  0  0  - 

ヮと稱 した 例證 は、 萬 葉 集 〔二 卷〕 に 「哭澤 の 社に 三輪 すゑこ ひのめ ど」 云々 と ある 外に は；； 3- 

えぬ が、 舒明紀 に 祌酒を ミワと 訓し、 和名 抄 祭祀 具 中に も 日本 紀 私記 を 引いて 神酒 和語 云 

美 和と ある。 語原 は 判明せ ぬが、 或は 支那 式讓酒 法が 輸入 せられた 後の 語で、 米 醞の韓 音 

.5,.<4J の 訛で あるか も 知れぬ。 若し 然り とすれば 崇祌 朝に 此 名が 知られて 居た と は 思 はれぬ 

から、 縱ひ原 歌は此 御代に 出来た としても、 後日の 改修 を經 たので あらう。 

み わの VJ のの 三輪 は 大物 主神の 鎭祭 地で、 其 祭殿 を ミワ ノト ノと稱 したので あるが、 必し 

も 祌殿卽 ち 御 靈代を 安置す る 宮舍の 謂で は あるまい。 三輪 神社に は 昔から 祌 殿がなかった 

とさへ 言 ひ傳へ て 居る ので ある。 

三 輪の 祭典  九 五 


五、 瑞凝宫 (祟 神 朝)  九 六 

あさ VJ にも アサ トは朝 門の 意で あるが、 早朝の 外出 を アサ トデ とい ひ 〔t.n 0* 二 〇〕、 之に 

對しョ トデと いふ 語 も ある 〔萬  一 二〕 所 を 見る と、 助 語 一一 モを 隔て 、 次 句の イデ (出) に述る 

ので あらう。  - 

いでて ゆかな ナは 意嚮 を 表示す る 感動詞で 未來 分詞に 連る。 

み わの VJ の S を 三輪 ノ殿 門ヲ とい ふ 意。 

〔大意〕 三輪の (社) 殿の 門 を 朝早くに も 出て 行かうよ 

天皇の 大御歌 

〔紀〕 宇 磨 佐 階 猕和能 等 能 能 阿佐 妬 科 毛 於辭寐 羅筒禰 和き 等 烏 

うま さけ  一 

一、 -3=- "7 

み わの VJ のの J 

あさ S にも 此 次に 「出で て 行かな」 とい ふ 一 句が 略せられ て！ IW る ものと 了解すべき である。 

おし びら かね ネは 上揭の ナの變 形で あるが、 願望の 表示と して 用 ひられる から、 此句は 押 


問ケ ョカシ とい ふ 意で ある。 

み わの VJ の S を 

〔大意〕 三輪の (；^) 殿の 門 を 朝早くに も (出て 行かう)。 三輪の 殿 門 を 押 開けよ 

後の 二 首は獻 酒と は 直接 關係 はない やうに 見える が、 夜 を 徹して 神 宴 を 張り、 

次々 に 吟誦した 最後の 歌 二 首 だけが 傳 はった ので あらう。 但し 上述の 如く 歌詞 中 

に はや、 後代の 語 も 交って 居る から、 當 時の 卽 詠で はなく、 此 社の 恒例 獻酒 式に 

謠 うた 歌の 起原 を、 此 御代の 祭祀に 託した ので あるか も 知れぬ。 此儀禮 はいつ ご 

ろから 廢れ たの か 知らぬ が、 古來 有名で あつたと 見え、 後世に 至る まで 酒屋の 門 

には此 社の 神木と せられた 杉の 葉 を 立て、 標識と した。 

〇 怪 女の 諷詠 

武埴 安彥の 謀叛 を 無名の 女子が 歌 を 以て 大彥 命に 警告した とい ふ傳 說は紀 記い 

三 輪 の 祭 典  九 七 


五、 瑞 0 宫 神 朝)  九，^ 

づれ にも 見える が、 多少 所說を 異にし、 歌詞に も 相違が あるから、 先づ紀 によつ 

て說述 し、 記の 傳を 附記す る (參 I 七 九 K 以下)。 

北陸 巡 撫の命 をう けて 發 足した 大彥 命が、 和^ 坂の 上 (或は ャ II？ の： 牛 坂) に 

さし かくった 時、 一 少女が 現 はれて 謠 うた 耿 

モ 

望  . 

みまき 御 ii 城 は 皇^ 所在地 點の 稱呼 (参—  二三 頁 )。 

いりび 二 はや 前 句と つ^けて 御 il 城 入 ハと いひ 起した ので、 皇子、 尊、 天皇と いふ やうな 

尊 1^ を そへ て おらぬ が、 入 彥が旣 に敬稱 なる が 故に 差 支な しとせられ たので あらう。 ャは 

Si 投詞 である。 

おの、 かも. 5- オノ は 我 汝の轉 呼で、 本來 肉他稱 であるが、 各 E の 意に 轉 じたので ある。 ト- つ 


ヲは 長の 意、 下の ヲは呼 格 表示の ョの轉 呼で あるから、 此句は 「我々 の 主上よ」 とい ふ 意に 

なる ので ある。 

、しせむ^0 シ セはシ (死) の 他動 形で、 殺害 を 意味す る。 

ぬすまく. しらに ヌス マクは 竊マム コト とい ふ 意で あるが、 本來 ノゾミ (臨) と 同源から 分化 

した 語で、 观き 見る とい ふことの やうで あるから、 玉 體を盜 み 出す とい ふ 意味で はなく、 

竊 にものす る こと をい ひ、 こ、 では タク ラムと いふ 程の 意に 用 ひられた ので あらう。 シラ 

二 は シリ (知) の 打消で， シ ラズと 同義の 古言で ある。 

ひめな そび す も ヒメ (祕) ノ (之) ァソビ (樂) ス (爲) に 感動詞 モを 添へ たので、 ヒメの ァソビ 

は 祌樂を 意味す る。 此は 天皇が； 大祌 地祇の 祭祀に 赛 心せられる こと をい ふので ある。 

〔大意〕 我々 の 主上よ、 陛下 (ミ マキ 入彥) は 大逆 を 企む ものが ある こと を 御 承知な 

く、 神秘な 御遊 をな される よ 

一 云と して 擧 げたの は 完全な 一 首で はなく、 右の 第五 句 以下の 異傳 であらう。 

お ほき ビ より キト は紀 門の 謂で、 當時 大和と 西方 諸國 との 交通 は、 奈良 道、 大 坂道、 紀 道の 

怪 女の 諷詠  九九 


五、 瑞 0 宮 Of:f 神 朝)  1 〇〇 

一二 線に よって 行 はれ * 其來 往の衝 にあた る 地 點が奈 良 §： 、大坂 鬥 、紀 鬥 と稱 へられた こと 

は、 記の 垂仁 朝の 記事に よっても 明で ある ST 八 五、 二 一九 1<)。 武坡安 彥の妻 五ァ11 田 緩 は，： 

郡の 豪族 阿 陀之赖 養 氏の 女と 思 はれる から" 大紀門 (大は 美稱) から：^ 入す る 企 もあった の 

かも 知れぬ。 

うか かひて 窺ヒテ であ r<r 

二ろ さむ S コ ロス はコ ヤス (令 臥) と 同 語で、 横にす る ことで あるが、 轉 じて 害の 意と な 

つたので ある。 

すらく を. しらに スルコ トを 不知と い ふ 意。 

ひめな そび す も 

〔大意〕 紀伊 街道から 潜入して 殺さむ とする こと を 知ら. f- に、 神 ：1 な 御遊 をせられ 

る よ 

右の 歌に 敬語が 用 ひられて 居らぬ の は、 少女 自身の 作で なく、 其：：： を かりて 神が 


啓示した ものと せられた からで あらう。 記に は 之 を 次の 如く 傳 へ て 居る。 

大毘古 命が 高 志國に 赴く 時 、 腰 裳 を つけた 少女が 山 代 の幣羅 坂に 立つ て 吟 

甬 ン •：  55< 

〔記〕 古 波 夜 美麻紀 伊理 毗古波 夜 美麻紀 伊理 毗古波 夜 意^^賀袁袁 奴須 美) 斯勢 

牟登 斯理都 斗 用 伊 由 岐多賀 比 麻 幣都斗 用 伊 由 岐多賀 比 ^迦 迦波久 斯良爾 登 

美 麻紀伊 1: 毗古波 夜 

二 はや ャは 感動詞。 コ ハ" は此 者の 意で あるが、 間投 的に 用 ひられた ので、 主語で はない。 

みまきい. ev び 二 はや 

みまき 

いりび 二 はや 

おの， か を を 

怪 女の 諷詠  一 〇 一 


五， 瑞 0 宫 (崇祌 朝)  一 〇 二 

ぬすみし せむ VJ 「竊 に弑 しま ゐ らせんと」 とい ふ 意。 

しりつ W よ 後門 ヨリ 

い ゆきた が ひ ィは 接頭語で、 ユキ (行) タガヒ (逮) とい ふに 同じい。 

まへ つ VJ よ 前門 ヨリ 

い ゆきた が ひ 

うか かはく 親 フコト (ヲ) とい ふ 意で ある。 

しらに VJ 此ト はテに 通じ， 不知 テと いふに 同じい。 テとト と は木來 同一 語から 分岐した の 

であるから、 上古 トの 代りに テを W ひた 例は少 くない。 

みまきい， 0 び 二 はや 

〔大》 お〕 この 御 問 城入彥 (命) は、 我々 の 主上 はよ、 竊に弑 しまる らせんと 後門 を往 

きか ひ、 前門 を 行き かひ、 窺 ふこと を 御 承知な く (ておいで なさる)。 御 問 城 入 

彥 (命) はよ 


〇 箸 墓傳說 

倭 迹迹日 百 襲 姬命を 葬った 陵 は 箸 墓と いひ、 日中 は 人間が 作り、 夜 は 神 

が 作った。 其 は大坂 山の 石 を 運んで 造った ので あるが、 山から 墓まで 人間 

が堵 列して 手渡に 石 を 運んだ ので、 時の 人が 詠 じた 歌 (參— 一 六四页 以下) 

ォホサ 力-一 ツキ メ ボレル イシム ラヲ タゴシ ニコ サパ  n シカ テム カモ 

〔紀〕 餃朋佐 介 W 蔸藝迺 煩例屢 伊 辭務邏 場 多 誤辭科 固佐麼 固 辭介底 務介茂 

ァ フサ 力 

おほさ かに 此大坂 は 帝都から 河內に 通す る 坂路、 卽ち 今の 北 葛 城 郡 下田 村 大字 逢坂 附近 を 

いふので あらう。 

つきの ほれる 藝の字 は 通例 ギと訓 むが、 前 句との 繽 合から 見ても、 之 は 淸音假 字に ffl ひら 

れ たので、 突 上って 居る とい ふ 意で あらねば ならぬ。 安藝 國の藝 と 同 例で ある。 

いし むら を 石 群の 意で あるが、 ッ キノ ボレルと あるから、 石堆を 意味す る ものと せねば な 

らぬ。 イシ は イソ (磯) に 通じ * ィハ (岩) に對 して 河原 石卽ち 水成岩 を 意味し * 手 を 以て 遞 

傳 したと あるから、 手ごろの 大きさで あつたので あらう が、 其 やうな 石の みから 成立す る 

箸 墓傳說  一〇 三 


五、 瑞 籬 宫 (祟 祌朝)  一 〇 四 

：大然 堆積 は 想像し 得られぬ ことで、 或は 人工が 加 はった ものである かも 知れぬ。 築造の 目 

的 は 不明で あるが、 古墳 又は 廢墟 であった こと も 有り得べきで、 其 石を大 市の 箸 墓に 移し 

たので は あるまい か。 - 

た、 二. しに こさば 手 越-一越 サバの 謂で、 手 を 以て 遞傳 すれば とい ふこと である。 

二し かてむ かも カテ はカチ (勝) の 派生語で、 「克 ふ」 「克 くす る」 の 意で ある。 「加」 の義 にも 

S ひられる こと は 上記の 通りで あるが、 カタ シ (難) の語轮 カタ (堅) の轉 呼と する の は 犬な 

る 誤りで、 此語を カツ、 カツ ル、 カツ レと 活用した 例 はなく、 カタ シの未 來格は カタ ケム 

(古言) で、 力 テムで はない。 誤解の 因 は 不能の 意 を 表示す るカテ 一一と いふ 古 首に あるので 

あるが、 其-一は シラ -ス 不知) と 同じく 打消で ある。 從 つて カモも 亦單 純な 感動詞で、 反語 

表示で はない。 

〔大意〕 大， 坂に 弊え て 居る 石 群 も、 手渡しに すれば 引 移す ことが 可能で あるで あら 

うよ 

歌に は 此石を 火 市に 移して 箸 墓 を 築いた と は 明示 せられて 居らぬ が、 石造 陵墓に 


關 する 一 傳說 たる こと は 疑な く、 丸石 を 積んで 築造し にので あらう。 其 やうな 遺 

跡の 存否に つ いて は考 古家の 敎を 待つ ベ きで ある。 • 

〇 出 雲 梟 帥 

出 雲の 一 タケ, (武將 ) が 水泳 中、 佩劎を 木刀と すり か へられ、 之が 爲に 決闘に 

敗れた こと を 詠 じた 歌 は、 紀記兩 書に 見える が、 記に 之 を 倭 建 命の 逸事と したの 

は誤傳 で、 崇神 朝の 事實と ある 紀の 所說を 可とすべ きこと は 建國篇 (參 I 一 一 〇 八 ほ 以 

下) に 論じた 通りで あるから、 以下 紀に據 つて 說述 し、 記の 異同 を 附記す る。 

出 雲の 君主 振 根 は 其 弟 飯 入 根が 朝 命を惶 み、 獨斷を 以て 神寳 を貢獻 した こ 

と を 憤り、 止屋 淵に 蒌を 見に 行かう というて 誘 ひ 出し、 共に 水浴 を 試み、 

先に 上 岸して 豫て 用意した 木刀 を 弟の 眞刀 とすり か へ 、 鬪を 挑んで 飯 入 根 

を 殺した。 當 時の 人が 之 を 詠 じた 歌 

箸墓傳  一 〇 五 


五、 瑞維宫 (祟祌 朝)  一〇 六 

ャクモ タツ ィヅモ タケ ルガ ハケ ルタチ ッヅ ラサ ハマ キ サミ ナシュア ハレ 

〔紀〕 椰句 毛多蔸 伊頭 毛 多 鷄流餓 波 鷄流多 知 頭邏 d^. 波 ； 微那 辭^ 阿波^ 

ャッ メサス ィ- ツモ タケ ルガ ハケ ルタチ ッヅ ラサ ハマ キ サ ミナ シュア ハレ 

〔記〕 夜 都 米佐領 伊豆 毛 多 祁流賀 波 祁流多 知 都 豆 良； 1:^ 波麻岐 佐.^ 那 志- m 阿波 ゆお 

やく もた つ (やつめ さす) ャクモ タツが 出 雲の 枕詞と なった 现由は 旣述の 通りで あるが (第 

二 頁)、 ャッメ サスも 亦彌ッ 芽サス とい ふ 意 を 以て、 イツ 乇 Oig 藻) にか、 るので ある。 11 

天平 六 年の 歌 垣の 歌に 八 裳 刺 曲と あるの も 〔續 お〕、 彌ッ藻 サスの 謂 か、 t おく はャッ メサス 

の轉 呼で あらう。 又 萬 葉 集 第三 卷人 麻呂の 歌に 「ャク モサス 出 雲の 子ら」 と あるの は、 ャッ 

モ の 誤！^ か、 然ら ざれば ャク モ タツと ャッ メサス との 交錯と せねば ならぬ。 

いづもた ける. か タケル は武キ 首長 卽ち 武將の 謂で ある。 

はける たち 佩いて His る 大刀と いふ 意。 

つづら さは まき ッヅラ はッラ (葛) の疊頭 語で あるが、 後世 專ら黑 葛の 名稱 として m ひられ 

た。 サハ (多) マキ (纏) は 刀 鞘 を 密に卷 くこと をい ひ、 刳 鞘の 出現す る 前に は、 鞘の 兩 半：^ 

を緊 着させる 爲に 必要と せられた ので ある。 

さみな. しに あはれ サは 接頭語で、 ミは 身， 卽ち 刀身 を 意味す る。 ァハ レは 感動詞で- ァァ 


(嗚呼) と 同様に、 用 ひ 所に よって 或は 感傷の 意と なり、 或は アツ パ レの 如く 感歎の 意と も 

なる ので あるが、 此は 時人が 飯 入 根 を 哀れが つた ものと 解す る 方が よい。 

ッヅラ  ミ 

〔大意〕 出雲タ ケ グが 佩びて 居る 大刀 は黑 葛が 澤 山まい て あるが、 刀身がなくて 氣 

の 毒 だ 

〇 丹 波の 小兒の 託宣 

出 雲 振 根誅戮 後、 其 一族 は 恐懼して 大神 (大國 主) の 祭祀 を廢 したが、 程な 

く 丹 波の 氷 上の 人 氷 香戶邊 とい ふ 女性から、 其 幼兒が 無心で 發 言した 律語 

を奇 なりと して 皇太子 (後の 垂仁 天皇) に 啓上した。 其辭 (參— 二  一  二 ICO 

タマ モシ ヅシ ィ ヅモヒ トマ ッレ マ タネ / ゥマシ 力 ガミオ シ ハフ リナ ゥマ シ ミカ ミノ ゾゴタ カラミ タカ ラヌ シヲ ャマ 力： / 

〔紀〕 玉 婆鎮石 出 雲 人 祭 眞種之 甘美 鏡 押 羽 振 廿美御 神 底 資御寶 主 山河 之 

ミ ククリ ミ タマ シ-テ カケテ ゥマシ ミカ ミノ ソコタ カラミ タカ ラヌ シヲ 

水沐 御 魂靜挂 甘美 御 神 底 寶御寶 主 

たまも， しづ， し タ マ (玉) は 美稱、 姜は 此云レ と 註して あるから、 藻に 代用せられ たものと す 

出 雲梟師  一 〇 七 


五、 瑞雜宫 (崇神 朝)  一 〇 八 

べきで、 シ ヅ シ は シ ヅ 、、、(沈)、 シ ヅ 力 (靜) 等 の 語幹 シヅ -— シタ (下)、 シデ (垂) 等 も 之 か ら 

分化した ので ある —— に 活用語 尾シを 添へ たもので * 「沈」 の 意の 形容詞 形で ある。 此句は 

ィヅモ (嚴 藻) にか、 り、 枕詞 的に 用 ひられた ので、 上記 ャッメ サスと 趣 を 同う する。 

いづも ひ VJ まつれ 出 雲 人祭レ 

またね のうまし マ タネ は 俣 根 卽ち旁 系 をい ひ， ゥマシ は 振极の 末弟 甘卖韓 日狄を 意味した 

ので あらう。 此人は 祌寶を 捧持して 上京して 居た ので、 害に 遭 はす、 生殘 つた ものと 思 は 

れる。 

か. かみお. し はふり て オシ は 接頭語で、 ハフ リは 放の 意で ある。 鏡 は 御 代と しても * 祌 Is 

としても W ひられる もので、 平日 は 物に 包んで 秘藏 せられた 害で あるから * 之 を M 放して 

祌を 祭れと いふので ある。 

うまし みかみ の ゥマシ (廿 美) は 御 神の 美稱 である。 

そこた からみた からぬ しも ソ コ タカ ラは 水底に 沈んで ：15 る 玉姜を 意味す る こと 勿論で ある 

が * こ、 では 御資主 をい はんが 爲に、 第一 句の 緣 により 一種の 序と して W ひたので、 ミタ 


カラ は 大ミタ カラ (公民) の 例に よれば、 百姓 卽ち出 雲 民衆 を 意味し、 其 主は卽 ち大國 主の 

ことで ある。 

やま か はの みく くり 泳 宮をク タリの ミヤと 訓 した 例 も あるから 〔景 行紀〕 、この 沐も亦 ククリ 

と訓む べきで、 溪 水に 沐浴す る の は 勿論 ミ ソギ (喫) の爲 である。 

• みたま、 しでかけ て 魂と あるの は 借 字で， 神幣 とする タマ (玉) をい ひ， 第 四 句の 鏡に 對 立す 

るので ある。 從 つて 靜の字 もシ デ (垂) の假 字と せねば ならぬ。 —I シ ヅ (靜) と シ ヂ (垂) と 

は 上記の 如く 同 一 語原から 分化した ものなる が 故で ある 11 此は 珠玉 を榮 木に 垂 かける こ 

、 

と を 意味す る。 

うまし みかみ の 

そこた からみた からぬ し を 

〔大意〕 出 雲 人よ (大神 を) 祭れ、 旁 系の ク マ シ (韓 日狹) よ、 鏡を披 いて ミタ カラ 主 

(大國 主) を 祭れ、 山河に 澳 して ミタ カラ 主 を 祭れ 

紀は之 を 歌謠と 認めす、 釋紀の 和歌 中に も 擧げて 居ない が、 二 句ー聯 と相對 時す 

丹 波の 小兒の 託宣  一〇 九 


五、 w  m  is  (せ w 祌朝)  一 一 o 

る 四 句ニ聯 (合計 十 句) より 成り、 韻律に 協うて 居る から、 標準 句 長 を 逸して まる 

と，， ふことの 故 を 以て、 歌に あらす とする こと は出來 ぬ。 否 上古の 歌謠は 寧ろ t 

やうな 奔放 自在な もので あつたと m 心 はれる。 作者 は 果して 何んで あつたか 之を詳 

にし 得ぬ が、 出 雲 系の 民衆 中に 潜在した 意識が 此 やうな 形式 を 以て 發 表せられた 

ので、 後世の 童謠と 同じ 性質の もので あらう。 大闕 主神の 祭祀が 之に よって 復活 

せられた 所を见 て も、 神託と 認定せられ たものと a^5lr- る。 


六、 日 代. f 呂 (景行 朝) 紀五 首、 記 十四 首 

クー ーシ K ビ ウタ 

〇 思 邦 歌 

紀に景 行 天皇の 御製と して 收錄 した 十五 句より 成る 長歌 一 篇は、 記に は 倭 建 命 

の 御 歌と し、 六 句 歌 二 首と 三 句 歌 一首と に 分ち、 前者に は思國 歌、 後者に は片歌 

とい ふ 名を與 へて 居る (肆— 八 七、 ニニ 五. m)。 紀の 編者が 古事記の 所 傳に從 はな か 

つたの は、 相 當根據 の ある ことと m 心 はれ、 且 序次に も 語句に も 多少の 相違が ある 

ので あるが、 歌に ついてい ふと、 一首と して は 出 0 想が 連續 せす、 哀調の 切なる を 

見ても、 尋常の 望 鄉述懷 ではなく、 征旅 中に 重患 を 得た 一 貴人の 作と する 方が 當 

を 得て 居る やうで ある。 さ りながら 倭 建 命 の 口 吟と 斷定す る 一 J とも 聊か 困難で あ 

るから、 こ.^ に は 史實と は無關 係に、 2半 にク 一一 シ ヌ ビ ウタと 稱 へられた 古 謠と見 

思 邦 歌  111 


六、 =1 代宮 (景行 朝〕  ニニ 

なし、 便-: N 上 一 まとめに なって 居る 紀の 所傳 にもと づき、 記の 傅 承 を參^ しつ 、 

說述 する。 

天皇が 日向 國の子 湯 縣丹裳 小 野に 遊 幸の 際、 野中の 大 石に 涉 りた まひ、 京 

都 を う て 詠誦 せられた 大御歌 

ハシ キヨシ ヮギ、 ノ カタ ュ ク モヰタ チクモ  ャ マト f クニ/マ ホラ マ タ 

〔紀〕 波辭 枳豫辭 和 藝幣能 伽 多 由 區毛位 多 知區暮 夜 摩 苔 波 區^ 能 保邏^ 多 

タ ナヅク ァテカ キヤ マ コ モレル ャマ トシ ウル ハシ ィ /チノ マゾ ケム t ト" 

多 儺豆久 阿 烏 伽 枳夜摩 許 莽例屢 夜 麼苔之 于漏破 試 異能 知能 .s^ilB 祁務 比ぶ：： 破 

タ タミ n モ へゲリ / ャ マノ シラ カシ： RH テ ゥズニ サセコ /  n 

多多：^ 許莽 弊 遇 利 能 夜麼能 志 邏伽之 餓延塢 于受环 左 勢 許 能 固 

5^ 建 命が 能 煩 野に 御 到着の 時、 國を 思うて 作られた 御耿 

〔記〕 夜 麻 登 波 久爾能 麻 本呂婆 多多 那豆久 阿 袁加岐 夜 麻 母鷉流 夜 麻 ふ 宇 

ル ハ シ 

流波斯 

又耿曰 

〔記〕 伊能 知能 麻 多 祁牟比 登 波 多多 美 許 母 幣具理 夜 麻 能 久 i4 加 志 賀波袁 宇 


ズ -I サセ： N  ノ  n 

受爾佐 勢 曾 能 古 

又 歌 曰 

ハンケ ヤシ ヮ キへゾ カタ ョ ク モヰタ チクモ 

〔記〕 波斯 祁夜斯 和 岐幣能 伽 多用 久毛韋 多 知久母 

はしき よし (はしけ やし) ヨシ、 ヤシ は 感動詞 ョ、 ャ のー變 形で、 シ (其) はこ、 では 殆ど 意味 

がない。 ハシキ は 形容詞 好シ の連體 法で * ハシケ は 其 古 形で あるから、 いづれ も好キ カナ 

とい ふ 意で あるが、 歌謠に 在つ、 て は 口語 ヨシ (ヨシ キタ )、 英語の well の 如く  • 問投詞 的に 

用 ひられる こと を 例と し， 一種の 嚨 である。 されば 之 を 除いても 意に 於て は 大差がない の 

である。 

わざへの かた ゆ (よ) ヮギへ はヮガ (我) ィへ (家) の 連 約、 ュは ヨリ (自) の 意の ョに 通す る。 

くも ゐ たちく も クモヰ は 雲居 (坐) の 意で あるが、 此 は後縯 語タチ (起) に 重き を？ 51 き * 雲 立 

チ來モ とい ふ 意に ffl ひたので * 花の 散る こと をサキ チリ. 潮の 滿 つる こと を潮ヒ ミチな ど 

いふと 同 一 用例で ある。 11 雲の 同義語と して クモヰ を 用 ひる やうに なった の は 更に 後世 

のこと である。 

思 邦^  11 三 


六、 H 代 宮 (景行 朝)  一 1 四 

〔大意〕 ォォ 私の 家の 方から-中； r か 立って 來 るよ 

記に は 之 を片歌 也と 記 註して nis る。 片歌は 歌の 一 斷£^ とい ふ」 つし く、 -ぉ 歌の 

劈頭 又は 終 尾に 此形 (三 句 一 聯 J を そへ た 例 も少く はない が (歌 凤ニ叫 〇"fo、 これ は 

獨 立した 短い 歌と 見ても 差 支 はない。 

やま W は 火和國 とも ャ マト 鄉の意 とも 了解せられ るが * 次 句に よれば 此ャ マト は 上代 皇室 

の 直 5f 地であった 高 巿及十 市の 一 部分 をい ふ もの \ やうで ある。 

くにの まほら ま (まほろば) マ ホラ マ を 原形と する。 マホは 秀の 謂で * 之に 接尾 Jsli ラ (n  ) 

を 添付す る ことによって マ ホラ (Co とい ふ 名詞 を：！^ じ、 更に 地區を 意^す る マ を； f ねて、 

國 中の 最秀區 とい ふ 意 を 表示した ので ある。 此ク -1 は 日本 帝國の 謂で ない こと は 勿論、 大 

和と いふ 行政 區域稱 を も 意味せ す、 單に 地方 (鄉) とい ふこと である。 

たたな づく タは 直の 義で、 之を疊 合する ことによって、 其 意が 强 まり、 ヒ タヒタ の， IS と 了 

解せられ る。 ナヅキ は竝着 卽ち觸 接の 意の 動詞で ある。 


あな かき やま ァ ヲカキ (靑 垣) 山 は靑山 四周の 比況で ある。 

二 もれる 靑垣 山の 中に 籠って 居る とい ふ 意。 

わ ま VJ  、しうる はし ウル ハシは ゥラ好 シの轉 呼で、 ゥラは H ラ (歡喜 ) と 同じく、 ゥ レシ (嬉) 

とも 活用せられ るから、 心 持の よいと いふ 程の 意で ある。 . I .艷 匿の 意の ウル ハ シは 之と 

語原 を 異にする 後代 語 で ある 〔古語 大 辭典〕 11 シ は 指定 助 語。 

〔大意〕 ャ マ ト (の 鄕) は此 地方の 最秀區 で、 靑 山が 四周し、 其 中央に 籠って 居る。 

其ャ マト こそ 好 もしい (鄕 である) 

いのちの 生命 ノ (第一 七 頁)。 

ま そけ む (またけ む) ひ VJ は 全シの 未来形 態 は 今では 全力 ランで あるが， 古 は全ケ とい ふ活 

用 形容詞 原形に 未來 助動詞 ムを 連ねて マ タケ ムと いうた。 マ タシと マソ シとは 相 通で、 い 

づれを 古 形と する か 判明せ ぬが， マ クシが 原で あると すれば マト 力 (圓 )， マ トメ (纏) 等の 

語幹 マトの 形容詞 形と すべきで、 マソ シを 本と するなら、 マサシ (正) の轉 呼と 見ねば なら 

ぬ。 私 は 前者 を 可とする もので、 マソ シは 用例の 少ぃ 所を兑 ても轉 訛語と m ぬ はれる。 

思 邦 歌  一 1 五 


六、 u 代 宫 (景行 朝)  一 1 六 

たたみこ も 旣述の 如く 木 来 は 被服 4、 の 名稱で (第 八 七 My 其 ヘリ (緣) とい ふ 意 を 以てへ と 

つ けたので ある。 

へぐ りの やまの へグリ はへ クース 邊鄕) の轉 呼で、 其 故に グリに 群の 字 を あてた ので ある。 

和名 抄に 大和 國平群 郡と あり， 今の 生 駒 郡 平 群 村 地方 をい ふので あるが、 特に 此 地名 を あ 

げた 理. S を詳 にせぬ。 シラ橒 又は クマ 植の產 地と して 特に 著名であった とも m わ はれす、 景 

行 天皇 乃至 倭 建 命の 緣 故の 地で もない から、 或は 此 歌の 實の作 者た る 一 皇族の 所領で あつ 

たの かも 知れぬ。 

-しら かし. かえ を (くま かしが は を) シラ * ク マ は 一!g の 種 禱 の 1511^ 稱 呼で、 外に ァ マ：！ T カラ 

とい ふ 名稱も ある。 ァ マ (海人)， ク マ (熊)， シラ (新羅) 及 カラ (韓) が いづれ も 種族 义 は！： 名 

である こと は必 しも 偶然で は あるまい。 ゥズ に揷す ものと して は 紫で も 枝 (小枝) でも 大差 

はない。 

うずに させ 二の 二 (そのこ) 萬 紫 集 〔 一 九卷〕 にも-: 千 受雨指 (又は 左 之) と 用 ひた 例が あるから， 

ゥズ (？^ il-) として 挿せと いふ 意と 了解せられ るが、 ゥズの原1^^は1:明せぬ。 111;^?^^-ル卜三卷 


に 「いくした て祌 酒す ゑ まつ る； g 主部 の ゥズの 玉隆」 云々 と 用 ひた ゥズ は髻 華の 謂で はな 

く，  お 卽ちカ ヅラの 修飾 または 限定 語で あらねば ならぬ から- 或は ウス ス (大淸 淨) の 約 濁 

で， 祭主の 正装なる が 故に 此語を 冠した のか も 知れぬ。 若し 然り とすれば 眷 華の 意の ゥズ 

はゥズ カザ シ (揷 頭) の 下略で あらう。 此歌も 亦 無事に 平 群に 歸 着した 人達 は欞の 小枝 (葉) 

を 挿して 自分の 爲に 祭を營 めと いふ 意と 了解 せられる。 ソノ 子と コ ノ 子と は いづれ でも 差 

支 はなく、 コは家 ノ子卽 ち 配下の 部 衆 をい ふので ある。 

〔大意〕 生命の 全 か らんん は ：4 '群の 山の 白檀の 枝 (熊欞 の 葉) を 柿： m にせよ 

右の 如く 說明 すると、 此 作者 はャ マ ト を冠稱 又は 本 貧と し、 平 群に 居住した 皇 

族の 一員で、 羈旅の 問に 薨去せられ たこと だけ は 稍確實 であるが、 其 吟詠の 場所 

と 機 會とを 推定すべき 手がかりがない から、 紀に 異說が ある 以上、 倭 建 命の 御 歌 

と斷定 する 勇氣が 出ない。  .  ， 

〇 大木 傳說 

思 邦 歌  1 1 七 


六、： u 代 宫 (景行 朝)  I 1 八 

天^3-が筑前國き木の高田行.：？3に御滯在中、 九 百 七十 丈の 大慑木 を蹈み 渡つ 

て 百 寮が 往来した ので、 時の 人が 詠 じた 歌 (肆 I  一  OAK) . 

〔紀〕 iii 志 も 能 き 槪能佐 烏麼ぉ 魔幣 22 弥 伊和 咳 羅秀慕 弥 開 能 佐. a 麼志 

あさ-しもの 朝 -1 ノの 謂で. ケ (消) とい ふ緣 によって 次 句 ミケの 枕詞と したので ある。 

みけの さなば し ミケは 今の 三 池 郡で、 サヲバ シは竿 橋卽ち 丸木橋 を 意味す る。 

まへ つきみ 前ッ ilf; の 謂、 ナカ ッォ 、、、(中 臣) 卽ち 內廷の 臣に對 して 廟堂の 高官 を 意 ゆする。 

いわたら す も ィは 接頭語、 ヮ タリ マスと いふ 意で、 モは 感動詞で ある。 

みけの さなば し 

〔火 意〕 御池の 丸木橋の 上 を 卿將が 渡ります よ 

五 七 五 七 七 音 五 句よ. 0 成る 典型的 短歌で、 第二 句 を 末 句に 於て II:- 誦した 所 は、 

屮 y ル神 紀のゥ マサ ケの歌 (第 九 五 S に 類して 居る。 後代の 作と m つ-はれる が、 行幸 說 

と 尺 木； af^ 說 とに よって 詠 じた もの な る こと は 疑がない。 


ブ 1 

〇 さね さし 曲 

倭 建 命の 東征 中、 走 水 (相 模國三 浦 郡) から 對 岸に 渡航す るに 際し、 波が 高 

くて 船が 進まなかった ので、 陪從 の妃弟 橘比賣 命が 之 を 海神の 祟な りと し 

て、 皇子に 代って 入水 せられた 所が、 荒波が 靜 まって 御船 は 進行す る こと 

を 得た。 其 妃の歌 (肆 I 一七 七 K)。 

〔記〕 佐 泥佐斯 佐 賀牟能 袁怒邇 毛 由 流 肥 能 本 那迦邇 多 知 nil 斗 比 新 岐美波 母 

さね さし サは 接頭語で、 根 サシの 意。 ャッ メサス (第一 〇 六 頁)、 五百枝 サスの 如く、 嫩芽枝 

根 等の 射出す る こと を 總てサ スと稱 へる。 此は次 句の 枕詞で、 アサ (麻) の 原語 サ にか.' る 

ので ある。 

さがむ の をぬ に サ ガム (相 武) は 今の 相 校の ことで. ヲヌは 大野に 對 する 小 野 をい ふので あ 

るが、 ォホヌ とい ふ 語が 麟 野の 義に轉 用せられ る ことがあ ると 同様に、 ヲヌも 人家に 近い 

開拓 せられた 野と 了解 せられる。 

され さし 曲  1 一九 


山ハ、 ：M 代宫 (景行 朝)  一 二 〇 

も ゆる ひの モ ュ (燃) は 自動詞で あるから、 焚ク 又は 燒ス とは異 り、 自ら 燃える ことで あら 

ねばならぬ。 原野の自火も^？；り得ることでぁるが、 以下に 論す る やうに 火災と して は 意 を 

たさぬ から. 恐らく は 力 ギル ヒ (耀ル 火) と 同じく、 力 ギロヒ (陽炎) のこと であらう。 

ほな かにた ちて I 燃 ゆる 火の 火中に 立ちて」 とつ けて あるので あるが、 其 は 一一 一一！： 紫の 文で， 

如何なる 場合で も 火中に 立って 115 る こと は 不可能で あるから、 ホ ナカ は ホノカ (幽) の轉呼 

で、 陽炎の 如く 幽 にと いふ 意で は あるまい か。 若し 然り とすれば 上 二 句 は 序で ある。 

S ひしき みは も ト ヒはコ トトヒ (談 語) の 意と しても * オト ナヒ (訪問) と 解しても 妨 はない 

が， トフの、 王 語が 明示 せられて 居らぬ ので、 我 ガト ヒシ 1^ とも * 我ヲト ヒシ： ^とも 兑るこ 

とが 出來 る。 さりながら 上代の 習俗と して は、 女性が 男性 を 訪問す る こと は； w;;: の 例に： ig 

し、 女子が 先って コト トフ ことす らも， 性交 起原 俾說 によれば 不良と せられた やうで ある 

から a 丁 五六 真 以下)、 第一 の 見解 を 主張す る 論 據は簿 弱で、 我ヲ トヒシ 君の 意と せねば な 

らぬ。 さればこそ^；；ハ モと^んだので* モは 感動詞で あるが、 1^ハ ャ卽ち^;^jgのァ ナタ ハ 

ョと いふと 聊か 異り、 アナ タハ モシに あたり、 乇とぃふ 一 語音に今  一 ！^5複雜な感じが^っ 


て 居る。 從來 この 君 を 倭 建 命の 御 事と 速斷 して 居た ので、 此 句の 玄妙な 表現 も， 全 體の歌 

意 も 誤解せられ たので あるが I 純語釋 上から 判斷 すると、 トヒ シ君ハ モは 愛人の 中 絕を怨 

みながら も * 尙之を 思慕す る 情 を 表現した ものと せねば ならぬ。 

〔大意〕 相 模の小 野 (の 夕まぐれ) に幽に 立って 私に もの をい ひかけ た (私 を 訪ねた) 

君 は 乇 シ 

右の 如く 解釋 すると、 此歌は 弟 橘 比 賣の辭 世で ない こと は 勿論、 倭 建 命 を 思慕す 

る 歌と 見る こと も 困難で ある。 然るに 從來 前文に 捉 はれて、 此紀が 野火の 厄 を 追 

懷 して 詠 じた ものと し、 語義に は 無頓着に 牽強して 居る が、 其 は紀に 異說の ある 

ことで あるから、 必 しも 相 武國に 於け る事變 であった と斷定 する こと は出來 や、 

假に 記の 所 傳に從 ふとしても、 火焰 につ、 まれた 皇子が 弟 橘 比 實をト 、ノ レ たこと 

も、 弟 橘 比實が 火中に 立って 皇子 を トクた こと も 有り得べき 道理がない。 其 故に 

此歌 はサガ ム の 小 野と いふ 背景が 之を證 明す る やうに、 此 國に傳 誦せられた 古歌 

され さし 曲  ニニ 


六、 ：= 代宫 (景行 朝)  二三 

であった の を、 弟 橘 比 賣傳說 に附會 した ものと せねば ならぬ。 紀が之 を 除いた の 

も 此现. E に 甚く もので あらう。 

〇 酒 折官の 問答 

日本 武 尊が 甲斐 國酒 折宮 に御滯 在中、 或 夜 侍者に 問 ひか けられた 御耿 (郞 I 

一 九 八 m 以下) 

二  t パリ ック ハチ スギテ イク ョ カネ ツル 

〔紀〕 ^比麼 利 i 屯 玖 波 須擬 M; 玖 用 加 禰鬼流 

〔記〕 き 婆き 都久波 袁須疑 nrl 伊久 用 加 泥 都 流 

に ひばり の 意から 地名に 轉 m せられた ので、 位 If はは 變遷 したが、 今も尙 常陸國 k 治 郡 

に 共 名 を 留めて 居る。 

つく はもす ざて ック ハ の 波 は 淸音假 字で、 萬 葉 集に も此字 又は 羽の 字 を W ひて るが、 現 

きの 發昔と 様に、 古もッ ク.. ？と稱 へられた ものと すべきで、 バはマ (地 區) の 音便で ある 


から 築 區卽ち 人工 を 加 へ た 土地の 謂で あらう。 此も亦 山 名の 外に 郡 名と して 現存す る。 

いくよ かねつる 幾夜 カ寢 ツルで、 歌 意 は 極めて 明白で ある。 

ヒ タキ 

右の 御下問に 對し 火燒の 翁の 御 答 へ 申 上げた 歌 (肆 —一 ー〇  一 no 

〔紀〕 伽 餓奈倍 S 用 坪 波 虛虚能 用 比^ 波 苔 場 伽 3；? 

〔記〕 迦賀那 倍 nil 用； 邇波許 許 能 用 比 邇波登 袁加袁 

か. かなべ て 力 は赫の 意の 原語で、 晝 間の 義 にも 轉 用せられ， フッカ (二日) ミカ (三日) の 如 

くも 用 ひられる から、 之 を重疊 した カガは 日々 を 意味す ると 同時に， 赫々 の義 によって 力 

ガリ (篝 火) の語轮 ともなつ たので ある。 從 つて カガ ナベ テ とい へ ば、 「日 を竝 ベて」 と 「篝 

を竝 ベて」 との 兩義に 了解せられ るが 故に、 火燒の 翁が 職掌 上 之 をい ひかけ て 奉答に 用 ひた 

ので ある。 

よに は ニニの よ ョ (夜) は九ッ とい ふべき を、 同じ ョと いふ 語 を 反復した の は， 上代の 數稱 

消折宫 の 問答  一二三 


山ハ、 日代宫 (景行 朝)  ニー 四 

の 一 様式で、 次 句 も 同 例で ある。 

ひに は ビ を か を 日 一一 ハ 十日 ヲ  . 

右に よれば 皇子が 新 治 筑波を 過ぎてから 幾夜 疲 たかと いふ 意 を 律語で 御下問 せら 

れ たに 對し、 御 火燒の 老翁 11 紀に は秉燭 者と あるが、 歌に よれば， M 焼 奉仕者で 

あらねば ならぬ —— が 其 掌る 簿 火に 託して、 日數を 重ねて 九 夜卽ち 十日 を 過ぎた 

と、 同じく 徘語を 以て 奉答した ので ある。 記に は 續ニ御 歌 f 紀 には績 二王 歌 之 末- 

と あるので、  連歌の 濫觴と 說 かれて 居る が、 此は 答 を 合 はせ て 一首の 歌と なる 

ので はなく、 三 句 歌と して 各. n 獨 立して 居る ので ある。 

〇 美夜受 比賣 

倭 建 命 は來國 から 凱旋の 途次、 尾 張の 美 夜 受比賣 の 許に 立 寄られて、 兼 約 

サ カヅキ 

の 如く 此 貴女 を娶 された。 其時大 御酒 を 捧げた ミヤ ズ嫒 のォス ヒ の报に 


經水 のつ い て 居る を御覽 になって 吟誦 せられた 歌 (肆 II 一 〇 九 1G0 

、で t, サ. 力 タノ ァメ/ 力 グャマ トカ マ-一 サ ワタル クビ ヒハ K ゾ タ ヮャゥ U 

〔記〕 比佐迦 多能 阿 米 能 迦具夜 麻 斗 迦麻邇 佐 和 多 流久毗 比 波 爆 曾 多 和 夜賀比 

那袁 麻 迦牟登 波 阿？ 船 波 〔ぬ 醴杼. 佐 泥 牟登波 阿 禮き意 母 象 賀？! き i!i  ft ^ 

能 須蘇爾 都 紀多知 邇祁理  ， 

ひさかたの ヒサ はヒ (太陽) とサス (射) の 語幹 サ とより 成立す る 語で あるから、 日サス 方の 

ァヌ 

意 を 以て 「天」 の 枕詞に 用 ひたので ある。 久遠 を ヒサと いふの も 之に 因る ものと 思 はれる。 

あめの かぐや ま ァメは 天の 意で あるが、 此 は美稱 として 用 ひられた ので、 大和の 香 山の 謂 

である (一二- 一  〇 四、 一 六 二 頁)。 

£ かまに トはタ (誰) の轉 呼で、 力 は カレ (彼)、 カナ タ (彼方) 等の 原語で あるから、 トカマ 

は 誰彼 間 卽ち彼 ハ誰時 又は 誰 ソ彼時 (黄昏) とい ふに 同じく、 結句の 月タチ 二 ケリの 伏線で 

ある。 

さわた るく び サは 接頭語、 クビは ククヒ (鵠) の 原語で、 和名 抄に は鵠ハ 漢語 抄云古 #• 日本 

美 夜 受比賣  ニー 五 


六、 日代宫 (景行 朝)  ニー 六 

紀 私記 云 久久 比と あり、 新選 字 鏡に も 久久 比 又 古 比と ある。 案す るに コ フ、 コ ヒ 共に クヒ 

の轉 呼で、 長 頸 を 以て 特色と する が 故に、 クビ (頸) と 名 づけた ので あらう。 ヒハ ポソと つ 

づけた の も 之に 因る もので、 一種の 比況で ある。 

ひ は ほそ ヒハは 語原 不明で あるが、 ヒ ハヤ 力の 如く も ひられ、 n:fii のフ ハフ ハも 之から 

EE たもの、 やうで あるから、 繊輭を 意味す る ものと 思 はれる。 之に ホソ (細) とい ふ 語を述 

ねて 繊手の 形容と したので あるが、 上句 クビ (鹄) の緣 語た る こと は 勿論で ある。 

た わ やか ひな を タヮャ はタヮ (撓) の 名詞 形で， 力 ヒナ (腕) の 限定の 爲に 結合せられ * タヮ 

ャ 力なる カヒ ナ卽 ち繊腕 をい ふので ある。 力 ヒナの 力 ヒは上 K を 意味す る 力 H が カイと な 

り、 更に 力 ヒと轉 じたので * ナは單 純なる 接尾語で ある。 

まかむ VJ は マクは 枕に する こと をい ふ (第二 〇 頁)。 

あれ はすれ 4j 吾ハ 爲レド 

さねむ ビ は サは 接頭語で、 寢ム トハの 意で ある。 

ぁれはぉもへ^J 吾ハ 思へ ド 


な， かけせ る 汝ガ着 セル (第二 三 頁)、 卽ち 「其方が 着て 居る」 とい ふ 意。 

おす ひの すそに ォスヒ が 外套 (上 張) を 意味す る こと は 旣述の 通りで あるが (第 八 頁)、 此歌 

によれば 婦人 も 亦 防寒 用と して 窒內に 於ても 之 を 着 W した ものと 思 はれる。 

つきた ちに けり 月經の 意の ツキ クチ (肆— 二  一  二 頁) に 月 立 卽ち月 出 をい ひかけ たので ある。 

〔大意〕 「香 山の 夕まぐれ、 空 を 飛び わたる 鵠を 見て 居る うちに 月が 出た」 とい ふこ 

とをヒ 、ノ ボソの 一 句 を 以て 「繊手 を 枕に して 寢 ようと m 心うた のに、 其方の 着て 

居る 上^の 据に 月經の 血が つ いて 居る のは殘 念で ある L とい ふ 意に つなぎ 合 は 

せた ので ある。 

ミ ャズ嫒 の 答 歌 

〔記〕 多 迦比迦 流 比 能 美 古 1 夜 須美斯 志 和 賀意 富岐美 阿良 多 麻 能 登斯賀 岐布禮 

ァラ タマノ ツキ ハキ へュク ウベ ナウべ ナ キ i マチ ガタ」 一 ヮ. -ガケ I セ i ォ： レ、 

婆 阿良 多 麻 能 都 紀波岐 閑 由久 宇倍那 宇倍那 岐美麻 知 賀多爾 和 賀祁勢 流 意須 

美 夜 受比賣  二 1 七 


六、 u 代宫 (景行 朝)  1 二八 

匕/ スゾニ  ツキ タタ ナム ョ 

比 能 ハ蘇耐 都紀 多多 那牟余 

たか ひかる 高 光ルの 謂で、 ヒ (太陽) の 修飾 的 枕詞で ある。 

ひのみ 二 日ノ 御子 は 天津日嗣 ち 天皇の 御子 をい ふ。 

やすみし. し ヤス ミは彌 栖^ち 多 人 數が接 息 するとい ふ 意から、 族お の 公邸 をい ひ * 皇居の 

正寢 をもャ ス ミ 殿と 稱 へた a 一丁 九九 貢)。 其 所有者 はャ ス ミ主 であるが、 昔 便に より ヤス ミ 

シと轉 呼し、 更に 「其」 の 意の シを 添へ て、 •  止 .s^ ，王 北ハノ とい ふ 意 を 以て、 大 1；; の 枕， おに 充當 

したので ある。 

わ. かお ほきみ ォホ キミ は 勿論 大君の 意の 最高 敬稱 であるが、 後世 主として： 大 皇に對 して 出 

ひ、 皇子 は ミコと 呼ぶ やうに なった。 カバ ネの キミ (公) も 亦、 大速、 大臣に 準じて 火 公と 

稱し、 至尊と 區^ する 爲にォ ホギミ と^り、 王の 字 を あて、 王の 義 にも 轉 出せられ た 

が、 此の ォホ キミ は 原義に より 倭 建 命に 對 する 敬稱 として ひられた ので ある。 —— 以上 

叫 句 は 呼 格と 見なすべき である。 

あらたまの ァ ラタ (新) モノ  (者) の轉 呼で， 更新す る ものと いふ 意 を 以て、 たや、 =： の 枕 _ ^と 


したので ある。 

VJ しがき ふれば 年 ガ來經 レバと いふ 意。 此 様式の ガは 中古 歌 文に 於て は 特種の 場合の 外 は 

餘り W ひられす、 之 を 省く か 若く はノに 代へ る こと を 例と する が、 ノの 原形 は 恐らく は 

nwa で， ナと もガ とも 發 昔せられ たので あらう。 現代 n 語に 於て は 此ガを 復活し て^ひ 

て 居る。 

あらたまの 

つき はきへ ゆく  e: ハ來 經行ク 

うべ なう ベな ナは 感動詞で、 ウベの 語根べ はべ シ (可) とも 活 せられ、 當然を 意味す る 原 

語で あるが、 淸音 として m ひられた 例 はない から、 原音 は 恐らく は mpe であった ので あ 

らう。 其 故に ウベと 表記せられ たものと 思 はれる。 

きみ まち. かたに 君 待チ難 一一 

わがけ せる 「我が 着て 居る」 とい ふ 意。 

おす ひの すそに ス ソはス H  (末) の 語幹 スに ソヒ (添) の 語幹 ゾを 速ね たもの-やうで、 下端 

美 夜 受比賣  ニー 九 


I 


山ハ、 = 代宫 (景行 朝)  一 三 〇 

を 意味し、 主として 裾の 義に^ ひられる。 

つきた たなむ よ 此は ツキ (曆 月) の タツ (經 過す る) ことに、 ツキ タチ (月 經) をい ひかけ たの 

であるが、 タタ ナムと いふ 希望 表示 (耍錄 九 五 五 頁) を 用 ひる 理由がない から、 タチ ナムと い 

ふ 朱來 完了 形態が 類 化に よって タタ ナムと なった のか、 若く はタ タムと いふべき を 昔 便 の 

爲に ナを揷 入した のか も 知れぬ。 後者 は 南方 民族 語に は 屡々 見う ける ことで あるが、 國語 

では 異例に 屬し、 且時 格觀念 上から も 未来完了 格 を 可とする から * 私 は 前^ をと りたい と 

思 ふ。 

〔大意〕 我 大君 日の 御子よ。 年 を 經れば 月 も 過ぎ行く ものであるから、 君 を 待ち わ 

びて 居る 間に、 當然 月日 も 立つ であらう。 其の 如く 私の 着て 居る ォスヒ の^に 

ッ キ (經 水) が 立ち もしょうよ 

此ニ首 は 事實は ともかくも、 皇子と 姬 との 唱和と して 傳 へられ、 若く は 之に 擬し 

て 作られた 歌なる こと は 疑がない。 月經 などに ついて 公言す る こと は、 後世の 人 


の惯る 所で あるが、 此 歌の 出來た 時代に はさの み 羞恥と も 感ぜられなかった ので 

あらう e 

皇子 は 佩用の 草 薙劎を ミヤ ズ嫒の 許に 殘し 留めて、 伊吹山の 神 (會 長) を 返 

治に 赴かれた が、 其 山に 於て 受けられた 御惱 のために、 再び 尾 張に は歸り 

たま はす、 伊勢の 能； S 野に 於て 遂に 薨去 せられた。 其 御 臨終の 歌 (球— ニニ 

五 16。 

〔記〕 袁登賣 能 登 許 能辨爾 和賀 淤岐斯 都 流 岐能多 知 せ 能 多 知 波 夜 

を VJ めの 

£ 二の べに 床ノ邊 をい ふ。 此 トコ は 勿論 寢 を 意味す る。 

わがお きし 我 置 キシの 意。 

つるき のた ち ッ ル キ とタチ とが 形式 を 異にする 兵器で ある こと は 旣述の 通りで あるが (第 

美 夜 受比賣  ニニ 一 


山ハ、 = 代宫 (景行 朝)  1 三 二 

八 頁) •  t4i 子の 尖鋭なる 大刀、 卽ち 現^の 形式の もの は ツル キの タチ とも 首 ひ 得られる。 

そのたち はや 共 大刀 ハ ョと いふ ことで あるが、 ー3^5面に其大刀を预けた少女ハ ョとぃふ^？总が 

含まれて おる。 其 は 仁德： 大皇の 御製に * 八 田 皇女 を菅 原に 況 へて、 「言をこそ_^:-ゅとぃは 

め- あたらく はし 女」 と 詠まれ (第二 八 七 頁： T 輕 太子の 御 歌に も 「わが 疊 ゆめ、 一一 一一" を こそ ti と 

いはめ、 わが 妻 は ゆめ」 と ある (下 卷參 照) と 同一 例で、 言 を こそ 大刀と いはめ， あたらえ 少 

女と でも あるべき 所で ある。 

〔大^〕 少女の 寢 床の 側に おいた 我が 大刀 " ョ (その 少女 ハ ョ) 

此は 次の 「 一 つ 松」 の 歌よりも 後に 揚げて あるが、 ミ ヤズ^ を moi おする 耿なる こ 

と 分明で、 且御 臨終の 作で あらねば ならぬ 道理がない から、 便 { 卜； こ 、に 繰 上げ 

仁ので ある。 五 句 短歌の 形式 を備 へて 居る が、 其 一句の 外 は 標準 句-位に 達せぬ 所 

を见 ると、 縱ひ 皇子の 口吟に あらやと する も 古い 耿謠 なること は 疑がない。 


〇 一 つ 松の 歌 

伊吹山から 引上げられた 倭 建 命 は 伊勢の 尾津の 崎に 到着せられ、 前年 此處 

の 一 つ 松の 下に 遺 却せられ た 御 刀が、 尙 存在して 居る の を御覽 になって 詠 

まれた 歌 (肆— 二 一八、 ニニ 一  15。 

〔記〕 袁 波理邇 多 陀邇牟 迦雕流 袁都能 佐 岐那流 比 登 都 麻 都 阿勢袁 比 登 都 麻 都 

ヒ トー ーァ リセ- パ タ チハケ マシヲ キス キセ マシヲ ヒ トツ マツ ァセチ 

比 登， 邇阿现 勢 婆 多 知波ハ W 麻斯袁 岐奴岐 勢 麻斯袁 比 登 都 麻 都 阿勢袁 

〔紀〕 烏 波 利^ 多 陀珥霧 伽幣流 比 苦 宽麻蔸 阿波 例 比 等 宽麻宽 比 若 科 阿利 勢 磨 

キヌ キセ マシヲ タ チハケ マシヲ 

岐農岐 勢麼之 多 知 波 開麼之 

を はりに 尾 張 は 古傳說 に繼. -兒 える 國名 であるが、 ヲハリ とい ふ 名稱は 大和の 葛 城の 高 尾 

から 出た もの、 やうで あるから、 此 時代に 於ても 旣に 木曾川の ^< 方 地域の 呼 稱に用 ひら 

れて居 たかは 就 問と すべきで * 氏族 名 の 如き は 多く は 後 日の もの を 以て 記述 せられて る 

ので ある。 


六、 い 代 (景 I 仃朝)  一 三 四 

ただにむ か へる ^一一  向へ ル卽ち^^面して£5るとぃふ意でぁる。 

もつ のさき なる 〔記〕 nl^^ ノ 埼ナル の li で、 紀 には此  一 がない が、 1:3-1 ー聯の 歌と 思 はれ 

るから、 恐らく は 之を脫 落した ので あらう。 

ひ VJ つ 松 ァセヲ (ァ ハ レ) ァセヲ は 阿兄 ョの轉 呼で、 上 揭來目 歌の ァゴ ョ と；！： じく、 1^ 投詞 

として W ひられた ので ある。 ァ ハ レ も亦ァ 、 - ァァラ * ァ ハ ラ 等と！ 1： 一 の 感動詞で あるが、 

嘆息の 場合に も 驚歎 を 表示す るに も 用 ひられる ので、 後世 ァ ハ レ (-.;^) と アツ パ レ (迪) との 

二. ほに^ 刖し、 前者から はァハ レミ (憐) とい ふ 動； I を すら 派 成した。 此は 寧ろ 歎 はの^ 示 

で， ァセヲ と 同じく 問 投詞 である。 

ひビ つまつ 前：？ の 反復で あるが， 次 句と 頭韻 を 押す W を も 兼ねた ので あらう。 

ひ VJ にあり せば ァ リスレ、 ァリ センの 如く ひた 例 はない が、 ァ リセ バの 外に， 5 リセ バ、 來 

セ バ ともい ふ 所を兑 ると、 上古 有 リス ル、 知 リス ル 、來ス ルと活 川した こと もあった ので あ 

らう。 此ス ル は思ス ル、 戀ス ル， 死 一一 ス ル 等の ス ルと 同じく 「爲 L とい ふ！？ 一 i から 出た こと は^ 

がない が、 殆ど 原義 を 失うて 强意を 表示す るに 過ぎぬ やうで あるから、 ァ リセ バは舉 にァ 


ラバと いふと 大差 はない。 後世 一 1 ァリを 約して ナ リと發 音し • ナ リセ バ とい ふが、 此ァリ 

は 助動詞で はなく、 純然たる 動詞で あるから、 連 約せ ぬのが 古語の 法則で ある。 

たち はけ まし を (衣き せまし を) 大刀 を 佩 力 セン (モノ) ヲと いふ 意。 ハケ はハキ (他動詞) か 

ら 分化した 下 ニ段活 動詞で、 作爲 動詞と 同 一 効力 を 有する。 マ シは 未来 助動詞の 未然形 マ 

に 形容語 尾シを そへ たものに 外なら す、 普通の 未来より は に 空想的で 推量に 近い 場合に 

用 ひる。 但し 此 一 形の 外に 活用す る こと はない C 

きぬき せまし を (大刀 はけ まし を) 衣 ヲ着セ ン (モノ) ヲと いふ 意。 紀に は此兩 句が 入れち が 

ひに なって 居る が、 歌 意に 於て は變り はない。 

ひ VJ つまつ ァセヲ 〔記〕 第 四 句の 反誦 である。 紀 には此 一 句 を 省いて 居る。 

〔大意〕 尾 張に 直面して 居る 尾 津の椅 の 一 つ 松 (の 姿の 見事 さよ)。 ん であるならば 

衣 を 着せて 大刀 を 佩かせよう もの (ァァ 一 つ 松よ) 

尾 張と あるので、 ミヤ ズ嫒を 思慕す る 歌と し、 或は 前文に よって 大刀 を 失 はすに 

一つ 松の 歌  一 三 五 


六、： u 代宫 (景行 朝)  一 三 六 

保符 し た ， J と を 賞美す る 意が 含まれて 居 る と 解す るの は 火なる 誤りで、 歌詞 以外 

の 意義な く、 只 松の 姿態 を稱 讚した に 過ぎぬ。 加 之 感傷的な 風趣 は 少しも 現 はれ 

て 居らぬ から、 重患に 惱 まれた 皇子の 作と 見る こと は 困難で、 恐らく は此 名木 を 

詠 じた 古歌で あつたの を、 倭逮 命に 附會 したので あらう。 

〇 大御 葬の 歌 

記に よれば 倭 遮 命の 御 遣 族 G- 方々 が 作られた とい ふ 四 種の 歌 は、 カ！- 子の 葬儀に 

うた ひ、 共 以後 も 天皇 の 大御 葬に 用 ひられる やう になつ たと ある (郞— 一 一一 一六 H 以 

下)。 此說に は 疑が ある けれども、 先 づ歌意 を釋述 する。 

皇子 薨去の 報 をお た 諸 妃及王 子女が、 大和から 下，：^ して 御陵 を资 み、 其 隣 

接 田 を 匐ひ猶 つて 哭吟 せられた 歌 

〔記〕 那豆岐 能 多能 伊那 賀良速 ^那 賀良爾 波 比 母 登 富呂布 ^許呂 豆 ft- 


な づきの ナヅ キは旣 記の 如く 觸 接の 意で ある (第一 一四 頁)。 

たのい な. からに 田ノ si 一 一 

いな， からに 前 句の 反復で ある。 

は ひも VJ ほろ ふ 制：^ 低徊の 意 (第 六 七 頁) に 蔓延 絡 着 をい ひかけ たので ある。 

£ 二ろ づら トコ 口 は 語義 及 語原 を詳 にせぬ が、 和名 抄， 本草 和名 等に 稱の 字に 與 へた 訓で、 

ャ マノ ィモ  ，  > 

野老 とも 書く 薯ぉ？ 科の 纏繞性 植物で ある。，. I. 今ォ 一一 トコ 口、 タ チドコ n  、モ ミチ トコ D 

キ クバ トコ 口 等に 區別 せられる —— ッラは ツル (蔓) とい ふに 同じい。 名詞 を 以て 結んだ の 

は 餘韻を 殘す爲 であらう。 

〔大意〕 隣接の 田の 稻莖 に野老 の 蔓が延 ひ 纏 ふやう に、 御陵に つ V-  く E 野 を 铜匐徘 

徊 する 

皇子 の 神霊が シラチ トリ (白色の 靈鳥) に 化して 濱に 向って 飛び去つ たの 

で、 足. の緋の 破れる 痛 を も 忘れて、 哭 きながら 後 を 追 ふ 時の 歌 

大御 葬の 歌.  一 三 七 


六、 H 代宫 (景行 朝)  一 三 八 

アサ シス ハラ n シ ナヅ厶 ゾラハ ュ カズ ァ ショ ュクナ 

〔記〕 阿佐 士怒波 良 許斯 那豆牟 蘇 良 波 由賀受 阿斯用 由久那 

あさし ぬ はら シヌは 小 竹 (徒) の 謂で、 アサ は 似而非なる もの を 意味す るから、 アサ シ ヌハ 

ラ は 恐らく は 熊 使 又は 箱 根 竹 やう の ものが 生 ひた 原 をい ふので あらう。 次：？ による も 之 は 

身を沒 する ほど 丈 高い 禾 本と は 思 はれぬ。 

二し なづむ ナヅム は 上記 ナヅキ (觸 接) の 語幹 ナヅ から 分化した 動詞で、 拘泥 を > お 味し、 ァ 

サ シ ヌ 原に 腰の 邊を支 へられて 自由に 行動し 得ぬ こと をい ふので ある。 

そら は ゆかず 禽 rtll の やうに 空ヲ バ行 カズと い ふ 意と 解す べきで ある。 

あしよ ゆくな ナは 感動詞で、 徒歩に よって 行く よと いふ 意で ある。 ァシ (足) ョのョ は ヨリ 

(自) の 原語で あるが、 ヨリ テ とい ふ 意味に も m ひられ、 今 も.^ ョ リ (カラ) 行 ク、 轔 ヨリ (力 

ラ) 行くな ど& いはれ る。 

〔大意〕 怖 原 を 行きな やむ。 {4- を 飛ばす、 徒步で 行く こと (の もどかし さ) よ 


又 海水 を徒涉 して 行きな やむ 時の 歌 

〔記〕 宇 i 賀由氣 婆 許 新那豆 4- 意富 迦波 良能 宇 窓 具 佐 宇 美賀波 伊佐 用 布 

うみが ゆけば 陸 (國處 )、 角 鹿 (津 之處 y 駿河 (洲 在處) 等の 例に よれば、 水域 を ゥミガ (海 處) 

と 言 \5 得られる こと は 勿論で あるが、 此語は 早く 廢れ た。 此は 徒涉し 得る 水面 をい ふに^ 

ひられた ので あらう。 

二. しな づむ 海水に 腰の 支 へられる こと をい ふ。 

お ほか はらの ォホカ ハラ (大河 原) は 大河の 河 身に 沿 ひ、 增 水に 際して 汎濫 する 草原の 謂で 

ある。 

う ゑく さ ゥ M は ヰ (莞、 藺) に 通じ、 水邊に 生育す る 草で、 居 ムシ。 の 材料た るべき もの を 

いふ。 之をゥ M と稱 した 例は此 外に は兑 えぬ が、 其 原語 ヰ (屈) は N  (座) とも 轉 呼せられ る 

から、 語頭に ァクセ ントを 置く 場合に はゥ M クサと も發 音せられ たこと は 有り得る。 

うみ. かはい さよ ふ ィサョ フは 踟蹰の 意。 此は 大河 原の 一 革が 流に 流出して 踟踢 低徊す る や 

うにと いふ ことで ある。 

大御 葬の 歌  一 三 九 


六、 ：= 代 {s  (景行 朝 )  1 四 〇 

〔大意〕 海面 を徒涉 すると 腰が 支 へられて、 大河 原の せ- fr か (流れて 來て) 水上に 踟^ 

する やうに 行きな やむ 

又 シ ラチ 烏が 飛んで 磯に 居る 時の 歌 

〔記〕 波 麻 都 知登理 波 麻 用 波 由迦受 伊 蘇 豆 多 布 

はまつ ち り 濱 千鳥の ことで あるが (第五 二 頁)、 こ、 では； t 靈の權 化なる シラチ トリに い 

ひかけ たもの \ やうで ある。 

はまよ は ゆかず 濱ヲ バ行 カズと いふ 意。 ョは赝 ：ヲと 相： 迎 す る。 此 ハマ は fi 問 の^から 海 

に演 する 陸地の 稱呼 となった もので、 次の イソ (礎) と 刖 せねば ならぬ。 

いそづた ふ イソの ィは 接頭語、 ソはシ (石) 及ス (洲) と 同-器から 分化した もので、 河 海の 水 

に 洗 はれる 沙 地の 謂で ある。 

〔大意： U ぼ 千鳥が (其 名に そむき)" マ を 行かす、 イソ を傳ふ —— 此も前 二 首と！ ：！： じ 


く 追及 不能 を 嘴 やる 意で あらう。 

以上 四 首 は諸妃 王子 女中の 何人の 作と も 明示 せられて 居らぬ が、 咄嗟の 間に 或 一 

人に よって 詠 出せられ た 歌 を 衆 口 一  致して 合唱した ものと も E- 心 はれぬ から、 恐ら 

くは此 時の 卽吟 では あるまい。 さ. りながら 哀傷 痛恨の 情 は 十分 あら はれて 居り、 

挽歌た る こと は 疑 を容れ ぬから、 大葬に 演奏す る 爲に或 時代に 於て 作製 せられた 

歌が、 儘 建 命の 傳奇 に附會 せられた ものと せねば ならす、 前文の 記事の 如き は 寧 

ろ 歌に よって 案出せられ たものと 見るべき で、 少しも 事實的 根據に はならぬ。 さ 

れば こそ 紀は 諸妃 王子 女の 下向 を も、 此四 首の 歌 を も 抹殺した ので ある。 

右の 外 記に は 出 雲 建誅戮 後に 於け る 倭 建 命の 御作と 稱 せられる 短歌 一 首 を あげ 

て 居る が、 其 は誤傳 なること が 明白で、 崇神 朝の 歌と m 心 はれる から、 其 章 下に 說 

述 した。 

大御 葬の 歌  一四 一 


七、 攝政 時代 (神 功 朝) 紀六 首. 記 11 首 

紀が神 功 皇后 を 天津日嗣 中に 列した の は 明に 事實に 反する が (伍—  ： mlGO、 記に 

攝政 時代の 記事 を 盡く訶 志 比宮に 附記した の も、 必 しも 妥當と いひ 難く、 先帝 崩 

御 後年 を 經て發 生した 事實 に關聯 した 歌 も あるので あるから、 便宜上 攝政 時代と 

いふ 標目を 設ける ことにした。 

〇 あらら 松原 

武 內宿禰 等が 官軍の 將 として 宽 道の 陣地に 迫った 時、 忍 熊 王の 先鋒の 將熊 

之 凝と いふ ものが、 部下 を激勵 する 爲に 高唱 した 歌 (伍丄 一 五三 貝 以下) 

〔紀〕 鳥 知  1 箇多能 阿 邏邏摩 宽磨邏 庫宽 is 珥 和 多 利喻祇 且 蔸區踰 珥 i^i 椰 

あらら 松原  一 四 三 


七、？ 8 政 時代 (祌劝 朝)  一 四 四 

ヲタゲ へ ゥマ t トハ  ゥマ ヒトド チヤ .1 トコ ハモ .1 トコ ドチ 1. サァ ハナワ レ 

多具陪 宇^ 比 等 破 于 辟 苦 奴 知 野 伊 徒 姑播茂 伊 徒 姑 奴 池 价裝 阿波 那和例 

ハ タ マキ 〔ル ゥチ/ ァゾな ハラ ノチハ ，1 サゴ ァレャ .1 サ ァ ハナワ レハ 

波 多^！-岐波潘 于池能 阿層娥 波 邏濃知 波 異佐誤 阿例椰 伊裝 阿波 那和例 波 

をち かたの ヲチ はヲト ((牛 少) と 同じく  (第 九 頁)， ヲ. (小) から 分化した. 器で、 遠方の 物象 

は 小く 兌え るから 遙 遠の 義に轉 じたので ある。 ヲチ カタ は 勿論 遠方の 謂で あるが • 此方に 

對 して 彼方 を もヲチ カタと 稱 へる。 祌名 帳に 山城 國宇 ：5£ 郡 字 治 彼方 神社と ある 地 は、 此 1=1^ 

によって 對岸の入が名を負はせたものと^心はれるが(今の久徙郡宇治町大字{チ；^め鄉屮、 宇 

冶 橘の 北；； iiy 若し 上古から 此呼稱 が W ひられて 居た とすれば * こ、 のヲチ カタ も 北 ハ地を 

^！：^味したのかも知れぬ。 

あらら まつばら ァ ラ ラはァラ(疎)の3焭2^:^|叫で、 疎々 たる 松原と いふ^で ある。 

まつばらに 調の 爲に 松原と いふ 語 を かさねた に 過ぎぬ。 

わたり ゆきて ヮ タリ はヮタ (海) から 派 成せられ た 語で • 本来 水上 を 渡航す る こと を 意味す 

るので あるが， 轉 じて 一般に 遷移の 義 にも W ひられる。 紀の 文に よれば 官^ は 河北に 屯し 


たと あるから. 忍 熊 王 は 字 冶 川の 南に 陣し、 其處 から 水 を 渡って 彼方に 進出した ものと も 

解せられ ぬ こと はない が、 敗軍の 結 架 逢坂 を 超えて 近. y に 退却した と ある 所 を 兌る と * 本 

營の菟 道 は 宇治 郡で * 久世 郡の 字 治で は あるまい。 紀の文 を 精 請す ると、 宫： 舉 は住吉 方面 

から ：c 內の 平野 を 横ぎ つて 山城に 出で、 山 代 川の 河北に 陣し、 度 河 進 之と ある やうに、 

に 河 (宇治川) を 渡って 進 掣 したので あるが (伍— 二 五六： 歲)、 其 未だ 肉薄せ ざるに 先ち、 熊 之 

凝の 率ゐた 先鋒が 菟道 (今の 宇治 郡-: 于治村 大字-.^ m) から 河岸まで 進出した ものと せねば な 

らぬ。 

つく ゆみに ュ ミはィ (射)、、、 (體) の轉 呼で、 放射 具 を 意味し、 今日 一般に ュ ミ として 知られ 

て： る やうな 弦 を はげた もの、 卽ち 所謂 大 r, フ のみの 稱 ではなく- 上古に は 種々 の 型式 を 

存じ、 限定 語 を 冠して 1^^ せられた。 ——- 鐵砲も 亦 本初 はッッ ュ 、、、(筒 0) と稱 へられた の 

である —— ツクユ ミも北 ハー 種で、 後世 ツキ フ と；^ り、 槻の字 を あて、 其 木 を 以て 製した 大 

弓の 謂と 誤解せられ たが、 槻は 決して ック とはい はす * 又 「， フ の 村 料た るに 適する もので 

はない。 案. f るに ックは 築で. ツクユ ミは 地上に 仕 かけて 大箭を 射出す る驽 弓の 謂で あら 

あらら 松原  一四 五 


七、 攝政 時代 (神 功 朝)  一 四 六 

う。 輕 太子の 御 歌に 「ッ ク 「，フ の臥リ コ ャル」 と あるの も 伏せて 川 ひる ものであった ことの 一 

證 とすべき である。 

まりや もた ぐへ マリ は 夙に 廢語 となった けれど * 本 來投槍 を 意味し、 出 雲 風土記に は 麻 

箭と あり (意 宇 郡 安 來の條 下)、 今 も モリ (薪) の 形に 於て 漁具に 其 名 を 留めて 居る。 恐らく は 

マ ー シャル 語の マリ (投 槍) と 同 語で あらう。 タグへ は 副への 謂で あるが、 こ、 では ッガへ 

(番) の 義に川 ひられた もの、 やうで ある。 或は タグ へと ッガ へ と は 本來同 一  ；^！叫から分化し 

たので あるか も 知れぬ。 

うま ひ S は ゥマ (佳 美) は美稱 で、 ォモ (重) と 語原 を 同う する から、 ず： 立った 入卽 ちお 老を 

ゥ マヒ トと稱 したので ある。 後世 略して マヒト (マット) とい ひ、 天武 朝に は 皇刖の カバ ネ 

と { えめら れ たが、 民衆 中の 有力^も また 此號を W ひ， 後日 更に 約して 登との みも稱 へた 

やうで ある。 ゥマ ヒトの 本義 は 早く 忘れられ たが、 宇治 拾遺 物， 語に は マ ウドの 形に 於て， つ；^ 

二人 稱に E= ひた 例が あり * 琉 球に 於て は 近代まで 兵士 を マヒト と呼稱 して 居た。 

うま ひ sij ちゃ ドチはタチ(等)と同じく複數を表示する；^iiでぁるが*  ^^じて同眾の^；：-とな 


り、 今 も ドシ义 は ドウ シと 訛って m ひられて 居る。 —— 同志と かくの は 借 字 —— ャは 感動 

詞 である。 

い S  二 はも イトコ は旣 記の 如く 同 世代 人相 互の 呼稱 であるが (第二 八； Bo* こ& では ゥマヒ 

ト (長老) より 一世 代 後の 民衆の 意に ひられた ので ある。 我國 の社會 制度に 於て は ー集圑 

の Bf- 子 を 三階 級に 分ち、 長老 を 年寄， 次世代 を 若衆、 少年 を 子供 衆と 稱へ、 共同 的 行動 を 

執る こと を 慣例と したので あるが、 —— 今 も 農村に は^ 此 制度 を 存し、 或は 形跡の 殘 つて 

:w る 所が ある 11 上代に 於て は 長老 をゥマ ヒト、 中年 を イトコ、 其 次をョ チコと 稱へ たも 

の k やうで ある。 

いさ ち 

いざ あはな われ は サは 然の 整で、 促し 進める 心 もちが あるから、 之に 接頭語 ィを 冠して 

其 意の 獨立 副詞と し、 或は-語：^ として ィ ザナヒ (誘) の 如く も 川 ひられる ので ある。 ァ ハナ 

のナは 感動詞で、 動詞の 未然形に 述ね ると 意嚮 (又は 希望) を 表示す るから、 ー合戰 しょう 

よと いふ 意になる。 ヮ レは 勿論 複數を 意 ゆする。 

あらら 松原  一四 七 


七、 攝政 時代 (神 功 朝)  一 gj 八 

たまき はる タマ (魂魄) キ ハル (刺) の 意。 キ ハル は 今もキ バルと Pi つて 川 ひられる； おで- キ 

ハ ム (極) と 語^ を冋 うし * 極度に 達する こと をい ふ 自動詞で ある。 從 つて タマ キ ハル も 氣 

魄 緊張 を. 11 总 味す るが 故に、 ゥチ (氏) の 枕詞に 川 ひられた ので、 チ ハヤ ブル ゥチ とつ ける 

のと 趣 を： 1： うする (第二 一  八 頁) C 

うちの あそが ゥチは 氏の 義、 ァソ はァセ (1: 兄) の轉 呼で あるから、 ゥチ のァソ といへば 氏 

長の 意と なり * 此處 では 武內 宿禰 をい ふので ある。 

はらの ち は 波邏濃 知と ある 澳を ヌの假 字と すれば、 股 ノ內の 約と 解す る こと も： Et:^ である 

が 驟膽を 包 有する 股 屮に沙 石狀の ものが あると しても 敢て 珍と する に 足らぬ から、 ^を 

ノ と^み、 股 之 血の I？ とすべき であらう。 ゥチ (氏) の 原義 も亦大 血なる が 故に， 北 ハ^に よ 

り に 血液に 言及した ものと 思 はれる。 助 語 ハは此 場 八：： に 在って は -ーハ の 一一 を 略した もの 

と 解す ベ きで ある。 

いさご あれ や ィサゴ は イシ コ (石粉) の 謂で あるが、 イシ (石) のィ も本來 接頭：？^ i で * シ乂は 

ソ (碑) と 同-語な るが 故に * サゴ だけで も沙の 意と なり、 他の 接頭語， 乂は. 語 分 > ^を 冠して ァ 


サゴ， マ： p ゴ广 お)、 タカ サゴ (高 砂) の 如く も 川 ひられる。 ァレャ は 反語で あるが、 已然形 を 

川 ひたの は、 其が 旣定條 件 表示と もなる からで、 ァ ラメ ャ とい ふと 同じ 趣で ある。 

いざ あはな われ は iw,^  一.？ の反複 であるが、 タ マキ ハル 以下が 別の 一齣 を 構成す るが 故 

に、 此句を 以て 結ぶ こと を 必要と したので ある。 

〔大意〕 彼方の 松の 睐 林に 陣を 移して 驽弓 をす ゑ、 之に 長 箭を番 へ 、 長老 は 長老と、 

壯 年は壯 年と いざ 一 合戰 しょうよ (お： 一齣)。 武 內宿禰 とても 體內の 血に 沙が昆 

つて は 居まい。 いざ 一八 "戰 しょうよ 

〇 瀨 田の濟 

忍 熊 王 の辭世 は紀記 いづれ にも 收錄 せられて ほる が、 歌に は少 からぬ 相違が あ 

つ て幷說 する ことが 困難で あるから、 別々 に ー记述 する (伍— 一 一 五 九- P 〈以下 )o 

武內宿 漏に 追 ひ 詰められた 忍 熊 王 は遁る 、迸がない ので、 將軍 五十 狹茅宿 

あらら 松 IS  一四 九 


七、 攝政 時代 (神.^ 朝」  一 五 〇 

禰 と共に 瀨 田の 濟に 於て 入水した。 其 時の 皇子の 歌 

.T ザァギ ィサチ スクネ タ マキ ハル ゥ チノ ァゾガ ク. ブッチ/ イタ テ オハ 

〔紀〕 伊 弊阿藝 伊佐 知" 須區禰 多^ 枳波旗 于 知能 阿竹 餓 句 夫 i ぬ 知：：^ 能 多 於 破 

ズハ 一一 ホド リノ カヅ キセナ 

孺破 ^倍 迴利能 介 豆 岐齊奈 

いざ あぎ ァギは 阿子の 謂で • 旣 出の ァゴ と 同様に (第 六 八 頁)、 ァは 接頭語で あるから、 單 

に 子と いふ 意で あるが、 —— 朝鮮語で も 小 兒をァ キ (^To とい ふ 11 肉親の 子ば かりで は 

なく、 一般に 小 兄の 意と しても * 或は 漢語の 子と 冋 じく 男子の 敬稱 とも 了解 せられる。 此 

は 五十 狹茅宿 綱 を 呼びかける 代名詞と して W ひたので、 現代 に 於て！^ 子ョ (！) などい ふ 

子に あたり * 君と いふに 値せぬ 場合に 於け る輕ぃ 敬語と 兑 るべき である。 ィザは 上 の 如 

く 促し 進める 意 を 含み、 n 語の サ アサ ァに同 じい。 

いさち すくね 五十 狹茅 宿禰 

たまき はる j 

うちの あそが】 


くぶつ ちの ク ブッチ は クブッ ツイの 約 (第 七 一 頁)。 

いたてお はず は イタ テは重 創の 謂で、 イタが 痛 を 意味す る こと は 疑がない が、 テの 原義 は 

刹 明せ す、 テ負、 テ傷、 淺テ、 深テの 如く 用 ひられた 所 を 見る と、 創と いふ 意が あった ものと 

推定せられ るの みで ある。 或は チ (血) から 分化した ので あるか も 知れぬ。 オハ ズハ のズは 

打消の 未然形と して W ひられた ので、 —— ジと いふ 形が 分岐す るまで は、 ズは不 活用語 分 

子であった やうで ある (第三 〇 頁) 11 ムと いふ 助動詞が なくと も 未来 格と 了解せられ、 ハ 

は 接镜の 職能 を も 有する 助 語で、 然 ラバに 代 はる ものであるから (耍錄 九 五 二、 九 八 二 買)， ォ 

ハ ズ ハ は 負ハザ ラム 然 ラバと いふに 同じく、 食 はんより はとい ふ 意 を 消極的に 表現す るの 

である。 

に ほ りの 爾倍酒 利と あるが、 悟 はホ、 迺はド にあて た假 字なる こと は. 次の 歌に ィキド 

ホ 口 シ を異枳 酒倍呂 之と 表記した 例に よっても 明で ある。 11 is は 乃に 通す る —— 一一 ホは 

ミホと もい ひ * 今い ふ カイ ツム リ のこと で * よく 水に 潛る ものなる が 故に、 一一 ホ トリの や 

うにと いふ 意 を 以て 比況に W ひられた ので ある。 

.瀨 田の 濟  一 五一 


七、 攝政 時代 (祌劝 朝)  一 五 二 

かづきせ な 力 ヅクは 力、、、 (髮 又は 頭) ック (着) の 連濁で、 其 意味から 潜水の 義に轉 じたので 

ある。 セナは 上述の 如く 意嚮 表示で、 口語に 直せば 「しょうよ」 である。 

〔大意〕 サァ 君、 五十 狹茅 宿禰、 武內 宿禰の 棍棒で 痛手 を 負 ふより は、 が "鳥の やう 

に 水 を is らうよ 

忍 熊 王が 建 振 熊の 軍に 追 ひ 追 まられ、 侨佐 比.： W 禰 と共に 船に 乘 つて 湖に 出 

た 時の 歌 

〔？ i〕 伊 奢阿藝 布 流 玖麻賀 a, 多 nil 淤波受 波 邇本杵 能 阿 布 美 能 宇美邇 迦ぉ岐 

セナヮ  ， 

勢那和 

いざ あぎ 叫 示せられ て ら ぬが- 此ァギ は 伊佐 比 宿禰を 呼びかけ たので ある。 

ふるく ま. か 述振熊 をい ふ。 

いたてお はず は 句意 は 上述の 通りで あるが、 フルク マガと いふ 句に 直 緩して おる ので *  Ci 

人が 痛手 を 負 ふことの やうに 誤解 せられる 虞が ある。 或は この に 若干の 語句 を脫 したの 


かも 知れぬ。 

にほ& りの ^鳥の やうに 

あ ふみのう みに ァ フミ (近 江) は 淡 海と も 書く ので- 從來 字に よって ァ ハウ、、、 の 約と 解して 

居る が、 ァハ (淡) とい ふ 一語 を 以て 淡水 を 表現し 得べ しと は 思 はれす、 假 にァハ はゥミ 

ゥ ； 

(大水の 意) の ミ (水) にか、 る ものと 兑る にしても、 シ ホ ミヅ (敲 に 3^ して- H マ ミヅ とい 

ふ 語 を 川 ひ、 ァ ハ ミ ヅと稱 へた 例がない。 案す る. にァフ ミの ァフは オフと 同じく 大の 意で 

(第 六 六 頁； r 大水 卽ち ゥミと 同義語であった のが、 固有名詞 化して 國名 となった ので、 其國 

の大 湖をァ フミの ゥ ミと稱 へたので あらう。 遠. 江の 語原 も 同様で、 上古 は 鹹水の 入海で あ 

つたから、 淡 海 又は 淡水の 意 を 以て 命名せられ たので ない こと は 勿論で あるが- 大和から 

遠い 大 湖なる が 故に 遠ッァ フミと も 遠 ツォフ ミ ともい ひ、 止 保 太 阿不三 〔和名 抄〕、 等 多 

保 美 〔萬 二 〇〕 と轉 じ、 或は トホ トウ ミ とも 約せられ、 其から ト ー ト I ミと發 音せられ る や 

うにな つたので あらう。 

かづきせ なわ 句 末に そへ たヮが 我の 意で あると すれば、 上褐の 歌の ィザァ ハナ 1^  ^ ハと同 

瀨 田の 濟  1 五三 


七、 攝政 時代 (神 功 朝)  一 五 四 

じく 複數こ W ひられた ものと すべきで * ィサヒ 宿 禰をも 含む ので ある。 

〔大意〕 サァ君 (伊佐 比 宿 禰)、 振 熊の 爲に 痛手 を 負 はされ るよりも、 ゆ 鳥の やうに 

近 江の 海の 水に 入らうよ、 我々 は 

右の 如く 大意 はほヾ 同一 であるが、 紀の所 傳が短 長 二 句四聯 よ， り 成る に 反し、 "し" 

の 歌 は 呼 格た るィザ ァギを 除く と、 純然たる 短歌 形 (五 句 歌) である。 兩鄭 は典據 

を Bii; にす るので あるから、 いづれ を 原 歌と 定める こと も出來 ぬが、 紀所 の 力 力 

後人の 改 刪が 少 いものく やうで、 辭は 拙く とも 條 1; かよく 通って 居る。 

其 時 武內宿 禰が詠 じた 歌 (伍丄 一六 1 5)  . 

asi:^^?i^ か^? か き 豆區苦 it 志猕 曳泥麼 異识： f! 倍呂之 茂 

あ ふみの み 近江ノ 海の 約。 

せた のりたり に 5^ 田 ノ"^ は大 湖の 水が 宇治川に ちる 海 尻 をい ひ、 蒐 近から 逸 坂 山 を 越 


え、 將軍 であり 且從 兄に あたる 倉 見 別 (伍 —二三 四 頁) の 領地なる 犬 上に 赴く 爲に は、 此處を 

渡らねば ならぬ ので あるが、 當時 橋梁 は尙 未だ 架設 せられて 居らす、 舟 を 求める 間に 官軍 

に 追及せられ たので、 入水 自滅す るの 外はなかった ので あらう。 

かづく s り 潜ク 鳥の 謂で， 入水 せられた 忍 熊 王に 况 へたので ある。 

めに しみえねば 目に 見えぬ 故にと いふ 意。 シは 例の 强 意の 助 語で ある。 

いき ほろ しも モは 感動詞。 ィキド ホ：！ シは ィキド ホリの 形容詞 形ィ キドホ ラシの 轉呼 

で、 ィキド ホリは 息 通リを 意味し、 ィ キヅク r 息衝) と 同じく 長大息す る ことで ある。 され 

ば 本義 は ナゲキ (長 息の 約) 卽ち 嘆息で あるが、 こ、 では 氣 がかり とい ふ 意に 用 ひられた の 

で、 轉 じて 憤 適の 義をも 生じ、 愤の字 を あてる やうに なった ので ある。 

〔大意〕 琵琶湖の 瀨 田の 渡に 潜入した 鳥 (忍 熊 王の 遣體) が 目に 見えぬ から 氣 がかり 

である  (其 は 入水と 見せて 犬 上に 落ちられ たこと も 有り得る からで あらう」 

瀨 田の 濟  一 五 五 


七、 攝 時代 (神 功 朝)  一 五六 

右の 如く 武內 宿禰を 煩悶 させた 皇子の 遺骸 は、 數日を 經て卞 治 川に 浮び 出 

た。 其 時の 宿 禰の歌 (化丄 H ハー 一 S 

〔紀〕 阿 布 沸 能 沸 齊 多能 和 多利珥 介 豆 區苦利 多那 伽^ 织疑 A 于泥环 等遲倍 i ぬ 

あ ふみの み 

せた の わたりに I 前 出 

かづく  り ) 

たな かみす ぎて タ ナカ ミは 宇治川 上流 東岸の 地名で、 今 も 近. bd 固 架 太 郡に 上 m 上 村 及 下 m 

上 村の 名 をお する。 

うぢに どらへ つ ゥヂは 勿論 { 十 治 川の IS であるが、 必しも 力 ハ と ぃふ；^iiを略したの で はな 

く， ゥチに 落 流の 義が あるから である (甙 I 九 八 頁)。 

〔大意〕 近 江の 瀨 田の 渡に 潜入した 鳥 (忍 熊 王) を、 田 上 を 過ぎて 字 治 川で 發 見し > し 

此ニ首 は 記に は 見えぬ。 朝敵と はい へ 忍 熊 王 は 先帝の 皇子に 相違 はない ので あ 


るから、 縱ひ 歌に あら はれた やうな 颯持 を、 武內 宿禰が 抱いて 居た にしても、 露 

骨に 之を發 表する こと は、 他の 皇族 及 重臣の 思 はく を かねて 之 を 憚るべき で、 實 

詠と は考 へられぬ が、 此 やうな 傳 承も存 したので あらう。 

サカァ ゾビノ ウタ 

〇洒 樂 歌 

幼 帝が 武內宿 禰を從 へて 角 鹿から 還 幸せられ たの を 祝して、 母后が 神！ S を 

獻 上せられた 時の 御 歌 (伍— 二 七 叫 以下) 

コノ ミキ ハ ヮガ ミキ ナラズ クシ ノカミ トコ ョニ. 1 マス ィ ハタ タス スク 

〔紀〕 虛能弥 企 破 和 餓弥企 那羅儒 區之 能伽弥 等 虛豫^ 伊麻輸 伊 破 多多： 说 周 玖 

ナミ 力 f  ノ トヨ ホキ ホキ モト ホシ カム ホギ ホキ クル ホ-ン マツリ コシ ミキ ゾ 

那弥伽 未 能 等 豫保积 保枳茂 t ぉ陪之 訶武保 5- 保 枳欢流 保 之 摩 j 鬼 利 虛辭弥 企 層 

アサ ズヲ セササ 

主 iisT 跨 佐 主 

〔記〕 許 能 美岐波 和 賀美岐 那良受 久志能 加 美 登 許余遞 伊麻织 伊波 多多 须 ：ぬ久 

那美 迦微能 加 牟菩岐 本岐玖 流本斯 登 余本岐 本岐母 登本斯 麻 都 现許斯 美岐叙 

瀨 田の 濟  一 五 七 


七、 攝政 時代 (祌劝 朝)  一 五八 

アサ * ス IS セササ 

阿^ 受袁勢 佐 佐 

このみき は ミキ は 御酒の 義 (第 九 三 頁)。 記の 文に 待 酒と あるの も、 マチ (IKto サケ (酒) 卽ち 

祌酒を 意味す る こと は 建 阈篇中 (伍 11 二 七 六 頁 に 論じた 通りで ある。 

わがみき ならず 我 御酒 ナラズ とい ふ 意。 

く. しの かみ クシの 原義 は靈奇 であるが * 奇効の ある 藥 物の 篛 にも 轉 用せられ、 クシ ァリの 

意 を 以て. ク スリ とも 稱 へる。 11 ク スリの リが脫 落して クス となった とい ふ 說は本 宋颠倒 

である 11 少彥 名が 大己 費と 協力して 療病之 方 を 定めた とい ふ傅說 により (四— 一 七 七 K)* 

ク シ (藥) の 神と 稱 した • ので あるが、 此 クシ は 百藥の 長た る 酒 を 意味す る こと 勿論で ある。 

VJ  二よ にいます トコ ョ (常世) は少彥 名が 淡 島に 於て 粟 莖に彈 かれて 渡った と ある^で ある 

から (四 1 1 八 九 頁)、 其處に 鎭〕. |j するとい ふ 意味で、 同じく スクナ 御祌の 修飾語と したので 

ある。 

いはたた す 磐 ト立チ マスと いふ 意。 常世と いひ、 1;^- と あるの は、 いづれ も 不老不死 を 聯想 

せしめん が爲 である。 


すくなみ かみの 少彥 名の ことで、 萬 葉 集 第七卷 にも 少御 神と 稱 へた 例が ある。 

S よ ほき (かむ ほき) トヨ (豐) は 美稱、 ホキ はホメ (赏) と 同じく ホ (秀) の 派 成語で、 優秀に 

するとい ふ 意から 祝の 義を 生じた ので ある。 —— 以下 四 句 は紀記 序次 を 異にする が、 意に 

於て は變り はない。 

ほき も £ ほし (ほきく る ほし) モト ホシ とい ふ 語の 構成 は 旣述の 通りで (第 六 七 頁)， 戻スと 

いふと 大差 はなく、 こ 、 では 反復 卽ちホ ギカ へ ス こと を 意味す る。 

かむ ほき (とよ ほき) トヨに 代へ るに 力、、、 (祌) を 以てした ので、 神 集、 祌 議 等の 如く、 祌 

の 行 ふ わざとい ふ 意 を 以て 此語を 冠した ので ある。 

ほきく る ほ， し (ほき もと ほし) クル ホシの 語 fej: は クル (廻) で、 活 ffl 語尾 ヒを 速ね て クル ヒと 

し、 11 狂と いふ 義も此 から 出た ので ある —— 1S{ にシ (爲) を 添へ たので あるから * クル ハ 

シと いはねば ならぬ が、 形容詞 語尾の シ (其) を 接着した クル ハ シ S 狂) と區 別す る爲 に、 

特に ハをホ と轉 呼して クル ホシ と稱 へたので ある。 されば ホキ クル ホシは 祝 キ復シ に對し 

て 祝 キ廻シ を 意味す る。 

酒樂歌  一 五 九 


七、 攝政昨 代 (神 功 朝)  一 六 〇 

まつりこ， しみき そ (ぞ) 貢り 來シ 御酒 ゾと いふ 意。 貢 進 を マツリと 稱 へる 輝-由 は旣に 述べた 

(第 wo: 歲 )。 

あさず をせ ササ アサの 本義 は淺 であるが、 ァセの 形に 於て は 千涸、 退色 等の 意 をお する ド 

ニ段活 動詞と して ひられる。 こ」 の アサ も 亦 「退」 の 意で、 ァセの 昔 便 か 、然ら すば 上古 

ra: 段に 活E= した 名殘 であらう。 ヲセ はヲシ (食) の 命令法で、 斷言を II- る けれど、 ト； 古 n を 

意^ す る ヲ と い ふ 原語が^^ し 、 之 に シ (爲)を連ね て 飲食と n  ^ と の 二 ^ を^現 し た の で は 

あるまい か。 接頭？ マ を 冠した マ ヲ シが. E. 白の 義 となった の も 之に する もの、 やうで あ 

る。 されば アサ ズヲセ は 怠らす 飮 みませと いふ ことで * ササは 上記の 如く 促進の >ぉ を 含む 

自然の 聲 なる サ を重璺 した ものである。 此は 口語の サ アサ ァに當 り、 歌詞 中に <ff:: まれて we 

る けれども、 一種の 難と 見るべき である。 

〔大^〕 この 御酒 は.！：：： 分が 作った ので はなく、 常世の 國に 磐と 立ちい ます 藥 の神少 

彥 名が 幾た び も 繰 か へ し 祝うて 貢 進した 神酒で あるから、 どしどし 召し上がれ 


サ アサ ァ 

之に 對 して 武內 宿禰が 御子の 代理と して 奉答した 歌 

〔紀〕 許 能弥企 5? 伽 弥雞武 比 等 破 曾 能蔸； ni 弥 于輸珥 多^ S 于多 比宽蔸 伽弥雞 

メカ モ コ/ ミキ/ アヤ 一一 ウタ ダヌ シササ 

梅 伽 墓 許 能 弥企能 阿椰珥 于多娜 濃 芝作沙 

〔記〕 許 能 美岐袁 迦美祁 牟比登 波 曾 能 都 豆 i< 宇須 適 多 ejnlj 宇多 比 都 都 ききき 

禮加母 麻 比 都 都 迦 美祁？ I 加 母 許 能 美岐能 美岐能 阿夜邇 {5^ 多 陀怒浙 佐 ii 

このみき を 

かみけ むひ S ば 隨ミケ ム人ハ の 謂。 此 によれば 皇太后の 御 歌に 常世の 少御 神が 貢 進した 祌 

酒と あるの は 空想と せねば ならぬ。 

その つづみ ッ、 ヅミは 擬聲語 トム を疊 頭した ト トムの 轉 呼で、 鼓 類の 總稱 である。 横 被した 

1 片の 丸木の 中心 を 刳り 取って 輪狀 となし、 之に 薄皮 を 張った 呜物は 最も 原始的な 樂 器の 

酒樂歌  一六 I 


七、 攝政 代 (神 功 朝)  一 六 二 

1 つで、 今 も 未開人 間に m ひられる と 同様に， 我國に 於ても 太古から おした ものと 思 はれ 

る 。 ッ ヅ ミ が 腰 鼓 の 名稱に ^1 マ W せられる やうに なった の は遙に 後^のと とで ある。 

うすに たてて 此ゥ ス は 後报の ョクス (横 臼) と 同じく、 1^ の もと (， 股) を かみ 入れる 糟を意 味 

し， 丸太 を 二つ 割にして 中 を 刳りぬ いた 獨木 舟狀の もの をい ふ (： 四— 二八 K)。 ウスと いふ 語 

は ヲサメ (藏) の 語^ ヲサの 原形 ゥサ (儲) から 出た ので あらう。 

うた ひっつ ッッは 動作の 反復 を^ 示す る 助 語で あるから、 ウタ ヒッ ッは謠 ヒ謠ヒ とい ふと 

同^：：-で ぁ る 。 11 0 ヒ ッ謠ヒ ッ 卽ち {• 儿了形 の 重 S|| とす るの は 時 格の 異同 を 無視す る もの で 

ノ カラ 

議論に ならぬ が、 ナガ ラと 同一視す るの も 亦 誤りで、 其 は 之 問 の轉 呼 であるから、 反復の 

意 は 含まれて 居らぬ。 

かみけ めか も (かみ けれ かも) 隨ミ ケメは 過去に 於け る 未然 表示で、 推量の 意が 含まれて W 

るから * カモは 感動詞と 3- ねばならす、 ミケレ は 純 過去なる が 故に * カモを疑問^=1^示と 

せねば 怠 をな さぬ。 いづれ も 已然形 を W ひて 居る 所 を 見る と、 若干 句 を 隔て k ウタ 樂シに 

つ くものと すべきで、 後代？ Sli に 直せば 前お は隨 ミケム ョ*サ レバ (作った ので あらうよ、 


さて こそ) とい ふに 當り、 後者 は 隨ミケ レバ 一一 ャ (作った のか) の 意で ある。 

まひつつ 〔記〕 マ ヒはタ マ (玉)、 マル (w)、 マキ (卷) 等の 語幹 マ (原語) に 行爲を 意味す る 活用 

語尾 ヒを 速ね たもので、 原義 は 旋廻で あるが * 廻ハシ (他動) • 廻ハリ (C 動) の 二 語 を 分岐 

した 後 は、 原形 は專 ら驅體 を廻轉 する 所作、 卽ち 舞踊 をのみ 表現し、 此も其 意に 用 ひられ 

たので ある。 舞踊 は 祌意を 慰める 爲 にも 擧 行せられ るので、 祌幣を も マ ヒと稱 へ、 マ ヒナ 

ヒ (赂) と い ふ 動詞 を すら 派 成した。 

かみ けれ かも 〔記〕 紀に は此ニ 句を缺 いて 居る が * 前 聯と對 立す る ものであるから、 之 ある 

を 可とする。 

二の みきの 

みきの 〔記〕 此句 はない 方が 自然律に 協 ふやう であるから * 恐らく は 合の手に 協 ふやう に 間 

投詞 的に 挿入せられ たので あらう。 11 次 句と 合 はせ てミ キノ アヤ 一一と いふ 一 句と 解 せら 

れぬ こと もない が、 散文で あっても 此 場合に はミ キノで 句 を 切る のが 至當 で、 其 やうな 無 

理 をして まで- ミキ ノを 反復すべき 必要がない。 

酒樂歌  一 六 三 


七、 攝政 時代 (祌劝 朝)  一 六 四 

あやに 彌益 一-とい ふ 意 (第二 一 頁)。 

うただぬ. しササ ウタ は歌謠 を 意味す るが * 其 語原に 遡る と * 歡喜の^|=-の H と事物の義なる 

ト とより 成り、 「面白い こと. 一とい ふ 意で あるから， —ー 琉球 古語で は 歌謠を M トと稱 する 

11 原義に よって 之 を W ひたので ある。 タヌシ のタは 接頭語、 ヌシは 仲 シの義 で 暢適を 意 

味し、 古語 拾 遗の說 の 如く 手 を 仲ば す ことで はない (共 は 寧ろ 欠 仲の 形容に 適する)。 ササ 

が囉 である こと は 上記の 通りで • こ. -には 別に 促進の 意 は 含まれて 居らぬ。 釋紀 等に 句 尾 

を积沙 としたの は、 或は ウタ ダ ヌシキ ササ とあった の を、 下の サを 落した のか も 知れぬ。 

若し 然り とすれば キの 下に 感動の 意が 含まれて 居る ので ある。 

〔大意〕 此 御酒 を 作った 人 は、 其 鼓 を 酒糟に 榭 て、、 ひつ、 舞 ひつ 、酸んだ ので 

あらう。 さて こそ 11 或は 「酸んだ からか」 11 此 御酒 は 特に 氣 持が よい 

記に 此者洒 樂之歌 也と ある 所 を 見る と、 神酒 供進 式 (參— 一六 〇100 に 奏した 樂 曲の 

，で、 必 しも 太后と 武 內宿禰 との 唱酬 では あるまい。 洒. 樂をサ 力 ァソビ と 訓むを 


可とする こと は 建國篇 (伍丄 一七 以下) に 論じた 通りで ある 


酒樂歌 


五 


\*  np 宮 (應神 朝) 紀八 首、 記 九 首、 外に 高律宫 一首 

〇 ちば の 葛 野 

天皇 近 江に 行幸の 路次、 宽道 野から 葛 野 を 展望 せられた 時の 大御歌 (陸 —一 

九 八 S 

〔紀〕 化^ き？ あやれ wiii  、ききき 母 i 愤 區 讲能朋 母弥喻 

gul^fi  おお^ £3!  二 母き 由 久爾能 富 母 美 由 

ちば の 此チバ は 從來千 葉の 義で、 樹林 繁茂 をい ふと 說 かれて 活る のみで あるが * カヅヌ 

(葛 野) の 修飾と して は恰 適せぬ 嫌が あり、 枕詞と しても 緣が 乏しい から、 私はチ (靈) 一一 ハ 

(庭) の 約 濁、 卽ち靈 場の 謂と 思惟す る。 11 下 總の千 紫 も 亦. その 隣 地なる ィムバ (印 蟠) 

が イミ (齋) 一一 ハ (庭) を 意味す る 所 を 見る と， 此意を 以て 命名せられ たものと せねば ならぬ 

ちば の 葛 野  ーナ. - 


八、 明 宮 (應神 朝 ；}  一  六 八  j 

11 葛 野 は賀茂 氏族の 占據 地であった から- 其拔祖祌を祭祀する大靈場の^^したこともぉー 

り へきで， 後 句の ヤー 1 ハ もほ^ 同義で ある。  一 

かづぬ を みれば ？野ヲ 見 レバと いふ 意。 力 ヅヌは 山城 國葛野 郡 界隈の 總稱で • カム (祌) ツー 

野の 連 約で はない かと 思 はれる。 カム はカモ (賀 茂) とも 通. f るから、 賀茂 氏族の： 住 地と 一 

い ふ 意と も 了解 せられる。 

ももち だる モモ は 衆庶の 意、 チタ ルは 恐らく はト タル (富 足) の轉 呼で あらう。 次 句 ヤー 1 ハ 

の 修飾語で ある。  一 

やに はもみ ゆ ャ 一一 ハはュ (齋) 一一 ハ (庭) の轉 呼で、 上記 チバ と冋 じく 祭場 を 意味す るので あ 

らう。 屋 庭の 意と も 解せられ ぬ こと はない が、 如何に 展 勺 かよくと も、 如何に 眼が 鋭く と 

も， 少く とも 二； 二 M を 隔てた 宇治野から 葛 野の 人家の 屋蓋 乃至 庭園が 兑 える 害がない か 一 

ら、 小高い 所に ある 祭場が、 宇治野の 或地點 から 望見せられ たこと をい ふので あらう。 其 

は 次 句に よっても 肯定せられ るので ある。  一 

くにの ほ もみ ゆ クー 1 は 葛 好の 鄕の IS で、 其處の 高地と いふ 意 を 以て ホ (秀) と稱 したので あ 


. る (第一 一四 頁)。 ャ 一一 ハも 見える、 鄕の秀 所 も える と 重ねて 表現して 居る が、 其 意 は 祭場 

の ある 高地が 見える とい ふに 外ならぬの である。 

〔大意〕 靈 地と 稱 せられる 葛 野 を 眺める と、 其 高地に ある 祭場が 見える 

此 朝に 於て 百濟 から 漢字が 輸入せられ たこと は 傳說の 明示す る 所で あるから、 

歌謠の 如き も縱ひ 其當時 直に 記錄 せられた のでない としても、 記憶の 尙 新なる 問 

に 文字に 寫 された こと は 有り得る。 されば こそ 此 以後に は 正しく 卽 興と 思 はれる 

歌が 多く 傳 へられて 居る ので、 此も其 一 つで あらう。 歌の 內容 からい へば 必 しも 

御製なる こと を 要せ や、 作者の 口吟 を 其 ま、 傳へ たものと 斷定 する こと も 不可能 

であるが、 樂曲 でもない 歌が 特に 保存せられ たの は 尊重す ベ き 理由が 存じた 爲と 

せねば ならぬ から、 他に 反 證の發 見せられぬ 限り、 傳說を 肯定せ ざる を 得ぬ。 以 

下の 歌謠に つ いても 同じ 主張が 適用し 得られる。 

ち * はの 葛 野  一六 九 


八、 明 宫 (應祌 朝)  .  一 七 〇 

〇 木幡 少女 

此 行幸の 際木幡 村に 於て 一 佳ん に 遭 逢せられ、 再會を 約して 路その 家に 

入御、 大御饗 を 聞し めす 時の 大御歌 (睦 —一九 九 K) 

t: 記 ：！ 許 能 迦邇夜 伊豆 久能迦 ：通 毛 毛 豆 多 布 都奴賀 能迦遞 余 許 佐， 伊び-^^通 

伊 多 流 伊知 遲志麻 美 志 麻 遞斗岐 美本 杆理能 迦豆 伎伊岐 豆岐 志 那陀. E 布 ； 1^:11 

那.^ 遲袁 須久 須久登 和 賀伊麻 勢 婆 夜 許 波 多能 ぁ知邇 阿き 志 浙袁登 is: 字き： i 

波 袁陀 nrj ぉ迦母 波 那美波 志 比 比 浙那須 伊知 韋能 和谢： Hl^i 遞^ か 都 趣 I 

あ 陀阿可 良：； 志 婆 S 波 適 具 漏 岐出惑 关都具 せき 那趣 都： き 加 夫邯. J: 

マ ヒニハ ァテズ マ 3 ガキ 3  二 力 キタレ ァ ハシシ チ ミナ 力 モガ ト ヮガ ミシ n 

麻 肥 谢波阿 nrj 受 麻 用賀岐 許 1- 加 岐多纏 阿波 志斯 袁美那 迦母賀 登 和贺： lis 、斯古 

ラ カク そが ト ァガ ミシ n- 一  ウタ タケ ダニ ムカ 匕 ヲ si カモ イソ t ヲ ルカ モ 

.U 迦久 母賀登 阿賀 美斯古 « 宇多 多 ハ紙陀 ：邇 牟迦比 袁流迦 母 伊 蘇 比 袁流迦 は 

二の かに や ャは 間投詞で、 單に此 蟹と いふと 變り はなく • 此^^川を以て：^；！ひ起されたのは， 

恐らく は 御 1!;? の 中に 蟹が あつたから、 卽興を 催された 爲 であらう。 


いづく のかに 何 處ノ蟹 

もも づたふ ッ タフ は ッドフ (集) の轉 呼で * モモ はト； 記の 如く 衆庶の 義 であるから、 百 船が 

集 ふとい ふ 意 を 以て ッ (津) の 修飾 的 冠詞に 用 ひられた ので ある。 

つぬ がの かに ッ ヌガ (角 鹿) は 津之處 の 意から 出た 地名で (參— 二三 二 頁)、 今の 越 前 國敦賀 の 

ことで ある。 今次の 行幸 先 は 近 江の 坂 田 郡 方面であった やうで あるが、 或は 角 鹿まで 進出 

せられた のか、 若く は其處 から 比較的 近い 地點 なる が 故に 引合に 出された ので あらう。 

よこさら ふ ョコ (横) サル (去) の 進行 格で、 サルに はィヌ (去) 又は ュク (行) の 意 も あるか 

ら * 蟹 行をョ コサリ とい ひ、 ョコサ ラフと いふ 形態 を も 生じた ので あるが、 此處に 終止形 

を 用 ひたの は 合點の 行かぬ ことで、 S 法 上から い へば ョコ サラヒ として 次 句に 接續 せねば 

ならぬ。 或は 押韻の 爲に殊 觅に轉 呼した ので あるか も 知れぬ。 

いづく にいた る 何處 一一 到ル 

いちぢし ま イチ ヂは イツ (嚴) チ (靈) の轉呼 か、 _ ^く は チチ (祌靈 ) に 接頭語 ィを 冠した も 

ので、 次 句の ミシマ (御島) と 同じく * 神 島 を 意味す るので あらう。 所在 は 判明せ ぬが、 ッ 

木蟠 少女  一七 一 


八、 明 {a  (應神 朝)  一七 二  一 

ヌガ (角 鹿) とサ サ ナ ミ (伍— 二 六〇買) との 中 問に 序して ある 所 を 兌る と、 或は 竹 生 島の 古名 

であった かも 知れぬ。 此島 は祌名 帳に あげた 都 久夫須 麻 神社の 所在地で あるから、 ック ブ- 

ス マ と稱 へ られ たので、 ツクムス マ、 ック ミス マ と 通 音なる が 故に、 原義 は 築御栖 11 と 推 一 

定 せられる。 さりながら 島 名と して は妥當 でない から、 恐らく は 後日 對 岸の 陸 地から 移さ 一 

れた 名で、 古 は 單に祌 島の 意 を 以て イチ ヂ島 又は ミ 島と 稱 へたので あらう。 现 今の is^ 淺井； 

郡 竹 生 村 は 或は 近代の 命名で あるか も 知れぬ が、 若し 暫名 とすれば チクブ の 名 は 之から 一 

出た ものと すべきで ある。 チタ ブはッ クマ (築 151:) に 通じ、 祸 隣の 坂 m 郡に も筑 とい ふ 

地が ある。  一 

み、 しまに W き ミシマ (御 ini; じ は 右の イチ ヂ 島の 刖稱 であらう。 トキ は ツキ (着) の 十；： 形で ある 

(第五 五 買)。  . 

みほ i~ りの ニホ ドリの 轉 呼で (第一 五一 頁 S カイ ツム リの やうに とい ふ 意 を 以て、 次の カヅー 

キの 比況に 用 ひたので ある。  .〈 

かづきい きづき カヅキ (潛) の； 義は 旣述の 通りで あるが (第 一 五一 M)、 此はィ キヅキ (息 突) 一 


の 序と して 用 ひられた の で、 ィ キヅ キは 喘ぎお ぎと いふ 意で ある。 

しな だ ゆ ふ シナダ は 恐らく はシナ トの轉 呼で、 風 之戶. § ち 風除けの 戶揮 をい ひ. 其をュ フ 

(t お) とい ふ 意 を 以て ササ a 世) にかけ た 枕詞で あらう。 上代に 於て は 製 板 は 至難の 業で あつ 

たから、 門扉、 窓 扉 等 も笹、 葦の 類 を 編んで 製作した ので、 此 やうな 語句が H ひられた もの 

と 思 はれる。 

ささな みぢを ササ ナミ は 近 江の ！ 地方 名で (伍 —二 六〇頁)， 其 街道 をササ ナミ ヂ (路) と稱し 

たので ある。 

すくす く S スクは 直 を 意味し- 之 を 重ねた の は 強意の 爲で、 現代語で いへば ズンズ ントで 

ある。 

わ， かい ませば や ャは 例の 如く  11 投詞 として 添加せられ たので、 我が イマ セバ とい ふに 過ぎ 

ぬ。 ィ マ スは マス (坐) と 同義に も S ひられる が、 1 -ィは 接頭語 —1 此の ィはィ ース往 )、 

ィキ (行)、 イリ (入)、 イデ (出) の 語幹で >  行動 を 意味す る もの、 やうで ある。 宜長は 行 マス 

の 意に ォ ハシ マス を^ ひた 例 を あげ、 來レを 御座 レと いふと 同 一 用法で あると 說 いたが， 
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共は轉 川に li し、 此 場合に は 常らぬ やうで、 少く とも 我 ガマ セバ (乂は マシセ マバ) とい ひ 

か へる こと は出來 ぬ。 

こはたの みちに 木 幡は今 も 山城 國 宇治 郡 字 治 村の 大字と してお する 地名で、 北ハ 道-一と いふ 

意で ある。 

あはしし をビめ 前 句の つ i-き合からぃふと還幸の路次に於て矢河枝比賫に^^はれたものと 

せねば ならす， 前文に 往路に 邂 返せられ、 北ハ 翌日 還 幸の 際娶 された と あるの は *  ^阔 篇屮 

(陸 —二 〇〇 頁) に 論じた やうに 、犬なる 疑が ある。 共 は 傅 承お の 誤解と H 心 はれる から、 敢て 

拘泥す る ことなく、 歌詞の 通りに ササ ナミ 路 から 御 の 御路次 のこと、 了解す べきで あら 

う。 ァハシ シの 上の シは 敬語 助動詞で 遭ヒ マ シ シと いふ 意で ある。 ァ フと いふ 動 ：！ は ( ； ) 

來會、 (一 一) 往會、 (三) 相 會の三 様の 意義 をお する から、 北ハ々 の 場合に 應 じて 少女 (ノ )，  了 フ 

of^) 、少女 一一 ァフ (遭). 少女 トァフ (遇) の 如く S ひられる。 然るに 一長 は 事 r ら來會 を 意^す 

る ものと 解して * 美人 -ー ァフ とい ふの は雅 一一 K ではなく、 記に 遇， 1 - と あるの は 漢文 を 校 

した ものであると^ 斷し 〔紀傳 一 六〕 * 北ハ 結^ ァ ハ シシの 主 is-i は 矢 河；；^ 比資 であらね ばなら 


ぬと 說 いたが、 其 場合に は 特に 敬語 形と する 必要はなかった 害で ある。 

う， しろで は ゥシロ は 背の 意で， ゥへ (上) の 語龄ゥ とシリ (尻) の 轉呼シ "とより 成り * 臀部 

に對 して 其 上方 をい ふので ある。 之に 「方」 を 意味す るテを 添へ たの は， ォモ (面) を ォモテ 

(表) とい ふと 趣 を 一 にす る。 

も だてろ かも ヲダテ は ウタ テの轉 呼で、 ゥト (疎) の疊頭 語で あるから、 棘 マシィ とい ふ 意 

を 以て ウタ テ了リ の 如く も 出 ひられる (三— 八 〇；<•)。  ロカ モは アルカモの 約轉 である。 さ 

れ ばヲダ テロ カモは 疎ましい かなと いふ 意で、 木幡の 道で 逢 はれた 少女が、 天皇 を 見て 羞 

かしがり、 北；" 後 を 3^ せて 遁げ てし まうた の は 情ない とい ふ 意味と 解すべき である。 —— 此 

句 を 以て 小 段落と 兑る こと は妨 がない が、 此 まで を 一 首の 歌と し * 以下 を^の 一 首と する 

記 傳の說 は 誤りで、 上の 逢ハ シシ 少女 は， r 六 句 を 隔て、 逢ハ シシヲ ミナと いふ.^ に對 立す 

るので ある。 

はなみ はし 花實 好シ で、 花も實 もよ いとい ふ 意。 次 句の ヒヒシ の 修飾で ある。 

ひひし なす ヒヒシ はヒシ (菱) の 謂。 頭 音 を重疊 したの は、 クヒ (n) を クグヒ (第二 一  五 頁)、 
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キジ (雉) をキ ギシ， フ キ(^^)をフ フ キとぃふと同 一 例でぁる。 ヒシは ヒシグ (报) 及 ヒス ミ 

(^)等の語：^^としても用ひられるが尙未だ語原を詳にせぬ。 ナス は旣 記の 如く 「の やうに」 

と い ふ》； 总の助 語で、 次 句の 機 井が 菱の やうな 形であった こと を 表示す る ので ある。 

いち ゐの イチ は樹 名で • 北ハ @ をィ チビ (イチ 實の轉 呼) とい ひ、 和名 抄= i 部に は <d ^經の 機 

子に 此訓 を與 へ、 相似 而大， 一 於 椎子ー 者 也と し、 ズ操梂 を 伊知 比 乃 加 佐と 訓 して 居る。 ^紫 

集 十六 卷に 「此 山に 二つ 立つ 伊智 比が 本に」 と あり、 用 明紀に 赤檮此 云-一^ 知毗， と； ^"し、 

新撰 字 鏡に も！^ 木 名 * 一  比 乃 木と あるが、 其 は 伸 音符と して ヒを 添へ たので * イチの 外に 

イチ ヒと いふ ものが あるので はない。 されば 櫟 原野 〔類 3^3: 史〕 を 今 市. 5- 村 (山城 國愛ぉ 郡) 

とい ひ， 大和の 櫟木町 (添 上 郡) は イチの モトと 稱 へられ、 樑木を イチ カシ ともい ふので あ 

る 〔萬 薬 集" S 物 解〕。 然るに 樹 名と 菓 名との 151； 刖を 無視し， 1^ は イチ ヒなら ざるべ からすと 

して. m 知の 下に 比の 字 を 補うた もの も あるが、 縱ひ イチ ヒと稱 へる ことが 誤りで ない と 

しても、 此は 次：？ が 六 音で あるから、 眞幅寺 本 其 他の 諸 本の 如く イチ ヰノ とい ふ 四： •fi!: 一句 

とする 方が よい。 1^ は歷に 通じ， 今では 專ら クヌギ とよび、 其. M を ドング リと稱 へる W の 


一 種で、 イチ ヒカシ とい ふこと も ある 〔和訓 菜〕 。イチ 井と は 其 木. の 下に ある 汲 水 場の 謂で あ 

るが、 上古 鑿井 術の 發 達しなかった 時代に は、 1K 然泉 を堪き 留めて 之に 充當 したので ある 

から、 必 しも 井字狀 をな さす、 菱形 をした の も 有り得た。 此 イチ 井はヮ 一一 サ とっ^け た 所 

を 見る と、 大和の 和 雨に 存し たものと すべきで- 今 も 添 上 郡 治 道 村 大字 櫟 枝に 其 名 殘を留 

めて 居る。 

わに さのに を ヮ 一一 は 上記の 如く 大和の 地名で (今の 添 上 郡 櫟本町 大字 和 爾は其 遣 跡で ある) 

和 珥坂を 以て 有名で あるが (参— 八 一 頁)、 ヮ 一一 サの サは必 しも サカ (坂) の 省略で はなく、 恐 

らく はサマ (狭間)、 サク (狹處 ) のサ で， 谷 又は 迫 をい ふので あらう。 其處 から ハ 一 ス坡) 卽 

ち 粘土 を產 したが 故に ワース 和爾) とい ふ 名が 與 へられた ので (ハ、 ヮは相 通) • こ. -に いふ 

ヮ 一一 サ！ 'ハ 一一 ヤス と 同義 (壹 I 一  九 四 頁) I ^  二 は 其 粘土 を 意味す る。 尸 二 の 原義 は へ (容 

器) 二  (土) であるが、 土器 原料た る ことの 外に、 上代に 於て は 顏料及 塗料と しても W ひた。 

ハ 一一 の產地 は和爾 のみに 限らぬ のに、 特に 此地を 引合に 出された の は、 矢 河 枝 比資の 邸宅 

が 其 地 に^した 故で も， 或は 特に 此単： の 色 土 を 採取した とい ふので もな く， ヮニを 以て 氏 
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名と したから である。 ハナミ ハ シ から 次の マヒー 一 ハ ァテズ までの トー 一句 はすべ て マ ヨガ キ 

の 序で、 事 實描寫 ではない。 

はつに は ハツ は 初の 意と 了解 せられて 居る が、 ホ (秀) の 接頭 形はホ ッの裤 呼で あるから、 

上 歷の土 を ハツ 1 一と 稱し たので ある。 

はだ あからけ み 肌 赤 ラケミ の 謂で ある。 ァ カラ ケはァ 力 (赤) の 名詞 形ァ カラ 11 ラはー 1 コ 

ャ、 ワカ ャ 等の ャと 同一 職能 を 有する 語 分子で、 恐らく はラを 原形と する ので あらう。 タ 

ガル ！ フ イジ 語に 於ても 同 一 語音が 往々 語勢の 爲に 添加 せられる 11 に史に 形容 接：： 語 力 

を 添附した ァ カラ 力の 轉 呼で、 同じく 形容語で あるが、 原語ァカょりは少しく^5总が强く感 

ぜられ る。 之に 速ね たミは 兑の義 から 轉 出し， ト見ル * ト思フ 等の 意 を <f& 蓄 する. ぱ i 分子で 

あるから、 此句は 「土 肌が 赤 過ぎる と 思 はれる」 とい ふ ほどの 意味と 解す べきで ある。 

しばに は シバは シマヒ (終) の 語轮シ マの 轉 呼で、 シ ハツ (終 律)、 シ ハス (終末) の 如く も 川 

ひられる。 此シバ 一一 も 亦 ハツ - 一に 對し、 最終 曆の 粘土 をい ふので ある。 ——■ 志 波と した 本 

も あるが、 原義から い へ ば 眞福寺 本に 志 婆と ある を 可とする。 


、ソ チクロ 

にぐ ろき ゆ ゑ 土黑キ 故の 意。 

みつぐ りの ー苞 中に 三 子 を 有する 栗の 實の 謂で * ナカ (中) の 枕詞で ある。 

そのな かつに を 其 中 ッ土ヲ の 謂。 恐らく は靑 色を帶 びた 色 土であった ので あらう。 

かぶつく 此 語に ついては {ぇ說 がない が 、恐らく は 力 ムックの 轉 呼で、 カム (祌) イツ ク Gil) 

を 意味し、 マ ヒ (幣) とい ひかけ て 次.！？ の 枕詞と したので あらう。 

まひに は あてず マ は 接頭語で、 ヒはほ (太 陽) とも、 火と も 解せられ るが、 is ^歌に- マヒ くれ 

て 宵な は來 なに」 と 川 ひた 例が あるから 〔萬 一四〕. 此も 太陽 を 意味した ものと 思 はれる。 光 

線に 曙す と變 色す る 虞が あるので、 日に あてぬ やうに したので あらう。 

まよ. かき マ ョはマ ュ (眉) と 同じく、 原語 は マ (服) ャ (屋) であらう。 顔料 を 以て を 彩る こ 

と は、 普遍的な 美顔術の 一 法で * マ ヨガ キ (攝眉 ) とも マ ョ ビキ (腺) とも 稱へ ， 之に S ひる 

顔料 を マ ュ ズ ミ (靑 驚) と稱 した。 11 記 傳には 次 句の コ 二 の 一 一音 を 引上げて >  マ ョ ガキ濃 

二と いふ 一句と して 居る が、 句 跨りで あるの みならす、 突然 短 長 句の 序次 を 3 烛倒 する こと 

も 句法 上！^ 當 でない。 
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二に かきたれ 濃く 翥 きおろ しとい ふ 意で ある。 

あは. しし をみ な ヲ ミナ はヲ (小) 、、、(女) ナ (敬 稱ネ の轉) の 三； 分予 より 成り、 ヲ (小) グ 

ナ (敬 稱) 卽ち郞 とい ふ 呼 稱に對 し >  年少 淑女 を 表現す る 語で ある。 之 を ヲンナ と^ t. し 

て 女性の 總稱と 解す る やうに なった の は、 男性 をヲ トコ (少 男) と稱 へる と 同様に、 後世の 

轉義 で， こ、 では 原義に よって 矢 河 枝比賫 をい ふに 用 ひられた ので ある。 11 上句 コ 一一 力 

キタレと 意志が 連鑌 せぬ のみなら す * 長 句が贯 疊 して 居る。 共 故に は 上述の 如く 逢ハ 

シ シ の 主語 を も 袁美那 卽ち矢 河 枝比賫 とし， 靑黛を 施して 來會 した ものと 解した ので あら 

うが、 此句は 前 のァ ハシシ 少女と 對立 する ものなる が 故に、 ァハシ シの川 法 も 亦 M 一  と 

せねば ならす， いづれ にしても 一 短句 不足す るから、 或は 此 前に^ 句が 存 したの か、 若く 

は 以上 を 以て； 餉 としたの であらう。 

かもが VJ 力 (彼) と カク (此) と は相對 立す る 代名詞で、 カモ、 カク モは 口語に 直せば ァ ァモ、 

コ ゥモ とい ふに 同じく、 ガは 願望の 意 を 含む 感動詞で ある。 

わ. かみし 二ら コ (子) は此 場合 女子の 意で、 矢 河 枝 比賫を 指した ので ある。 


かく もが £ カク (此) の 原語 はコ であるが、 「事」 「者」 の 意 を 有する 語 分子 ク (第三 一 頁) を そ 

へ て カクと 轉 呼した ので、 口語に 於て はコ の 音 を 復活して コゥ と稱へ る。 

あ. かみ 、しこに ァとヮ と は 相 通で あるが、 此 やうに 對立 させた の は、 重複 を 避ける 爲 であら 

ねばならぬ。 

うたた けだに 此句 は從來 正解した ものが なく、 延 佳の 如き は 一 つの タを 削除し • 宜長も 之 

に從 うて 說を 立て k 居る が、 語 構成 法から 考察す ると、 さして 難解と する に 足らす * 先づ 

ウタ タケと ダ 二との 一 一語 分子に 分拆 する ことが 出来る。 ダ 一一 は 助 語と して 川 ひられて 居る 

が、 其 原形 は タタ 一一で、 唯 二 と： a 一一との 兩義を 有し、 此は 後者の 意 を 以て 次 句と 合 はせ て 

直面して 居る こと をい ふので あるから、 ウタ タケ は 其 副詞で あらねば ならぬ。 他に 川 例 は 

ない けれども、 其 形態から いへば ケが 形容詞 語尾なる こと は 疑な く， その 語 仏 杯の ゥ タタが 

ウタ (歡樂 ) の疊尾 語なる こと は 想像に 餘 りが あるから (第 一 六 四 頁 参照)、 ウタ タケと い へば 

「愉快 に」 とい ふ 意と 了解せられ るので ある。 —— 後世 の 活川樣 式 によれば ウタ タシク とい 

ふべき であるが、 上古 はシ なくと も 此語轮 にケを 接着す る ことが 可能と せられた ものと も 
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推察せられ， ケはキ 、ク， ケ レと 屈折す る ことがなかった ので ある。 

むかひ をる かも 右の 如く 上：？ の ダース タタ 二) とつ S ^けて、 ァァ もコゥ もと 希 S  一 土した： ii£ 人に 

直面して ほる ことよと いふ 意と 解す べきで ある。 

いそひ をる かも ィは 接頭語で、 單に副 ひ £g るよ とい ふと 同意で ある" 

〔大意〕 此蟹は どこの 蟹ぞ。 角 鹿の 蟹 (である )o 横 匐 ひして 何處へ 行く。 神の岛 に 

つき、 喘ぎ 喘ぎ 狹々 波路 を 行く。 (其ゃぅに)天，"；丄御0^^かズ ンズ ン 進んで 來ら 

れ ると、 木幡の 道で 逢うた 少女が、 背 を 兄せ たの は 疎ましい ことで あるよ。 花 

も實 もよ ぃ菱の やうな 形 をした 棵 井の 植 谷の 中 ほどの 色 土 を 採って 靑 を 施し 

た 遭 逢の 淑女、 あ、 も あれ かし、 かう も あれ かしと 冀 はれた 少女に、 樂し くも 

(今 は) 對ひ 居る ことよ， 副 ひ 居る ことよ 

「此 蟹」 やと 謠ひ 起された 所 を兑て も、 此は所 傅の 如く 卽 興の 御製で あらう が、 此 

長い 歌が 口誦の みに よって 大 なる 誤 もな く 後の世まで へられた と は 信 やる こ 


とが 出来ぬ から、 多くの 變遷を 經て此 形と なった のか、 然ら やば 記 錄に殘 された 

ものと せねば ならぬ。 此朝には旣に筆札をょくする^！化人も少くはなかったので 

あるから、 或は 供奉に 加 はって 居た 其 一員が、 私に 寄き 留めて 置いた こと も 有り 

得る。 以下の 歌謠 中に も、 —— 嚴重な 意味に 於け る 原 歌で はない としても —— 其 

時代の 作と 恩 はれる もの、 少 くないの は、 夙に 筆 錄が行 はれた ことの 一 證 とすべ 

きで ある。 

〇 髮長嫒 

日向の 諸 縣の髮 長 媛と いふ 淑女 を 大鹪鹩 皇子に 賜 はった 事情 は、 建國篇 < ^陸— 一 

七  一 K 以 下) に 詳論した 通りで、 其傳說 に附帶 する 四 首の 歌 は、 紀記 いづれ にも 揭载 

せられて 居る が、 多少 所傳を 異にする 所 も あるから、 以下 紀を宗 として 便宜 幷合 

し、 或は 各 別に 說述 する。 

木幡 少女  一 八 三 


八、 明 宫 (應祌 朝)  I 八 四 

或 日 宴 樂 に 際し、 髮長嫒 を 召して 皇子に 下された 時の 火御耿 

伊 裝阿藝 怒 坪 比 is 鬼弥坪 比蘆蒐 ifd 和餓 il^i ち 心 4 象^き 

麼那 辭豆 曳羅波 比 等 未 那等利 保 范曳波 等 i: 委 餓羅辭 i 宽邀 i:^ 

フポゴ モリ ァ カレル ヲ トメ ィザサ 力 バエナ 

保 語 茂 利 阿 伽 例 蘆 5? 等咩 伊 群 佐 伽 麼曳那 

opo 伊 邪 古 1;^ 母 奴 i 流 都 美 逝 比 流 都：^ W 和賀 由. siK,l4 ヒ i  11=^ ハ 4 き 4 き^か 

婆那波 本 都延波 登现韋 賀良斯 志 豆延波 比 登登现 賀良斯 き 都 具 i.i 象き & 

能 本 都毛现 阿加 良袁 登賣袁 伊 邪 佐 侘塾余 良き 那 

いざ あざ (いざ こども) ィザ ァギ(第 一 五0頁)もィザ コ ド モ(子供)もほビ同^5总でぁるが、 コド 

モ は複數 であるから 一般的 呼びかけと 了解 せられる 虞が あり、 末 句と 相應 せぬ 憾が ある。 

之に 反し ァギ (阿子) と いへば 記の 佐 邪 岐阿藝 と いふ W 例 (陸— 二 四 一 頁〕 に徴 しても 大鹪诚 

.M 子 を さ、 れ たこと が 判明す る。 歌 意に よれば 此は 皇子に 對 する 諷 示で あらねば ならぬ か 

ら， 紀の傅 を 可とすべき である。 


ねに ひるつ みに (ぬび るつ みに) ヒル は 臭 菜の 總 名で • 和名 抄 によれば 大蒜 • 小 蒜、 獨子 蒜、 

澤蒜 等に 分れ、 今もノ ビル (山 蒜)、 一一 ン 一一 ク (葫) • ラッ キヤウ (練 韮) 等の 別が あるが、 應祌 

朝 時代に も旣に 品^が 存し， ヌ ビル (野蒜) と稱 する 一種が 知られて 居た と は 思 はれす、 野 

生の 蒜と いふ 意なら ば、 野ノ ヒ ル 又は 野ッ ヒルと いうた 害で ある。 萬 一 其が 正傳 であった 

とすれば、 上句が 四 昔より 成る 紀の歌 も， 句法の 準則 上 必然 此六音 句 を 用 ひた 害で あるの 

に， 殊： に 野 一一 蒜ッ ミニと したの は、 ヌ ビル ッミを 非と すべき 理由が おした からで は ある 

まい か。 記の 傳は 恐らく は 一一の 音の 重複 を 厭うて 後人が 改修した ので あらう。 ッ 、、、(摘) は 

ッ マ (尖)、 ッメ (爪) から 分化した 語で * 原義 は 爪で 取る こと、 思 はれる。 

ひるつ みに 同 語 を 重ねて 句法に 應 じたので、 古歌に 例の 多い ことで ある。 譬喩 を 花 橘に と 

る爲 に、 緣の 乏しい 蒜から いひ 起した ことに ついては、 私記に 先稱 I 一 臭 氣物ー 者 欲レ稱 ニ芬芳 

物 一之 發語 也と 解した の は、 宜長、 守 部 等 も 大體贊 同して 居る けれども、 卽與 詩と いふ もの 

の 趣 を 解せ ざる 俗說 である。 天皇 は此 刹那 曾て 野 遊 あらせられた 時の 實景を 想起し、 其 を 

其ま& 吟詠 あらせられ たので、 決して 理窟から 割り出され たので はない。 

髮長媛  一八 五 


八、 叨 宮 (應祌 朝)  一 八 六 

わが ゆく みちに (の) 我 行ク道 II と ある 紀の傳 を 可とする。 道ノ花 橘と いへば 其 所在が 限定 

せられ * 少く とも 路邊に 立つ 木と せねば ならす、 一一 一一：： 葉に 餘韶 がない から、 人 取リ： ラシ、 

rtl 居枯 ラシ は 必然的の 現象で あるかの やうな 印 < ^を與 へる が *  一一と すると、 ^.;3-ニ"；ッテ 

115 タ 若く は 道 一一 兑タ とい ふ 意 も 含まれ、 ^^：：て御股に留った花橘からほゎひっかれて、 右の 如 

き Ifc 喩を m ひられた ものと も 了解せられ るので ある。 

かぐ は. し 力 (杏) と クハシ (第 七 頁) との 連濁で、 芳香の 意で ある。 此は 終止 法で はなく * ク 

ハ シ 女の 例と！ ：！； じく、 次 句 花 橘の 場 性 表示と して W ひられた ので ある。 

はな たちばな (は) 前 句が 四 昔で あるから， 此句も 六 昔なる を 可とする。 ハは此 場 介 强.； の 

m をな すの みで あるから * 之 を (Np いても 妨 はない。 タチバ ナはタ チマ ナの轉 呼で、 乖-仁 朝 

にタ. チマ GET が將 来した 菓な るが 故に 此名を 負 はせ たの であるが (參 —二 四 三 頁；、 暖國 _g 魔 

の 植物で あるから、 溫帶の 我國に 於て は 漸次 退化して * 菓實 よりも 寧ろ 芳 "^の ある 花 を 珍 

Iwi! する やうに なり- 之をハ ナ タチバ ナと稱 へ * 之に 對し て菓富 を產 する 種類 を^ タチバ ナ 

0^) と稱 した 〔和名 抄〕。 


、しづえら は (ほつ え は) シ， ツエ は 下 枝の 謂で * シヅ はシタ (下) の 原語で ある (第 一 〇 八 頁 )0 

ラは接 語で、 語義 を增 減す る こと はない が、 次 句が 六 音で あるから、 强 ひて 之を揷 入す 

る 必要 はなく、 寧ろ 記の 所傳の 如く シヅ H ハ とする を 可とする。 11. 以下 四 句 は 記と 序次 

が 和 反する が， 歌 意に 異り はない。 

ひ VJ みな W り (とり ゐ がらし) 人 皆 取の 謂で、 ミナ は モロ (諸)、 モモ (百) 等の 語 榦乇に 接尾 

語ナ (ネに 通. f る) を 連ねた モナが ム ナ となり、 再轉 して ミナと 變 化した ものと 思 はれる。 

されば 人 ミナ は ミナ ヒト (諸人) とい ふに 同じく、 唯 ミナと いふ 語 を 不定 代名詞に 用 ひた こ 

と を 異り とする。 

ほつ え は (しづえ は) ホッは 上揭ハ ッ 二 の ハ ッと 原語で * 秀の義 を 有する から、 上 枝 をホッ 

H と稱 へたので ある。 

£ りゐ がら、 し (ひととり がらし) 鳥居 枯シ とい ふ 意。 ガ ラシと したの は 音便で ある。 記の 人 

取 枯シは 上記の 人 皆 取りに 相當 する ので あるが、 花 を 折り 取った ものと すれば 枯シは 蛇足 

である。 

髮長援  1 八 七 


八、 明 宫 (應祌 朝〕  一 八 八 

みつぐ りの 枕詞 (旣出 

なかつ えの 中 ッ枝ノ とい ふ 意。 

ふ ほ. 二 も. o( ほつ もり) フ ホはホ (德) の疊 合語ホ ホの轉 呼で、 秘狀を 意味し、 フ フ ミ (含) と 

も活 W せられる。 之と コ モリ (籠) と を 連ねた フ ホゴ モリが 苦の 意と なる の は常然 のこと で 

ある。 記の ホッ モリ も ほ 同義で あるが、 全然 構成 を 異にし * ホ (秘) ッ、、 、(尖) ァリ (在) の 

述約 である。 11 初 句 を 除き 以上 十一 一句 は 之 を 要するに 次 句ァカ レル (ァ カラ) を 一一 一一：： はむ が 

の 序で あるが、 此句は 「蒼の やうに.： とい ふ 比況 を も 兼ねて 屈る。 

あかれる を VJ め (あから をと め を) ァ カレル は 現在^ 綺 格で * 赤くなる こと を.； J!^ 味す るァカ 

リと いふ 動詞から 出た ので あらう。 ！ 今 も 空の 明くなる こと をァ 力 ルと いふ 11  _m の や 

うに 赤く 色づ いて 居る とい ふ 意で、 問 花に 近い こと をい ひ、 妙齢に へて ヲ トメ  (少女) の 

形容と したので ある。 記に ァ カラと あるの はァカ (赤) の 名詞 形で、 ヲ トメと 連結して 美少 

女の 意 を 表示した もの、 やうで あるが * 聊か 意 をつ くさぬ 憾 がないで もない。 助-訝 ヲ のお 

無 は 次 句 の和逮 による ものである。 


いざさ かばえな (いざさ さばよ らしな) ィザは B^i 述べた やうに 促し 進める 意の 間投詞で • 

ナは 感動詞、 サ カバ H は榮 映の 義 であらう。 上句 を 受けて 色づ いた 蕾の 花の 少女よ、 ィザ 

榮ぇ 映えよ かしと いふので ある。 大鹪鹩 皇子に 賜 はると いふ 意 は 明示 せられて 居らぬ が、 

首 句 はィザ ァギと あり、 皇子に 聞かせる 爲に 詠まれた 大御 歌に 逮ひ はない から、 ィ ザの 次 

に 「皇子 の妃 となって」 とい ふ 意が 含まれて 居る ものと 了解 せられる。 記の ィザ ササ パはィ 

ザシ マサ バと いふに 同じく、 ィザシ は 夙に 廢語 となった が、 疑 もな くィ ザから 出た 他動詞 

であるから、 ィ ザナヒ (誘) の 古言で あらう。 若し 然り とすれば 「誘 はれたら よから う」 とい 

ふ 意味で * ョ ラシ は ヨロ シと 同じく 形容語 斡ョの 活用形 態で ある。 されば 上句 もヲ トメ ヲ 

として 目的格た る こと を 表示した ので ある。 

〔大意〕 蒜 摘みに 行く 道に 見た 香ぐ はしい 花 橘 は、 下 枝 は 人が 取り去り、 上 枝 は 鳥 

が 棲って 枯らし、 中 枝の みに 荅が ある。 (其 蒼の やうに) 色づ いた 少女よ。 ィザ 

是 からてり 榮 えよ —— 少女 を 誘 はれたら よから うよ 

髮長嫒  一 八 九 


八 、明 宫 (應神 朝； -  1 九 〇 

此大御 歌に よって 髮長嫒 を 賜 はる こと を 知った 大 鶴鹩桌 子が 大 に悅ん で^ 

答せられ た 御 歌 

ミゾ タマル  ョサ ミノ ィケニ  スナ ハク リ  ハへ J 'クシ-フニ  ヰゲ ヒック カハ 

〔紀〕 沸 一 n"; 多麼蘆 豫佐沸 能 伊戒科 奴 那波區 利 破 陪雞區 辭羅环 ^：.?^ 比范區 伽 破 

マタ エノ  AJ シ ガラノ サシケ クシ ラー 一  ァガ n  n  ロシ .1 ャゥ n  ニシテ 

摩 多曳能 比 辭餓羅 能 佐辭 雞區辭 羅^ 阿餓許 居呂辭 价夜于 .fM^ 辭 

みづ たまる 水溜ル とい ふ 意、 ョサミ の 池の 修飾語で ある。 

よさ みのいけに ョサミ は攝津 の住吉 から 河 內の丹 比に 亙る 往昔の 大沼澤 地の 名で、 水溜ル 

と 形容せられ たやう に、 寄 水の 意 を 以て 命名せられ たので ある (依 網 又は 依 羅は借 字)。 m 

祌 朝に 坡堤を 設け * 仁德 朝の 改修 を經 (參丄 一 五 四 頁) * 後世 新 大和 川の rai- によって 疏水 を 

完了し、 今では 大阪府 住吉 依 網 町の 一 小 池に 其 名殘を 留めて 25 るの みで あるが • 往古 は 

漫々 たる 一大 湖であった やうで ある。 

ぬな はくり ヌナハ は 沼繩の 意で、 沼澤に 生す る 一 3 乂性 植物 をい ふので あるが、 和名 抄には 尊 

の訓 にあて、 後世 專ら萆 菜 をい ふ ものと 了解 せられた。 之 を クル (繰) と あるの は 特に 北 ハ必 


要が あつたから ではなく、 次句ハ へケク をい はんが 爲の 序で ある。 

はへ けく、 しらに ハ へ は延の 意の 動詞 原形、 ケクは 助動詞 キの 未然形 ケに 「事」 の 意の クを逑 

ねた もので、 シラ I 一は 不知の 意で あるから、 此 一句 は 「延 へしこと を 知らす」 とい ふ 意味で 

ある。 11 建 國篇第 六卷第 一 八 三 頁に 延へ ム コ トの 意と したの は， 守 部の 說に 誤られた の 

で (全集 第三 卷 一 八 二 頁)、 ケムコ トの 古言 はケ マク で、 其 マ をお くこと は出來 ぬから、 延 へ 

ケクと はならぬ。 こ \ に 之 を 訂正し、 讀者 諸君に 疎忽を 謝する 11 これ は 思の 延へ る こと 

卽ち 配慮の 譬喩で ある。 

ゐぐ ひつく 堰！ 築クと いふ 意。 川 俣 江の 修飾語で ある。 水 を堪き 留める 爲の iji を ヰ グヒと 

いひ、 之 を 打 立てる こと をック (築 設) と稱 したので ある。 

か はまた えの カハ マ タと稱 する 江卽ち 支流 は 消滅した が、 其 名 は 和名 抄の 河內國 若. 江 郡 川 

俟鄕 (今の 中 河 內郡楠 板 村 大字 川 俣) に殘 つて 居る。 往昔 此 地方 を I 貝 流した 河川の 會流點 で 

あつたから カハ マタと 呼び、 其 處に存 した 入江に も 此名を 負 はせ たので あらう。 

ひ. しがら の 菱 (第一 七 五 頁) の殼 をい ふ。 堅稜を 有する ものなる が 故に、 サ シケク とつに けた 

髮長媛  一九 一 


八、 明 宫 (應祌 朝)  一九二 

ので ある。 

さしけ くしら に 刺シシ コトを 知ラズ とい ふ 意。 此も 心サシ (志) をい ひかけ たので ある。 

あ， か ニニろ し シはゾ に 通す る 指定 助 語で あるから、 吾心 ゾと いふに 问 じい。 

、- P う 二に して ゥコ はゥキ (浮) から 分化した もの、 やうで、 ゥ カウカの 如く も 川 ひら.^ 

放心 を 意味す る。 轉 じて ヲコ ともい ひ、 ヲカシ と 活用して は 可 笑の 篛を 生じた。 漢語の 迁 

濶 及烏滸 と音義 共に 類似して 居る が、 決して 其から 出た ので はない。 ィャ (彌) ゥコ 一一 シテ 

とのみ いうて 述. ば i を 省いた の は、 餘 韻を殘 すため で、 「甚 迂濶 であった よ」 とい ふ^と 解す 

べきで ある。 

〔大^〕 依 網の 池の 蓴を 繰る やうに、 (叙盧 が 遠く) 延びて 居た こと を 知らす、 川 

俣 江の 堰代を 築 立てる やうに、 (大御 心が 深く) さして 居た こと を 知らす、 ,u 

分の 心 こそ 迂濶 であった よ 

此 歌の 裏面に は髮長 嫁を煺 はる 大御心 を 察し 得なかった 迂愚 を 悔いる 心 持が 含 


まれて 居る こと は 勿論で ある (陸— 一 八 三 too 記に は 次の 如く 此をも 天皇の 稱 製と 

して 居る ので、 辭句は 大同 少異 であるが、 歌 意に は大 なる 相違が ある。 

又 御 歌 曰  、 

〔記〕： i 豆 多 麻 流 余 佐 美 能 伊氣能 靠具比 宇知賀 佐斯祁 流. m 良邇 奴那 ぉ久理 波 

、ケ クシ ラュ ヮ y コ n  ロシゾ ィャ チコ-一 シテ ィ に ゾ- ク ,ャ, ,キ、 

祁久 斯良邇 和 賀許許 呂志叙 伊 夜袁許 邇斯且 伊 麻叙久 夜^ 岐 

みづ たまる 】 

前 出 

よさ みのいけの】 

ゐぐ ひうちが 堰拭は 打 立てる ものなる が 故に、 ックの 代りに ゥッ というても 大差 はない。 

旦し坊 語ガを 以て 承け た 所 を 見る と、 堰代 をゥッ 人と いふ 意の 名詞と して 川 ひられた もの 

とすべき で、 皇子に 擬 へられた ので あらう。 宣 長が 此ガを 次 句の 殘缺 として 四 昔 を 補 ひ、 

ひ， ぐ.^ 一 ハムと したの は 拙劣なる 添削で、 五 音 一句が 中に 迷 ひ、 句法 上 有り得べ からざる こ 


八、 明 宫 (應神 朝)  1 九 四 

とで ある。 

さ. しける しらに 刺 シケル (ヲ) 知ラズ とい ふ y な) で、 紀のサ シケク との 相逮 は、 不 i 兀全 過去の 

代りに 過去 輟縫格 を ひた ことに あるが、 此 場合 は いづれ でもよ い。 誦 おは 恐らく はケ 

クと いふ 語 分子の 重複 を 避ける 爲に、 一 方 を ゲルと 改めた ので あらう。 

ぬな はくり 前 出 

はへ けく. しらに 此ハ へ は 蔓延に 戀 慕の 情の 下 延を言 ひかけ たので、 前 句の サシ (志) と共に 

皇子に ついて 述べた ので ある。 

わ. か ニニろ， し. そ シゾは 其ゾの 謂で ある。 後世 ゾを强 めた 助： fii として コソと 同様に 川 ひられ 

る やうに なった が、 此 句に 於て は尙 原義の 如く 解す る 方が よい。 

いや を 二に. して ヲコは 上記 ゥコ の轉 呼で ある。 

いま. ぞく やしき 今ゾ 悔シィ とい ふ 意。 

〔大 依 網の 池の 堰 代打が (旣 に) 刺 (志) した こと を 知らす、 をく る やうに (ド) 

延へ たこと を 知らす、 私の 心 こそ 迂 潤で、 今と なって は 悔しい 


若し 此傳の 如く 此 歌が 御製であった とすれば、 皇子 を揶楡 せられた 御 戲で、 眞實 

悔しい と 思 召された のでない こと は 勿論で ある (陸— 一 八  一 K)。 兩傳 いづれ を 正し 

とも 定め かねる が、 歌と して は紀の 所載の 方が よく 整うて 居る。 次の 二 首 は紀記 

ほヾ 一致して 居る から 一括して 說 くこと にす る。 

皇子が 美人 を 得られた 後の 御 歌 11 紀には 特に 旣得 レ交殷 勤、 獨對 ニ髮長 媛- 

歌 之 曰と ある。 

〔紀〕 弥 知能 之 利 古 破 馕場等 綿 場 伽 未 能 語 等 枳虛曳 之介迺 阿比 摩區 羅摩區 

〔記〕 i 知能 斯理 古 波陀袁 登賣袁 迦微能 基 登 岐許延 斯迦杼 母 阿比 麻久 良麻久 

みちの， しり 道 ノ後は 都から 近 江國に 通す る 街道の 奧を 意味す る (陸— 一 七 八、 一 七 九 頁)。 

こはだ を VJ め を コ ハダ は 宇治の 木幡村 をい ふ。 矢 河 枝比賫 等の 邸 { モが此 里に おした から， 

コ ハダ 少女と いへば 此 女性 (或は 其 女 弟) と 了解せられ たので ある。 

髮長媛  一九 五 


八、 明 宮 (應砷 朝)  一 九 六 

かみの ご S 祌ノ如 

きこえ、 しか (ども) キコ H は.^ 來 キク (聞) の 受動 訶形 であるが、 獨 立して 風閱 とい ふ義に 

轉じ， 其 意味 を 以て ヤ行 下 二 段に 活用 せられる やうに なった。 シカは 過去 助動詞 シ (キ) の 

已然形で、 力 を 添付した 理由 は 明白で ない が、 古歌に 之 を 至 今 格 (第三 終止 法) として W ひ 

た 例の ない 所 を兑 ると、 第二次 生と せねば ならぬ。 或は シが接 核 法と して 川 ひられた こと 

を^ 識 する 爲に、 顯 著の 意の 語 分子 力 を 添付した ので は あるまい か。 ド は本來 トモの 約獨 

であるから * 其 連濁なる ドモと 効力に は變り はない が、 前 句の 五 昔との 均衡 上、 記の 如く 

キコェ シ カドモ とい ふ 七 fa ば 句と する 方が よい。 

あ ひまくら まく マ クラ マ クはマ ク (纏) の 推量 法なる マクラム の 未然形 マ クラ マ にク ($) と 

い ふ； r ュ i 分子 を 速ね たもの で * マ クは首 を 纏く (枕に する) とい ふ 意に も 川 ひられる から (第二 

〇1B0、 乎 を さし 交 はして {f る こと をい ふので あるが、 推量 法 を 以て 表現した 所を兑 ると、 

辜： 子 御自身の ことで はなく、 マキ 交 はす 相手 は 第三者で あらねば ならぬ。 恐らく はおの 木 

幡 少女が 父：. K,;:H に娶 された こと を 意味す るので あらう。 ク (事) を 以て 結んだ の は， 餘 韻.^ 


殘す爲 である。 之に よれば 皇子 は 木 幡のニ 女 又は 其 中の 一 人に 懸想 せられた 事實 があった 

ものと せねば ならぬ。 

〔大意〕 道の 後なる 木幡 少女 を 神の やうに 風聞した けれども、 (其 女 は 他の ノと) 相 

枕す るで あらう ことよ 

右の 如く 解舉 すると、 此歌は 髮長嫒 と は 毛頭 關係 はなく、 皇子が 曾て 失戀 を嘆ぜ 

られた 時の 乍と すべ きで、 髮長嫒 を 得られた 後の 御 歌 は 次の 一 首の みと 推定 せら 

れる。 然るに 此を もこ、 に幷 記した の は、 次の 歌に 木幡 少女 を爭" ズと ある 理由 

の 釋明を 必要と したからで、 原說 には此 歌の やうな 畢 實が存 したから、 次の 如く 

詠歎せられ たとい ふ 言葉が あつたの が、 傳誦 中に 脫 落して 二 首と も髮長 媛に 關す 

る ものと 誤解 せられる やうに なった ので あらう。 從來の 註釋者 は紀の 前文に 牽强 

すん が爲 に、 日向 國 にも 道 ノ後コ ハダと いふ 地名が あった ものと 假定 し、 末 句 マ 

クラ マ クを枕 纏の 謂と して、 髮長 媛と 寢 ると いふ 意味に 解した もの も あるが、 まノ 

髮長媛  一九 七 


八、 明 宮 (應神 朝)  一 九/ 

にしても 旣得 ン交殷 勤と ある 語句と あはぬ のみなら や、 日向 國に コ ハダと いふ 地 

名の 存 した 形跡の ない こと は、 建國篇 第六卷 (一 七 九 頁) に 論じた 通りで ある。 

又 歌 之 曰 

〔紀：^き，§,キ；^-|： か I 馕場等 綿 阿羅 素 破 儒 泥 辭區場 之 叙 于 盧波辭 m 茂 布 

1： 記 ：3 あき 化^ 斯き か^ 陀袁 登賣波 阿良 蘇波受 泥 斯久袁 斯叙母 宇 流 波 志 美 盘母布 

みちの しり 前 出 

二 はだな VJ め (は) 木幡少女ヲとぃふべきでぁるが、 紀は助ー^^1ヲを省き、 r 仏 はヲバ の" ハ 总を以 

てハを そ/たもの である。 上句との 釣合 上 七 音 句 を 可とする から、 恐らく は 15^ 傅 は 記の^ 

りであった ので あらう。 ハ を 主語 表示と 見る の は 誤りで ある。 

あらそ はず ^ハズ とい ふの は 第三者と 競爭 する こと をせ ぬと いふ 意で、 之を碎 いていへば 

「&ひ 切つ-^  - とい ふこと である。 記に ヲ トメ ハ と あるに よって 少女が 肉 交 を祖絕 せぬ^と 


する の は 理由の ない ことで * 公に 許されて 配偶と なった 女性が、 11: 衾に 際して 拒絕 する が 

如き 事態 を 想像す る ことが 出來 ぬから • 特に 斷 はるに は 及ばぬ ことで ある。 

ねし くもし ぞ (も) ネシク の クは上 揭のハ へ ケク、 サシ ケク、 マ クラ マク 等の クと 同一 語 分 

. 子で * 此は モノ (者) の 意に 用 ひられ、 寢， シ者、 卽ち寢 た 人と いふ 意で ある。 シゾは 上述の 

如く コソと 同一 程度の 強い 指定 助 語で、 モは 感動詞で あるから • 其 有無 は 句意に は關 係が 

ない ので ある。 

うる は. しみ も ふ (おも ふ) ウル ハシミ は ウル ハシ (第一 一 五 頁) と 見ルと い ふ 意， 乇フは ォモフ 

(思) の 上略で、 俗語で 好 イタ ライと いふに 當る。 

〔大意〕 木幡 少女 をば 爭 はぬ。 (相 共に) 寢 たもの を 好 もしく 思 ふ 

第 一 首 を 正 當に會 得すれば 木幡 少女 を爭 はぬ 理由 は 明白で あるから、 木 幡を日 

向國の 地名と 假定 したり、 爭ハズ を 肉 交 拒 絕の義 と 牽強せ やと も、 此歌を 詠まれ 

た 事情 はよ く 了解 せられる。 髮長 媛から 「尙木 幡の君 を 思 ひた まふ や」 とい ふ 意味 

髮長媛  一 九九 


八、 明 宫 (應神 朝)  -  二 〇〇 

の 嬌愤を もらされ たに 對し、 此歌を 以て 答 へられた ので は あるまい か。 

〇 國 主 の 歌 

苦 野の 阈主 等が 大雀 命の 佩用して 居られる 大刀 を 見て 唱 へ た歌(1^| 一  九 一 

页 以下) 

1 フユ フユ キ ノス カラ ガシ タキノ サ ャサャ 

布 e 布 由 紀能須 加 良賀志 多紀能 佐 夜 佐 夜 

ほむた の 春 W は 河 內國 古市 附近の 舊 地名で、 仲哀朝 以降の 宮處 である。 此 について は 建 

阔篇^ 五 卷 (一 〇 四、 二 四 八 頁〕、 i ま ハ卷ハ I 三 六 ヌし に 於て 委しく 擧證 した。 

ひのみ 二  U  ノ 御子 は 次 句に よって 明なる が 如く 大雀命 (後の 仁德 天皇) をい ふので ある。 

おほさ ざき ォホ (大) は 美稱， サザキは神#^なる子の-?叫で(陸|1五三頁ヽ 此皇子の尊稱でぁ 

る。 北ハ 故に ミコ (皇子) 又は ミ コ ト (命) を 添へ る 必要なしと せられた ので あらう。 


おほさ ざき 御名 を 一 一回く りかへ したの は吟 調の 便宜に 外ならぬ。 

はかせる たち ハカ セル はハ ク (佩) の 敬語 ハカス の 現在 繼續 格で、 「佩いて 居られる」 とい ふ 

ことで ある。 クチ (大刀) と ツル ギ (劎) との 別に ついては 旣に 詳述した (第 八 頁 )o 

も S つるぎ モ ト (本) 卽ち榻 に 近い 部分 は劍 型で あると いふ 意。 

すゑ ふゆ フ ュはフ ル (振) の 上代 發 音で、 語原 は 判明せ ぬが、 フ ュ の 方が 古い 形で あらう。 

本が 劎 型で、 末が ふるへ て 波 狀を呈 する 刀が あつたと すれば • 其 は 爪哇 のクリ ー ス (蛇 形 

劎) の やうな ものと せねば ならぬ。 刀 劎は垂 仁 朝 以來ャ マ ト 民族に よっても 製作せられ (參 

—六 七 頁). 北ハ 型式 も 今：！： まで 出土品 以外の もの は 知られて E:^ ら ぬが、 尙 海外から 輸入 又は 

將來 せられた こ ともおり 得べ きで、 珍奇と いふ ことの 外に 內地 品よりも 銳 利であった が 故 

に 生 0； 重と せられた ので あらう (四— 三 八買參 照) り 

ふゆき のす フ ュ キは 勿論 冬 木の 謂で、 ノ ス の 原義 は 之 其で あるが、 ナ ス と 同じく 比況 助 語 

であるから、 「冬 木の やうな」 とい ふ 意 を 以て * カラ (枯) の 枕詞と したので あらう。 

からが. したき の カラ ガシ は枯稷 卽ち枯 した 槿材 とも 了解 せられぬ こと はない が、 クマ 植、 

國 主の 歌  二 〇 一 


八、 明 宫 (應神 朝)  二 〇 二 

アマ 楹、 シラ欞 などい ふ 名稱も あるから (第一 一六 頁.)、 此 カラ も 151:^ 稱 呼で、^ 裰と いふ 種 

名で は あるまい か。 後世 鞘の 材料と する ホホノ キ (厚 扑) も 和名 抄に はホ ホカシ ハノキ と あ 

り、 满の 一 種で ある。 タキ はタ (手) に 活用語 尾キを 速ね たもので、 手 を 以て 操作す る こと 

を 意味す るから、 カラ ガシ タキ は韓 (又は 枯) 植 造りと いふ 意と 解すべき である。 

さや さや サャは 鞘 を 意味し、 之 を 重ねる ことによって、 現代語に 於け ると 1M 様に、 驚歎の 

意が あら はれる ので ある。 加 之 サャサ ャはサ アサ ァに 通じ、 促進の 意 を 含む サを赏 ねた サ 

サ (第一 六 〇 頁) の 昔 を 仲べ たもので あるから * 雜を赏 める と 同時に 嚷 にもへ ォ、 川せられ たの 

であらう。 

〔大意〕 譽 田の 皇子 大サ ザキの 佩いて 居られる 大刀 は、 本の 方が ッ〃 ギ (の やうに 

眞直) で、 末 はふる へて (波形 を呈 してり 居る。 (其) カラ 欞 造りの 靴よ、 鞭よ 

此耿が 兩句を 除く の 外、 盡く 短句 (四 昔 乃至 五 音 句) より 成立す る こと は 火なる 注 

を 要する。 後 揭の枯 野の 歌も此 句法 を 用 ひ、 催 馬樂の 「西 寺」 にも 其 面影 を 留め 


て 居る。 恐らく は 上代 此 やうな 格調が 或 一 部に 行 はれた ので あらう。 

又國主 (國 機) 等が 大 御酒 を獻る 時の 歌 (陸 I 一  九 四 貝 以下) 

c 記 D^l^i^ 勝 ，4^ルハへ及争^:き £^  1! 美斯 岐 宇 麻良爾 岐許 志.^ 

チヲセ マロ ガチ 

知袁勢 麻 呂賀知  フ 

guiifili^  E^^E^  .si 蘆游 朋き枳 宇麼： 羅 r 科 枳虛之 茂 

チチセ マロが チ 

知 場 勢 磨 呂俄智  . 

かしの ふに フは 生の 謂で 生 產地を 意味す るから (第 七 八 買) * 力 シノフ といへば 槿 林の 意に 

なる ので ある。 

よくす をつ くり 記の 前文に 於，， 其 横 s,prK 御酒-と ある ョコ (横) ウス (S を、 約轉 によつ 

て ョクス とも 稱 へた こと は 有り得べきで、 次 句の ョ ク ス は 正に 其で あるが、 此は 寧ろ ョ キ 

ス (良 栖) の轉 呼で、 臨幸の 夭 皇を」 m せ 奉る ために、 土人が 全力 を盡 して 急造した 頓宮 をい 

國 主の 歌  一一 ◦ 一 一一 


八、 明 宫 (應神 朝)  二 〇 四 

ふので は あるまい か (陸- 一 九 六 K」o 恨し 横 MI に 一一 一一 I： ひかけ たこと は 勿論で、 次 句と 韶を 東ね 

たので ある。 

サカ フネ 

よくす に ョクス (横 H) は竪 31 に對 する 稱 呼で * 酒糟 を 意味す る こと は 旣述の 通りで ある (第 

一 六 二 頁)。 

かみし (かめる) お ほみ き 力 ミシは 過去 格、 カメル は囌ミ アルの 約で あるから、 現在 格 を 表 

示す る。 —— 嚴重 にいへば カミテ アルと いふべき で、 カメル は 瞵んで 居る とい ふ 意になる 

II 造酒 は 過去の ことに 屬 したと しても、 酒 その物 は 目前に あるので あるから、 カメルと 

いうても 港 支 はなく、 上に 「横 Ml 一一」 と ある 所 を兑 ると、 力 ミシは 聊か 不ク 山で、 カミ s キシ 

义はカ ミ入レ シと あるべき である。 崇祌紀 の 歌に 大物 キ： の カミシ 御酒 (第 九 四 頁」 と あると 

^ 一  川 法と！ 15^ る こと は 出来ぬ。 

うまらに ゥ マラ は 形容詞 ゥマ (せ 美) の 名詞 形で * 助 語 一一 を 添へ て 副；！ とした ものである か 

ら * ゥマク とい ふと 同意で ある。 

きこ. しもち をせ キコシ は キキの 敬語 形で あるが、 此は味 を キクと いふに II： じく (第二  一  K)、 


味 覺に訴 へる こと をい ひ、 モチは 後世の 以テ にあたり、 11 大就 祝詞の 持 可 可荐氏 牢のモ 

チと 同一視す る は 非。 其 は 接頭語 的に 吊 ひられた か、 若く は マチ (待) の轉 呼で ある 11 ヲ 

セ は 旣述の 如く 飲 (食) 用の 意の ヲ シ の 命令法で ある、 第 一 六 〇 頁)。 

まろが ち マ n は マレ (稀) の 派 成語で、 賓客 を マ a ウド (マ レヒトの 轉呼) とい ふやう に、 マ 

口 だけで も 珍ら しい 人の 意と なり、 贵人 又は 外人 をい ふ ものと 了解せられ、 其チ (主) 卽ち 

主長 は マ ロガチ であるから * 至尊 を 意味す るので ある。 但し 種族 意識の 明確であった 上代 

に 於て は、 國 機から い へば 大和民族 は異 俗であった ので、 外人の 君主と いふ こと を 意味 

したの かも 知れぬ。 

〔大意〕 欞 林に 良き 御栖を 作り、 模 臼に 嚙み 入れた (醸んで ある) 御酒 を 賞味して 召 

しあがれ、 珍ら しい 君よ 

右の 如く 釋明 すると、 此歌 は紀の 所說の 如く、 吉野 行幸 を 奉迎した 國機 等が、 特 

に 醴酒を 酸して 獻 つた 時の 即詠 とすべ きで、 爾後 大贄貢 進の 恒例の 謠 となった の 

國 主の 歌  二 〇 五 


八、 明 宫 (應祌 朝)  ニコ 六 

であらう。 前 首 も 亦 之と 同時の 作と 思 はれる が、 紀が之 を收錄 しなかった のよ、 

或は 本ッ〃 ギ末フ ュ 大刀 を妄誕 として 排除した のか も 知れぬ。 ^し然 りと すれば 

認識不足と いふべ きで ある。 

o.m 須 許 理 

百濟 から 渡來 した 酸 酒 伎 人 t 番 一 名須 缀許现 とい ふ ものが 獻 つた 大御：  ゆに 

ゥラギ 

宇 ました (御機嫌が よく なられた) 時の 御製 (ill 一  〇 一 ー页 以下) 

須須 許理賀 淑 美ぎ 実き き i 禮惠 rs.i ま ^^^^^  ハき. き SB 

邇祁理 

すす- 一り が 此名は ス ス (淸淨 ) コ リ (大人) の 意 を 以て 仁 番に與 へ られ た稱號 である。 

力み-しみき に 酸 ミシ御 jSfil 

われ ゑ ひに けり H ヒ (醉) は 歡喜を 意味す る 原語 H に 活用語 ヒを 連ねた もので、 本義 は 


ミ (^) 、  H ラ ギ (歡 笑) に 近く 、愉快が る こと をい ひ、 前文に 宇羅宜 と あるの も H ラギ の轉呼 

であるが、 いづれ も 陶醉銘 酎の 義に轉 用せられ たので ある。 

二  W なぐし コ ト (事) ナ (無) クシ (藥) の 謂で、 酒 を 意味す る (第一 五八 頁參 照)。 麻 醉の爲 に 諸 

の 憂 を 忘れる からで ある。 

ゑぐ しに H は 上記の 如く 歡喜を 意味す るから、 愉快になる 藥の 意で、 同じく 酒 をい ふので 

ある。 

われ ゑ ひに けり 第三 句の 反誦 であるが、 此歌は 三 句ニ聯 より 成り、 萬 葉 集に 所謂 旋頭 歌に 

屬し、 兩聯末 を 同一 句で 結ぶ ことが 丁 足型と せられて 居る ので ある。 

〔大き ス ス コリが 酸 造した 酒に 私は醉 うた。 事 無藥、 歡喜藥 に 私は醉 うた 

〇 吉備の 佳人 

宮嬪吉 備兄嫒 が 難 波の 大津 から 發 船して 鄕國に 還る の を、 大隅宮 の高臺 か 

吉備の 佳人  二 〇 七 


八、 明 宫 (應神 朝)  二 0 八 

ら 見送られて 吟誦 あらせられた 大御歌 (陸 —二 〇  一 K) 

ァ、， i ンマ ィャ フタ ナ ラビ アツ キシマ ィャ フタ ナ ラビ ヨロ シキ シャシ マ 

〔紀〕 阿波： ^^15-  椰敷 多那羅 5： 阿 豆 枳辭摩 異椰 敷多那 羅^ 豫 W: 辭ぉ齚 1- 之 魔 

タカ タサレ ァ ラチシ キビ ナ ルイ 七チ ァ t ミツル モノ 

懐伽多：^^例 阿羅！^ 之 .1^1: 備那流 伊森 5? 阿比^ 蒐流莫 能 

あは ぢ しま 淡路島 (1 - 一 五六 頁 参照 )o  . , 

いや ふたなら び 彌ニ  ：一 組の 意。 15 筑波乃 山 〔萬 九〕 の 如く、  二  對立を フタ ナ ラビと 稱 する 

ので あるが、 此 はィャ (彌) とい ふ 語 を 冠して 居る から、 速峯が 二つ宛 對偶 する こと をい ふ 

ものと 了解 せられる。 勿論 必 しも 地理 的 事實を 指摘した ので はなく * 比 it 的 大きな お々 に 

は 山脈が 述 亙して ：5 る こと を 謂 ふので ある。 從 來ィャ とい ふ 副詞 を 無視し、 他. おと 對偶を 

なすこと をい. ふ ものと 解釋 せられて 居る が、 淡 路.！ i? にもせ よ 小 一旦 島に もせよ、 二で 嶋の外 

觀を備 へて おらす、 形狀の 相似と 否と を 問 はす、 隣，； 53 と 合せて ニ拉 びと 一一 E ひ？^ べしと すれ 

ば、 大小のお 嶼は 一 もニ拉 びなら ざる もの はない。 

あ づき-しま 小豆 S の 謂で ある。 


いや ふたなら び 

よろしき しま？ しま 宜シキ 島々 の 意。 此ョ 口 シは 決して 形態の 美の み をい ふので はなく * 風 

土港灣 等の 適 良 優秀なる こと を も 含み、 難 波より 吉 備に 至る 航路に 於て は、 淡路島 及 小豆 

島 は 之に 該當 する ものなる が 故に、 代表と して 擧 げたので ある。 

たかた され タ (孰) カタ (片) シ (其) ァレ (在) の 連 約。 クは 疑問代名詞の 原語で、 タレ (誰) の 

外に、 ドと轉 呼して は ドレ (孰) の 意に も 用 ひられる が、 此は 後者の 義 によって 孰レ カ片シ 

在レ (ャ) というた ので ある。 卽ち 良い 島々 で 孤峯なる もの あり や、 孰れ も 其 やうな もの は 

ない とい ふ 意味で あるから、 特に ァレ とい ふ 已然形 を 用 ひて、 逆の 歸結を 導く こと を 表示 

したので ある。 

あらち， し ァラ チは顯 主の 意で、 シは 勿論 「其」 の義 であるが、 ァラ チシ、 タラ チシ、 ヤス ミ 

シシの 如き 形に 於て 用 ひられた シは、 速 磐 助 語ノの 代用と して * 後續 語に つ ける 爲 で， 

其ノ とい ふに 同じく、 枕詞の 一様 式で ある。 キビ (吉 倫) が キミ (君) と 音 相 通す るが 故に、 

顯主 (卽 ち 中 S な る 主) 其 吉備) と いひ かけた ので ある。 

吉備の 佳人  ニー 〇 九 


八、 明 宫 (應神 朝)  二 一 〇 

きびなる いも を キビ は 勿論 國名 であるが、 ナルは 通說の やうに 二 在ルの 約と して 次 句に つ 

づけて は、 此場 合意 をな さぬ から、 吉備 ノィモ (女性) の 謂と 了解すべき である。 此ナル が 

助；^liナ(ノ)の 一 變 形で ある こと は旣に 述べた (第 四 四 頁)。 

あ ひみつる もの モノ は 反 接の 意の モ から 出た 語 分子で、 動詞の 連體 形に 接 足し、 之に 助 語 

ノヲ、 カラ 若く はュ N (故) を 連結す る ことによって 豫 期に 反する こと を 表示す る 準 接頭語 

となる ので あるが (要錄 一 〇〇 四 頁)。 この 例の 如く 單獨で 用 ひられる と、 實 現に 至らざる，：；： 

爲卽ち iRit 動詞が 未然形 なるとき は i^H 望， 完了 又は 過去形なる 時 は 徒爾 を 意味し、 此 場合 

に は 徒 一一 相見タ とい ふ 意と なる ので ある。 

〔大意〕 淡路島 も 小豆 岛も聯 峯が重 壘 して 居る。 よい 島々 は 孰れ か片 立の ものが あ 

らう や。 (然るに 私 は) 徒に 吉備の 女子と 相 見た (のみで ある ことよ) 

右に よれば 此 歌に は 故あって 吉 備に 還った 佳人に 對 する 思慕の 情 は 現 はれて 居る 

が、 其 を 御友 別の 女 弟なる 兄嫒 として は 年代が あはす 1〇1  一 K)、 應神 天皇の 


御製なら ざるべ からすと する 確證 もない。 但し 極めて 古くから 傳 誦せられ たもの 

なること は 歌詞に よっても 疑がない。  - 

〇 枯 野の 歌 

枯 野と いふ 船が 廢用 となった 後、 之を燒 いて 鹽を 製し、 餘燼を 以て 琴 を 作つ 

たとい ふ傳說 は、 紀に は應神 天皇の 御代の 事實 として、 巨船 建造 並に 新羅の 造船 

貢 進と 結びつけて 說 かれて 居る が、 記 は 之 を仁德 朝の 記事 中に 揭げ、 朝夕 供饌の 

寒 水 を 淡路島から 汲み取る に 川 ひた 船の 話と して 居る。 さりながら 歌詞 は 全然 一 

致す るから、 同 一 の 歌に ついて 二様の 傳說 が存 した ものと 見るべき で、 船の. H 來 

と カラ ヌ (枯 野) とい ふ 名に 關 する 記の 說には 多少 疑が あるから、 紀の所 傳に從 う 

て此 章に 揭げる (陸丄 j 七三 頁 以下)。  . 

官船枯 野が 年 を經て 使用に 堪へ なくなつ たので、 其 名 を 後世に 傳 へんが 爲 

枯野 Q 歌  二 一 1 


八、 明 宫 (應神 朝)  ニー 二 

に、 船材を 薪と して 鹽を燒 か しめられた が、 燃え 殘 つたので 之を奇 として 

獻 上した。 天皇 も 不思議に 思 召され、 之 を 以て 琴 を 作らせられた 所、 鏗鏘 

たる 其 音が 遠方まで 聞え たので、 歎 詠せられ た 大御歌 11 一 ぼに は 共 船が 壊 

れ たので， M に燒 き、 燃え 殘 つた 木で 琴 を 作ったら、 其 昔が 七 爪に 響いた と 

あり、 歌 も 御製と は 明記 せられて 居らぬ。 

カラス チ シホ ニヤ キ シガァ マリ n トニック リ カキ ヒクャ ユラ ノト ノ ト 

〔 紀〕； ^羅 怒，： 11 之 褒^ 椰枳 之餓 阿！^ 離 虛等珥 范句離 訶枳 譬句椰 由 羅能斗 能 斗 

ナカ/ イク リー 一 フレタ ッ ナヅノ キノ 厶 サ ャサャ 

那訶能 異句離 科 敷 例多蔸 那豆能 紀能紀 佐 椰佐椰 

カラス ヲ シホ ニヤ キ シガァ マリ コ トニック リ カキ t グャ ユラ ノト/ ト 

〔記〕 加 良怒袁 志 本 爾夜岐 斯賀 阿麻理 許登爾 都久现 加 岐比久 夜 .^^:2-能斗能 斗 

那加能 伊.^ 理爾 布？ お 多 都 那豆 能紀能 佐 夜 佐 夜 

からぬ を 枯野は 上記の 如く 船 名で、 其 名の 所. H について は傅說 がー 致せぬ が， 伊豆の カル 

ヌ (輕 野) で 製造せられ たから、 北ハ 地名 を 負 はせ、 之 を 訛って カラスと 稱 へたと いふ 紀の分 

注の 說が當 を 得て 居る やうで ある (陸 I  二 七 四 頁)。 


しほに やき 枯野ヲ ® で 一 燒キと あるの は、 舟を燒 いて 職-にし たとい ふ 意なる こと 勿論で、 鹽 

を燒く 薪に 用 ひたと 解す るの は不當 である。 されば 紀に爲 レ薪而 燒レ鹽 と あるの は 誤解と す 

べきで、 之に 基づいて 記の 前文の 鹽- ー燒を も燒レ 盥と改 記し、 燃料に 供した ものと 强 辯した 

宣長守 部 等の 說の 非なる こと はいふまで もない。 船村ヲ 職で ー燒ク 方法に ついては 建 國篇第 

六卷 (二 七 八 頁) に 詳述した から、 こ、 に は 之 を 省略す る。 

しが あまり 共が 餘 りの 意で、 餘 儘 をい ふので ある。 

二 W につく り 此コト (琴) が 如何なる 制 式の もので あつたか 判明せ ぬが、 燒殘 りの 船材 を以 

て 製作した の は呜腔 部なる こと 疑な く、 次 句に ヒクと あるから、 弦 を かけて 控ぃ たものと 

思 はれる。 火に よってよ く 乾燥 せられた 木材が 鳴 腔た るに 恰 適した こと はいふ 迄 もない。 

コトは ノリコ ト の略稱 で、 鳴 もの を 總稱し (四 II 四 三 頁)， 其 を 或 種の 弦樂 器の 名 稱に專 用 

する やうに なった の は遙に 後の ことで ある。 

ヒ 

かき ひく や 力 キは弦 を 接く こと をい ひ、 スガ カキの 如く も ffl ひられる が T 尙カキ 控ク、 力 

キ鳴 ラスな どい ふ 場合に は 半ば 接頭語 的に 用 ひられた ものと も 了解 せられる。 ャは 間投詞 

枯 野の 歌  ニニ 二 


八、 明 宫 (應神 朝)  一二 四 

であるから、 力 キヒク 由 良と つ 2^ け、 琴 を ヒクと 潮水の ヒク (退) こと、 を 一一 一一 口 ひかけ たので 

あらう。 

ゅらの^>0の ユラ は ュ ラグ (搖) の 語：^ で、 ユリの 形に 於ても せられ、 靈搖を 意味す るが 

故に、 岩碟が 多く、 干滿に 際して 水面が ュ ラグ やうに 見える とい ふ 意で 命名せられ たので 

あらう。 此名を 負うた 海門 岬灣 は諸國 におす るが、 此は淡 路國の 由良湊 をい ふ もの & やう 

で * トは海 門 卽ち ミナト を 意；^ し、 本島と 其 前面に 横 はる 離島との 中 問に ある 出入 n をい 

ひ、 北ハ 小. ：！？ をナル 山と 稱へ るの も、 ユラと 緣が ある やうに 思 はれる。 此 現！^ はこと に^ 潮 

時に 於て 顯ー 者で あるから、 力 キヒク とい ふ 修飾語 を W ひたので は あるまい か。 

VJ なかの 門屮之とぃふ^！总。 

いく. 0 に ィは 接頭語で、 クリは 露出と お 在と を 問 は. f 碟脈 をい ひ、 今 も 方 一一 一-:: では ダリと 稱 

へる。 恐らく はク 0 (昨) と 同 語から 分化した もので， 海岸 を取卷 くが 故に 此名 を與 へたの 

であらう。 釋紀に 句 離 ハ諮レ お 也と あるの は 聊か 意 を盡さ る憾が ある。 

ふれた つ 觸 立の 意で， 枝 太 相 觸れて 立ち 竝んで 居る こと をい ひ、 次 句の 修飾と して 川 ひら 


れ たので ある。 

なづ のきの 紀には 那豆能 紀能紀 と あるが、 下の 紀は 無用で あるから、 恐らく は攙 入で あら 

う。 ナ ヅノキ とい ふ 名は此 外に は 用例 はない が、 ナヅは ナヅキ (觸 接)、 ナヅミ (拘泥) 等の 

語 斡で、 ナデ (撫 摩) とも 活用せられ るから、 岩 碟面を 摩する とい ふ 意 を 以て 或 種の 樹木に 

負 はせ た 名で あらう。 海水に 洗 はれる 碟 上に 生， 育して 礁面を 摩する 木と い へば マング 口  I 

ヴの外 はなく、 今では 我 海岸に は產 せぬ 執 一 帶植 物で あるが、 上古 はァヂ マサ (檳榔 )• ミツ 

ナカ シハ (パンダ ヌス か) 等と 同じく、 暖流が 運んで 来た 種 實が、 紀淡 海峡 方面に 繁茂した 

こと も 有り得べき である。 

さや さや 右の ナヅの 木が 風に 吹かれて サ ャサャ (風々) と 音す る こと を 琴の 音に 況へ、 且嚷 

のサ ャサャ (サ アサ ァ) に 言 ひかけ たので あらう。 

〔大意〕 枯野 (舟) を 臨 ^ に燒 いて、 其餘 りで 琴 を 作り、 かき 控 くと、 由 良の 水門の 中 

間の 岩礁に 密生す る ナヅの 木の やうに 颯々 たる 昔が する 


八、 明 宫 (應神 朝)  ニー  山、 

此耿は 記に は 志 都 耿之歌 返 也と あり.、 シヅ (J^) 歌と 稱 する 樂： m の 力 へ 歌で あるが 

(歌 舉第九 K)、 句法 は 上揭吉 野の 國 主の 歌と 同じく、 短句 (四 昔 乃至 五 昔) 述續で 

ある。 


空 i 止 時乂 紀記各 一一 首 

應神 天皇の 崩 後、 仁德 天皇の 即位までの 問に、 紀 によれば 二 年 十 ヶ月 餘の歲 月 

が經 過した と ある。 紀の 上代 編 年 は 信用す るに 足らぬ もので、 殊に 此ニ 朝に 於て 

は 明に 七十 年 以上 延仲 せられて 居る から、 位 期 問 も 其 ほど 久しかった かは^ 

であるが、 皇位 繼 承が 尋常に 行 はれなかった の は事實 であるから、 兩 天皇の 治世 

の いづれ にも 屬せ. ざる 若干の „ ^日が 介在した こと は 疑の 餘 地が なく、 以ー 卜に 說カ 

ん とする 歌 謠は其 期間の 詠 出と 傳 へられ、 記 は 之 を 明宮の 終りに 附記し、 紀は仁 

德 朝の 前^と して 揭げて 居る ので ある。 私 は 先帝の 崩 後、 蔸道 稚郞子 皇子が 一 旦 

桐 原の 日 桁 に 於て 踐 1^ せられた ものと 信 やる ので あるが (陸丄 一六 〇、 ニプ八 頁) 

斷言を g: る ことで あるから、 姑く 承 位 時代と 稱 へる ことにする。 此 時代に 屬 する 

九、 空位 時代  ニー  七 


九、 空位 時代  一二 八 

歌 は 左記の 二 首で、 いづれ も 大山 守皇， f の 11^ 亂に關 する ものである。 

大山守皇子が宇治川を渡らぅとして水中に墜ちた時の歌(^^|1 一 五一 一 n 以下) 

〔紀〕 知 i 揶臂苦 于旋能 和 多 利 科 佐. 刀利珥 破 揶鷄務 臂苦辭 和 餓毛胡 环虛務 

〔記〕 知 波 夜 夫 流 宇 遲能和 多理遞 佐 袁斗理 適 波 夜祁牟 比登斯 和 賀毛古 淑許率 

ち はや ひ VJ  (ちはやぶる) チ ハヤ はチ CilO と ハヤ (捷) との 二-おより 成り、 之 を；；： する 入 を 

チ ハヤ ヒトと いひ、 チ ハヤ ブル はチハ ャ なる 振舞 を するとい ふ 意味の 動！：^ チ ハヤ ビの 述體 

法で あるが (五-四 二 頁： >、 いづれ もゥチ (氏) にか、 る 枕詞と して W ひられた ので ある。 

うぢの わたりに 宇治 (川) ノ渡 一一と いふ 意。 ワクリ は 海 を 意味す るヮタ (韓； と： で 

あるが、 一般に 水 を 渡る 意に 用 ひられ、 更に廣く空間、時間を遷移、經過することの^1总^に 

なった。 其 名詞 形ヮ タリ は渡涉 水面 をい ふ。 

さ を W りに te: 執 リー 一の 謂で、 トリ は トリ 扱 ふとい ふに 同じく、 掉 さして 舟 を 進める こと を 


意味す る。 

はやけ むひ W し 健捷ナ ラム 人ゾ とい ふ 意。 後代なら ば ハヤ カラムと いふべき を、 ハヤ ケム 

としたの は 古の 活用 法で ある (第 一 I 五 頁)。  • 

わが もこに 二む モコは モト (許) と 同義語で， いづれ も トモ (共) の 意の モに 11 助 語の モも 

之が 轉用 である —— 「處」 を 意味す るコ 又は トを 連ねた ものである。 コ ム はいふまで もな く 

動詞 キ (來) の 未来 格 を 表示す る。 

〔大意〕 宇治川の 渡に 棹 執る ために、 健 雄なる 人 は 我 許に 來る だら う 

右の 如く 歌， 立 は 極めて 简單 であるのに、 紀？ i の 前文に 牽强 する 爲に從 來區々 に 

說 かれて 居る。 さりながら 建 闕篇第 六卷に 論じた やうに、 之 を 大山 守， M 子が 蔸迸 

襲擊 に出發 する 際の 作と すれば (陸— 一 一 五 七 页)、 容易に 了解せられ るので ある。 

力 ワラ ノヮ タリ 

考羅濟 (訶 和羅 前) から 大山 守 皇子の 溺死 體を 見出した 時の 太.^  (和 紀郞 子) 

の 御 歌 (陸— 二 五 七 K 以下) 

九、 空位 時代  二  I 九 


九、 空位 時代  ニニ 0 

チ ハヤ ヒト ゥ-チ / ヮ タリ-一 ヮ タリ. テニ タ テル  ァ * ッサ ユミ マユミ ィ キラ 

〔紀〕 智破揶 In 等 于泥能 和 多 利 科 和 多 利 坪 多 ^歷 阿 豆錢. m 沸 摩由弥 伊枳維 

ムト コ ゴロ ハモへ ド イト ラム ト nnll ハモへ ド モトへ ハ キ： 、テオ モヒ 1 プ ス 

$ 虛虛呂 破 望 耐 伊 斗 羅牟苕 虛虛呂 破 望 m 耐 51^ 苦 弊 破 积 於 5^1: 泥 ：刃ハ 

ヱへ ハ ィモ チォモ t. デ .1 ラナ ケク ソ n  二 ォモヒ カナシ ケク nn  ニォモ t  f 

_3 ゐ弊破 伊 暮烏於 望 比 泥 伊羅 那鷄區 曾虛 ^於 望 比 伽那 志鶴區 虛虛^ 於 $^1= 伊 

キラ ズソ ク^ ァヅサ ユミ マユミ 

枳羅； ^曾 區屢 阿 豆瑗由 猕糜由 5^ 

〔記〕 知 波 夜 比 登 宇 遛能和 多理淑 和多理 適 多且流 阿 豆 佐. 麻. m 美 伊贊 

ムト ココロ ハモへ ド イト ラム ト ココ II ハモへ ド モトへ ハ キミ チォモ 匕 デ ス 

牟登 許 許 呂波母 杼 伊 斗 良牟登 許 許 呂波母 m 杯 母 登幣波 岐美袁 淤母比 is- 〔が、 

ヱへ へ ィモ ヲォモ t ギ イラナ ケク ソ n 一一  ォモ t- テ ナ シケク nn  二 ォモヒ 

波 ^毛 袁淤 母比傳 良 那祁久 せ 許 爾淤母 比^ 加那志 祁久 許 許 爾淤母 比 

1 ブ ィ キラ ズック ル ァヅサ ユミ マユミ 

傅 伊 岐良受 せ久流 阿 豆 佐 由 突 麻 由 美 

ち はや ひ S 枕詞 (前 出) 

うぢの わたりに 字 治ノ渡 一一 

わたりで (ぜ) に ヮタリデのテは「方」を^5:^^し、 ォモテ (表面)、 ゥ シロデ (背面) の 如く も E- 

ひられ (第一 七 五 頁)、 渡 頭の 意 を 以て ワクリ デ というた ので あらう。 —— 渡り 出と する は 


非 記に ヮタ リゼと あるの は 渡り 瀨 の 謂と 解せられ るが、 川の 瀨に弓 を 建てた とは考 へられ 

ぬから、 ゼは 或は デの轉 訛 かも 知れぬ。  . 

たてる 三 音 一 句で ある。 劈頭に 五 七五三 七 (八し 昔 五 句より 成る 一 聯を 配す る こと は 古歌の 

1 形式で、 雄 略 天皇の 吉野 遊獵の 際の 御製、 春 日 山 田 皇女の 歌に も 其 例が ある (下卷 参照)。 

タ テル は 通例 タチ アル の 約で 「立って 居る」 とい ふこと であるが、 此は 或は タテ ァ ル を 約し 

たの かも 知れぬ。 いづれ にしても 此 限定 語 は ァヅサ nr- のみに か \ り、 輕 太子の 歌に ァヅサ 

尸フ 立 テリ 立 テリと ある やうに C 下卷 第二 章)、 之 を 立て \ 川 ひたからで， マ 弓 は 手 握り 持つ も 

ので ある 〔萬 五： -0 

あづさ ゆみ まゆみ 梓， ゥ檀 弓と 書く ことがあ るので、 從來ァ ヅサ及 マ ュ ミは r ラ材 の稱 呼と 了 

解せられ て 居る が、 和名 抄に阿 豆 佐と 訓 した 梓 は 楸之屬 也と あって、 r ウ材に 適する もので 

はなく * 萬 由 三と 訓 ませた 檀の木 は 我國に は餘り 知られぬ もので、 今い ふ マ ュ ミは 和名 抄 

の 久會末 由 美 卽ち衞 矛の ことで あるが、 其の 太の 形が 箭の 羽に 似て 居る から 衞 (箭 羽) 矛と 

いふ 名 を 負うた ので、 是亦 丸木の ま \ でも、 之 を 割っても：.. 村と なる ものと は 思 はれぬ。 

九、 空位 時代  ニニ 一 


九、 空位 時代  ニニ 二 

ユミと いふ 語が 今 い ふ 大弓 又は 半弓 の み を 意味す る もので ない こと は旣述 の 通りで あるか 

ら (第一 四 五 頁)、 ック と冋 様に、 梓 弓， 擅 弓 も 文字 を 離れて 解釋 すべきで あらう。 ^^する 

に マ，， ノのマ は 接頭語で、 ナと いふ 名稱に 包括 せられて 居る 魚， 菜、 某 等の 巾から、 類を特 

に マナと 稱 する やうに、 弓の 諸 型式 中 最も 普通な もの 卽ち 大弓 (半弓) を マ ュ ミと稱 し、 之 

に對 して 或る 特種の 弓 をァヅ サと稱 へたので は あるまい か。 アイヌ 語で は 槍 を 投げる こと 

をァ -ソ チウ (チウ は抬) とい ひ、 チャモロ 語で も 投石機 を アツ パ ト (パ トは 石) とい ふ 所 を 見 

ると * 「投」を意味するァッとぃふ語が^^したことは^り得べきで、 或は ゥッ (拋) から 分化 

し， アツ (中) も 亦 之から 出た のか も 知れぬ。 サ はサス (刺) の Ig: 詰で、 箭 のおに も 川 ひられ 

るから、 —— ； 大武紀 にも ー箭 をヒト サと訓 して ある —— ァヅサは投箭の^!总をぉし* ユミと 

いふ. 詰 を 添へ すと も * 刺 51^ 极 ァヅサ 〔萬 一三〕 の 如く ァヅサ 弓の 1^ と 了解せられ たので あ 

る。 以上 五 句 は 次 句の ィ (射) にか、 る 枕詞で あると 同時に、 兄 皇子の 渡- を 待ち受けて 雕 

取らん が爲 に、 大小の 弓 を 彎 うた 光景 を 叙した ものである。 

いきら む ど 上句の ァヅサ 弓 マ 弓 は 射に か& るので あるが、 此句は 射殺 ムと いふ 意 * ではな 


く、 ィは 接頭語で、 單に キラムの 謂なる こと は 次の イト ラムの 例に よっても 明で、 キルの 

本義 は 切 (斬) であるが、 殺の 意に も轉 用せられ、 萬 葉 集に もキ リメ 山に 殺 目 山、 ョコ キル 

に横敏 (殺の 變體) の 字 を あてた 例が ある 〔解〕。 

ニニろ はもへ & 心ハ 思へ ドと いふ 意。 

い £ら む S ィは 上記の やうに 接頭語で • トル は 捕捉の 謂で あるが、 誅殺の 義 にも 轉用 せら 

れ、 安康 天皇の 弑害を も 人 取 n 天皇, とした 例 も あるので ある 〔記〕。 イト ルを射 捕の 義 なり 

と說 くもの も あるが、 國語 では 其 場合に は必 すィテ トルと いふべき で、 トル はィ (射) の 直 

接の 結果で ないから、 縱ひ 殺の 意に 用 ひると しても、 ィ コ ス (射殺) と 同様に ィ トルと い 

ふこと は 出来ぬ。 

ニニろ はも へ *J 

も VJ へ は 本 方卽ち 本ッ方 はとい ふに 同じく、 ス N へと 相對 して 本末 を 意味し、 いづれ も 弓 

の緣 語で ある。 

きみ をお も ひで 君 ヲ思ヒ 出デの 謂。 君 は 大山 守 皇子の ことで * 翻 敵で は あるが 肉親の 御 兄 

九、 空位 時代  ニニ 三 


九、 空位 時代  ニニ 四 

であるから， キミと いふ 敬語 を 用 ひられた ので あらう。 御 父應祌 天皇の 御 事と 解す る說の 

不當 なること は、 建 國篇中 (陸 I 二 五 九 頁) に 論じた 通りで ある。 

すゑへ は 末方ハ とい ふ 意。 上記の 如く モト へ に對 立す る 語で ある。 

いも をお も ひで ィモ とい ふ 語は必 しも 妹 又は 妻に 限らす、 廣く 女性 を 意味す る けれども、 

稚郞子 皇子が 思 ひ 出された と ある ィモ は、 少く とも 其眤近 者で、 且大 山守 皇子と も 深い 緣 

故の ある 女性で あらねば ならぬ。 其 故に 私 は 大山 守 命の で、 稚郞子^2-1子の妃となられた 

貴婦人 のこと であらう と 想像す るので ある (陸— 二 五 九 頁)。 —— 大山 守，： の 1： 毋 妹 とする 

說も あり、 或は 其妃 をい ふ ものと も 解せられ ぬ こと はない が * 此匆卒 の 場合に 特に； ：！：：^ を 

寄せられる 程の 情誼が 共 人々 との 問に 存し たかは 疑問で ある。 

いらな けく イラ は ゥラギ (歡 喜) の 語轮ゥ ラの轉 呼で (第二 五 頁)， ゥ ラ無シ といへば 其 反 

對卽ち 哀愁 を 意味す る。 ナケは ナシの 一形 態 (こ k では 未然形) で、 クは 「事」 の 意の 語 分子 

であるから、 イラナ ケクは 「嬉しから ざる こと (ヲ )」 の 意と 了解 せられる。 —— 從來 ナケク 

をナ クの延 首と 說き、 此句を 副詞と 兑 たの は 理由の ない ことで ある。 


そ 二に おも ひ (おも ひで) 其處 一一 思ヒ (出) とい ふ 意で * 此ォ モヒの 目的格 は 上句の 「嬉し か 

ら ざる こと」 である。 其 故に 紀に は單に ォモヒ として * デっ 出) とい ふ 語 分子 を 添へ なかつ 

たので、 過去に 經 験した 事寶を 回想す るので はなく、 未来に 起るべき 哀傷 を豫 想す る こと 

を 意味す るからで ある。 記の 歌詞の デ (出) は 恐らく は 上句に 君 ヲ思ヒ 出、 ィ乇 ヲ思ヒ 出と 

あるに 倣 ひ、 後人が 賢 しらに 加へ たので あらう。 

かなしけ く 悲 シキコ ト (ヲ) とい ふ 意。 上句 イラナ ケクと III 一  川 法で ある。 

ニニに おも ひ (おも ひで) 

いきらず そくる クル は 歸 リ行ク とい ふ 意で、 大山 守 皇子 を 斬 (殺) るに 及ばす して 引かへ す 

と いふ ことで ある。 

あづさ ゆみ まゆみ 第 四 句 を こ、 に 繰返した の は、 此 歌が nr- に 寄せて 感懐 を 叙べ たもので あ 

. るからで ある。 

〔大意〕 宇治川の 渡 頭に 建て、 ある ァヅサ 弓よ、 マ 弓よ、 (大山 守 皇子 を) 殺さう と 

心中に 思うた が、 一方に は (兄なる) 君 を 想 ひ 出し、 他方に は (緣 につな がる) 妃 

九、 空位 時代  ニニ 五 


九、 空位 時代  ニニ 六 

を 想 ひ 出し、 其處に 傷まし いこと を 思 ひ、 此處に 悲しい ことに 想到して、 殺す 

に 及ばす して 歸 つて 行く。 (ァ ァ此) ァヅサ 弓よ、 マ 弓よ 

歌に よれば、 大. S 守 皇子の 屍 を 見て (或は 骨 を掛き 出した 時) 詠まれた と ある 紀記 

の 前文 は誤傳 で、 其 以前の 作と せねば ならす、 仁慈の 御 性格が よく 現 はれて Ci5 

り、 御自身 舟人に 扮 して 兄 皇子 を 水中に 突き落とす やうな 殘 忍な 行 爲を敢 て せら 

れた とも E 心 はれぬ。 恐らく は 川の 此方まで 出陣せられ たが、 兄 皇子が 旣に 水中に 

^^せられた と 開かれて 其 ま K 引か へ された ので あらう。 


o、 古 司 津 宮 (t 德朝) 紀 二十 首、 記 二十 二 首 

〇 桑田 欢賀嬡 

十六 年の 紀 によれば、 天皇 は宫人 桑田の 玖賀 媛に 思 召が あつたが、 皇后の 嫉妬 

が强 く、 其機會 がない ので、 徒に 盛の 年 を 過させる こと を遺慽 とせられ、 近習 舍 

人 を 召し、 大御歌 を 以て 何人 か 此女を 養 ふ もの はない かと 御下問 あらせられた 

所、 播 磨の 速 待と いふ ものが：！： じく 歌 を 以て、 恐 多い が 自分が 御 養 ひ 申さう と 言 

上した として、 次の 二 首の 歌 を あげて 居る。 此は 記に は 見えぬ が、 此 女の 墓が 存 

したと いふ 丹波國 桑田 郡の 口碑で あつたので あらう。  . 

御 製 

〔紀〕 儺 曾虛赴 於！^ 能 烏 苦咩烏 多 例揶始 儺播務 

桑 ぱ玖賀 媛  ニニ 七 


1 0、 古 2 津 宮 (仁德 朝)  ニニ 八 

みなそこ ふ 水底 經と いふ 意。 ォミ (ト、 水) にか、 る 枕詞で、 ミナ ソソグ (水 注) ォミ とつ け 

ゥ --、 

るのと 趣 を 同う する。 ォミ (大水) はゥミ (海) と 相 通し、 —— ゥミの 原義 も 亦 大水で ある 

(第 一 五三 looc 河流が 水底 を 摩して 大海に 出る とい ふ 意 を 以て 言 ひかけ たので ある。 

おみの を VJ め を 此ォミ は カバ ネの ォミ (臣) と 同様に， 大身 卽ち 身分の 優れた 人の^で、 

門閥の 出なる 少女と いふ 意 を 以て^ 賀緩 を指稱 せられた ので ある。 ゥネメ の 原義 も 之と 问 

じく、 ゥネ (大系) 卽ち 豪家の 女 をい ふので あるが、 此 御代に 始めて 逮^:,! せられた 後お に 奉 

id する 爲に、 雨後 名門お 族より 貢 進す る こと を 例と した 女性の 稱呼 となり、 采女 (又は^) 

の 字 を すら 充てる やうに なった。 前文に 人と あるの も 其 li で * ゥネメ の 代りに ォ ミノ ヲ 

ト メ と .sふ：^„:iを川ひたのは、 七 昔 5： に充當 すろ 爲 であらねば ならぬ。 

たれ やしな はむ 誰 養 ハムの 謂なる こと は 勿論で ある。 上古に 於て は 婦人 は給婚 後も^ 家に 

まり、 共 氏族に よって 養 はれた ので あるが * 玖賀 媛の 如き 地方 豪族 出身者に 在って は、 

都に 其 父兄 乃至 親族が 滞在せ ぬ 限り、 宮中から 出る と、 之 を 扶養す る ものが ないから * 近 

習舍 人に 對し， 誰か 宿 許に なって くれる もの はない かと 御下問 あらせられ たので ある。 然 


るに 紀の後 文に 妻と して 速 待に 賜 はった かの やうに 記述して あるので、 從來 ヤシ ナフ をメ 

トル (娶) とい ふ 意味に 解釋 して 居る が、 此當 時の 結婚 生活様式に 於て は、 夫た る もの は必 

しも 妻 を 扶養す る 義務 を 負はなかった のみなら す、 夫婦の 間に 生まれた 子女す らも • 母 氏 

族に 於て 養育せられ たこと は， 古 傳說の 明示す る 所で あるから、 單に ヤシ ナフと いふ 語 だ 

けで は， 妻と する 意味と 了解す る こと を 許されぬ ので ある。 されば 此歌 は、 宮中に 置いて 

は 皇后の 嫉妬の 爲に御 希望が 達せられ ぬので、 然るべき 名 族の 許に 預けて * 時々 臨幸 せら 

れる御 意嚮が あった ものと 了解す べきで ある。 妻と して 此 美人 を 給 はるので あったなら 

ば， 速 待の 外に も 近習 舍 人中に 競爭： ^があった i 苦で ある。 

〔大意〕 此 名家の 女 (玖 賀嬡) を 誰が (引取 つ て) 養 ふ であらう か 

之に 對し 播磨國 造の 祖速 待が 獨り 進んで 奉答した 歌 

ミカ シホ ハ リマ ハヤ マチ ィ ハク ヤス 力 シコク トモ ァレ ヤシ ナ ハム - 

〔紀〕 沸 窗始報 破 利麼波 揶摩智 以播 區鄉輸 伽 之 古 俱等望 阿 例揶始 儺破務 

みか. しほ ミカ はニガ (苦) の轉 呼で * シホが 潮の 義 なること はいふ 迄 もない から、 iK 刀の 濃 
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1 〇、 高 律 宫 (仁 德^〕  二三 〇 

い 潮水と いふ 意 を 以て、 ハリ (漲) にい ひかけ たので あらう。 私記に師！^^として三日之潮共 

流 5sr 故 欲 レー P 早 待 一之 發語 置ニ此 言， 乎と あるの は 俗解で ある。 

はり ま はやまち ハ リマ (播. 1?) は 今も殘 おする 國名 であるが、 原義 は 恐らく は 地區 であら 

う。 北ハ國 造の 祖と稱 せられる 速 待 は、 世代から 推す と稻 背入彥 命の 四 世の 孫に あたり、 應 

神 朝の 國造豐 忍^  〔風土記〕 の 子と 思 はれる。 ハヤ マチ はハ ャ (捷) と マチ (御主) との 二 語よ 

り 成り、 健捷 なる 君主と いふ 意で ある。 

いはく やす ャに 充てられた 娜は字 «1 に兒 えぬ 字で あるから、 私 r.^ は娜と 改めて ダ と^し、 

岩 下 也と 說 いて i5 るが， 先舉の 所論の 如く 挪の 誤寫と 兌て、 3 石 タヤ (崩) スと いふ 意と 解す 

べきで あらう。 クュ (潰) は 上古 四 段に 活用した こと も i?; り 得る から、 共 使 動 形が ク ヤスと 

なった ものと 思 はれる。 此はカ (鹿) にか、 る 枕詞で * 此 動物の 習性と して 角 を 以て 岩石 を 

麼し、 往々 -: 朋壞に 至らし める ので、 磐ク ヤス 鹿と つづけ、 或は Jm: 障ハ フ磐 ともい ひかけ た 

ので ある。 

か-し 二く ども 力 シコシ は Sii (畏) の 意の 形容詞で • 共 副詞 形 は 力 シコク である。 天皇の { 船 姬：. 


を 御 預り申 上げる こと を 長 多し としたので * 此 美人 を 妻と する こと を 恐縮 するとい ふ 意で 

はない。 

われ や. しな はむ 

〔大意〕 恐 多い けれども 播磨速 待、 私が 養 ひませ う 

右に よれば 玖賀嫒 ヲ養フ とい ふ 意味 は 判然として 疑 を容れ ぬ。 然るに 後 文に、 

即日 此女を 賜 はった 速 待が、 翌夕其 家を訪 づれ、 帷內に 近づいた けれども、 孰賀 

媛が 承諾せ や、 寧ろ 寡婦と して 一 生 を 終る にしても、 足下の 妻に はならぬ と 峻拒 

したので、 天皇 は 速 待の 志 を 遂げし めようと 思 召しめ て、 同ん を 副へ て 桑田に 送 

り 還され たが、 欢賀嫂 は 病 を 獲て 途中で 歿した と ある。 さりながら 其 は 後代 思想 

に 基く 誤解から 出た 附會 とすべき で、. 恐らく は原傳 では あるまい。 されば 矛盾 抵 

觸が 多い ので あるが、 之 を 論 やる こと は 本 ま I の 目的で はない から、 後日 上代 篇に 

於て 述べ る ことにする。 

桑田 玖賀嬡  二三 一 


〇、 高 津 宫 (仁德 朝) 


〇 吉備の 佳ん 

0 直の 女 黑日賣 とい ふ 容姿 端 魔の 淑女が ある こと を 聞 こし して、 .fH 備 

1： から 喚 上げられ たが、 ，M 后の 嫉妬が 劇しい ので、 本！： に^る ことにな 

つ た。 其 出船 を高臺 から 展望 せられて 詠歎 あらせられた 大御歌 

、メ  W キ へニハ チプ ネッラ ラク クロザ ヤノ マサ ヅ n ヮギモ ク- 一へ ク ダラス 

〔記〕 淤岐弊 適 波 袁夫 泥都羅 羅^ 久 邪 夜 能 摩 佐 豆 古和 藝毛 玖谢 is 玖陀， U 須 

おきへ に は ォキへ は 沖の 方と いふ 意。 

をぶ ねつら らく 小舟 速なる とい ふに 同じい。 ッラ (速) の 墨 尾語ッ ララ は述々 の義 で、 之に 

用 キを逑 結す ると * ッ ララキと いふ 動詞と なる ので あるが * 此歌 以外に は W 例が な 

い。 恐らく は 夙に 廢語 となった ので あらう。 

くろ ざ やの 原 字 は 文 漏と あるが * 文 を 音符に 用 ひた 例 はない から、 宜長說 に從ひ • 久の誤 

i;! として ク n と訓 むべき であらう。 ク n 日賣 とい ふ 名 も 之から 出た もの、 やうで ある。 チ 


ャのサ は 接頭語で、 ャは屋 蓋 を 意味し、 萬 葉 集 第 卷には フタ サャ、 催 馬 樂には シノィ ザ 

ャと用 ひた 例 も あるから、 或は ク 口 ャ (黑屋 ) とい ふべき を 音便の ため サ音を 挿した ので あ 

るか も 知れぬ。 確證 のない ことで あるが、 此 海人 直 家で. は、 標識の 爲に黑 い 屋根 を葺 いて 

居た ので は あるまい か。 之 を 地名なら ざるべ からすと して， 夜の 字をキ とよみ、 備中國 小 

田郡黑 崎を以 て 之に 擬 する ものが あるが、 論據が 薄弱で あ る。 

まさ づニ わぎも マ (眞) サチ (幸) コ (子) ヮガ (我) ィモ (妹) の約轉 であらう。 マサ ヅコ とい ふ 

用例 は 他に 見えぬ が、 黑日賣 の 一名であった とも、 或は 愛稱 として 特に 眞、 幸 子と 呼んだ も 

のと も 了解 せられる。 

くにへ くだらす 國へ 下り ナスと いふ 意。 或は 下り マ スと いふ 敬語が 用 ひられた ものと 解し 

て もよ い。 

〔大意〕 沖の 方に は 小舟が 連なり 連なる。 黑ザャ の マサ ヅ子、 我 (思 ふ) ィモ (婦人) 

は國へ 下る (よ) 
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1 〇、 高 津 宫 (仁德 朝)  二三 四 

皇后 は 此大御 歌を傳 聞せられ て 大に忿 り、 人を大 浦に 遣 はして 黑日賣 を 舟 

から 引 おろさし め、 陸路から 追 ひ やられた。 天皇 は此 女を戀 しく 忍 召し、 

大 后に は 淡 路岛を 見に 行く と詐 り、 吉備國 へ 行幸せられ たが、 其 途中 淡路 

岛に 坐して 遙に 展望 せられた 時の 御製 

〔記〕 淤志且 流 夜 那. 邇波能 佐岐用 伊 傳多知 且 和賀久 通き 纏 婆 志き きき^^ 

ロシマ アデ マサノ シマ モミ ュ サ キッシ マミ ュ 

呂志麼 阿迎麼 佐 能 志 縻母美 由 佐 氣都志 麼美由  . 

お. してる や ナ -I ハ (難 波) の 枕詞で あるが、 ャは 問投！ I であるから、？ に オシ テルと も 川 ひ 

られ る。 語義に ついては 定說 はない が、 私 は オシ は ォホシ (大) の 約で、 犬に， テル (光) とい 

ふ 意 を 以て ナ (名) 一 昔に か、 る ものと 解す る。 

なに はの さきよ 難 波ノ埼 ヨリと いふ 意。 此ョは ヲと轉 呼せられ、 港 ヲ出ル の 如く 用 ひられ 

るが、 語義 は 依然として ヨリ (自) である。 難 波の 地形 は 大變進 經 たので、 此埼も 1 在の 

どの 地點 にあた るか 判明せ ぬが、 大 川口から 船出せられ たこと は 勿論で あるから、 町 nw- 


角 を 意味した ものと 思 はれる。 

いでたちて 難 波ノ埼 カラ 出 發チテ とい ふ 意で * 勿論 海路 を 取られた ものと すべきで ある。 

わがくに みれば 御製に 相逮 がない とすれば、 我國は 御自身の 知ろ しめす 國の 謂で、 次の 歌 

詞 によれば、 特に 海上 を 渡された ものと 思 はれる。 

あはし ま 祌代紀 (記) に 見える 淡洲 (島) の 謂で、 淡路島と 異名 同地なる こと は 祌代篇 (I  II 

五 四 頁 以下) に 詳論した 通りで ある。 然るに 前文に 坐， 1 淡 道 島, 遙 望と あるので、 大に世 を 惑 

はせ たが、 其 は 上 揭稚郞 子 皇子の 御 歌が、 大山 守 命の 屍 體を發 見した 時の 作と あるに も拘 

はらす. 其 以前の 感想 を 叙した ものであると 同様に、 傅 承 者が 不注意に 潤色 を 加へ たもの 

とすべき で， 此 歌の 內容に は 島 上から 展望 せられた 趣 は 少しも 兒ぇ ぬので ある。 

おの-二ろ しま 祌代紀 (記) の オノ ゴ C1 島の ことで (11 一  五一 買 以下)、 此 歌が 實詠 であると す 

れば、 仁德朝 時代まで 尙 この 名が 保^せられて 居た ものと せねば ならぬ。 

ぁぢ まさの 本草 和名に は檳 榔に此 訓を與 へ、 記の 檳榔 之長穩 宮、 天 智紀の 狹井連 檳榔、 續 

紀の若 犬 養 宿 禰檳榔 等、 皆ァヂ マサと 鹏 ませて あるが、 語義から いへば 檳榔 のみに 限ら 
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す、 長 薬 植物の ことで (参 —ニニ 二 頁 y 投櫚 科の 總 名の やうで あるから、 ，^の 類 も 亦 之に 

含まれる ので あらう。 いづれ にしても 埶ー帶 原產の 植物で、 今では 我！； に は 自生せ ぬが、 上 

古黑潮 の 流が 其 種 子 を將來 し、 南岸 暖地 に 生育 し た こ と も^;= り ^ ベ き で ぁ る 。 

しま もみ ゆ ァヂ マサの 生 ひた 嶋も 見える とい ふこと で * ァヂ マサの シ マと いふ 地名で は あ 

るまい。 どの a を さした のか 判明せ ぬが、 オノ ゴ n 島の 推定 所在と、 難 波の 崎との 地理 的 

關 係から 考察す ると、 暖流の 到 建す る 友ケ嶋 など を さ&れ たので は あるまい か。 

さきつ、 しまみ ゆ 佐 氣都志 摩と ある 氣の字 をケの 昔 符に 限る として 從來 サケッ シ マと 訓 み- 

岡 有 名詞と 解して 居る が， 氣は 古事記に 於ても キの假 字に W ひられた 形跡が あり (第二 九 K 

參 照)、 假にサ ケと發 昔した としても、 尙サキ の 昔 便と 解す る ことが 出來 るから、 先ッ. 1? 卽 

ち 前方の ilg が 見える とい ふ 意と す べきで ある。 

〔大意〕 難 波の 埼 から 舟 出して 我阔を 見渡す と、 淡路， オノ ゴ cl,zr アデ マサの 

生 ひた も 見える。 前方の 岛々 も 見える。 


此は大 坂灣を 航海 中の 叙景と 見る ベ きもので、 上 揭の應 神 天皇の 御製と 聊か 趣が 

似て 居る が、 歌の 表面に は 思慕の 情が 現 はれて 居らぬ のみなら す、 乃 自，, 其 嶋ー傳 

而、 幸 n 行 吉備國 一と あるに も拘 はらす、 此 天皇が 同地 方 を 巡狩 せられた 形跡 は、 

他の 傳說 には殘 つて 居らぬ。 或は 海上の 眺望 を 詠 じた 古歌が、 石 之 日 賣の奇 妬に 

附會 せられて、 右の 如く 說 かれた ので は あるまい か。 紀には 前記の 一首 及 次の 三 

首と 共 に 削除 せられて 居る。 

黑比賣 が 天皇 を 其國の 山 方の 地に 迎 へま ゐら せ、 火 御飯 を 獻る爲 に 大御羹 

用の 菘菜を 摘む 所へ 天皇 御自身 も 臨御 あらせられた。 其 時の 御製 

ャ マガ タニ マ ケルァ テナ モ キビ ヒトト トモ-一 シ ッメパ タ ヌシク モア ルカ 

〔記〕 夜 麻 賀多遞 麻 祁流阿 袁那母 岐備比 登 登 等 母 邇斯都 米 婆 多 怒 斯久母 阿流迦 

やま、 かたに 山 ァガタ の 意 (第二 六 頁)。 

まける あ をな も 蒔キ アル 靑菜モ とい ふ 意で ある。 前文の 菘茱は ァヲナ に 充てた 字で、 菘は 
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冬 菜の ことで あるから * 假 りて 用 ひたので あらう。 和名 抄に は蔓寄 (蕪 寄) に此 訓を與 へて 

居る が， 此 歌に 於て は 種名と して 用 ひたので はなく、 ナと いふ 語に は 魚 及 菓の義 も 含まれ 

て 居る から、 特に 蔬菜 を 表示す る爲 にァヲ (靑) とい ふ 語 を 冠した ので あらう。 

きび ひ vjyj 吉備 人の 謂で、 吉備 少女と いふに 同じく、 前文に 從 へば 黑日賫 を 意味す る。 

S もに. しつめば 共 一丁 ン摘 メバの 謂。 シは 厘， - 述べた やうに ゾに 通す る 指定 助 語で ある。 

たぬ しく も あるか 力 は 感動詞で， 樂シク アル カナと いふに 同じい。 

〔大意〕 山 畑に 薛 いて ある 靑菜 も、 吉備 少女と 共に 摘めば 樂し いこと であるよ 

天皇の 還 幸に 臨み、 黑日 賣の獻 つた 歌 

〔リ 化し 夜 麻 登弊邇 爾 浙布岐 阿宜且 玖 毛 婆那鱧 曾 岐袁现 登 母 和 體和須 鷉米夜 

やま へに 大和の 方に とい ふ 意。 

にし ふきあげて 1 了ンは 西の 義 であるが、 此語 は木來 風の 稱 呼から 出た ので、 シはチ (風) に 

通じ， 一一 はヌレ (濡) の 語 轮ヌと 同じく 濕 潤の 意で ある。 中國 地方の 氣 候に 於て は 西風 は概 


して 雨を帶 びる ものであるから、 コチ (東風) 卽ち 乾風に 對 して 一 1 シと稱 へ、 轉 じて 西方の 

稱呼 となった ので * 沖繩 地方で は 北風が 雨 を 蒲す から 北 を 一 1 シと稱 へる。 大和 は吉備 より 

も 東方に あたる から * 風が 其方に 向って 吹く とい ふこと に 託して 思慕の 情 を 表現し • 上國 

の 方に 吹く から 吹 キア ゲルと いうた ので ある。 

くもば なれ 雲 離レの 謂で あるが、 西風が 吹けば 必然 雲が 離れる とい ふので はなく * 風の 緣 

によって 離 雲に 言及し * 次 句の 比況と したので ある。 

そき をり yj も ソキ はサキ (先) から 分化した 語で、 先方と いふ 意から 山の ソギ、 野の ソギ 

〔萬 六： T ソギ への 極ミ 〔萬 一九〕 などい ひ、 動詞と して は 隔離の 義に用 ひられ、 シリ (後) と 連 

ねて シ リゾ， キ (退) と い ふ 語 を も 派 成した。 されば 此句 の 意味 は隔絕 して 居ても と いふ こと 

である。 

われ わすれめ や 我 忘 レム ャハ * 否 忘 レズと いふ 意。 ヮス レメ とい ふ 已然形 を 用 ひたの は、 

旣述の 如く 此 形に 反 接の 効力が あるから である。 

〔大意〕 (私の 思慕の 情が 馳 せる やうに) 大和の 方に 西風が 吹き あげて 雲が 切れた。 

吉備の 佳人  二三 九 


一 〇、 高 津 宫 (仁德 朝)  二 四 〇 

其 雲の 如く 離れて 居ても 私 は 忘れよう や 

又耿 ：！： 

ャ マトへ 二  ュク ハタ ガ ツマ コモ "プノ シ タョハ へッッ ュク ハタ ガ ツマ 

〔記〕 夜 麻 登弊邇 m 玖 波 多 賀都麻 許 母 理豆能 志 多用 波 m 都 都 .E 久 波多贺 都 麻 

やま VJ へに 前 出 

ゆく はた. かつ ま 此ッ マ は 夫の 意で ある (第二 頁)。 自分の 夫と 顿む 人が 大和の 方へ 行く こと 

をい ふので あるが、 誰が ッ マと いふ 餘所々 々しい 表現 を ひたの は、 自分の夫ならば^^„1<を 

棄て、 遠方に は 行き はすまい とい ふィ D 一一  ー が il^ つて 居る ので、 怨愁の 情が 此 一 語に よつ 

て 表 はれて 居る。 されば こそ 末 句に も 之 を 繰返した ので ある。 

こもり づの コ モリ (隱) ミヅ (水) を 約して コ モリ ヅと いひ、 「の やうに」 とい ふ 意 を 以て 助 語 

/ を そ へたので ある。 

したよ はへ つつ 下ヲ延 ヒ延ヒ とい ふ 意で • 表面に あら はさす 忍びても のす る こと を 首 ひ、 

シタハ へ 〔*a! 九〕 の 如く も 用 ひられる。 隱り 水の 下延 する やうに、 忍び 忍びに とい ふ 意で、 


次 句 ュ クの 修飾で ある。 

ゆく はたが つま 第二 句の 反誦 であるが、 自分の 手から 遁げて 行く の は 抑 も 誰の 夫ぞ とい ふ 

意味が 含まれて 居る ので ある。 

〔大意〕 大和の 方へ 行く の は 誰の 夫で あらう。 隱り 水の やうに 忍び 忍びに 行く の は 

誰の 夫で あらう 

此三首 は 前文の 說 明がなかった としたら、 御製 又は 奉獻 歌と 了解す る もの は ある 

まい。 殊に 「大和 方に 行ク」 とい ひ、 「誰が 夫」 とい ふが 如く 歌詞に 少しも 敬意が 現 

はれて 居らぬ 所 を 見ても、 同 一 階級 者 間の 贈答と せざる を 得ぬ。 然るに 宣長守 部 

等が ユタ は 天皇の 還 御 をい ひ、 誰が 夫の 誰 は 皇后 を 暗示す ると 說 いたの は、 前文 

に拘 はれて 之に 牽强 せんが 爲で、 言辭には少しも其，^|:^はなぃ。 恐らく は 三 首 共に 

御製 乃至 黑比賣 の 口吟で ない こと は 勿論、 吉備 行幸の 事 實が存 したので も、 後人 

が 其傳說 によって 作製した ので もな く、 往昔 此國に 足を駐 めた 都人と、 吉備 少女 

吉備の 佳人  二 四 一 


1 〇、 高 津 宫 (仁德 朝)  二 四 二 

との 情事 を 叙した 古歌で あつたの を、 石 之 日 賣皇！ 15 の奇 妬に 關 する 說に 附會し 

たもので あらう。 

〇 椒 庭 紛議 

二十 一 一年の 紀に 天皇が 矢 田 皇女 を 後宮に 納れ ようと；： 心 召して、 ^之嫒 皇后と 歌 

を 以て 交涉 せられた として 次の 五 首 を あげて 居る。 此 皇女 は 同 腹の 御兄稚 郞子皇 

子が 臨終の 際、 天 に 薦められ たと 說 かれて 居る が (陸— 二 六 七 ncr 假に共 が舉實 

ではなく、 年紀 にも 誤が あると しても、 稚郞子 clii 子と は 年 齡に火 差がなかった も 

のと 忍 はれる から、 盛の 齡を 過ぐ るまで 未婚で 居られた 害 はなく、 旣に聘 娶を了 

せられ、 大和の 矢 ra にあった A 女の 邸宅に も麼ミ 臨幸せられ たものと せねば なら 

ぬ。 唯 遠隔の 地なる こと を 不便と して、 高津 宮の椒 庭に 移さう と 思 pj? したの を、 

お 之 嫒が峻 担して 二 妻 M 居 は 不可な りと せられた ので あらう。 然るに 火！： r か 特に 


嫉^ 力 siJ く 重婚 を 否と せられた かの やうに 說 かれて 居る の は、 恐らく は 傳承者 

が 後代 思想 を 以て 施した 改修で、 其 やうな 主張 は此 時代に は 通用し なかった 普で 

あるの みならす、 其 見地 を 以てして は、 以下の 歌 謠の釋 明に も 困難 を感 する ので 

ある。 

皇后の 同意 を 乞 はれた 大御歌 

OS 于磨臂 苦 能 多宽屢 frl^.^^  ^^.0^ か ti^ni き ^iii^ おきき 

うま ひ £ の 長老の 謂なる こと は 旣述の 通りで ある (第一 四 六 買 )o 

たつる 二  だて コト ダテは 建言の 意。 萬 葉 集 十八 卷及 二十 卷； jSl に 繽紀詔 等に W ひられた コ 

トダテ は聲明 又は 誓言の 義 とも 解せられ るが、 其 は轉義 による もので、 語原 的に はコト 

(言) クーア (建) と 解す るの 外 はない。 少 くと も此は 原義に よって 川 ひられた ので ある。 コト 

ダテを タツと いふの は 重複の 嫌が あるが、 桐 (立テ の 轉義) を タツと いふと 同様に， 旣に 一 

佤の 名詞と して 獨 立して 居る ので あるから、 妨 なしと せられた ので ある。 

椒庭 紛議  ニ璧 


1 〇、 高 津 宫 (仁德 朝)  二 四 四 

うさ ゆづる 記に 設弦 一 名 云 一一 宇佐 由豆留 一と あり、 紀 にも 儲 弦に ヲサ ュヅル と 謂して ある； i 

り (伍 —二 五八 頁： r 豫備の 弓弦 を 意味す る。 

ァヒダ  0 

たえまつ. かむ に タヱ マ (斷 間) は斷 えた 間 をい ひ、 ッ ガム 一一 の -I は接續 助： で、 繼 ガム 爲 -1 

とい ふに 同じい。 此は 弓弦の 破斷 部を寢 所の 斷間卽 ち空闕 にい ひかけ たので あるから、 h 

三 句 は 序と 解す べきで ある。 

ならべ て も. かも ナ ラ ベ テモ はナラ ベ (拉) テ ム の 昔 便で、 ナ ラ ベ ム の 完了 形で あ る。 —— ナ 

ラベ テと いふ 分詞 形 を 準 名詞と して 之に 助 語の モを述 ねたので はない。 共 場合に は ガモに 

述 接す る こ と は 不可能で ある —— 此形を 用 ひた の は： iir ヘルと い ふ 行爲が 或る時 を 要す る 

ものなる が 故で、 花サ カム を^ キ ナムと いふと 同一 語法で ある。 ガモは 願-ま 表示で あるか 

ら、 竝 べテ兑 タイ 事ョ とい ふ 意になる。 

〔大^^;^ 長老の 建言に よれば、 斷弦 をつ がんが 爲 には^に 豫備の 弓弦 を 必要と する 

とい ふ。 其と 同様に.：^ 閨を充 たす 爲に (今 一 人妃 を納れ て) 竝べ て： たい もので 

ある 


皇后の 答 歌 

二ろ も 二 そ コ。 モは 衣裳の 意 (第二 七 頁)。 コソ は强ぃ 指定で あるが、 此 例によって も 明な 

るが 如く、 決して 述語 用言 に 已然形 を 必要と する もので はな レ 

ふたへ もよ き 二重 も宜 いとい ふ 意で あるが、 ヨキ はョ ケの轉 化で、 此形を 川 ひたの は 然 

レドモ とい ふ 意 I めて、 次 句に 讓 せんが 爲で、 後世なら ば ョケレ とい ふ 所で あるが. 

此 ころに は尙 未だ 其 形が 發生 して 居なかった ものと 思 はれる。 コソと I する 爲に 速體 法 

を 用 ひたので ない こと は 勿論、 こ、 で 意が 切れる と 解す るの も 誤りで ある。 

さょ^1^ニを サは 接頭語、 ョドコ は 夜 床 卽ち寢 所の 謂で ある。 

ならべむ きみ は 現代語で いへ g ベン トス ル君ハ であるが 、文語で は 特に 語 ff める 必 

要の ある 場合の 外 は單 に 未来 格 を 以て 匿す る こと を 例と する。 上句の ナラ ベーア 乇ガモ と 


1 〇、 高 津 宫 (仁德 朝)  二 四 六 

形態 上 相 遠 の ある ことに 注意すべき である。 

かし 二き ろか も 力 シコの 語根 はシコ で、 —— 通例 「醜」 の 字を充 常し、 シカミ (to とも 活川 

する が、 原義 は 決して 兑 I 一  クイと いふ ことで はなく、 寧ろ イカ メシィ eg) とい ふ 意で ある 

—— 之 に 顯著を 意味す る 語 分子 力 を 接頭 する ことによって、 嚴" な る ものに 對 する 恐 ra、 

畏敬の 概念が 表示せられ、 主 觀詞に は 力 シコミ (愤) とい ふ 動詞 を S ひ、 客觀 的に は カシコ 

シと いふ 形容 活用 訶を 以て 威 ァリ、 賢ナリ 等の 意が 表現 せられる。 此は 原義に よって 恐 

の 意に ひられた ので、 寢^ を 一 一 つ 拉 ベ て 見ようと する 君の 心中が 怖ろ しい とい ふこと を 

> お 味す る。 n カモはァルカモから轉成した感動的語！^^でぁる(第 一七 五 H)。 

〔大意〕 衣裳 は 二 つ ねても よいが、 寢床を 二つ 竝べ ようとな さる は 怖ろ しいお 

方で あるよ 

天 泉 又 歌 曰 

ヤシ テル ナ-ー ハノサ キノ ナ ラビ ハマ 十 ラベ ムト コゾ 厶ノ 厶ハァ リケメ 

〔紀〕 於 辭^ 潘 那^ 破 能 錢耆能 那羅 W 破莽 那 羅陪務 ゾ M 層 竹 能い：： 破呵， 利 梅 


おしてる 難 波の 枕詞 (第二 三 四 頁)。 

なに はの さきの 難波ノ 埼は 淀川 河 口 の 岬角 を いふので あ る (第二 三 四 頁)。 

ならび はま ； isl ビ濱の 謂。 此 名に 相當 する 地形が 實 在した ので あらう が、 夙に 消滅して 今 は 

其 名 殘をも 留めて 居らぬ。  . 

ならべむ VJ こそ 並べ ムト (テ) とい ふ 意を强 める 爲にコ ソを 添へ たので ある。 

二の そ はありけ め 原文に よれば ソノ コ であるが、 其ノ 子の 意と して は 如何 やうに 牽強して 

も. 之が 述語に ァ リケメ とい ふ 推量 法 (過 ま 時に 於け る 未来 格) を 用 ひる こと は 有り得ぬ か 

ら、 甚 好まし からざる ことで あるが、 誤記 又は 誤傳 でない かと 考へ て兑る 必耍が ある。 案 

する に 曾 能 古 は 古 能 曾の 倒置で * 此ノ磯 を 意味し、 ナ ラビ 濱を いふと 同時に 此 ノ栖、 卽ち 

卽今 皇后の 居住 せられる 後宮に 言 ひかけ、 此の 御栖 が手廣 に造營 せられて あるの は、 二 名 

の 后妃 を收容 せんが 爲 であったら うにと いふ 意で あらう。 更に 臆測す ると、 原 歌に はコノ 

スと あり、 洲 (诸) と栖 との 兩篛 にかけ たの を * ナ ラビ 濱 のみに ついて ソ (磯) と 誤 傅し、 其 

の 爲に歌 意が 鮮明 を缺 くやう になった ので、 後人が さか しらに ソノ コ と轉 置した ので ある 

椒庭 紛議  二 四 七 


1 〇、 高 津 宫 C 仁德 朝； >  ニ四ァ 

かも 知ュ ぬ。 C つ， L にしても スとソ と は 通 音で あるから * 洲 又は 磯と 栖とを 言 ひ 力け たも 

のなる こと は 殆ど 疑 を容れ ない。 ケメ とい ふ 已然形 を 川 ひたの は * 然 ルー 1 とい ふ. お を Afi; め 

る爲 で、 磐 之姬が 之を獨 占し ようとせられ るの は 當を得 ぬと いふので ある。 

〔大意〕 難 波の 椅の 銃び 濱の やうに 后妃 を 銃べ 納 れんが 爲 に此栖 (後ゥ ：0 は 作られた 

害で ある。 

皇后 答 歌 曰 

C 紀 ：！ 象 き i き 4. &虛呂 望 赴 多 幣耆垤 箇區 1 仅懷利 破 阿 ff^ 豫區望 阿羅 儒 

なつむ. しの 夏虫 ノ 

ひむ. しのころ も ヒ ムシ は 火 虫卽ち 火光に 群れ 寄る 蛾の 群 をい ふので あるが、 其 は ムシ 衣 

(第三 八 S をい はんが 爲の 序で、 コ 口 モ (衣) の 限定 語で はない。 —— 此 は通釋 にも 或 人の 說 

として 擧げて 居る。 

ふたへ きて ム シ衣を 二つ 重ね着て とい ふ 意。 衣 カタ シキ 〔萬 九、 十、 十一〕、 袖 カタ シキ 〔萬づ 五〕 


とい ふ 慣用語に 名殘を 留めて 居る やうに、 上古 は 衣 を 敷いて 就寢 する こと を^と した 力ら 

一 夜に 一 一女と 會 するとい ふことの 譬喩と して、 ム シ衣を 一 一つ 重ね着て とい はれた ので あら 

う。 スセ リ姬の 歌に ムシ 衾 云々 と ある 所 を 見ても * 此 目的の 爲には 某 麻 (苧) 製の もの を 適 

當 とした ものと 思 はれる。 

かくみ や だり は カク はコ (此) の轉 音力に 「事」 の 意の クを 連ねた 語で あるから (第 一 八 一 買、 

比の ゴト (キ) とい ふ 意 を も 生じた ので あらう。 ミヤ ダリ はミ (御) ャ ドリ の 昔 便變化 

で、 天皇が 衾褥に 代用すべき ム シ衣を 二つ 召して 後宮に 宿りた まふと いふ 事 を 意味す るの 

である。 

あによ くも あらず ァー 一は 漢字 豈 (非 然の 意) の訓 として 用 ひられる 語で、 反語の 構成分子と 

了解 せられて 居る が、 此 句の やうに 虔 辭 として 用 ひたの は 寧ろ 異例に 屬 する。 其 故に 

從來 明解が 與 へられなかった ので あるが、 之 を 釋く爲 に は先づ 漢字 を 離れて、 語原 及 語義 

えゲ —シ ヨン 

を 考察せ ねばならぬ。 案す るに ァ 一一 は 打消の 一一 に 接頭語 ァを した もので 本來否 認を 

意味し、 朝鮮語 ^iJ'T 又は (然ら す) に相當 する ので あるが、 フランス語の ne が 單獨で 

椒庭 紛議  二 四 九 


1 0、 高 津 宫 (仁 德^)  二  £〇 

も 否定語と なり、 或は pas と 相 待って 打消 を 表示す ると！ に • ョク モア ラズは にァ 一一 

を 冠しても 依然として 打消た る こと も 失 はす、 ョィ ことの 反對を 意味す るので ある。 北 (が 

反語 表示と 了解 せられる やうに なった の は、 之 を E- ひた 文中に 々ャ 又は 力の 如き^ 問 語 

分子が 存 する 爲で、 ァ 一一に 北ハ 効力が あるので はない。 されば 然ラザ ラム ャはァ -ー然 ラム ャ 

と 同意で、 ァ 二  ( 豈) がな くと も嚴然 たる 反語で ある。 右の 外に もフ ラ ンス 語の ne との 

に は國. 語ァ 一一と は 相似 點が存 し， 或 場合に は 打消の 効力が 消滅す る。 例へば ァ 一一 マサ メャ 

モ及ァ 一一 シ カメ. ャモ 〔萬 三〕 とい ふ W 法に 於て は * ァ 二 をお いて マサ メャモ C マサ ジ： 及シカ 

ヌャモ (シ カジ) というても 大差 はない。 フランス語に 於ても de  peur  qu、il  ne  vienne は 

彼が 來 むかと 氣遣 うて」 とい ふ 意で ある。 此は 獨りァ 一一ば かりで はなく，  m ぬ ヒノ外 を m 心ハ 

ヌ 外と いひ、 生 マ ルル 前 を 生 マ レ ヌ 前の 如く 表現す るの も， 或は 同 例に iS する ので はない 

かと 思 はれる が、 之に 關 して は 目下 靑年舉 者が 攻究 屮 であるから、 遠から， f 其 成績が 發表 

せられる こ と 、思 ふ。 

〔大意〕 . ぉ宋に 敷く 爲の ム シ衣を 一 一つ 重ねて 此 やうな 御 やどり は 宜しく ありませ ぬ 


天皇 又 歌 曰 

アサ ヅ マノ  t カノ チサ カチ カタ ナ キエ ミチ ュク モノ も タゲじ テグ ヨキ 

〔紀〕 阿佐 豆 磨 能 避 箇能烏 達箇烏 箇多 那耆^ 猕致喩 iHil 茂 能 茂 多 Hi- 譬 S 序 像 

あさ づ まの アサ ヅマ (朝 妻) は 大和の 葛 城の 地名で (參— 五一 頁). 今 も 南 葛 城 郡 葛 城の 大字と 

してお する が、 此當時 は 磐 之 緩の 所領であった から、 之を繼 承せられ た 皇子 を も 雄 朝津問 

稚 子宿禰 (後 の 允恭 天皇) と. e. 上げた ので ある。 皇后の 本邸 も 恐らく は此 地に 存 したので あ 

らう C 

ひかの を さか を ヒカは 右の 朝 妻の 一 地點 名なる こと 疑がない が、 名の 義も其 所在 も 判明せ 

ぬ。 ヲサカ は 勿論 小 坂の 謂で、 北方から 皇后の 本邸に 達する 爲に は必， f 經由 せねば ならな 

かった 坂路 であった ので あらう。 

かたなき に カタ は 片の義 であるから * ヒ トリ (獨) 义は ヒトへ 一一 (偏) の 謂と も 解せられ ぬ こ 

と はない が、 時 カタ マケ (設) * 舟 カタ マチ (待)、 衣 カタ シキ (敷) の 如く 接頭語 的に も 川 ひ 

られ るから、 此も單 に 泣ィテ とい ふ 意で、 次 句の タグ ヒテ に對應 させる 爲に、 特に カタ を 

椒庭 紛議  二 五 一 


1 〇、 高 津 宫 (仁德 朝)  二 五 二 

冠した のか も 知れぬ。 

みちゆく もの も 道行 ク者モ の 謂で あるが， 此は^ 之 媛 を 暗示した もの、 やうで、 前文に は 

記述 せられて 居らぬ が、 皇后 は 徹頭徹尾 矢 田 皇女との 同居 を担絕 し、 萬 一 強制 せられる や 

うならば、 葛 城の ヒ 力の 小 坂 を 泣きながら 超えて 本邸に 歸 ると 言 ひ 出された ので、 华は揶 

揄 的に 此大御 歌 を 詠まれた とい ふ 傅が おした ので あらう。 

たぐ ひて. ぞ よき タグ ヒは匹 偶の 義で、 泣きながら 道行く 人 も、 伴侶が あった 方が よいと い 

ふ 意味と 解せられ る。 

〔大意〕 朝 妻の ヒ 力の 小 坂 を 泣きながら 道行く 人 も 速が あった 方が よい 

皇后 は 此火御 歌に は 答 へられなかった と あるから、 談判 は 不調に 終った ので あ 

らう。 此五首 は 記に は 見えぬ けれども、 信す るに 足る 典 據が存 したが 故に、 紀の 

編者が 收錄 したので、 假に 天皇 及 皇后の 實詠 でない としても、 當 時の s!:- 情に 通じ 

たん. が 御名 を かりて 詠 出した ものと すべ きで、 歌詞に よる も 後世 G 作で はない。 


上代に 於て は 天皇の 尊貴 を 以てしても、 女性 を 皇居に 引 入れられる やうな 事 はな 

く (壹 ー 一 一四 八 100、 其 居 邱に通 はれた こと は 建國篇 中に 屢ミ 述べ た 通， 9 であるが、 

難 波に 遷都 せらる、 に 反び、 大和との 來往を 不便な りと して、 皇居の 傍に 一 殿 を 

建造し、 磐 之 嫁 を 移された もの、 やうで、 恐らく は 後宮の 濫觴で あらう。 されば 

皇后 は 私邸と 見なして 之 を獨占 せんこと を 希望せられ、 天皇 は 他の 妃妾を も 之に 

收容 せんと 思 召した ので、 こ、 に 意見の 衝突が 起り、 磐之嫒 はかね ての 聲 明の 如 

く、 矢 田 皇女の 入內と 同時に 葛 城に 返 身せられ たので ある。 後の 傳承者 は 此事倩 

を 察せ や、 懌妨 とい ふ 汚名 を 皇后に 負 はせ、 上 揭の玖 賀嬡及 黑日賣 も 亦 之が 爲に 

斥けられ たかの やうに 說 いて 居る ので あるが、 事 實は必 しも 然らゃ 新に 出現した 

後宮と いふ ものに 對 する 見解の 相違に 因す る ものなる こと は 以下の 歌謠 によつ て 

も 明で ある。 

椒庭 紛議  二 五三 


1〇、 高 津 宫 (仁德 朝)  二 五 四 

〇 磐 之 媛の 返 身 

此 事件に 關 して は 紀には 八 首、 記 は 七 首の 歌 を あげ、 其う ち 六 首 は 共通で ある 

が、 歌詞に 多少の 相違が あり、 序次 も 一 致して 居らぬ から、 新资 料に より 訂正 を 

加へ たと 推定 せられる 紀の 傳を { -ポ とし て 說述す る 。  , 

I;- 之 媛 皇后 は、 紀伊國 に 遊行の 留守に 乘 じて 天皇が 遂に 矢 田 皇女 を 中に 

召し 納 れられ たと 聞き， 難 波の 津に歸 着せられた けれども 上陸せ す、 f 

ま 川 を遡航 せられた。 天皇 は 之 を 知ろ しめさす、 大津に 臨幸して 桌 一 ：5 の 船 

を 待 たれた が、 其 時の 大御歌  、 

ナユ ハヒト スズフ ネト ラセ n シ ナヅミ ゾノフ ネト ラセ ォホミ フネ トレ 

〔紀〕 那坷 波譬苦 須^ 赴 泥苦羅 一将 許 辭那豆 沸 せ 能 赴 泥苦羅 ま：： 於 朋猕赴 泥ぶ：： 體 

なに は ひ VJ 難 波 人の 謂で、 呼 格と して m ひられた ので ある。 

すず ふね V」 らせ スズ はスガ (淸) の Is ス の 疊語 で 、 淸淨を 意味す るから、 美稱 として 川 ひ 

られ たので， 大 御船と いふに M じい。 此原1^^から祌前の舞樂に川ひる，ぉものトぉにも_§川 


せられ、 上古 此 E 的に 充當 した ササ (笹) を もスズ (德) とよび、 後世 金屬 製の リン (鈴) を 用 

ひる やうに なつてから、 之 をもス ズと稱 へたので ある。 釋紀 はスズ フネ を 鈴 船 也と し、 私 

記 曰師說 以レ鈴 賠レ船 也と 說 いて 居る が、 假に此 時代に 旣 に此樂 器が おした としても、 波に 

もまれて 動搖す る 小舟 の 飾と して は 頗る 不適 當なも ので あ ると 言 は ね ばなら ぬ 。 通證 に は 

懸 n 驛路 鈴， 船 也と いふ 說を 擧げて 居る けれども、 驛鈴 は大化 新政 以降の ものである のみな 

らす、 之 を 船に も 取つ けたと いふ 證據 はない から、 同じく 俗解と せねば ならぬ。 トラ セは 

執り ナセ とい ふ 意で、 船 を トルの は 之 を 陸上に 引上げん が爲 である。 上古 阜頭 設備の 不完 

全な 時代に は、 舟 を 陸岸に 密着させる ことが 出来す、 往々 淺水 を徒涉 して 上陸せ ねばなら 

ぬ ことがあ つたので あるが、 贵 人の 玉 歩を勞 する こと を 憚る 場合に は、 多人數 をして 舟の 

ま、 陸岸に かき 上げ まゐら せた ものと 思 はれる。 臺灣 東岸 華 連 港 の やうな 長 il の 打 寄せる 

惡ぃ船 着 場で は、 今でも 人夫ら が 海中に 跳び 込んで、 靜舟を 陸上まで かきあげる こと を 例 

とする。 

二-しな づみ 腰 泥ミの 謂で (第一 三 八 貢)、 水の 爲に下 體を支 へられる こと をい ふ。 

磐 之 媛の 退 身  二 五 五 


lo、 高 ft 宫 (仁德 朝)  二 五六 

その ふね £ らせ 其 船 を 執 リナ セと いふ 意。 

お ほみ ふね W れ 大 御船 は卽ち スズ フネの ことで、 同じ 意味 を 反復した に 過ぎぬ。 

〔大意〕 難 波 人よ、 淨舟を 執れ、 腰まで 水に なづ ませて 其大 御船 を とれ 

此は 庶民に 對し、 皇后の 御座 舟 を かき 擧げ よと 命令せられ たこと を 歌に 詠 じた 

ので、 天皇が 御 自作 を高唱 せられた ので は あるまい。 

然るに 皇后の 舟 は 大津に 留まら や、 川を泝 つて 大和に 向った ので、 翌日 舍 

ん島山 を 召還の 使と して 派遣せられ ると きの 大御歌 

き辭 鶏せ S 利夜莽 伊^ 鷄之鷄 i 餓茂赴 菟摩科 存辭ぉ 1： 波ホ =1 茂 

cg&liil 勝 ま^き & 4  斯祈 阿賀 波斯豆 is 伊斯岐 阿波 牢加 

母 

記に は 此歌を 次の 長歌 ニ篇の 後に 揭げ、 天皇 聞 看 其 大后自 こ 山 代-上 幸よ 而、 使舍 


人名 謂 二 鳥 山 I 人 送 御 歌 曰と 前書して 居る。 此文を 宣長は 鳥 山 トイ フ人ヲ 使 、ノ シ ケ 

〃トキ 一一 送リ 給へ ル御 歌と 解讀 して、 送 は 「鳥 山が 行 を 送り 賜 ふ」 意と 解いた が、 

一 舍 人の 出發を 天皇が 御 見送. 9 あらせられた とも 思 はれぬ から、 召還 は 至難と 思 

召して、 御 道中 を 護送せ しめられ たものと 解し、 使，. 舍 人名 謂， 1 鳥 山 一人 送.^ 御 歌 曰 

と點 すべ きで ある。 

やましろに 皇后 は 水路 山城 を經て 大和に 向 はれた ので あるが、 鳥 山 は 恐らく は 陸路から 御 

跡 を 追うた ので あらう。 

い. しけ £ り やま ィは 接頭語、 シケ はシキ (及) の 命令法で、 追及せ よと いふ 意で ある。 トリ 

ャマ は此舍 人の 名で あるが、 當時 トネリと 稱 したの は、 後世の やうな 微職 ではなく、 ゥネ 

メと 同じく (第二 二八 頁)， 豪族の 子弟の 宮廷に 出仕す る もの ヒ稱 呼で、 トネと いふ 敬 稱を負 

うた ァリ (大人) の 謂で あるから 〔古語 大 辭典〕、 相當の 身分の 人で あつたと 思 はれる。 從 つて 

名の 義も 字に よって 解釋 すべき もので はなく、 トリ は タリ (足) の轉呼 * ャ マは彌 問 卽ち廣 

磐 之 援の退 身  二 五 七 


1 〇、 高 津 宫 (仁德 朝)  二 五八 

い 地 iHi: とい ふ 意で あらう。 共 出 自は刺 明せ ぬ。 

い. しけ. しけ (いしけ いしけ) ァ、 ィ等を 以て 始まる 語が ニッ 重疊 する 場合に は、 約 ii せられる 

のが 國語の 通則で. 殊に 此ィは 接頭語で あるから、 當然 おかれねば ならぬ。 

あ. かも ふつ まに (あが は しづ まに) ァ ガモフ は 吾 ガ思フ の 約， ハシヅ マ は好シ (キ) 妻 卽ち愛 

妻の 意で、 クハ シ女， サカシ 女 等 (第 六、 七 頁) と 同 一 語法で ある。 

い、 しき あはむ かも シ キア フは追 ひついて 逢 ふとい ふこと で， カモは 希望 表示に^ ひられた 

ので ある。 

〔大^5„0 山城に追及せょ、 トリ ャ マよ。 股の 思慕す る妃 (愛 妃) に 追 ひついて 逢 はん 

こと を 望む 

皇后 は 遂に 引 還され す、 進航 をつ  >  けられた。 其 小舟が^ 代 川 (木：^ 川) に 

達した 時の 御 歌 

ツギ ネフ ャマシ E1 ガハヲ カハノ ボリ ヮ ガノホ レバ 力 ハク マユ タ チサ 力 

〔紀〕 范藝泥 赴 揶莽 之お 餓波 .III 筒 破 能朋利 流餓能 朋例麼 简破！ 511 莽 多 知 


踰艇 毛 毛 多羅 儒 揶素廣 能紀破 於 朋耆^ 呂箇茂 

つぎね ふ フは 生産地の 義 であるから (第 七 八頁ヽ ツギ ネと いふ 植物が 生育す る ことの 故 を 

以て 枕詞と したので あらう が、 ツギ ネの現 名を詳 にせぬ。 福 井久 藏氏は 和名 抄の ツキ ネク 

サ (及 已) を 之に 擬 したが 〔枕詞の 研究と 釋 義〕、 其が 山 代 叉 は 山 乃至 ャ にか &る 理由 は 明確で 

ない。 或は 地名 ッヅキ (綴 喜) の語轮 ツキと 關 係が あるので は あるまい か。 待 後考。 

やま. しろが はも 山城 國 風土？^ に 贺茂建 角 身命が、 山 代 阈岡田 之賀茂 (今の 相 樂郡賀 茂 村 地 

方) から、 隨- 一山 代 河， 下 坐、 一::^ 野 河 與ニ贺 茂 河， 所 レ會- 至 坐と あるから、 ャマシ c 川 は 今の 木 

津川卽 ち C 水 川の ことで あらねば ならぬ。 淀川から 此河 身に 達し、 今の 木？^ 町 附近から 上陸 

して 奈良山 を 超え、 葛 城に 向 はれた ので ある。 

か はの ほり 川诉リ 

わがの ほれば 我ガ诉 レバ 

かはく まに クマの 原義 は 木 間卽ち 樹木の 生 ひた 地區 をい ふので あるが、 北ハ やうな 地形 は薩 

磐 之 媛の 退 身  二 五 九 


1 0、 高 津 宮 (仁德 朝)  一 一 六 〇 

騎の 多い ものであるから、 一般に 物 蔭と いふ 意味に 轉 用せられ、 隈の字 を あて、 奥まった 

處、 屈折 地點 等の 義 とも 了解 せられる やうに なった。 此カ ハ クマ も 亦 河岸の 隈曲 をい ふの 

である。 

たちさ かゆる 立 榮ュル とい ふ 意。 

ももたら ず 百 不足の 謂で， ャソ (八十) の 枕詞と して 用 ひられた ので ある。 

やそば のき は 彌杣ノ 木の 意 (第 六 一 頁)、 ャ は多數 をい ふので ある。 實景を 其 ま.^ 取 入れて、 

喬木の 亭々 たる こと 王者の 如しと いふ 譬喩に W ひたので あらう が、 ソ マ の 木 は 花も實 もな 

いもので あるから、 天皇の 無情 を 諷する 意 も 含まれて 屈る ので あらう。 

お ほきみ ろか も ロカ モは 旣述の 複合語 尾で (第一 七 五、 二 四 六 頁： T 大君 ナ ルカ 乇 とい ふので 

あるが、 此處 では ャソバ の 木が 天皇の やうで あるよ とい ふこと を 意味す る。 

〔大意〕 山 代 川 を：. W つて 行く と、 河隈に 多くの 細 一 の 木が 立ち 榮 えて 居る。 其は恰 

も 天皇の やうで あるよ 

之に 相當 する 歌が 古事記に も收錄 せられて 居る が、 歌詞に 少 からぬ 相 速が あるか 


ら、 別個の 歌と 見なして 次に 揭载 する" 

堀江から 河 を つて 山 代に 達した 時、 皇后の 作られた 御 歌 

お^ £  s^^^^  i 由 都 麻 都婆岐 斯賀 

4 象 ^  rltli 伊麻斯 芝 賀波能 比 呂理伊 麻須波 淤富岐 美 呂迦母 

つぎね ふや ャは 間投詞で、 單に ツギ ネフと いふに 同じい。 

やま、 しろ. か は を 

か はの ほり 

わがの ほれば 

か はの べに 川 ノ邊- 一とい ふ 意。 

おひ だてる 生ヒ立 テル 卽ち 生へ て 居る とい ふ 意で ある。 タに陀 の 字 を あてた の は 連濁 せら 

磐 之 媛の 退 身  ニナ 一 


1 〇、 高 津 宫 (仁德 朝)  二 六 二 

れ たからで あらう。 

さ. しぶ を ヲは 感動詞 ョの轉 呼で あるが、 こ、 では 問投詞 的に ひられた ので、 サシブ ，サ 

シブの 木と 同 一 語 を 重ねて 句 を 調 へたので ある。 

さ-しぶ のき 和名 抄は揚 氏 漢語 抄及辨 色 立 成に よって 烏 草 樹に此 訓を與 へて 居る。 厚顔 抄に 

よれば 俚俗 サセボ の 木と 稱 する もので、 ヒサ カキ (伶) に似て 居る と あるが、 共 下に か 生 

ひ榮 えたと ある 所 を 見る と * 拾屬の 如き 亞 喬木 乃至 灌木で はなく、 相當の 大木で あつたと 

せねば ならぬ。 t:! 草樹 について は瘦註 も說を 述べて 居らす、 サシブ の. 詰 義も判 叫せ ぬが- 

或は サシ ム (刺 Is の轉 呼で、 菜 富に 刺 又は の ある もの をい ふので は あるまい か。 

し. か-したに 廿： ハガ下 二の fi。 

おひ だてる  - 

はび ろ 三 音 一 句と すべきで、 薬廣の IS である。 

ゆつ まつばき ュ ッはュ (齋) の 接頭語 分子 形で (II 二 六 九 頁)、 マツ パキ は眞怖 をい ふので あ 

る。 ツバ キの Igl;!^ は强 ぶ 木で、 11 ッはッ ョ (强) の 語^ 11 革質 葉 をお する 樹木の 總稱で 


あるから、 我々 が 現に ツバ キと稱 へて 居る 紅花 を く 山 茶 科の 一種-ど 1?!； 別す る爲に 特に マ 

ツバ キと稱 したので あらう。 されば ュ ツマ ッパキ は齋淨 なる 稀と いふ 意になる ので ある。 

. I 此句を 以て I 段 ^とする。 齣タに 五， 三、 七 (六义 は 八) 音の 三 句 一 聯を 配す るの は 古歌 

の 一 格で、 稚郞子 皇子の 歌に も 其 例が あり C 第二 二 一貢〕、 以下に も 還，^ 見える。 

しが はなの 其が 花の やうに とい ふ 意で ある。 

てりい まし テリ (光) は 力 ガヤ キ (耀) とい ふに！： 1： じく、 イマ シは 口語の ゴザ ルに當 る。 

しが はの 其が 葉の やうに とい ふ 意 。 

ひろり います は ヒロ は 形容詞 語：^ で * ヒ C1 シ、 ヒロキ、 ヒロ ク 等と 活用せられ、 ヒロ ク から 

. ヒロ ガリ (擴 在) とい ふ 動詞 を 生じた が、 古 は ヒロに 直接 活用語 尾リを 連結して、 ヒロ ガリ 

の 意 を 表現した ものと 思 はれる。 

お ほきみ ろか も 前 出 

〔大意〕 山 代 川を泝 つて 行く と、 河 邊に亭 立す る サシブ の 木の下に 葉の 廣ぃ淨 い 椿 

の 木が 生 ひて 居る。 其 花の やうに 耀き、 其 葉の やうに 廣 がって 御座る の は、 天 

磐 之 媛の 退 身  二 六 三 


一 〇、 高 津 宫 (仁德 朝)  二 六 四 

皇で お はします よ 

沿岸の 地 物から 天皇 を 聯想 するとい ふ 趣向 は 紀所揭 の 歌と 同一 であるが 者 力 

多少 怨瞎の 意 を 含んで 居る とも 解せられ るに 反し、 此は 天威の 炭 大無邊 を 一 m した 

だけの やうで、 傍若無人 を 諷した ものと も 思 はれ や、 お 城 を 退去す る^ 之 媳のゎ 

びし ぃハ  1^ もち も 現 はれて 居らぬ。 

其より 那羅山 を 越え、 葛 城 を 望見した 時の 御 歌 11 記に は那 ft- 山の 口に 到 

着した 時の 詠と ある 

〔紀〕 i 光 藝泥赴 揶莽之 呂餓波 ^：! 沸 揶能朋 利 和餓能 朋例麼 科豫辭 雠羅に  1 輸 

禾 

〔記〕 都 ク泥 布.； 仪 夜 麻斯呂 賀波袁 美 夜 能炽理 和 贺能傾 踌 婆 阿袁谢 余 志 


須疑 袁陀 nil 夜 麻 登 袁須疑 和賀美 賀本斯 久 邇波迦 豆良紀 多 迦美夜 和 藝弊能 阿 

多理 

つぎね ふ (や) 前 出 

やま-しろが はな 

みやの ほり 、、、(御) ィャ (彌) ノ ボリ (诉) の 意。 

わ、 かの ほれば 

あ をに よし ァヲニ は靑土 をい ひ、 上代 顔料 又は 塗料と して 需要せられ たもので、 之に 感動 

詞 ヨシ (第一 一三 頁) を 添へ たの は、 アサ モ (麻 裳) ヨシ、 タマ モ (玉藻) ヨシ 等と 同じく 枕詞の 

一 形式で ある。 奈良 にか、 るの は 同地に 靑 土を產 した 事實に 基く ものと も 了解 せられぬ こ 

と はない が、 同じく 色 土 (粘土) の產 地と して 著名なる 和 雨 叉は墙 安に 之 を 冠した 例の ない 

所 を 見る と、 他に 所 由 を 求めねば なるまい。 萬 葉 集 第五 卷に 載せられた 山上 憶 良臣の 歌に 

「靑 土よ しクヌ チ ことごと 兑 せまし もの を」 と ある 久奴知 は、 筑前 國內を 意味す る こと 明白 

で、 憶 良 ほどの 學 者が 誤用した とも 思 はれぬ から、 奈 良と は 無關 係に、 靑土 ヨシ 國 とっ^ 

磐 之 嫒の退 身  二 六 五 


1 0、 高 津 宫 (仁德 朝)  .  二 六 六 

ける 理由が 存し たものと すべきで、 或は ク 二が キ 一 1 (黄土) と 相 音 通す るが 故に、 靑土 、黄土 

と 連ねた のか も 知れぬ。 若し 然り とすれば 奈 良に 冠した の は其轉 で. ナラの^^川原なる^ 

ナ ラ 

が 「國」 を 意味す るからで あらう。 

なら をす ぎ 奈良 ヲ過ギ 

を だて ゥ タタ (轉) の轉 呼で あらう。 此 語はゥ ッリ、 ゥッシ (移) の 語^ ゥ ッを蠱 合した もの 

であるから、 輕々 の讒を 生じた ので ある。 11 疎 マ シィ とい ふ > お^の ウタ テも 亦ヲダ テと蟀 

呼せられ るが (第一 七 五 頁〕、 全然 別 語で ある -11 私記に 小循 也， 言 倭 闽 之 山如レ 立， 一 小， 也 

と あり、 諸家 之に」」 H 從 して ほる が、 富 際の 地勢に 合致せ ぬのみ ならす- 此三昔 を 修飾語 又 

は 枕，^ と兑る こと は不當 である。 

やま VJ をす ぎ 此ャ マ トは皇室の木據地でぁった高市及十市の^5-部地方(第 一 一四 fH) のこと- 

ではなく， 大倭祌 社の 所在地 S. ち 和名 抄に 城下 郡 大和 (於 保 夜 末 止) と ある 地で、 今の 山邊 

郡 朝 和 村に 場し、 奈 良から 葛 城に 赴く 途中、 經由 若く は 眺望し 得られる 鄕 を 意味した も 

のと 思 はれる。 


わ. かみが ほ. し 我 ガ見ガ 欲シの 謂で ある。 ホシ (欲) を 助動詞と すれば 見 マ ホシと 言 はねば な 

ら ぬが、 或 人の 說の やうに マが ガに變 化した ので もな く、 守 部が 見 マ ク欲シ の マ をお き、 

クをガ に轉 呼した ものと したの も 勿 41 理由の ない 牽強で、 ホ シを獨 立の 動詞 (シ シキ活 W) 

とする に 於て は、 名詞 形の 、、、(見) と 連ねる 爲にガ (ノ) を揷 入した の は 寧ろ 常然 のこと、 云 

ふべ く、 见マ タノ 欲 シキ. I 見 マ ク は見ム 事の 謂で 名詞 形で ある .—— の 如く W ひた 例 も あ 

るので ある。 此は香 グハ シ花 橘と 同様に、 次 句の クニの 限 {儿 語と して 見ガホ シキの 意に 川 

ひられた ものと せねば ならぬ (第一 八 六 頁 参照 )0 

くに は かづら き 此 クニ は 葛 城 を 意味す るので あるから、 大 行政 區 分の 「國」 をい ふので はな 

く、 「鄕」 の義と 解すべき である。 葛 城 は 紀に筒 豆 羅紀， 記に 迦豆 良紀 とか &れて 居る 所 を 

見る と、 カヅラ キと發 昔せられ たこと は 疑な く、 葛 は 借 字で、 カヅは カム ッの約 濁、 ラは 

ヌ (野) の轉 呼で も あり 得る。 —— ナ 行と ラ行と は 相 通なる が 故に ヌがル となり、 页にラ に 

轉じ たこと も絕 無と はい へぬ —— 山城の カヅヌ (葛 野) と！： じく、 本初 賀茂 氏族の 占居 地で 

あつたが 故に、 カム ッ野卽 ち カヅラ とよび， 其 民衆 はキ (木) 族なる を 以て 力 ヅラキ と呼稱 

磐 之 媛の 退 身  二 六 七 


1 〇、 高 津 宫 (仁德 朝)  二 六 八 

せられた のが、 更に 地名に 轉 用せられ たこと も 有り得べき である。 此 地が 武 -2： 宿禰 (豕の 有 

に歸 した 事情 は • 建 國篇^ 六 卷第六 章に 述べた 通りで ある。 

たかみ や 和名お の 葛 上 郡 高宮鄕 をい ひ、 高宮ノ と. S ふ 意 を 以て 次 句に か k る ものと W3 はれ 

るが、 何が 故に 助 語ノを 略して 昔 句 としたか 判明せ ぬ。 此 地名 は 現存せ ぬが、 救 大皇 

の 皇居の 地 高 丘に あたる ものと すれば (甙— 四 八 買」、 今の 南 葛 城 郡 吐 田鄕村 大字 ^脇が 共 

遣 跡で あらう 〔大和 志〕。 

わぎへの あたり ヮギへ はヮガ (我) ィへ (家) の 約^で、 アタリ はァテ (當) から 分化した，：：： 勁 

11( 中 の 読に も m ひられる) の 名詞 形 で * 見當と い ふ 意を以 て 漠然と 方位 を さす やうに なつ 

たので ある。 

〔大意〕 山 代 川 を 愈々：.^ り、 奈良 を經、 轉 じて 大和 を 過ぎ、 (早く) 兌たい と m 心ふ郷 

土 はお 城の 高宮 なる 我家の 邊 である 


皇后 は 葛 城に 永住せられ す、 山背の 筒 城 岡の 南に 宮室 を 作って 住ま はれた。 — 

記に 韓人 奴理能 美の 家に 入らせられ たと あるが、 其 は 葛 木 氏の 恩顧 をう けたと 思 

はれる 此歸化 人が 奉仕した こと を 意味す るので あらう。 又 上 揭の鳥 山 派遣の 記事 

と 御製と をも此 次に 序次した の は、 行文の 便宜に よる 倒叙で あらねば ならぬ — 

天皇 は 如何にもして 磐 之 媛 を 呼び かへ さう と 思 召して、 特使 を 差遣せられ、 御自 

身 も 筒 城まで 行幸 あらせられた が、 遂に 其 志 を 奪 ふこと が出來 なかった。 之に 關 

し 次の 如き 歌 謠が傳 へられて 居る。 

皇后 奉迎の 命 を 受けた 丸 通の ロ子臣 (紀の 本文に は 的 臣祖ロ 持臣と ある) が 

筒 城 宮に參 候した が、 允可 を 得ぬ ので、 連日 雨 雪に さらされながら 殿 前に 

伏して 返かなかった。 其 妹で 皇后の 侍女なる 國依 緩が 此 ありさま を 愴んで 

詠 じた 歌 I 記に よれば 偶ミ 大雨が 降り、 庭 中に 水 小 を 生じて 跪 坐して 居 

る 口 子臣の 腰を沒 し、 靑摺 衣に つけた 紅 紐の 色が 滲出して、 靑 衣が 紅色に 

磐 之 媛の 退 身  二 六 力 


I 〇、 高 津 宫 (仁德 朝)  二 七 〇 

變 じたと あり、 .K 類の 名 も 口 日實と ある。 

^3^/,  U. -, マ、 u,^  。 つ， ，ッ ：ノ キ，， ノ" い， i;  \ー  モノ マチス ヮガセ チミ レパ ナミ タゲ, -シモ 

〔紀〕 扭莽辭 お 能 ^^紀 能 揶^ 茂 能莽^ 輸 和餓齊 c:? 沸例麼 那^ 多^ 1^ 齚茂 

、，づ -ャ. JLj シ、 口  / ツッキ. S ミヤ-一 モノ マチス ァガセ /キミ ハ ナミ タグ マシモ 

〔記〕 夜 麻 志 能 都 都 紀能美 夜； 邇 母 能 麻袁須 阿賀 勢 能 岐美波 那突多 具 麻い ふ^ 

やま. しろの 山城 ノ 

つっきの みやに ッッ キ (筒 城 又は 筒 木) とい ふ名稱 は、 山城 國綴菩 郡 緩喜鄉 〔和〕 に殘 り、 今 

の 普賢 寺 村 大字 多 多羅の 都 谷が 其お 趾 であると， IS はれて 居る。 繼體 天皇 も 一 時此處 に {=.:: お 

せられた。 

もの まもす この 物 白スは 終止 法と すれば * 國依緩 (义は n 曰赍) が 屮上ゲ マスと いうた もの 

とせねば ならぬ が、 共 場合に は？ 半に 御前  一一 .IE ス といへば 足り、 上 二 句の やうな， ばりく どい 

表現 を 川 ひたと は 者 へられぬ から- 之 を述體 法と 兑て、 守 部說の 如く、  ^城 に (或 を) 

言上す る^ 兄と つ 1- くものと 解す る 方が よい。 マヲス はヲス (<;50 から 分化した. 語で、 n 佻 

を^5总味し(第 一 六 〇IBO、 マ は 恐らく は 接；^; であらう。 


わがせ を みれば (あがせ のきみ は) 吾 ガ兄ノ 君ハと あるに 從 へば 次 句 は 必然 口 子臣を 主語と 

する ものと せねば ならぬ が、 我 ガ兄ヲ 見 レバと いへば、 淚グ マシィ もの は國依 媛で あると 

も 了解 せられる。 近くへ 寄って たので も あるまい から、 私 は 寧ろ 紀の 所傳を 取る。 

なみた ぐ まし も ナミ タ (淚) の タは 接尾語で、 ナミ は 泣 水の 意で あらう。 淚をク クム (含) こ 

と を ナミ タグ ムと いひ、 其 形容詞 は ナミ タグ マシ で、 悽然を 意味す る。 上述の 如く 我が 兄 

を兑 れば轉 た樓然 たら ざ る を 得ぬ と い ふ 意味 に 了解す る 方が よい やうで ある。 乇 は 感動詞 

である。 

〔大意〕 山背の 倚 城- K にもの を 申 上げる 我 兄 を 見る と、 淚ぐ ましい ことよ 

記に よれば 口 子臣は 天皇の 御製 を傳 達する 任務 を 有した と あり、 二 首の 歌を擧 

げて 居る が、 其 一 首 は 紀に筒 城 行幸の 際の 御製と ある を正傳 とする もの、 やうで 

あるから、 後に 他の 大御 歌と 幷擧 し、 こ、 に は 他の 一首で 紀に 見えぬ もの k み を 

說述 する。 

磐 之 媛の 退 身  二 七 一 


一 〇、 高 津 宮 (仁德 朝)  二 七 二 

和 邇臣ロ 子 を 遣 はされ る 時の 大御歌 

i モ p  ノ ゾノ タカキ ナル ォホヰ n ガハラ ォホ ヰコガ ハラ-一 アル ギモム 

〔記〕 美 母呂能 f 能 多 迦紀那 流 意富 韋古賀 波 良 意富 韋古賀 波^：！邇阿流 岐毛ホ 

カフ nnaiK ダニ 力 ァ 匕ォモ ハズァ ラム 

加 布 許 許呂袁 陀邇迦 阿比 淤母 波受 阿良 牟 

み もろの ミモ n は ミム 1 "(御室) の轉 呼で. ミヤ (御 屋) と 同じく 祌宫を 意味し、 大和 だけで 

も 三輪. 飛鳥， 龍 田 等の 祌社を 此名を 以て 呼稱 して 居る が、 固有名詞 ではない から、 次 句の 

タカキ を も ミム 口 と稱 ふべき 理由が あって 限定的に 此語を 冠した ので あらう。 タ 力 キも亦 

髙處の 謂で、 固有 名で はない から (第五 八 頁) 、的確に 其 所在 を 指示す る こと は出來 ぬが、 皇 

后の 緣 故の 地なる が 故に 歌枕に W ひられた ものと 推定す る こと は不 常で はなく、 山 代の £^ 

木に あらす とすれば 葛 城 高せ：： 附近と せねば ならぬ。 上記の 如く 高お は 高 丘お の 遣 跡で、 髙 

丘と タカキ (高 虚) と は ほ 同^で あるから * 或は 其 地の 暫 領主が 祭祀した 一 言 主の 社をミ 

モ n と稱 へたの かも 知れぬ。 釋紀所 引の 曆錄 とい ふ 書に、 或說 として 銀， 一 於 葛 城 山 is- 下髙 

岡 上， と あり、 現に 南 葛 械郡吐 田鄕村 大字 森 脇 に 祭ら れ て sl^ る 。 


そのた かきなる 其 高處ナ ル とい ふ 意。 

ぉほゐ 二. か はら 大猪 子ガ" g の 謂で、 大 猪が 棲息 するとい ふ 意味 を 以て 此名を 負 はせ たので 

あらう。 猪 をヰコ と稱 へたの は、 鹿 を 力 コ とい ふと 同じく、 愛稱 として コを 添付した ので 

(五— 五六 買)、 猪兒の 謂で はない。 大和 志に 之 を 御所 (町) と池內 (秋津 村の 大字) との 中間に 

ある 蓬 原の 舊名 としたの は * 根據の ある ことか も 知れぬ が、 高 宮とは 少しく 距離が 遠す ぎ 

る やうで ある。 —— 以上 は 短 長長 三 句 一 聯を なす もので、 次の 五 句 一 聯と對 立し、 夷 振 又 

は 志 都 歌の 基本 調で あつたと 思 はれる。 . 

ぉほゐ 二が 此句及 次 句 は 上の 大猪 子が 原 をう け * 肝ム カフと いふ 句 を 連接す る 爲に揷 入せ 

られ たので、 一種の 序で ある。 

はらに ある 腹 ニ在ル とい ふ 意。 

きもむ かふ 肝向フ とい ふ 意 を 以て コ コ 口 (心) の 枕詞に 用 ひられた こと は 旣述の 通りで ある 

( 第二 四 頁 )o 

ニニろ を だに か ダー 一は タダ (唯) 一一 の 約 縮で、 其 意 を 以て 助 語に 轉 じたので あるから、 コ コ 

磐 之 媛の 退 身  二 七三 


一 〇、 高 津 宫 (仁德 朝)  二 七 四 

口 ヲダ 一一 は 「心 だけで も」 とい ふに 同じく、 力 は 反語 標識と して 添付せられ たので ある。 

あ ひお も はず あらむ 和 想 ハズ在 ラムの 謂で あるが、 上句に 反語 表示の 力が あるから、 相 想 

、ズ在 ラム ャと いふ 意になる ので ある。 此ァリ は 助動詞で はなく、 存在の 意の 動詞と して 

用 ひられた ので あるから， 標準 句 長 を 逸する にも 拘 はらす、 約して 想ハザ ラムと する こと 

を 許されなかった ので ある。 此差^ を 明に した もの は少 いが、 極めて 重要な ことで、 此は 

S ハ f ラム ャ、 否 想フ とい ふので はなく、 想 はぬ ことがあら うやと いふ 意味 を 表現した の 

である。 

〔大意〕 御室の 高處 にある 大猪 子、 ガ原 (に 住む) 大猪 子の 腹に (も) 心が ある。 (別れ 

て 居ても) 心 だけで も 相 想 はぬ とい ふ 事が あらう や 

御モ "の 高處が 上記の 如く 葛 城の 高宫 であると すれば、 此 御製 は 皇后が 尙 未だ 筒 

木の 宮に 遷られ なかった 以前に 贈られた ものと すべ きで、 之が 傳 達の 任務 を 承 は 

つたの は ロ子臣 ではなく、 大和まで 御 伴した 鳥 山であった ので は あるまい か。 宣 


長等は上述の如く記の文を讀み，誤.e^、 鳥 山 派遣の 目的が、 大和に 向 はれた 皇后 を 

途中から 呼び 房す 爲 であった と 解した ので、 - 之に 氣 がっかなかった ので あるが、 

此 歌に は 皇后の 還 啓 を 希望す る 意 は 少しも 表 はれて 居らす、 筒 城宮に 坐す 石 之 日 

賣に 贈られた ものと して は餘 りに 緣が 遠い 氣 がする。 

記に は 上揭ロ 比賣の 歌に 次いで、 此 女と 其 兄 及 奴理能 美の 三人が 合議して、 皇 

后の 行啓 は此 韓人が 養うて 居る 蟲で、 一度 は甸 虫と なり、 一度 は殼 になり、 一度 

は 飛鳥になる 奇虫を 見 そな はす 爲で、 他に 何等の 異心 もない と 取 繕うて 奏上した 

所が、 天皇 も 其を奇 なりと mo 召して、 奴理能 美の 家に 行幸 あらせられ たと ある。 

然るに 紀には 皇后が 國依 姬の淚 r む 事の 由 を 聞 取られて、 自分 は 決して 還らぬ か 

ら、 汝の 兄に も 速く 引上げし めよ と 言 はれた と ある だけで、 行幸の 動機 は 示され 

て 居らぬ が、 其 翌月 天皇 御自身が 简城宫 に 成らせられた とし、 次の 三 首の 歌 を あ 

磐 之 媛の 退 身  二 七 五 


1 〇、 高 津 宫 (仁 德朝)  二 七 六 

げて 居る。 其 中二 首 は 序次 を か へ て 記に も收錄 せられて 01^ る けれども、 左の 一 首 

は 全然 默 殺せられ た。 

江に 浮んで 山背に 幸す る 途中、 桑の 枝が 流れて 來 るのに 御 目 を めら れた 

大御耿 

ッヌサ ハフ ィハノ ヒメ ガ ォホ ロカ-一 キ n サヌ ゥ ラグ" ノキ ョル マジ キ 

〔紀〕 范怒錢 破 赴 以破能 臂謎餓 飫朋 呂伽环 枳許達 怒 于羅： 破能紀 豫艇 麻志枳 

力 ハノク マグマ ョ n ホ U ュク カモ ゥラ グハ/ キ 

箇破 能^ 莽愚莽 豫呂朋 譬喩 块伽茂 于羅 破能紀 

つぬ さは ふ サ ハフ はサへ (支) の 進行 格で、 ササフ (支) とほ 同義で あるから、 此句 はッヌ 

(角) を 支へ る こと を 意味し、 ィハ (1:0 の 枕詞と して m ひられた ので ある。 共が 鹿のお 性 を 

いふ もので、 角 は 鹿 Jffl の 意なら ざるべ からざる こと は 旣に播 磨 速 待の 歌に 於て 述 ベ た 通り 

である (第二 三 0 頁)。 

いはの ひめ， か 之 媛 は 皇后の 御名 號 であるが、 ィハ (磐) が ヒメ (緩) の 修飾語で あると すれ 

ば * 助；^^iのノ(之)は不要でぁるから、 此. 語 を 以て 本名と した ものと せねば ならぬ。 其 は大 


伴 速 it 〔宣化 5-〕、 布師首 II- 〔天 智紀〕 等 例 の ある ことで ある。 

お ほろ かに ォホに は 「大」 「多」 の 外に 「凡」 の義も 含まれ * 之に 接尾語 0( ラ) を 連ねた ォ ホロ 

は オボ P  (臘) とも 轉呼 せられる 名詞で (第 一 八 八頁參 照)、 更に 接尾語 力 を 連結す る ことによ 

つて、 W び 形容詞 形と なり、 疎略 を 意味す る 外に ォ ：！ 力 (愚) の義を 分派した。 此に助 語- 

を 添へ たの は 副詞と する 爲で、 ォロソ 力 二 とい ふと ほ 同義で ある。 

き 二さぬ 閒コサ ヌは思 召さぬ とい ふ 意に 用 ひられた ので (第二 一 頁)、 ォロソ 力に は 思 はれ 

ぬ、 卽ち 大切に せられる と 云 ふこと である。 上の 五 昔 短句に 對し、 四 昔 を 以て 長 句に 充當 

したの は 異例で あるが * 此は 次の 六 昔.？ を 合せて 五 句 ー聯を 形成し、 シヅ (倭人) 歌の 基調 

をな す ものである (第二 七三 頁)。 

うらぐ はの き ク ハ の 原義 は 食 葉で あるが、 養蠶 ffl に は 限られぬ から、 認種 と共に 韓 地から 

輸入 せられた 植物 を特 示す る爲 に. 其 葉鎵 が鋸齒 狀を呈 する ことによって、 イラ (苛) グハ 

と稱 へ、 更に ゥラ グハと 轉 呼した ものと 思 はれる。 されば 私記に も 昔 指 レ桑爲 = 宇 良久 羽 一 

と あり 〔釋 紀〕、 之 を 略して 單にク ハ と 呼ぶ やうに なった ので あらう。 當時 輸入 後尙 久し か 

磐 之 媛の 退 身  二 七 七 


j 〇、 髙 津 宫 (仁德 朝)  二 七 八 

らす， 頗る 珍重せられ たので、 ！：ハ 之 媛が 疎略に せられぬ とい ふので ある。 

よる まじき ョルは 寄の 意で、 流れ 寄る こと をい ひ • マジ は 打消の 一形で あるが (耍錄 九 八 三 

KT 形容詞 活用に 從ひ、 マジ キ * マジ ク 、マジ ケレ とも 變 化する。 

か はの くまぐま 川 ノ喂々 即ち 河流の 曲折 點の 意。 川上から 流れて 来る 木 轮枝紫 等の 寄り や 

すい 場所で ある。 

よろ ほひ ゆく かも ョ 0 は ヨリ (寄) から 分化した 語幹で、 ョ a ヨロ、 ヨロ  メク (跟 跪) の 如く 

m ひられる が， 其 振舞 をす る こと を 古 は ヨロ ビ とも 稱 へた ものら しく. 之に 進行 格 表示の 

ハ ヒを述 ね、 約轉 によって ョ B ボヒ としたので、 方の 曲に つかへ、 此方の 曲に 引か k り 

つ 、流れ 行く よと いふ 意味 を 以て、 ヨロ ボヒュ クカモ とい はれた ので ある。 

うらぐ はの き 第五 句の 反誦 であるが、 前 三 句 は 初の 五 句に 對 して ー聯 をな す もので、 上报 

ミ モ n の 共 タカキと、 次第 は 逆で ある けれども、 同 一 句法に 馬す るから、 此 一 句 は 歌詞 以 

外に 立ち • 嘴詞 的に 添加せられ たものと 見るべき である。 

〔大き〕 ^之嫁が^^略に恐召されぬ桑の木が、 (本來 ならば 流れ) 寄る ことの ある ま 


ク マグマ 

じい 川の 曲々 を、 ョ" ヨロと 流れて 行く よ 

此 歌に 第二義が あるかの やうに 說 くの は考へ 過ぎで、 單 に诉航 中の 所見 を 叙述し 

たに 過ぎ や、 磐 之 媛に 言及した の は、 筒 城宮御 訪問の 途次なる が 故で ある。 歌の 

趣から 御舟 は 旣に山 代 川に 進 人した ので あると いふ 印象が 與 へられる。 

筒 城 宮に御 到着 後、 皇后が 對顔を 拒まれた の を 恨まれた 大御歌 

ツギ. 千フ ャ マ- ン ロメ  ノコ ク ハモ チ ゥチシ ォホネ サヮ サヮニ ナガ ィへセ 

〔紀〕 蔸藝泥 赴 揶摩之 呂謎能 許 久波茂 知 于 知：： 辭於朋 泥 佐 和 佐 和 科 儺餓 伊弊劑 

n ゾ ゥチヮ タス ナガ ハエ ナス キ. r リマ ヰクレ 

虚曾 于知 和多須 那餓波 曳儺須 企 以利摩 韋區例 

ツギ ネフ ャマシ ロメ  ノコ ク ハモ チ ゥチシ ォホネ サヮ サヮニ ナ ガイへ セ 

〔記〕 都 藝泥布 夜 麻 斯呂賣 能 許 久波母 知 宇知斯 意富 泥 佐 和 佐 和 適 那賀伊 弊 勢 

許 曾 宇 知 和多須 夜賀波 延那須 岐 伊理 麻 章久禮 

つぎね ふ 枕詞 (旣 出) 

やま. しろめの 二 山城 女ノ 子の 謂。 從來 最後の コ音を 次 句に 繽 けて 讀んで 居る が、 男子 をヲ 

磐 之 媛の 退 身  二 七 九 


1 〇、 高 津 宫 (仁德 朝)  二八 〇 

ノ コ * 女子 をメノ コ とい ふの は 古言の 例で、 少しも：^ しむに 足らぬ ことで ある。 

く はもち ク ハ は 銷の訓 に 川 ひられて ：15 るが， 上古 錢 村が 乏しかった 時代に は、 農具に 迄 は 

行き渡らなかった 苦で、 木製品 を 使 川した こと は 疑な く、 フ クシ (^出.) に對 し、 匁の 形即 

ち 笾狀の もの をクハ (木 匁) とい ひ、 鈕狀の もの をキサ リと稱 した (SI 七 五 K)。 上述の 如 

く； 4 記 以来 上句の コ をク ハ に 冠して コ ク ハ と讀 み、 木^ (鏤) 又は 小^の 義 として 居る が、 

le 義 によれば クハ に 更に 木 を 冠す る こと は 蛇足で あり、 本來 木製の 輕 いもので あるから * 

特に 婦女子 川. 0 して 小型の クハが 需耍 せられた とは考 へられぬ。 

うち. しお ほね 和名 抄に 雨雅^0^^を引ぃて^€<和名於保禰、俗用，ー大根ー ー字ー 板 白 而可レ 食 之 

と あり、 今い ふ ダイ コ ンの 意なる こと は 世人^ 知で ある。 之 を 掘り起す こと をゥッ とい ふ 

の は、 E を ゥッと M じく、 クハの 操作が 地面 を 打つ やうに 兑ぇ るからで、 組 を 川 ひる 5;勿 八！： 

に は キルと いふので ある。 以上 三 句 は 眼前の 光景 を 以て 序と したので ある。 

さわ さわに サャ サャと 同じく (第二 一 五 頁)、 本 來擬聲 語で、 今 も ザヮザ ヮと稱 へる。 此は大 

板の 太の さやぎ を、 皇后が グヅ グヅ言 はれる とい ふ 意に いひ かけた ので ある。 


ながいへ せ 二 そ 汝が 言へば こそと いふ 意で、 ィへセ はィヒ セの轉 呼と 思 はれる。 有 リス 

ル、 知 リス ル、 來ス ル 等と 同じく (第一 三 四 首 0、 言フ をィヒ スと用 ひた こと は 有り得べきで、 

前提 を 表示す る爲に はィヒ セ バと いふの が 普通で あるが、 古言で は 助語バ を 介せ すと も 其 

意に 了解せられ たので、 直に コ ソ (强 指定 助 語) にっ^け、 音便に よって ィ へ セ コ ソ とした 

ので あらう。 

ラ ちわた す ゥチは 接頭語、 ヮ タス は ワクリ (渡) の 他動 II 形で あるが、 架ス とい ふ 意味に も 

用 ひられる ので、 竹 木 桴を横 架 するとい ふ 意 を 以て、 打 渡 竹 田 之 原 〔萬 四〕 の 如く W ひた 例 

P1. チ カタ 

も あり、 此も次 句の ナガ ハ H 又は ャガ ハ H の 修飾 的 枕詞で ある。 古今 集に ゥチヮ タス 彼方 

人と あるの は、 兑ヮ タスと 同義で あるが、 其は轉 用で、 原義で はない。 

なが はえな す (やが はえな す) ナガ ハ H は 長生の 義で、 枝、 楚 等の 長く 伸びた もの、 謂で あ 

らう。 記に ャガハ H としたの は、 中 臣壽詞 に 茂 世-八 桑 枝" 立榮と ある ャ グハ ヱと 同 語らし 

く、 桑の 楚は 多. 數發 生して すくす くと 仲び る ものなる が 故に、 彌桑 枝の 意 を 以て 比況に 用 

ひたの か、 若く は 彌孫生 をャガ ハ ェ 又は ャグ ハ ェ と轉 呼した ので は あるまい か。 いづれ に 

磐 之 媛の 退 身  二八 一 


一 〇、 高 津 宫 C 仁德 朝)  二八 二 

も あれ 上句と 接け て、 さし 架した 長 桿條の やうに とい ふ 意 を 以て 次 句の 比況と した ものと 

解す べきで ある。 

きいり まゐ くれ 來入リ 參來レ の 意と 了解せられ るが、 來と いふ 語が 审； 複 する 嫌 ひが あるか 

ら* 上の キ (来) は 或は ナガ ハ H  (長生) の 木に いひ かけた ので あるか も 知れぬ。 若し 然 りと 

すれば、 記の ャガハ H は訛傳 とせねば ならぬ。 已然形 を 以て 終止した の は， 例の 如く 餘 韻 

を 矮す爲 で、 意外の 結 凝であった からで ある。 

〔大意〕 山城の 女子が 鍬 を 以て 掘 起した 大根 (の 葉) がサヮ サヮと る やうに、 <h 后 

が騷 がれる 故に こそ、 長く 延ひ枝 (楚) のさし 架す が 如く、 此處 まで 迎 りついた 

のに 

亦 歌 曰 

ツギ ネフ ャマシ 0  メノ  n ク ハモ チ ゥチシ ォホネ ネジ ロノ シ ロタ ナム キ 

〔紀〕 鬼 藝泥赴 夜 莽之呂 謎 能 許 1^ 波 茂 知 于 知《: 辭於朋 泥 泥 士漏能 辭湿多 娜武枳 

i^mi^ 辭羅； iii 等 茂 伊波 梅 


is"  3.1 


〔記〕 都 藝泥布 夜 麻 志 呂賣能 許 久波母 知 宇 知 斯淤富 泥 泥 士漏能 斯漏多 陀牟岐 

麻 迦受祈 婆 許 曾 i 良 受登母 伊波 米 

つぎね ふ 

やましろ めの- 一 

く はもち 

うちし お ほね ■ 

ねじろの 富の 根 は 正 白なる ものなる が 故に * 次 句の 比況に 用 ひられた ので ある。 

、しろた なむき (ただむ き) タ ナム キ (タ ダム キ) がタ (手) ノ (之) ミキ (^) の轉 呼で， 腕 卽ち上 

眩 を 意味す る こと は 旣述の 通りで ある。 

まかずけば 二 そ 纏 カナ クバ コソ卽 ち 枕に しなければ こそと いふ 意で ある (第二 〇 頁 参照 )o ナ 

クバ の 古 形 は ナケバ で、 此ナを 同義語の ズと 入れ か へ ると ズケバ となる。 之と 同様に 無ケ 

リ (無ク ァリ) を ズケリ と 用 ひた 例 も 萬 葉 集に は數 多く 見え るが、 ズシ： スキ、 ズク 等と 活用 

せられなかった 所 を 見る と、 此形は 完全なる 發達を 見す に 終った ものと 思 はれる。 —— 萬 

磐 之 媛の 退 身  二八 三 


一 〇、 高 津 宮 (仁德 朝〕  二八 四 

紫 菜 第 十七 卷に大 伴 宿禰家 持が、 ザ リケム の 意 を 以て ズケム と W ひたの は 誤解に 因す る も 

の & やうで ある。 

しらず VJ もい はめ 上句と 幷は せて 「枕 を 交 はした ことがないならば * 知ラズ (關 知せ. f) と 

も 云 はれよう が」 とい ふ 反語 的 表現と 了解す べきで、 多年の 愛情 を 一朝に して 放 した 磐 

之 緩 を 恨む 意が 含まれて ゐ るので ある。 

〔大意〕 山城の 女子が 鍬 を 以て 掘り起した 大根の やうな 白い 腕 を 枕に せ すばこ そ、 

知らぬ ともい はれよう が  . 

此歌は 記に は大 猪子ガ 15- の 詠と 共に、 口 子 ぼに 託けら れ たと あるが、 歌 形から 見 

て も 歌 意から いうても、 直前の 歌と ー對 をな す ものと せねば ならぬ から、 紀の所 

傳に從 ふべき で あらう。 

記に よれば 口 比 育への 歌 を 除いた 六 首 は 志 都 歌の 歌 返と ある a せ 一 一 六 一)。 右 

の 中に 含まれて 居らぬ 紀 のゥラ 桑ノ 木の 耿も、 記の みに 揭 げられ た大 猪子ガ Is- と 


同一 句法で あるから、 同じ 樂 曲に 属する ものと せねば ならぬ。 案 やる に 六 首と あ 

るの は、 右の 二 首と ツギ ネフ (ャ) 四 首と をい ひ、 ィ シケ鳥 山 は 純然たる ャ マ ト歌 

(短歌 形) であるから、 其 中には 加 はらなかった ので あらう。 古事記 立案 當 時に 於 

ては此 等の 歌曲 は旣に 演奏 せられる ことが 稀で、 六 首と 傳 へながら、 其 一首が 散 

逸した から、 之に 關 係の ある 一 短歌 を 以て 補うた こと も 有り得べきで、 紀 は樂府 

以外の 資料に もとづき ク ラグ 、ノ の 木 一 首 を 加へ、 理に合 はぬ として 大猪子 ガ原を 

削った ので あらう。 或 時代まで 樂曲 によって 保存 せられた 此 等の 歌 謠は、 眞の御 

製、 御 歌が 混じて 居ても 要するに 一 連の 歌劇と 見る ベ きもので、 大體に 於て 紀の 

序次 を 正しと し、 他の 短歌 三 首は說 明の 爲に 後日 添加せられ たものと 思 はれる。 

さりながら 其描寫 はよ く當 時の 實 情に 合致す る もの、 やうで あるから、 世人の 記 

憶が. 尙 新なる 時代に 於て 製作せられ たものと すべ きで あらう。 

磐 之 媛の 退 身  二八 五 


1〇、 高 津 宫 (仁德 朝)  二八 六 

〇 八 田の 一 本营 

天皇から 八 田の 若郞 女に 贈られた 大御歌 

r-,J.-/- , ャ， リ- ヒ - t  t. ひ スゲハ r- モタズ タ チカ ァレ ナム ァ タラス ガ ハラ n トヲ 

〔記〕 夜 多能 比 登 母 登貌直 波 古 母多受 多 知 ま 阿 禮那牟 阿多 良 貌賀波 良 許^ 袁 

許 曾 須宜波 良 登 伊波 米 阿多 良須 賀志賣 

やた の ャタは 大和 國添下 郡 矢田鄕 〔和〕 のこと で、 此 皇女の 湯沐の sEj であり、 往地 であつ 

たやう である (陸— 一 五 九 頁)。 

ひ S も すげ は ヒト モト は 一 楚を いひ、 孤立の 意で はない から、 後 句に は スガ原 又は スゲ 

原と も あるので ある。 スゲは 和名 抄に 菅の訓 とし 草 名 也と あるが、 筵 註に 引いた 詩鄭傅 

筵に よれば、 野に あるとき は白乘 と 呼ばれ、 水に 1^ し柔 げた もの を t せとい ふと あるから、 

草 名で はなく 調製 品の 名で、 スガ タクミ (住 處疊) の 原料た るが 故に 此名を 負うた とする；；^ 

の說 (第 八 七 K) は 誤りで はなく、 スゲ は其轉 呼で ある。 されば スガ (スゲ ) と稱 する もの は 

一 だけで はなく、 山菅、 白菅、 小菅 * シヅ菅 、三 島菅、 有馬菅 等の 別が あるので あるが • 比 


にい ふスゲ は眞菅 で、 說 文に 菅茅 也と あるが 如く、 カャ をい ひ、 實を 結ばぬ 一種で ある。 

矢 田 附近に は 往昔 此禾 本が 多く 生育した と 見え、 會 原と 稱 する 舊地も あるので ある (參 I 二 

九 頁)。 

こもたず 子 持 タズの 謂で， 一 壁の 菅 茅の 結實 せぬ こと を 皇女に 御子の ない のに 況 へられた 

ので ある。 

たち か あれな む 立荒レ ナムと いふ 意で ある。 力 は 間投詞 的に 用 ひられた ので • 疑問 表示で 

はない。 

あたらす が はら アクラ は 形容詞 ァテ (珍 貴) を 名詞 形と する 爲に、 接尾語 ラを 速ね たもので 

あるが、 轉義 により 可惜と いふ 意 を 生じ. シ (シ キ) を 添 へ て アクラ シ、 ァ タラ シ キ 、アクラ 

シク 等と 活用 せられる やうに なった。 スガ ハ ラは菅 原の 謂で ある。 —— 以上 五 句 は 一 聯を 

構成し、 次の 三 句 一 聯と對 立す る。 此は下 照 緩の 作と して あげられた 夷 曲 〔紀〕 と 同 一 句法 

に 露し (第 四 六 買 ：}、 上 揭の大 猪 子 ガ原も 序次 は反對 であるが、 同 一 調で ある。 

二 を こそ 言ヲ コ ソ卽ち 現代語に いはせば 「口で こそ」 の 意で ある。 

八 田の 一 本菅  二八 七 


1 〇、 高 津 宫 (仁德 朝)  二八 八 

すげ はら どい はめ 前々.：？ に はスガ ハラと あり、 こ、 にスゲ ハラと したの は、 ガとゲ とが 和 

通す るからで * スガを 原形と すべき こと は 上述の 通りで ある。 ィハメ は 言 ハウ ガと いふに 

同じ い。 

あたらす. か-しめ スガシ はスガ (淸) の 活用形 態で、 之 を 直接 名詞に 述 接する こと は、 々述 

ベた やうに 上代の 語法で あるが、 スガ (菅) スガ (淸) 伺 音なる が 故に 特に 此語を 用 ひたの 

アクラ 

で、 句意 は 可惜 佳人 をと いふので ある。 

t トモ- 'スゲ  ァ タラ 

〔大意〕 八 出の 一 楚营 は實を 持たない から、 可惜 菅 原が 立枯 する であらう。 ：： で こ 

そ菅 原と もい はう が、 淸楚 なる 淑女 (の 後 脱の ない の) は^しむ ベ きで ある 

若郞 女の 答 歌 

〔記〕 夜 多能 比 登 母 登 須宜波 比 登 理袁理 登 母 意富 岐弥浙 與斯^ 斯許佐 婆 比 登 

理袁現 登 母 

やた の 前 出 


ひ s も w すげ は 前 出 

ひ VJ り をり も 獨居リ トモの 謂。 ヒト" は 旣述の 如く 一  在の 意で あるから (第 七 四 頁)、 單 

獨と いふ 義を 生じた ので ある。 

お ほきみ. し ォホ キミと は 天皇 をい ひ (第一 二八 頁) • シは 指定 助 語で あるが、 原義 は 「其」 であ 

るから、 天皇 御自身と いふ 意になる ので ある。 

よし W きこ さば 此キコ スも 思召ス とい ふに 同じい (第一 二八 頁 )o 

ひ S り を. OS も 上句の 反誦 であるが. 三 句ー聯 とする 爲に 特に 補足せられ たもので、 應祌 

天皇の 醉 中の 御製 (第二 〇 六 頁) と 同じく、 三 句 一 ー聯 より 成立す る 一 歌 形で ある。 萬 葉 集に も 

同型の 歌が 多く， 之に 旋頭 歌と いふ 名 稱を與 へたの は、 シヅ (倭人) 歌と 同じく 三 (五) 句 一 

聯を 基調と して 居る からで、 旋 頭はシ ヅの假 字で ある。 

〔大意〕 八 田の 一 董菅 は孤獨 であっても、 天皇 御自身が よいと m 心 召さば、 獨 居して 

も (差 支 はない) 

八 田の 一 本菅  二八 九 


！ 〇、 髙 津 宫 (仁德 朝)  二 犬〇 

歌 意に よれば 此は 皇女が 尙 未だ 入 內 せられぬ 以前の 闘で、 在住 地なる 矢 田鄕の 

風物に 寄せて 感懷を 述べられ たものと すべ きで ある。 記が之を石之日資^^」^^後に 

祸 げたの は、 八 ffl 部と いふ 御名 代 を 定められた 動機 を こ、 にあり とし、 且正 后と 

なられた が 故に、 御名 代 を 設けられ たものと 解した からで あらう が、 共 は 寧ろ 本 

末顚 倒で、 御 兄 天皇の 妃 となられ たが 故に、 湯沐邑 として 矢 田 鄕を賜 はり、 八 m 

部 を 設置して 供御に 任ぜ しめられ、 皇女 御自身 も 其 地に 遷られ たので、 ャタの 若 

郞女 (皇女) と呼稱 せられた ので あらう。  ， 

〇 車 別 

弟维別 皇子 (速總 別 王) が总諱 に 觸れて 身を滅 された 事件に 附帶 する 歌 詠 は、 

紀に三 首、 記に は 五 首を算 する が、 其間少 からぬ 相違が ある。 建 阈ぉ第 六 卷ハ笫 二 

七 olaD に槪 論した やうに、 此事 件に 關 する 傳說に は 多くの 疑義が あり、 從 つて 歌 


謠 も亦當 時の 卽吟と は 思 はれぬ が、 之が 硏究は 後日 發 表する 上代 篇に讓 り、 こ、 

に は 歌詞と 歌 意と を說 くこと を 主と し、 二三の 管 見 を 附記す るに 止める。 

天皇 は 異母 妹 雌鳥 皇女 (矢 田 皇女の 同 母 妹) を妃 とせんと 思 召し、 隼 別 皇子 

に媒を 命ぜられ たが、 皇子 は 附託に 背いて 密に 皇女と 通じた。 天皇 は此事 

を 知ろし召 さやして 突然 皇女の 邸宅に 臨幸 せられた 所が、 其織縑 女人 等が 

次の 如く 謠 うて 居た 

〔紀〕 比佐箇 多能 阿栴箇 儺齋多 謎 迺利餓 於瑠筒 儺齋多 波 揶步佐 和氣能 沸於須 

ヒガネ 

譬諫泥 

ひさかたの 天の 枕詞 (第二 一 五 買)。 

あめ かなば た ハ タは葉 又は 羽 を 意味す るハ に 接尾語 タを 連ねた もので、 葉 狀の展 々たる も 

のとい ふ 意から、 鰭、 布、 旗 等の 義を 生じ、 更に 織機に も 及ぼした ので あるが、 此 ハタ は 布 

帛を いふ ものと 解すべき である。 カナ は カネ (金) の 接頭 形態で、 光澤 ある ものに 與 へる 修 

隼 別  二 九 一 


一 〇、 高 津 宮 (仁德 朝)  二 一九二 

飾 語 分子、 ァメ GO は美稱 であるから * 上等の布^:£とぃふ意を以てァメとカナとを.；^した 

ので， 天 维金木 (大赦 祝詞) と 用 ひた 例 も ある。 

め りが 雌鳥 皇女の ことで あるが、 縱ひ 歌に もせよ、 織女 等が 其 主の 名 を 呼び 索て にした 

こと は 有り得す、 メ トリ を 或 意味の 敬語と 解す る こと も 不可能で あるから (降— 一 五 九 豪 

照)、 此 歌が 相 當根據 の ある 傳承 であった とすれば、 後揭 記の 所傳と 同じく、 本初 は 皇女 自 

,^5-のロから出たと說かれて居たのでぁらぅ。 

おる かなば た 織ル金 布の 意。 

はやぶさ わけの の 名の 義は 建國篇 (陸 II 六 一 頁、 に 詳論した 通りで、 维 (堆總 又は 速總) 

は^ 宇に 外なら す • ハヤ は 健捷の 意の 美稱、 ブサ は北ハ 居住地なる ムサ (身 狹) の轉 呼と 思 は 

れる。 

みおす ひ. かね ミ (御) は 突稱、 ォスヒ は 外套の 謂で (第 八 頁)、 カネ は 兼の 義 から 未然 を カネ 

(豫) テ いふ 場合に も 出 ひられる から * ォスヒ ガネと 云へば、 豫定 せられた 外 S の 村 料と い 

ふ^；：-になるのでぁる。 


〔大意〕 雌鳥が 織る 美しい 布 は 隼 別の 御 外套に 豫定 せられた ものである 

記に は 之と ほ V- 同じ 意味が 二 首の 歌に よって 表示 せられて 居る。 卽ち 

天皇が 女 鳥 王の 坐す 所に 親臨 あらせられて、 其 殿戶の 闘の 上に 坐し、 皇女 

の 機 を 織って 居る の を御覽 になって 問 ひか けられた 大御歌 

〔記〕 賣杼 理？^ 和 賀意 富 岐美能 淤呂須 か 多 他 賀多泥 呂迦母 

, 女 鳥 王 答 歌 曰 

〔記〕 多 迦由久 夜 波 夜 夫 佐 和氣能 美淤須 比賀泥 

め& りの 前 出 

わがお ほきみ の 我 大君 之と 了解せられ るが， 我ォホ キミと いふ 最高 敬語 は • 縱ひ 先帝の 御 

子で あるに もせよ， 卑屬た る此 皇女に 對 して 天皇が 之 を 川 ひられた 害 はない から、 王の 字 

の訓に 充てられた ォ ホギミ の 謂と せねば ならぬ。 さりながら 共 は 大公の 意から 出た もので 

隼 別  二 九 三 


1 〇、 富 津 宫 (仁德 朝 ：-  1 1 九 四 

(第二 一八 頁)、 遙に 後世の 用語で あるから、 此 時代に 使用せられ たと 考 へられぬ。 されば 

此 歌は少 くと も 天皇の 御製で はなく、 後人が 傳說 にもとづいて 偽作す る 時に， 漫然 其 時代 

の 語 を 用 ひたので あらう 

おろす はた ォ ロス はォ ラスの 轉 呼で、 織リ マスと いふ 意。 ハタ は 上述の 如く 布. W のこと で 

ある。 

たがた ねろ かも {a 一長 は 八 千 矛祌の 歌の 阿多 泥都岐 とい ふ 句 を例證 として、 ァ タネ は ァ カネ 

Gw) であらね ばなら ぬから， 此 タネ も 亦 カネに 相當 する 文字の 誤寫 で、 次の 歌の 突淤 15 比 

贺 泥の ガネと 同 語な りと した。 私 も ポリネシア 語の 昔 韻變化 例に より、 力と タとは 相 通で 

^り 得る と へた こと もあった が、. 右の 阿多 泥が 西に あらざる ことが 判明し (第 一 一 六 貝)、 

外に 力の 代りに タ昔を 用 ひた 例の ない 所を兑 ると， 此 タネ (冬 泥) を カネ (豫) と 解す る こと 

は 出来す、 誤寫 と斷定 する こと も 早計で あるから、 尙 一考 を 必要と する。 案す るに 此タは 

「奈 良の 都に 來む 人の タに」 〔萬 五〕 * 「國家 護-力 多 仁 《勝 在ト」 〔續紀 詔〕 の 如く も W ひられ、 タメ 

(爲)の；^ii粋でぁるから、 一昔の み を 以て も 此義を 表示す る こと は 不可能で はなく， 之に 接 


尾語ネ —— ハ (羽) ネ * ャ (屋) ネ、 キ (木) ネ 等の 如く 用 ひられる ——■ を 添へ た タネ も 同意で 

あり 得る。 ロカ モ は 旣述の 如く ナル 力 モ の 謂で あるが C 第二 六 〇 頁〕、 此 場合の 力 モ は 感動詞 

ではなく、 疑問 を 表示し、 誰が 爲ナ ルカと いふ こと を 意味す るので ある。 

〔大意〕 女 鳥 王の 織りた まふ 布 は 誰の 爲 であるか 

之に 對 して 皇女の 答へ た 歌 

たか ゆく や ャは 間投詞で、 タカ ュ ク (高 行) はハ ャブサ の 修飾語で あるが、 皇子の 名の 速總 

が华を 意味せ ぬ こと は 上述の 通りで あるから、 此句は 寧ろ 枕詞 的に W ひられた ものと すべ 

きで ある。 

はやぶさ わけの】 

前 出 

みおす ひがね .1 

〔大意〕 速總 別の 御 外套の 料 (である) 

隼 別  二 九 五 


1 0、 高 津 宫 (仁德 朝)  二 九 六 

其 後，： 子の 舍人 等が 謠 うた 歌 

ハヤ ブ升ハ ァメ  ニノ ボリ トビ カケリ イツ キサゥ ヘメ サザ キト ラサ ネ 

〔紀〕 破 夜 步佐波 阿栴珂 能朋利 等^ 简慨梨 伊 i 免岐餓 宇侪能 裟ぉ岐 等 羅：！ ^泥 

はやぶさ は 此 ハヤ ブサは 隼^ 皇子に S へたので あるが、 表面 は 鳥 名 を 意味す る。 和名 抄に 

は に 此訓を あて、 魔 纏 也. 隼 和名 同上 摯鳥 也、 大名 n 祝鴻， と あり、 字 鏡 は 船の 外に 鹪^、 農 

風 鳥 等に も 同訓 を與 へて 居る から、 一 種名で はなく * 應屬中 若干 械 類の 總 名であった ので 

あらう。 ハヤ は捷 健の 意 を 以て 冠した ので、 ブサの 原義 は 判明せ ぬが、 ムサと 通じ、 ムサ 

サビ (齬 鼠) 及 ミサ ゴ (|^) とも 緣が ある やうに 思 はれる。 

あめにの ほり 天-一 nuk リ 

ビび かけり 飛 ビ翔リ 

いっきが うへの イツ キは 今い ふ ケャキ (槻) のこと で、 和名 抄には 都岐乃 岐と訓 し、 S 卑にッ 

キ ともい ふが、 ツキ は ツバ (强 葉) に對 する 强 木の 謂で (第二 六 ニ頁參 照). 種名で はない か 

ら、 tl:^ の 爲にィ を 〔瓧し たので、 ュ ッ キ (由 槻) とい ふ 山 名 も ある 所を兑 ると、 此ィ (ュ) は 

^の 意で あらねば ならぬ。 往々 H< を 凌く 大木と なる ので、 畏敬の^を以て此；^^i分子を：尅し 


たものと 思 はれる。 上 二 句との 關係 上、 亭々 たる 喬木なる こと を耍 する から， 特に イツ キ 

(槻) の 上と いうた ので あらう。 

さ ざき £ ら さね 紀 には鹪 黐、 記に は 雀の 字 をサザ キと訓 ませて ある。 恐らく は 細 毛の 意な 

るサ キの疊 頭， 語で、 本初 は小禽 を總稱 したので あらう。 仁德 天皇の 御 名大 サザキ は、 全然 

^語で あるが (陸— 一 五三 頁し、 偶々 語音 を 同う する ので、 华を ハ ャブサ 別 皇子に 譬へ たと 同 

様に、 此も 天皇に 擬 したので ある。 トラ サネは トラス (トルの 敬語) の 未然形に 希望 を 表示 

する ネを 連ねた もので、 皇子に 要望す る ものと して 敬語 を ffl ひたので ある。 

〔大意〕 攀は 天に 昇り、 飛び翔り、 槻の 上の (に 居る) 小禽を 捕れ 

記に は 之 を 次の 如く 叙して 居る。 

速總別 王を迎 へ て 其 妃女鳥 王が 詠 じた 歌 

〔記〕 比 婆理波 阿 米 邇迦氣 流 多 迦由欢 夜 波 夜 夫 佐和氣 佐 邪 岐登良 佐 泥 

ひばり は 和名 抄に 雲雀 似レ雀 而大、 和名 比 波 里と あり、 外に 鴿鶊 にも 同訓 を與 へ、 萬 葉 集 第 

隼 別.  二 九 七 


一 〇、 高 津 宫 (仁德 朝)  二 九 八 

十九 卷の 「照れる 春 日に ヒバ リ あがり」 とい ふ 歌の 左 註に も _ ^日遲 々^鶴 • ゎ啼云 々 と ある。 

集註に 引擧 した 諸說 によれば 倉 俊 (鴿鶊 は 俗字) は 驚に 似た 蒼黑 ぃ小禽 をい ふ ものの やうで 

あるから、 恐らく はヒヮ (锁) の 類 を 意味す るので あらう。 若し 然り とすれば、 ヒバ" はヒ 

ハ (ヒヮ ) と 同 語から 出た ものと すべきで、 或は ヒ ハ トリの 約 濁で は あるまい か。 ヒ ハはヒ 

ハヤ 力 (繊弱) の 語幹で • ヒ ハ ホソの 如く も 用 ひられ (第一 二 六 頁)、 輕^を^^1味するから、 轆 

(和製 漢字) の 字 を あてた ものと 思 はれる。 佤 し此 ヒバ リが 雲雀 卽ち吿 天 子 を 意咏 する こと 

は 云 ふまで もない。 

あめに かける ；大 一一 翔ル 

たか ゆく や 1 

魏出 

はやぶさ わけ J 

さ ざき W ら さね 此サ ザキは 右の ヒバ リ (S 雀) のこと であらね ばなら ぬから、 小禽を 總稱し 

て サザキ というた ことが 立證 せられる。 伹 しこ 、では 大鶴覷 天皇 を 暗示す る こと は 云 ふま 

でもない。 


〔大意〕 雲雀 は 天に 翔る。 高く 翔り 行く 第の やうな 皇子よ、 其 サザキ (天皇) を 取り 

たま へ 

紀. の 文に も 或 夜の 睦言に 皇女が 第 別から 鹪鹩と 車と どちらが 捷 いかと 問 はれ、 集 

捷 也と 答へ たこと が 天皇の 御 耳に 達し、 更に 忿怨 せられた と あるが、 此 やうな 房 

中の 秘語を 皇子 または 皇女が 言 ひ觸ら された とは考 へ られぬ ことで ある。 

天皇が 右の 歌 を 聞こし召して 討 手 を 差 向けられ たので、 女 鳥 王 を 率る て 逃 

走 中、 倉 椅山を 越える 時の 速總別 王の 歌 

〔記〕 波斯多 ntj 能 久 良波斯 夜麻袁 佐 賀志美 登 伊波 迦伎加 泥 31 和 賀且登 良須母 

はした ての ハ シタテ は 梯子の 親柱の ことで あるが * 梯 そのもの & 意に 轉 用せられ た (參— 七 

一 頁)。 高い 倉に 上下す るに は梯を 必要と する から、 クラ (倉) の 枕詞と して W ひられた ので 

, ある。 

as"  E,  二 九九 


1 〇、 高 津 宫 (仁德 朝)  三 〇〇 

くらはし やま を 倉 椅山は 今の 磯城 郡 多 武峯村 大字 倉 橋の 山 をい ひ、 其 坂 路が梯 の やうに 險 

しかった ので 此名を 負 はせ たものと 思 はれる。 ハ ャブ サ^の 本據 地と 推定 せられる 高 市 郡 

の見瀨 (陸 1 1 六 一 頁) より 宇陀 郡 方面に 進出す る捷 路に當 るから、 此山を 超えた とい ふの は 

事實 かも 知れぬ。 

さがしみ VJ サカシ (峻) はサカ (坂) から 分化した 形容詞で、 之に ト兑ル (ト 3 ゎフ) とい ふ 意の 

用語 尾ミを 添へ て サカシ ミと用 ひたので ある。 

いは かき かねて ^掛キ 不能 テと いふ 意。 カキ は本來 自他 W 川の 四 段 活動 詞 で、 カケ (懸) 及 

力 カリ (懸 在) の 意義 を も備へ て 居た から、 萬 葉 集 〔卷 二〕 にも 「御名に 懸カ セル 」 の 如く  m ひ 

られて るので あるが、 おの 兩 語が 發 生して 以来 * 殆ど「播」义は「割」(書)の^|=-にのみ^川 

せられる やうに なった。 さりながら 此カ キは舊 に 依り 岩 11 (手 ヲ) 懸ケ おく は掛リ とい ふ. Is:- 

に m ひられた ので ある。 カネ は 八 千 矛 神の 歌の 用例 (第五 K) によっても 叫なる が 如く * 力 

テ (能) の 語 斡 力 (第一 〇 四 頁) に 打消の ネを 連結した ものであるから、 不能 (不 得) の義 になつ 

たので ある。 


わがて らすも トラス は 動詞 トル (取) の 敬語 形、 モは 感動詞で * 岩に とりつき 得ぬ ため， 

自分の 手 を 取られる よと いふ 意で ある。 —— 此は 勿論 女 鳥 女王 を 詠 じた ものと せられた の 

である。  - 

〔大意〕 倉椅山 を嶮蛆 なりと して、 岩に 手 を かけ かねて 我 手 を 取られる よ 

右の 如く 條 通 はよ く 通り、 且當 時の 事情に も 反して 居らぬ が、 次の 一首と 正 反 

對の 意で あるの みなら や、 次の 如き 類歌が ある。 

〔萬 葉 集 三卷〕 霰 零き しみが 高嶺 を さかし みと 草と り 可奈和 妹が 手 をと る 

〔肥 前 風土記〕 I 散 ふる 杵 島が たけを さがしみ と 草と りが ねて 妹が 手 を 取る . 

後者 は杵島 曲と いふと あり、 常 陸 風土記に も 建 借 間 命が 賊を 魅惑す る爲 に、 軍 衆 

をして 杵，  1? 曲を唱 へしめ たと あるから、 上代 遍く 知られた 歌曲であった とすべ き 

で、 之 を 換骨奪胎し てこ、 に附會 した ものと はれる。 . 

隼 別  三 〇一 


1 〇、 高 津 宮 (仁德 朝)  三 0 二 

又 歌 曰 

ハシ タテノ クラ ハシ ヤマハ サガ シケド ィ モト ノボ レバ サ ガシタ モア ラズ 

〔記〕 波斯 多： irj 能 久良波 斯，： 仪麻波 佐賀 浙祁杼 伊毛^ 能 igf お 波 佐 贺斯玖 母 阿.：：^ 受 

はした ての 一 . 

くらはし やま は j 

さが. しけ 4i 上記の サカシ (峻) は 更に ケを 添へ て活 用せられた。 今では 之 をキ、 ク、 ケレと 屈 

折す るが、 古 は ケのー 形であった から * サ カシク トモ (仮設 條件) をサ カシケ トモと 稱へ、 

；史に トモ を 約 濁し てサカ シケド としたの である。 之 を 後世 のサ カシケ レドモ (旣 -;: え 條件) と 

同 一 視 する のは大 なる 誤りで、 ケ レ のレは 略し 得べき もので はなく * 旣定條 件と すれば 宋 

句 は峻シ ク 乇ァラ ザリキ であらねば ならぬ。 

いも VJ の ほれ は ィモ (女 鳥 王) ト登 レバと いふ 意。 波の 字が 用 ひて あるが， ^つて 訓むを 可 

とする。 

さがしく も あらず 

〔大意〕 倉 椅山は (よし) 峻 しくと も、 愛人と 共に 登れば 嶮 でもない 


紀には 第一 首 を 除き、 吟詠の 地 點に關 する 傳承 にも、 其 歌詞に も 次の 如く 少か 

らぬ 相違が ある。  ， 

官軍の 爲に蒐 田の 素珥 (今の 宇陀 郡曾爾 村) に 追 ひ つめられた 皇子 夫妻 は、 

草 中に 隱れて 僅に 免 かれ、 急いで 山 を 越える 時に 掌 別 皇子の 詠 じた 歌 

〔紀〕 i 始多か 佐 餓始枳 椰摩茂 和 藝毛古 等 赴 駄利古 喩例麼 揶須武 志 呂箇茂 

は. したての 「梯の やうな 」 と いふ 意で、 枕詞で はない。 此 は素珥 山に 於け る 作と あるので あ 

るから、 倉^ 山と は無關 係で ある。 

さ. かしき やま も 此峻シ キ山は 勿論 素 山の ことで あらねば ならぬ。 

わぎもこ W ヮギ モコは 上揭の ヮギ乇 (第二  S 三 頁) に 愛 稱のコ (子) を 連ねた もので、 ィモと 

同様に 男子から 同 世代の 女性に 對 して 用 ひる 呼稱 であるが (第二 九買參 照)、 ヮガ (我) とい ふ 

代名詞が 冠せられ て 居る ので、 多く は 妻 又は 情人 をい ふ ものと 了解 せられる。 

ふたり 二 ゆれば 二人 越ュ レバと いふ 意。 フ タリの 原義が 二 在なる こと は 旣述の 通りで ある 

隼 別  三 〇 三 


一 〇、 高 津 宫 (仁德 朝)  三 〇四 

(第 七 四 頁)。 

やすむ しろ かも ヤス ムシ 口 (安 筵) は 平安なる 坐 席の 謂で あるが， 登攀の 容 《^ なることの 謦 

囌に用 ひられた ので ある。 

〔大意〕 梯の やうな 峻 しい 山 も、 妻と 二人 越 ゆるに 於て は 蓆の 上 を 行く やうに 安 =^ 

で るよ 

兩 いづれ を 可とする か を 判定す る こと は 困難で あるが、 初 句の 外 は 全然 歌詞 を 

異にする ので あるから、 一方が 他 を訛傳 したので はなく、 全く 別個の 俾 承と 兑る 

べきで ある、」 但し いづれ も 原 歌で はない かも 知れぬ。 

〇 本岐歌 

此 御世に 綱が .逮 卵した とい ふ傳說 は、 紀記兩 書に 揭载 せられて 居る が、 其^^所 

を， 记は k 田 (河内 國中 河內郡 淀川 沿岸) とし、 記に は 日女嶋 (大阪市 西 淀川 區) と 


あって 一致せ ぬのみ ならす、 歌詞に も 多少の 相違が ある。 便宜上 紀を 先にして 說 

述 する。 

河內國 から 茨田 堤に 雁が 卵 を 産んだ と 奏聞した るに より、 人 をして 撿視せ 

しめられたら、 事實 であった ので、 武內 宿禰に 御下問 あらせられた 大御歌 

—— 記に は 上記の 如く 日 賣嶋に 幸 行中 天覽 あらせられ、 建 內宿禰 を 召して 

問 はれた と ある。 

〔紀〕 多 莽養破 屡 宇 知能 阿せ 儺 虛曾破 豫能等 保臂等 儺 虛曾波 區珥能 那餓臂 等 

アキ ヅ； N マ ャ マト ノク ニニ カリ コム ト ナハキ カス ャ 

阿 省 豆辭莽 椰莽等 能 區评^ 箇利 古武 等 儺 波 企 箇輸挪 

〔記〕 多 麻 岐波流 宇 知能 阿 f 那許 # 波 余 能 那賀比 登 蘇 美 都 夜 麻 登 能 久通爾 

カリ コム トキ クャ 

加 理古牟 登 岐久夜 

たまき はる】 

武 內宿禰 のこと である (第一 四 八 頁)。 

うちの あそ. 1 

本岐歌  三 〇 五 


一 〇、 高 律 宫 (仁 德朝)  三 0 六 

な 二 そ は 汝 コソハ 

よの VJ ほひ VJ (よの なが ひと) トホ ヒトは 遠き 世 (世代) の 人、 卽ちョ ハ ヒ (齢) を umi ねた 人と 

いふ  > おで、 之 を 世 ノ遠キ 人と 言 ひかへ る こと は 可能で あるが、 遠キ 人と 遠 人と は 多少 含蓄 

に 相逮が あるから、 若し 此 やうな 表現 法が おした とすれば、 活用が 尙 未だ 發 達しなかった 

時代に 於け る 極めて 古い 語法の 名殘 とせねば ならぬ。 萬 紫 集に も 遠 妻 (遠ば) と 出 ひて ある 

の は 〔四、 七、 八、 九、 十卷〕 * 熟語と 見るべき である。 記に 世ノ ナガ ヒトと ある ョ は， ^の 意 

に 川 ひられた ので、 之 も長キ 入と いふべき を * 古言の 例によって 接 語 粋と 名詞と を 述^ 

した ものと すべきで、 恐らく は トホ及 ナガに ァ ク セン トを いて 發昔 したので あらう。 

な 二 そ は 〔紀〕 記に は 此句及 次 句 に 相當す る 句が 見えぬ。 

くにの な. かひ VJ  〔紀〕 ク -1 は 一般的に 此國土 をい ひ、 ナガ (長) は 厘！ ォホ (大) に 通じて m ひ 

られ るから 八 七 頁 y ナガ ヒトも 大人と いふに！： じく、 長老 を 意味す るので ある。 之 

をお 毒の 人の 謂と 解す るの は 誤りで、 北ハ やうな 省 語法 はあり 得ぬ。 11 記に 此ニ 句の ない 

の は 或は 誦 中に 起った^ 脫で • 此 句の ナガ ヒトが 上句の トホ ヒトに 代り、 二：？ が.^. みし 


たので あるか も 知れぬ。 

あきづし ま (そらみ つ) 共に ャ マト (大和) の 枕詞で あるが、 ソラ ミツが 空 御 律の 意 を 以て ャ 

マ (山) にか、 るに 反し (壹 I 二八 二 買)， 秋 津嶋は 孝 安 天皇の 皇居の 地で (贰 I 六 〇 頁)、 今 も 南 

葛 城 郡秋津 村に 其 名 を 留めて 居り、 武内宿 漏の 後半 世の 本據 地と 推定 せられる 葛 城 高宮に 

近い 地で ある (第二 六 八 頁 参照 )o 之 を 大和の 枕詞に S ひたの は、 磯城 嶋ノ 大和と 同様に、 秋 

津島ノ アル 大和と いふ 意で、 限定の 用に 供せられ たので ある (111 六 三 頁)。 

やま VJ のく にに 產卵 地が 河內 又は 攝津 であると すれば 此ャ マ トは 日本の 謂と せねば ならぬ 

が、 上代 傳說に 於て は、 全國土 をい ふ 場合に は、 大 八洲 國、 原 中國、 豐 葦原 瑞德國 等の 如 

き 稱號を 用 ひる こと を 例と し、 ャ マ トは 寧ろ 地方 的稱 呼と 了解せられ たやう であるから、 

此 歌が 後人の 偽作で ない とすれば、 更に 一考 を 要する ものが ある。 此 事に ついては 尙 後段 

に 於て 論述す る。 

かりこむ VJ (かりこむ ときく や) 雁 卵產ト (聞 クャ) とい ふ 意。 カリ は 鴨 雁 類の 總稱で 〔古語 大 

辭典〕、 コ の 原義 は 勿論 「子」 であるが、 卵 S 意に も轉 川せられ、 今でも タ マ (丸 y 、コ (子) と稱 
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へる。 此は 記に 雁 生卵と 明記して ある やうに タマ ゴを 意味し、 雛の 謂で はない。 は 之に 

閒 タヤと いふ 辭を そへ て 終 句と して 居る が、 紀には 次の 如く-： 1； 一 句が ある。 

な はき かす や 〔紀〕 キ カス は キク (聞) の 敬語 形で、 汝 ハ聞キ マス ャと いふ 意で ある。 此{$ 綱 

は 皇刖の 元老で • 且 皇后の 御 祖父で あるから、 敬語 を W ひられた ので あらう。 11 ナ (汝) 

も 今日 了解 せられて 居る やうな 卑語ではなかった .— 契 沖 は スを燭 昔と して 不聽 哉の-; S 总と 

說 いて： 15 るが 〔抄； T 輸は淸 -51:: 假字 であるの みならす、 キ カズ ャ は本來 反語 法で、 此處 では 

記に 聞 タヤと あるが 如く、 純 疑問 法 を 川 ひる こと を 要する。 

〔大意〕 氏の 長者よ、 汝は 世代の 遠い 人で、 國の 長老で あるが、 大和 W に 綱が 卵 を 

.!t^ むと^かれ た (ことがある) か 

武 內宿禰 の答耿 

ヤス-.^ レシ ヮ ガオ ホ キミ ハ ウベ ナウべ ナ ヮ レテト ハス ナ アキ ッシマ ャ 

〔紀〕 夜 輸说始 之 和 我於朋 5£ 沸 波 于陪儺 于陪儺 和 例 烏 斗 波輸儺 阿 企^ 辭 挪 

マト/クニ-一  カリ n ムト ヮレハ キねズ 

莽^ 能 俱^^ 倚 利 古武^ 和 例 破 枳简儒 


〔記〕 多 淑比迦 流 比 能 美 古 宇 倍 志 許 曾 斗 比 多 麻 m 麻 許 曾！！ 斗 比 多 麻^ 阿？ 粗 許 

S  <li 象!；： S 登 蘇 良 As 夜 麻 £ 且？ I 久邇爾 加 现古牟 登 伊麻陀 岐加受 

やすみ， しし (たか ひかる) ヤス ミシシ は 大君の 枕詞. タカ ヒカル は 日 之 御子の 其で ある (第 

1 二八 頁)。 

わ. かお ほきみ は (ひのみ こ) ヮガ 大君 は 天皇に 對 する 尊 稱 (第一 二八 買)、 日 之 御子 は 天津日嗣 

卽ち 天皇の 御子の で、 美夜受比賣の歌には兩語を重ねて^ひて^;5るけれども、 其 問に お 

のづ から 差別が ある。 記に ヒノ ミコ とした 理由 は 後に 述べる 通りで、 呼 格と して 居る が、 

紀 によれば 我 大君 は 主語で ある。 

うべ なう ベな (うべ しこ そ) ウベ は 當然の 意で、 ナは 感動詞で ある (第二 一九 頁〕。 御 尤々々 

とい ふやうな 意味で 二つ 重ねた ので あるが * シコソ は 其コソ とい ふに 同じく、 コゾ とい- 5 

指定 を 更に 强め たので、 いづ れも 副詞 的 に 川 ひられた ので ある。 

われ を はすな (とひた まへ) トフ (問) とい ふ 動詞 は 今では 我-一問 フと いふが 如く、 被 問 

者 を 表示す る 名； 1( 代名詞) の 第三 格 を 支配す るが、 古 は獨逸 語の fsgen  (問) の やうに 四 

本岐歌  三 0 九 
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格 を 支配した と 見えて * 履 中； 大皇の 御製に も 少女 ヲ道ト へ バ と ある (下卷 一照)。 ト ハス は 

勿論 トフ の 敬語 法で、 記に トヒ タマ へ と あるに 當る。 タ マ へ は 終. 法と して 川 ひられた の 

で、 至 今 格 を 表示、 し、 問 ひ 賜うた とい ふこと である。 

まこ そに 〔記〕 マ は E の 意で、 之に コ ソ を 連ねた マコ ソをー つの 體霄 と兑 て、 副詞と する 爲 

に 更に 助 語 一一 を 添へ たので ある。 輕 太子の 御 歌に 「いはば こそに」 と あるの も 之と 11; 例で あ 

る C 下卷參 照)。 

とひた まへ 〔記〕 此ー 一句 は紀 には兑 えぬ が、 ウベ シコ ゾ問ヒ タマへ に對 立す る もので、 此構 

成に 在って は 之 を必耍 とする。 

あれ こそ は 「記〕 吾コソ ハ 

よの なが ひと 〔記〕 以上 二 句 も 亦紀に はせ かれて！ « る。 

あきづし ま (そらみ つ) - 

やまとのくにに  一前 出 

か. 0 二む VJ 


われ はきかず (いまだき かす) 我ハ聞 カズ (未ダ 聞 カズ) 

〔大意〕 大君 は (日 之 御子よ) 御尤な 御下問 をな されます。 (齢の 長い 私 も) 大和に 

r 於て) 雁が 卵 を 生む こと は 聞き ませ ぬ 

紀は 右の 問答 を 以て 終りと して 居る が、 記に は本岐 歌之片 歌と して、 更に 左記 

一 首 を あげて 居る。 

右の 歌 を 以て 答 白して 後、 建 內宿禰 が. 御 琴を拜 借して 吟 奏した 歌 

〔記〕 那賀き 古 夜 都 毗遞斯 良牟登 加 现波古 牟良斯 

な. かみこ や 汝 皇子 ョと いふ 意。 

つ ひに しらむ S 終 一一 知 ラム トの 謂で あるが、 知ルの n 的が 明示 せられて 居らぬ。 雁 産卵 は 

此 場合に はも はや 旣 知の 事 實 であるから * 終-一と いふ 副詞 を W ひる ことが 出来ぬ 害で 其 

以外て 推训し 得られる も の は {ー 且長說 の 如く 食 國天之 下が ある のみで あるが、 其に しても 御 
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卽位 後の 歌と して は 知 ラムと いふ 未来 表示 は不當 である。 此 事件 は 紀には 治世 第五 十 年の 

春 三月の 出来事と あり、 記に も此 朝の 終に 記述せられ てお るので あるが、 縱 ひ尊屬 であつ 

て も 臣下の 籍 にある ものが、 天皇に 對 して 汝 御子と いふ 呼 稱を出 ひる こと は 有り得ぬ か 

ら、 前文の 所說を 離れて 歌詞から 推定す るに 於て は、 踐祚 前の 作と せねば ならぬ。 おし 然 

りと すれば 終 一一 ハ 天下 ヲ知 リタ マ ハ ムと いふ 意に なり、 前後の 語句との つ ビき合 も 判明す 

るので ある。 

かり は 二む ら. し ラシ は ラムと 同じく 推量 法で あるが、 シの 原義 は 「其」 であるから、 朧 な 

がら 北ハと 想定す る 心 持 を 含み、 ラシ キ とも 活 川せられ、 口語で は ラシィと いふ。 此は辆 が 

^^卵し た の は 皇子が 終に 天下 を 知り 賜 ふ 瑞祥 ラ シィ とい ふこと である。 共 故に ホ ギ (祝) 歌 

の片 歌と あるので、 片歌は 勿論 この 三 句 歌 をい ふので あるから、 本 歌が 卽ち祝 歌であった 

とせねば ならぬ。 

〔大意〕 汝皇 子が 終に (天 之 下 を) 知らむ (瑞祥と して) 雁 は 卵 を 産んだら しい 

右に よ れば此 問答 は 卽位前 に 行 はれた ものと すべきで、 應神天 A の 晩年 儲位が 


尙 確定せ す、 £:；^ 子 間に-階 II の存 した 當時 (睦— 二三 九： q 以下)、 偶，， 此 珍事が 出現し 

たので、 皇子 妃磐之 媛の 祖父に あたる 老宿禰 が、 之 を 瑞祥と して 祝賀した ものと 

推定 せられる。 されば こそ ナガ ミコ 及ヒ ノミコ とい ふ 稱號が 用 ひられた ので、 吉 

野の！： 主の 歌に 譽 田の ヒ ノ ミ コ と あるの も、 仁德 天皇が 尙 一 皇子に 坐した ときの 

事で ある。 紀が 之を此 御代に 築造 せられた 茨田 堤の 出來 事と したの は訛傳 とすべ 

きで、 五十 年の 紀に繫 けて 居る けれども、 其 は 他の 記事と 同じく、 編者が 適宜 配 

當し たものに 外なら や、 天，：： Hi の 在位 は 三十 三年 を 超えなかった やうで あり (伍 II 

五贾 )、 武內宿 禰が此 朝の 晩年まで 生存した かも 疑問で ある。 11 公卿 補任に 或 云 

仁德 天皇 五十 五 年 丁 卯薨と あるの は、 紀の編 年に より 此 事件から 五 年生 延びた と 

して 推算した もの k やうで あるから、 論據 とする に 足らぬ —— 記に 豊樂の 爲に日 

賣嶋に 幸 行の 際と あるの も 信ぜられぬ ことで、 此 地に 離宮が 存 した 形跡 もない の 

に、 態々 郊外に 出て 御宴 を 行 はれた とは考 へられす、 縱ひ 建內宿 禰が尙 存命で あ 
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つたと しても、 二百 歳に 近い 老翁 を 召 出される が 如き は 元 動 優遇の 道で ない。 さ 

れば 事件の 幾 生地 も 亦 老宿禰 の 邸宅に 近い 所であった とすべ きで、 朝麥に 居住し 

て 「い ：1 た 磐 之^ を 訪問 せられる 途中 で 發 見せられた ので は あるまい か。 紀の 歌に 秋 

難洲 とい ふ 地名 を 引合に 出して 居る の も 由緣が ある やうで、 ャ マ トの阈 は 正しく 

大和 卽ち 今の 奈良縣 を 意味した ので あらねば ならぬ。 

記に あげた 片歌は 右の 如き 重大な 意義 を 有し、 此 事件の 眞 相を闡 明す る 鍵鑰で 

あるのに、 紀が之 を^いた の は、 恐らく は 茨田 堤 說を窗 信し、 終-一知 ラムと いふ 

一 句 を 不合理な りと して 排除し 仁ので、 答 歌の 初 句をャ ス ミ シ シ我 大君と か へ た 

の も、 FH- じ^ 解に もとづく もので あらう。 

ヒ 描の 外、 記に は枯 野の 歌 を も此 朝に 附記して 居る が、 其 は旣に 前々 章に 繰 上 

げ て說述 した。 
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